
、
、

.了

輪
.

士

㌧

べ

'

一

、

.■、.

'
「〆

、

〆
、'

〉
〆..年.

(
"

、

[

一

↑
、.「

ト
'

か

、
∩

V

"
U
"

Ψ、

バ

、

開

`

10

い

ー

の

'

一

二、
一

へ
.

.ア}～

、ひ

声レS"

《
(

'
ピ

W

⇔

」

、

・
Z
"

∀
`〆〉

・
.
二

≡
、.

二

]

…㍑
.'

↑

、

響
y

尋

・

戸

..

t

る

い
.㎡

"

.¶
ラ

人

.

、

、

∵

二
、

γ

'

`

(

'

'、さ
㌔

しエ

　

杏
ぷ

、

」

ヂ

頑
.

三
議

、
○

憾

言
、

二
歩

㌢
.二

聾

ず

,
.

ノ

'

ヲ
.

＼
藩

・熟

達

、

、

.

〆ぎ

二

～

㌦

之、↑
㌧,、

㍉
.

㌻評'

、
.

へ

c
嵐

字

.

ご
、
.

、

三
S

!

ぞ

、

.

'.C

、

●

∨

吟

〔
.

ご

↑ト』
匂

."

・

.

㍗

、

Ψ

津

β

'

㌧

・
ノ
『

.
殉

≒

、

]

μ
〆

.

タ

ブ

」

◆

、`

∀

ポ

已

・

べ

博∨

"

㍉

⊂

'

W

、

㌔

、

寸

づ

●

芦～.㌻

、

.,吟

レ
.

λ

ら

.

.
与、

、
ψ

、

一
{榊 一+翌 ㎏1・ ・〆 ㌶

1・ ゾ.

ロ　 マ 　

ヘ シ 　　ロ の エ か

コロ い び プ ぐ ウ

、 ・・.:"、 い ∵!　
,、.つ

㌔ 〔 「ぞ ζ 水Y.、

匂:='r、 倒』}一 「 ㌔

工、 一 ノ

タ 　ヂ デて
で

.!ご ㌧多戸 一

… ∴・芽 ㌫～ る

∵ 汽 誌 ㌧ ∵ ノ.寮 遮 ごご㌻ 埠'一・
シ

rピ.'ぺr

、

へ 　コ

の の ド

・ 一'砺 蚤〆.♪〆

恒'{
一 二 誌 ∠ 、 〆

1-∴ 苛㌣∵;ぷ ニエζ
翼翼 ・言 渡

・s、7りr> 、 」
1鴨 方.る

き ・・'∵ 察"

i
'

錦 ㌫

縛璽 蕎 ……
ト

・:・ 煕">

llii叉で 奪
い 一 ニ ナ 緯 一 ゾ ・叉 与・

び　ち ド　

こ二㌧ ∴巴簿 ,滅 〈
・吋4

>.」:..・ ・.

':被・

ぜご亀

マコ　ト

・:÷s-・ ・9;

'『≡

,
A"

鴫∵ ぷ

バ 鯉 遠
}如 簾

・ 、 ・笛 ・

∨ ノ・.』

づ 寓 言

∴.

、 、 ザ 史、

`吉 ●∵ 三 こ莞 蟻
㌦'㌦ 古 く ごぺ 、 ・・

ノ　 コ コ ば　

∴',・ 暢 二 岬 越 一]….・ ∴ 、:
∵ぷ く三～保 存 蒸 ㌻1・

・〔 ・ ノ ー ㎡'～".■tt ,一.

!'=ぺ ㌃ ぶ 慧 ∴ 三ご,ぐi".
・こ ●

.s_';"4-,Vr;LxvT,t・g㌧ コ'等 ♪ヴ ・ ・1ぶ.

la..t二:、 魂 ← 〉 、 、'tぷ"{Tkr'#t'ket-':∴.一 ～ 一"tr・

『 註 よ'1"警 憲5議 漬 ㌧ じ ,一荒

ア

長..re
`.t::.戊』,"∨

メ

、 ∨'.♪「
〆 心4

尋ち・ ㌣ .ぷ
`

己 十

蜜 〆
∨ 詐

つ
.
d

占

、

V

、
耀

ぷ
,

.興

ぺ

‥的
ジ

・

力

芦

為
S

鳶
睦

司江
㌘

・

才

、
W

.二、

藷

竺
三

孝
違

・
き

、

〔　鍵

.欝

欝

∵㌻

遮工
.

1江 詳 ビ籔

霞 ・灘 鰯 罎欝
寒

1']
..;◎☆ み

・玄懲

㌣ 、

蘇 亨ぐ

㌻ 懸
ロ よ　 ム

評 、 蚤

悠 嶋'

.棋 準
,ワ

・巡 翼 壁 毒・・鱗 池

㍍ ξ竃wξ 二二慈
・
、[

三

.・ ← 凋μ 一

.".
7:

湊 菱

縫 襲籔 驚

,、v吟

リコ ト

`

㌔三
・..ん

1,ず`

.,..一 パ.

1、 :.・""」1㌧ ・㍉ Ψ,.1
∨c か

》 寸 甲'

1

9イ

ぐ か 　 シ

ー^ご 」 ・・=

ソシ ロド 　
1一

輪

}

冶

潜在,曝 ∴ 竺ご竺 感}
二'

欝 竺
ーデ1

＼

,、 《講 治 一 テ.べ

が 嶋 一 こ
.》「

ビ ォぎ

.二 ←}}∴ 匂 ぷ炉`"

蔑 ㌦∫牽
種.ジ ・y～ 払 …JS㌧ 唯'

・翻 し
ぺ,戸 ＼ ＼ ㌻:三 ぷ へ1㍉ ピ楡」へ　

.三 ザ ぶ、心'←
し ポ マ

.!trU・ 樽 、i7"."一.;翼 』 一 ←「 フ'

、

L

・cきL-

∫

'←

〆

,.'

⇒ ピ保 ちづ

ザ

〆吟

eご 二鎗 ・

、

ぐ'.－

rご 、

翼端籔

、
(聾

、臼

灰鞠

〆

亀一 ・ 念
晴'^一

ンノプ

己,鯖 瀬'.+導 き・
・ 詫 竺

、

鰯 ㌢ 巧 司i

ぷ 門 堅
、忌 ご

炉 こζ糎 ぎ ∵

:三

.・"㌻ 蓑∫ザ 一三バ
さ,躍 篭'P品 よログ ム が

・'≠ ア聯 ・編

三 戸 輔 ㎡,

　ぬ ひ ヰ 　 コ ソぐ プトや オ ペ

v身-直 ばゆ ロ'泳

・,芦 .⑱

.二

..こ

、.,二 ・ご

"qsPtテ ■
、.鵠一1'

'
.:・"

ベコヤら 　か み句s

ぎ ㌣喜話∵,・
∵ ピ 灘 .
"3噛 〆 ・アよ〆 ㌔砂 ・i-
・.・・ .:'..`.・ 『 ン● 一

ポ δ.イ ペ^

{"ご'こ
⑰

,.'

虻',ケ"`、

、

な ハ

キ'
4,

ゾ つ　

'・.ピ"

三.

'

・、帖 て 束&

.・Lへ ♪"'寸 、
、→

ロ　　 ヂ

ー かパ 資 一^、 、 、.
　 ロう コペ

玉 一
_で 〉ギポ 邸 「㌔

∂{丁 》F'】.～ 一 』、't
　チ

ゴ メ:三 ※ 〉亨
ド い 　 コ ベも

ピ ト

二 二 曇 ・＼,、 ㌔.
㌦ 三 ノ 岳':琴 ㌔

　の ト ロぴ ク へ

∵.','挙 ダ,

ス振興セニジ奏一
一'一 ズ 三':轡'

♪ 、"マ

、≠1■.
ジ ド へい へ つ

'一"

.苛 ・戸 二w.甲 一

与 珂F
L,

高プ ロ ロ

,膓:<→4 ぷ'
・re－"

.、 ム〆
"..ン ～ 寧

へ ら ひロ
,'㌧ いwぺ

～ ・ 〆,.「 マ

テ 　 ぶ シュ

..」 ～ が⇒ ㌔ ∨ や

の ロ
ヘコ で の

ギ,・ ・一 し'ヤ

ト ち"ノ

,.`4ピ

麹

罐

'㍗

パ 、 ・.∴ 。已 ・

、'ξ

1
-L-LvVtL"`

.「♂

_き ＼二声〆 …
グ

ゥ ふイ トプ

トボ叉
、.>w'ぺ 雪

纏篭2運 動
　 オ

トじ きロ シのか ふ

え∵ 一㍗ 妄,嘉+

か 　ぞ

":薙 緊・ ソ メ'

,喝 ε 董"∨ ・㌧=:、
ぽに ロベ　 シボφズ.べぐ∴ 芦 〆

へ ←』 烏 ・・'・ .'
、 ヤ 「づ場 マ,'

ふ づ ズ　

草江 タベーノ ヂ ごコ

三、 々
、 ブ',' ガ へ

.σ 一 ・.w1

診

ぷ/]】 咋
弓 噛■〈・,〔 」 ド

ド 　ソ

講.一.,、
イ'

タ

」6 ノ

'

も"ち .ど..,'

■

蓼に.∵轟

一 部離 剥
く ノ ノ ン

繋響
が　シベ オモ ペピ

壷弘!一 義声言ピ

_㌘ 噛 ρ べ 繭
も

_〉 三無 ㌔ ・.,轡 こ

ご審 遷「㌔ぎ 領 、、 、
集 ㌔ 栖

.、 喋'

∵・ま塁 ξ篭 鱒
・'.

、 」・,エ.ス.繍{さ ∵ 喘 、.㌔ ・^1

∵三 巳§竺ざ;∵ ザ ㍉1
ひ

㌔ ㌧}ソ``㍉ ズ て ←1∨

く ド ヘ へ へ ゐ

∴_中 ＼べ∵ 巳 ㌘

L∵ 三寮 紅 . 、、竺
… 、s、 弓,1

∴ ご・ン'』`緩 き、 ・

已 一・ぎ 熟熟:

・・'蒙 廷 ゲ 惑 ㌣ ・㌔'、;・..

'

[

ず
二三

く
'

黛

『
　X,鱗

潔

冷

ご=汽 三、 ㌔ 一:,

一".{宇 戸 一 ノ ィー

一 ち ㌧ ㌣ ・与』."㌔'
.、 → ρへ 〉 ＼ 、 → 白"・ ・～

ズ 、 ㌧v..G、 二

'.∨. ..",砥.'㌧ ぺ さ.ξ

ぐ へ^∵
ハ て へ ば ち

ピ プ の 　ガ
プ ロし コ ヨ

畠わ'
.Aべ …:

レ ら ピ ゆ
ヘ モ 　べ

,,モ ・ ☆ ・ 、 、
も ヤ ひ へ

'三 吟_輪 鴻 崎 町 弐^二 一
、

=^.、 、
ぽ ロ ぷ ヂ ゆ じパ
ヘパ ク 　ぱ

∵ 一 ピ 輌 糎 ㌔'・ ≧
レ

・ ぶ ・ ン こ

へ

・え

、'」 、 ∵'、
}・ 、/→1込

.■

し ひぷゴメ パ

幽ピ ㌧・ ●戸 ●
㌧"t

・

シ じ

"哨
・.、 〔 一 ー

タ るト
リ ノ

、 こ ㌢ ㎡
、、.^立 ・..◆ へ ㈱ゴ

ポ コ の ルキ ず ぷ

丘ご
、 烈 パ.乳 ・"ρ 一 〔

三一_._..一 一 よ一一...号 ・.一_一_=』 一_一



本報告書要 旨は,日 本 自転車振興 会 か ら競輪収益の一部であ る機械工業振興資金の

補助を受けて作成 した もので あ る。
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序

データベ ースは,わ が 国の情報化の進展上,重 要な役割 を果 たす もの と期待 されて いる。今後,

データベースの普及 によ り,わ が国において健全な高度情報化社会の形成 が期 待され る。 さらに

海外 に対 して提供可能 なデ ータベースの整備 は,国 際的な情報化への貢献 及び 自由な情報 流通の

確保の観点 か らも必要であ る。 しか しなが ら現在わが国で流通 して いるデ ータベー スの中でわが

国独 自の もの は%に す ぎないのが現状 であ り,わ が国デ ータベースサー ビスひいて はバ ラ ンスあ

る情報産業の健全 な発展 を図 るためには,わ が国独 自の データベースの構築及 びデータベ ース関

連技術の研究 開発 を強力 に促進 し,デ ータベースの拡充 を図 る必要があ る。

このよ うな要請 に応 え るため,働 データベース振興 セ ンターで は日本 自転 車振興会 か ら機 械工

業振興資金の交付 を受 けて,デ ータベースの構築及 び技術 開発 にっいて民間企業,団 体 等に対 し

て委託事業 を実施 してい る。委託事業の内容 は,社 会的,経 済的,国 際的に重要で,ま た地域及

び産業の発展の促進 に寄与す る と考え られているデー タベー スの構築 とデータベ ース作成の効率

化,流 通の促進,利 用の 円滑化 ・容易化な どに関係 した ソフ トウェア技術 ・ハ ー ドウ ェア技術で

あ る。

本事業 の推進 に当た って,当 財団に学識経験者の方 々で構成 され るデー タベ ース構築 ・技 術開

発促進委員会(委 員長 東京工科大学教授 西野博二氏)を 設置 して いる。

この 「デー タベー ス構築促進及び技術開発 に関す る報告書(要 旨)」 は平成 元年度 のデ ータベ

ースの構築促進及 び技術開発促進事業 として,当 財団が民間企業,団 体等 に対 して委託実施 した

課題にっいて それぞれの成果の概要を とりま とめた ものであ る。 この成果が,デ ータベ ースに興

味をお持 ちの方 々や諸分野 の皆様方のお役に立てば幸いで ある。

なお,平 成元年度 デー タベースの構築促進及び技術開発促進事業で実施 した課題 と委託 先は次

表のとお りである。

平成2年3月

財 団法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ン ター



平成 元年度 デ一 夕ベー

分 野 課 題

1気 候 情報 デ ー タベ ー ス の構 築
2電 磁波環境 障害 に関す るデー タベースの
3災 害 情報 シ ソー ラ ス の構 築

4意 味情報を中核 とした医療評価 デ一 夕ベ

社 会 構築
5ハ ンデ ィキ ャ ップ パ ー ソ ンの情 報 ニ ー ズ

の構築
6博 物 館 情報 デ ー タ ベ ー ス シス テ ム の構 築

7中 央省庁での電子計算機利用 に関す る報

8沖 縄 地域 における文化情報 データベース

地 域 活 性 化 9九 州地域 の人材情報 データベ ース構築 に

中 小 企 業 振 興 10高 岡 市 商 圏 デ ー タ ベ ー スの 構 築

11地 域 の 物 産 ・人 材 ・文 化 情 報 の デ ー タベ

す る調査研究

地 図 12マ ル チ メデ ィア型 地 図 デ ー タベ ー ス構 築

エ ネル ギ ー ・資 源 13燃 焼技術 と燃 焼装 置設計の データベ ース

部 品 ・ 材 料 14技 術 支援 システムにおける産業機械部品
15マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの プ ログ ラ マ ブ ル

標 準 化 16イ オ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィ ー ・デ 一 夕 ベ ー

17CD-ROMマ ル チ メ デ ィア デ 一 夕 フ ォ

海 外 18デ ー タベ ー ス構 築 の た めの タ ー ミノ ロ ジ

技 術 19異 種 デ ー タか ら構 成 され る デ ー タベ ー ス

20バ イ ナ リモ デ ル に基 づ く先 端 的 文 書 検 索

一̀

平成 元年度 デー タベース構 築 ・技術 開発促進委託課題

名 委 託 先

㈱ エムテーエス雪氷研究所
㈲関 西電子工業振興セ ンター
㈱ 防災都市計画研究所
㈱ コンピュータコンビニエ ンス

ダ イ ヤ ル ・サ ー ビス㈱

㈱ 日本科学技術振興財団
カテナ㈱

沖縄情報通信㈱
働九州産業技術 セ ンター
協同組合 高岡情報 サービス
日本都市企画会議

㈱ 日本総合技術研究所

閲 日本機械学会

㈱ メ イ テ ック

閲 日本 シ ステ ムハ ウ ス協 会

㈱科学新聞社
日本電子出版協会

ア イ ・エ ヌ ・エ ス ㈱

リソー ス シ ェア リ ング㈱

シ ャー プ㈱



1.気 候 情 報 デ ー タベ ー スの 構 築
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1.2.1

1.2.2

1.3デ ー タ 検 索

1.3.1

1.3.2検 索 画 面

1.4今 後 の 課 題

1.4.1

1.4.2

1.4.3

デ ー タベ ー ス構 築 の 背 景 と 目的

デ ー タ ベ ー ス構 築 内容

収 録 デ ー タ項 目

フ ァイル構成

検 索 システム

高次加工 データの収録

出力手段の多様化

料金体系の確立

2.電 磁 波 環 境 障 害 に 関 す るデ ー タベ ー スの 構 築

2.1目 的
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災害情報 シソーラ スの構築

災害情報 デー タベースの概要
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カルテの様式
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3.2.3キ ー ワ ー ド検 索 シ ス テ ム 概 要

3.3キ ー ワ ー ド シ ソ ー ラ ス の 考 え 方
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気候情 報データベースの構 築

 

1

株式会社 エムテーエス雪 氷研 究所





1.気 候 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

1.1デ ータベー スの構築 の背景 と目的

1.1.1背 景

気候情報 に対す る既存 需要の代表例 と して は次のよ うな ものが挙 げ られ る。

1)ダ ム,道 路,空 港,鉄 道,港 湾,橋 梁,送 電線,高 層 ビル等 の大型構造 物の設計の際

に不可 欠な気象値(設 計気象値)

2)工 業,農 業の生産管理並びに流通 に不可欠 な気象値(産 業 気象情報)

3)ゴ ル フ場,ス キー場,ヨ ッ トハーバー,航 空,道 路等の施 設管理者及び利用者が欲 し

い情報(サ ー ビス情報)

また,近 年 において はオ ゾ ン層の破壊 や炭酸ガ ス増加によ る地球温暖化が,国 際的 に注

目され,さ まざまな分野で その対応策 の模索が開始 され は じめた。

地球大気状況 の変 化は,わ れわれの生活環境のみ な らず産業に与え る今後の影響 は,は

か り知れ ない。 その変化傾向を探 るためには,広 範 な気象観測デ ータと,そ の統計 的加工

処理情報が不可欠 であ る。 この種の情 報に関するニ ーズは,産 業界のみ な らず官公庁 にお

いて も今後急速 に増加 する もの と推察 され,こ うしたニ ーズに対応 し得 る気候 デー タベー

スが必要 とな って きた。.

1.1.2目 的

気 候情 報 の 入 手 方 法 は,現 状 にお いて は,新 聞,テ レ ビ等 の マ ス コ ミに よ る もの を 除 く

と以 下 の3通 りで あ る。

1)気 象 項 目(現 況 値 又 は 予 測 値)を 特 定 し,ユ ー ザ と契 約 を結 び,一 定 期 間,電 話 フ ァ

ック ス又 はオ ンラ イ ンで 気 象 値 の提 供 を受 け る。

2)気 象 庁 の 資 料 室 に行 き,莫 大 な 資料 の 中か ら必 要 デ ー タを 自 ら捜 し出 し,筆 写 又 は有

料 コ ピーを と る。

3)気 象 関 連 コ ンサ ル タ ン ト会 社 に,必 要 デ ー タの 収 集 並 び に そ の 加工 を委 託 ・発 注 し,

報 告 書 を受 け取 る。

上 記1)の 方 法 で は入 手 可 能 な 情報 が 極 度 に限 定 され,且 つ継 続 性 が 要 求 され る。2)

の方 法 は,手 間 暇 が かか り,且 つ 加工 情 報 は得 られ な い。3)の 方 法 は,即 応 性 が な く,
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且 つ 費用 が莫 大 にか か る。

気象 ・気候 情 報 の 入 手 に関 す る以 上 の よ うな現 状 を ふ ま え,継 続 を 必 要 と しな い気 象 ・

気 候情 報 を も,迅 速 且 つ 廉 価 で 提 供 し得 る デ ー タベ ー ス の構 築 を 目 的 と した 。

原データ データベース 出力 情報提供形態

菱

数値情報

生デー タ

・統 計情報

・解析情 報

メ ッシュマ ップ'

その他

巳
巳

…i趨……1
・デ ー 群

1珍
㌘ ヨ

ー,ii

`il

・　i'z

ピi

圏[≡ ⊇

頸 回
l!…_黒

[コ … イ・]

画像情報

・天気図

マ ップ

衛星 資料

麟 灘 　

図1.1シ ス テ ムの 全体 像

1.2デ ータベース構築 内容

1.2.1収 録 デ ー タ項 目

本 デ ー タベ ー ス に収 録 した 気 候 デ ー タの 対 象 地 点 は,気 象 官 署 及 び地 域 気 象 観 測 所 で あ

る。 収 録 した地 点 数 及 び収 録 期 間 を 表1-1に 示 す。 収 録 した要 素 項 目を 表1-2に 示 す。

表1-1収 録地点数 及び収録期 間一覧

観 測 所 収録地点数 収 録 期 間

気象官署 154地 点 1961年 ～1988年(28カ 年)

地域気象

観 測 所

1,317地 点 1976年 ～1988年(13カ 年)
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表1-2デ ー タベ ー ス収 録 項 目一 覧(そ の1)

数 値 デ ー タ 観 測 所 種 別

要素 時別値 日別値 単位 気象官署 地域気象 地域雨量

気温 1時間毎正時気温 ×10-1℃ 一 ○ 一

3時 間毎正時気温 〃 ○ 一 一

日平均気温 〃 ● ● 一

日最高気温 〃 ● ● 一

日最低気温 〃 ● ● 一

降雪 毎正時前1時 間降雪量 ×1cm ○ ・ O 一

降雪の深さ日合計 〃 ● O
一

降水 毎正時前1時 間降水量 ×10-1㎜ 一 ● ●
日降水量 〃 ● ● ●
日最大1時 間降水量 〃 ● ● ●
日最大10分 間降水量 〃 ● 一 一

積雪 1時間毎正時積雪深 ×1cm ○ ○ 一

日最深積雪深 〃 ● O 一

風向 1時 間毎正時風向 16方 位 一 ● 一

3時間毎正時風向 〃 ● 一 一

日最大風速の風向
`

〃 ● ● 一

日最大瞬間風速の風向 〃 ● 一 一

風速 1時間毎正時風速 ×10-1m/s 一 ● 一

3時 間毎正時風速 〃 ● 一 一

日平均風速 〃 ● ● 一

日最大風速 〃 ● ● 一

日最大瞬間風速 〃 ● 一 一

日照 毎正時前1時 間 日照 ×10-,h 一 ● 一

日照時間 〃 ● ● 『

r

気圧 3時間毎正時現地気圧 ×10パmb ● 一 一

3時間毎正時海面気圧 〃 ● 一 一

日平均現地気圧 〃 ● 一 一

日平均海面気圧 〃 ● 一 一

日最低海面気圧 〃 ● 一 一

湿度 3時間毎正時相対湿度 ×1% ● 一 一

日平均相対湿度 〃 ● 一 一

日最小相対湿度 〃 ● 一 一

雲量 ,3時 間毎正時雲量 , 全天10 ● 一 一

日平均雲量 全 天10.0 ● 一 一

天気 3時間毎正時天気 符号 ● 一 一

天気概況 ① 〃 ● 一 一

〃 ② 〃 ● 一 一

露点 時間毎正時露点温度 ×10-1℃ ● 一 『
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表1-2デ ー タベ ー ス収 録 項 目一 覧(そ の2)

数 値 デ ー タ 観 測 所 種 別

要素 特別値 日別値 単位 気象官署 地域気象 地域雨量

蒸気
圧

3時間毎正時蒸気圧

日平均蒸気圧

×10-1mb

〃

●

● = =

大気
現象

大気 現 象(雪)

〃(霧)

〃(ヒ ョ ウ)

〃(雷)

〃(黄 砂 ・竜 巻)

符 号

ノノ

〃

〃

〃

●

●

●
●
●

二

=
一

二

=
一

降水強風 降水強風時間 ×1.0時 間 ● 一 一

全天 日射量 全天日射量 ×10-1MJ/㎡ ● 一 一

蒸発量 蒸発量 ×10-lmm ● 一 一

凡例
●:全 観測所
○:一 部観測所
一:該 当観測所無し

1.2.2フ ァイ ル構 成

デ ー タを収 録 す る に 当 た って の フ ァイ ル構 造 は,時 別 値,日 別 値 及 び気 象 官 署,地 域 気

象観 測 所 に分 け,地 点 別 に収 録 した。 収 録 フ ァイ ル 名 の付 け方 は,表1-3の 方 法 に よ り

と り行 った。

表1-3収 録 フ ァイル 名 の 分類

気 象 官 署 地域気象観測所

時 別 値

日 別 値

KH× × × ×

KD× × × ×

AH× × × ×

AD× × × ×

1)フ ァイル名第1文 字 区分:気 象官署

地域 気象観測所

2)フ ァイル名第2文 字 区分:特 別値

日別値

3)フ ァイル名第3文 字以降6文 字 まで

地点番号

(K)

(A)

(H)

(D)

(数 字)
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1.3デ ータ検索

1.3.1検 索 シス テ ム

基 本 とな る デ ー タベ ー スマ ネ ジメ ン トシ ステ ム(DBMS)は,lmfomix4GLを 利 用

した。 検 索 の 方 法 は,表1-4に 示 す 項 目 に条 件 を 設 定 す る こ とに よ り実 行 す る方 法 を と

った。

表1-4条 件 設 定 項 目

条 件 項 目 入 力 値

地 点 地点番号

要 素 収録項目番号
ただ し0の 場合 は

設定 な しとす る期

間

始 め 年,月,日,時 のAND条 件

終 わ り
〃

出 力 先 デ ィス プ レイ,プ リ ンタの いず れ か 一 方,又 は両 方

検 索 結 果 の 出力 先 は,以 下 の3っ と した。

① デ ィスプ レイ

② プ リ ンタ

③ 外 部 フ ァイル

1.3.2検 索画 面

図1-2に 示 す 様 式 の デ ィス プ レイ 表示 に対 して,

め式 に入 力 して い くこ と と した 。

1.3.1で 示 した 条 件項 目に値 を穴 う

気 候 デ ー タベ ー ス検索 画 面

地点 要素 期 間 始 め 期 間 終 わ り 出力先

PPPPP iiiii
年

yy

月

mm

日

dd

時

tt

年

yy

月

mm

日

dd

時

tt ○○○○○

各 項 目内 容 の ス クロー ル

図1-2 検索条件の設定画面
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1.4今 後の課 題

1.4.1高 次 加 工 デ ー タ の収 録

気 候情 報 を 種 々の 目的 に利 用 す る際 に は,気 象 観 測 値 が 生 の形 で 使 われ る こ とは 少 な く,

多 くの場 合 目的 に合 致 す る よ う何 らか の 加 工 が 必 要 と な る。

加工 は そ の程 度 に応 じて,図1-3の 様 に分 類 し得 る。

1度工加

2度工加

3度工加

4度工加

5度工加

集計値,極 値等

統計値,確 率値

未観測地点の推算値

未観測項目の推算値

複数項目の複合演算値

図1-3加 工 度 の 分 類

上 記 の 加工 度 の情 報 種類 は極 めて 多 様 で あ る。 あ らゆ るニ ー ズ に対 応 した もの を 常 時 蓄

積 して お くこ と は,得 策 とは いえ な い。 今 年 度,構 築 した デ ー タベ ー ス に は,上 記 の 加工

度1の 情 報 まで 含 まれ て い る。

今 後 は,加 工 度2～5の うち,特 に利 用 度 が 高 い基 本 的情 報 か ら順 次,収 録 して い くご

とが 課 題 とな る。
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1.4.2出 力手 段 の 多 様 化

1.4.1で も述 べ た様 に気 候 情 報 の種 類 は極 あ て 多 様 で あ る。 そ れ故,単 に 問 い 合 わ せ に

対 す る数 値 情 報 の み の 解 答 だ け で は情 報 の価 値 が 低 い もの とな る。 また,出 力 先 もデ ィス

プ レイ,プ リン タの み で な く他 の磁 気 媒 体 や プ ロ ッ タ等 に 出力 可 能 な ア プ リケ ー シ ョ ンを

付 加 して い く必 要 が あ る。

今 後 の 課 題 と して,以 下 の項 目を順 次検 討,具 体 化 して い く。

1)ハ ー ドウ ェア 関 連

① オ ンライ ン端 末 に よ る ア クセ ス

② プ ロ ッタ等 に よ る出力

③ フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク等 へ の ダ ウ ンロー ド

2)ソ フ トウ ェア 関 連

① ビ ジ ュア ル 表 示

② デ ー タの ダ ウ ン ロー ド対 応

③ ネ ッ トワー クア クセ スへの 対 応

1.4.3料 金体系の確立

気候 データの性格上,極 値や平均値の様 に多種,少 量で意味を持つ ものや時別値の様 に

あ る一定量 の時系 列デ ータが集ま って意味の出て くる様 な少種,多 量の もの とさまざまな

形のニーズがあ る。従量制や固定料 金制 とい う単 一の体系では必ず しも適 当 とはいえな い。

また,出 力 に当た ってのアプ リケー シ ョンの利用 に対す る料金 も検討す る必要が ある。

これ らを考慮 し適正な,料 金体系を確立す ることが,今 後の重要な課題で ある。
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2電 磁 波環境 障害 に関する

データベースの構 築
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2.電 磁波環境 障害 に関す るデータベースの構築

21目 的

社会構造の急激 な変化が進み,民 生用,産 業用電気 ・電子機器及 び情報処理 機器が広 く普

及 して きた。 それ に伴 い,そ れ らの機器か ら発生す る不要電波 によ る障害並 びに,外 来電波

によ りそれ らの機器が受 ける障害が,電 磁波障害 として大 きな社会問題化 してい る。

特 に米国,西 独を は じめ,各 国で電磁波環境 障害の規制が強化 され っっあ る。わが国 にお

いて も,通 商産業省,郵 政省を 中心 と して関連官庁 にお いて各種委員 会,協 議 会等が発足 し

て いる。

国 内及 び諸外国の電磁波環 境障害に関する規制の動向を速やか に収集 し,理 解 す ることは,

企業の機器開発担当者 にとって は,重 要 であ り,ま たその動向を迅速 に調べ対応 して行かね

ばな らない。

しか しなが ら,わ が国では,こ こ5年 位 に急速 に問題 にな ったテ ーマで あ り,既 存 のデー

タベ ースで は電磁波障害に関 して整備 されてお らず活用が不可能であ る。 当セ ンターで は,

約20年 前 より米 国向 けをは じめ と し,西 独等のFMラ ジオ,テ レビジョン等の電磁波 障害 の

測定を実施 してお り,近 年 は情報 処理機器の電磁波障害が主 流 とな って いる。 これ に伴 って,

関連す る各種研 究会,分 科会 を発足 し,各 種の電磁波障害 に関す る情報の調査,収 集 を行 っ

て い る。 今 後 は,当 セ ン ターが 蓄 積 して き た これ らの 情報 を整 理 し,検 索 しや す くす る こ と

で,よ り適切 な情 報 を速 や か に提 供で きる よ うにす る もの で あ る。

特 に中 小 企業 に対 して情 報 を提 供 す る こ と は,当 セ ン ター の重 要 な 任 務 で あ り,そ の た め,

本 事 業 で は 企業 及 び 団 体 に対 し,オ ンラ イ ンで 情 報提 供 サ ー ビス で き る こ とを 目指 し,情 報

の デ ー タベ ー ス化 の た め の フ ォー マ ッ ト作 成 及 び シス テ ム構 築 を 行 った 。
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22実 施内容

2.2.1実 施 内容

前述 した20年 間 の 生 駒 電 波 測 定 所(生 駒 サ イ ト)の 業 務 に 関 連 し,収 集 した情 報 を対 象

に 各 ユ ー ザ との ネ ッ トワー ク を前 提 に した技 術 情 報 デ ー タベ ー スの 構 築 を 行 った 。

まず情 報 を デ ー タベ ー ス化 す る た め対 象 とす る情 報 を 次 の よ うに情 報 形 態 別 に カテ ゴ リ

ー に分 類 した。

1)電 磁 波 障害 に 関 す る各 国 の規 則,及 び規 格

既 に20年 間 に わ た って,収 集 した 北米,ヨ ー ロ ッパ 諸 国 を 中心 と した約100機 関 の 規

則,規 格 並 び に翻 訳 した 規 格,規 則 を デ ー タベ ー ス化 に必 要 な コー ド化 を行 った。

2)電 磁 波 障 害 対 策 用 の 部 品,材 料 に関 す る技 術 デ ー タ

過 去5年 間 に わ た って 発 行 したEMC(ElectroMagneticCompatibility)/EMI

(ElectroMagneticlnterference)カ タロ グ集 をベ ー ス に して,最 新 の 電 磁 波 障 害 対 策

用 の 部 品,材 料 の技 術 デ ー タ(商 品 デ ー タ)の デ ー タベ ー ス化 を行 った。

3)電 磁 波 障害 に 関 す る会議 資料,雑 誌,新 聞,学 術 文 献,学 会 論 文

4)電 磁 波 障 害 に関 す る国 内,海 外 の 公 的,私 的 な試 験 機 関 に 関 す る情 報

っ い で,情 報 を デ ー タベ ー ス化 す る たあ の シ ス テ ムを 構 築 す るた め に フ ォ ーマ ッ ト作成

及 び ソ フ トウ ェア開 発 を上 記 の 対 象 情 報 につ いて 行 った 。

フ ォー マ ッ ト作 成 及 び ソフ トウ ェア 開発 に際 して は,総 合 性,信 頼 性,使 いや す さを 基

本 理 念 と し,こ の シス テ ムの利 用 者 に と って,他 の デ ー タベ ー ス と と もに活 発 に利 用 され

るため に次 の 点 に整 合 を 図 った。

1)情 報 の イ ンデ ッ クス システ ムを 作 成 す るた め 下記 の項 目に っ いて 整 理 した 。

a.主 題 内容,分 類 コー ド,キ ー ワー ド,タ イ トル ワ ー ド。

b.規 格 及 び規 制 名,著 者 名,制 定 機 関 名 。

c.作 成 年 月 日

2)検 索 シス テ ムの 構 築

コマ ン ドの統 一

3)ハ ー ドウ ェア は他 の デ ー タベ ー ス と共 用 化 で き る よ うな シス テ ム構 成 と した。
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2.2.2作 業 手 順

作 成 に当 た って は,段 階 的 に1)シ ス テ ム設 計 ・プ ロ グラ ム設 計,2)デ ー タ の収 集,

3)分 類 整理(標 準 化)で 構 築 した 。 な お,デ ー タの 内容 及 び処 理 概 要 につ いて は,下 記

の とお りで あ る。

(1)デ ー タの 内 容

(a)各 種 規 格 ・規 制 デ ー タ

米 国 に お け るFCC(連 邦 通 信委 員 会)規 則,ANSI(米 国 国 家 標 準)規 格,E

IA(電 子 工 業 会)規 格,MIL(米 軍)規 格 。 カ ナ ダのDOC(通 信 省)規 則,C

SA(カ ナ ダ安 全 協 会)規 格 。 西独 にお け るFTZ(中 央 通 信 技術 局)規 則,VDE

(ド イ ツ 電子 技 術 者 協 会)規 格 。 英 国 のBS(英 国 国 家 標 準)規 格 。 及 び イ タ リア,

フ ラ ンス等 の ヨ ー ロ ッパ 諸 国 を含 む 諸 外 国 の 規 格 並 び に国 内 の 電 波 法,電 気 用 品 取 締

法,EIAJ(日 本 電 子 機 械工 業 会)規 格 な ど約5,000件 。

デ ー タの項 目 と して,9項 目を設 定 した。

① 国 名(10文 字)② 分 類 コ ー ド(10文 字)③ 第 部(2文 字)

④ 発 行 年 月 日(10文 字)⑤ 表 題(140文 字)⑥ 測 定項 目(6文 字)

⑦ 対 応 機 種(70文 字)⑧ メ モ(70文 字)⑨ 概 要(280文 字)

(b)電 磁 波 障 害 対 策 用 の 部 品,材 料 に関 す る技 術 デ ー タ

材 料(磁 性 材 料,シ ー ル ド材 料,シ ー ル ドガ ス ケ ッ ト),部 品(コ ンデ ンサ,サ ー

ジア ブ ソーバ,コ イル,フ ィル タ,ト ラ ンス,コ ネ ク タ,ケ ー ブ ル),計 測 器(ア ン

テ ナ,電 測 計,ス ペ ク トラ ムア ナ ライ ザ,ア ンプ,シ ミュ レー タ),電 源,関 連 設 備

(シ ール ド室,電 波 暗 室)。

デ ー タ項 目 と して,5項 目を設 定 した。

① 会 社 名(70文 字)② 所 在 地(140文 字)③ 担 当部 署(70文 字)

④ 種 類(6文 字)⑤ 特 性(280文 字)

(c)電 磁 波 障 害 に 関 す る会 議 資料,雑 誌,新 聞,学 会 論 文 デ ー タ。

(d)電 磁 波 障 害 に 関 す る国 内,海 外 の 公 的,私 的 な試 験 機 関 に 関す る デ ー タ。

(2)処 理 概 要

本 デ ー タベ ー ス の構 築 に 当 た って の検 索 ・処 理 は 次 の とお りと した 。

(a)国 名 検 索

検 索 対 象 国 名 のみ を繰 り返 し検 索す る処 理
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㈲ 規 格 検 索

対 象 規 格 名,規 格 番号,発 行 年 月 日,表 題 を 検 索 す る処 理

(c)測 定項 目検 索

設 定 した測 定 項 目別 に検 索 す る処 理

(d)機 種検 索

該 当 す る機 種 を検 索 す る処 理

(e)デ ー タ編 集

各 項 目を設 定 す るに 当 た り,基 本 デー タ シー トを作 成 し,デ ー タの 入力,コ ピー,

変 更,出 力,削 除 を行 う。

23対 外サービスの検討

構 築 した 本 デ ー タベ ー スを 開 放 す るユ ・一ーーザ と して 当 セ ンタ ー会 員会 社 約200社,生 駒 サ イ ト

利 用 者 約1,500人,情 報 購 読 者 約600人 が あ る。 これ らの ユ ー ザ に対 して,容 易 に利 用 で き・

る よ う,検 索 システ ム を 当 セ ン ター 本 部 と生 駒 サ イ トに ワー クス テ ー シ ョン(パ ー ソナ ル コ

ン ピ ュー タ)で 稼 働 させ,現 在 生 駒 サ イ トで 利 用 され て い るパ ソ コ ン通 信 の 回 線 に接 続 し,

利 用 者及 び 会 員会 社 の 情 報 セ ンタ ー に この シス テ ムを 開 放 す る。

また,ユ ー ザ に対 して,本 シス テ ム が 精度 よ く,信 頼 性 が あ り,検 索 を容 易 にす るた め に

デ ー タベ ース 本体,シ ス テ ム を改 良 し,よ り充 実 した もの にす る。

24予 想される効果

1)本 デー タベースが構 築 されれば,電 気 ・電子機器等の開発時 に電磁波障害 に関す る規制

情報が迅速に得 られ,機 器の設計 に役立つ。

2)対 策情報に関する情報が容易 に入手で きることは,電 磁波環境 の保全 に寄与す る。

3)電 気 ・電子機器 開発技 術者が本 システムを利用 する ことによ り交流が容易 とな り,重 複

投資が回避 され るとともに,よ り電磁波障害 に関す る研究が促進 され る。

4)情 報収集に多 くを投資で きない中小企 業の技術開発支援 システム として も活用が期待で

きる。
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25今 後の課題

本 デ ー タベ ー スは,オ ンラ イ ンに よ りデ ー タを提 供 す る情 報 シス テ ム で あ る。 したが っ

て,広 く,誰 で もが 簡単 に情 報 を リア ル タイ ムで入 手 で き る とい う点 で は,満 足 で き る シ

ス テ ム と思 わ れ る。

しか しなが ら,対 策情 報 の 具体 的 な デ ー タが情 報 と.して利 用 で きな い とい う点 で は,満

足 の で き る デ ー タベ ース とは い い難 い。 したが って,今 後 は実 際 的 な対 策 デ ー タ(ほ とん

どが ノウハ ウで あ る)を,困 難 で は あ る と思 うが 収 集 に 努 め,よ り充 実 した 電 磁 波 環 境 障

害 に 関す る情 報 を収 録 した デ ー タベ ー ス を 目指 す 。
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3.災 害 情 報 シ ソ ー ラ ス の 構 築

3.1目 的

災害 情 報 デ ー タベ ー ス は,日 々発 生 して い る事 故 ・災 害 の デ ー タを 総 合 的 に ス トック し,

複 雑 化 ・多様 化 す る現 代 社 会 にお け る事 故 ・災害 の防 止 及 び安 全 な 技 術 開発 の た め に 活 用 す

る こ とを 目的 と した デ ー タベ ー スで あ る。 現 在 で は,'事 故 ・災 害 事 例 数 に して4万 件 以 上 が

登 録 され,平 成2年 度 に はオ ンラ イ ンに よ る公 開 を控 え て い る。 一 般 へ の 公 開 に当 た って は,

ユ ーザ に と って 重 要 な 検 索 手 段 と な る キ ー ワ ー ドの体 系 を 確 立 し,検 索 ニ ー ズ に十 分 応 え ら

れ る よ うな シ ソ ー ラ ス を構 築 す る必 要 が あ る。

本 調 査 は,こ う した観 点 か ら,災 害 情 報 の 効 率 的 な 検 索 に 供 す る キ ー ワ ー ドシ ソー ラ ス の

構 築 を行 う もの で あ る。

3.2災 害情報データベースの概要

3.2.1対 象 とす る事 故 ・災 害 の 分野

本 デ ー タベ ー スの対 象 とす る事 故 ・災害 は,表3-1の とお り さ ま ざ ま な分 野 ・領 域 に

及 ん で い る。

表3-1対 象 と す る 災 害
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3.2.2カ ル テ の 様 式

個 々の 事 故 ・災 害 事 例 は,1件 ご とに 一 定 の フ ォ ー マ ッ ト(カ ル テ)で 整 理 され る。

表3-2カ ル テ表 示 例

【 事 例No.15436】

[日 時]開 始1986年11月1日(土)早 朝

経 過 年 月 日

終 了 年 月 日

[場 所]1.EuropeSwiss

[死 傷者 】 死 者 行 方 不 明 小 計 重 傷 軽 傷 小 計 死 傷 者計

0人0人0人0人0人0人0人

[分 類]1.Fire

2.PublicNuisance汚 染

[産 業 分類]1.製 造 化 学

[記 事]Swiss.Base1郊 外 化 学 肥 料 工 場 倉 庫 の 染 料 か ら出 火 炎 上.有 害 物 質 が 消

火 用 水等 と と もに ライ ン川 に流 入.広 域 汚 染.

[抄 録]倉 庫 に

[特 記 事 項]こ の 事故 を契 機 と して

[キ ー ワ ー ド]1.化 学2.肥 料3.工 場4.倉 庫5.ラ イ ン 川6.水 銀7.避 難

8.水 道9.染 料

[No.][光 デ ィ ス ク 番 号][頁][著 者:表 題:誌 名:巻 号 頁:コ メ ン ト][扱 い]

1199144.1989-04-一 一〇291013西 川 光 一:化 学 工 場 の 事 故 対 策 に 関 す る 国 際 動¥500

向 に つ い て=保 安 月 報:No.291P.2-4:

376152」989-01-11-Ol201KS日 経 産 業 新 聞(朝)染 料 欧 米 勢,公 害 公 開

対 策 に悩 む

74102.1987-10-19-02031M毎 日 新 聞(夕)ス イスで も緑 の 党 躍 進 公 開

66082.1987-06-06-OlO91A朝 日 新 聞 ライン川 汚 染 は 染 料 失 火 が 原 因 公 開
、

35065.1986-11-17-00021LLLOY'SLIST公 開

…

…

41065.1986-11-15-00011EInternationallleraldTri加ne公 開

42065.1986-11-11-00021EPinancialTimes公 開

46065.1986-11-一 一〇〇〇〇1120FrankfurterAllgemeine非 公 開

6AOI.1986-11-一 一〇〇〇〇〇1120△ ○ 夫:災 害 事 例 集:OO出 版:P.151-271:公 開
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3.2.3キ ー ワー ド検 索 シ ス テム 概 要

本 デ ー タベ ー ス の 検 索 シス テ ムで は,前 述 の カ ル テ フ ォ ー マ ッ トに設 け られ た 各 検 索 フ

ィール ドの う ち,キ ー ワー ドフ ィt－ル ド(フ ィ ー ル ド名:KEY)及 び 記 事 フ ィー ル ド

(フ ィ ール ド名:AD)に っ い て キ ー ワ ー ド検 索 が可 能 とな って い る。 ま た,将 来 的 に は,

文 献 著 者 名 や 文献 表 題 な どの フ ィー ル ドにつ い て もキ ー ワ ー ド検 索 を可 能 とす る予 定 で あ

る。

キ ー ワ ー ドに関 す る検 索 に は,以 下 の よ うな 機 能 が あ る。

(1)完 全 一 致 検 索

完 全 一 致 型 検 索 は,SEARCHコ マ ン ド及 びXSコ マ ン ドを 用 い,検 索 の 対 象 とす

る フ ィー ル ドとキ ー ワ ー ドを 指 定 して行 う。

(2)ト ラ ンケ ー シ ョ ン検 索

トラ ンケ ー シ ョ ン検 索 機 能 と して は,前 方 一 致,後 方 一 致,中 間 一 致 の3種 類 が あ り,

SEARCHコ マ ン ド,XSコ マ ン ドと も利 用可 能 で あ る。

(3)シ ソ ー ラス 検 索

キ ー ワー ド辞 書 の 持 つ シ ソー ラ スを 活 用 した検 索 方 法 で あ り,同 義 語 検 索 ・上 位 語 検

索 ・下 位 語 検 索 ・関 連 語 検 索 な どが 可 能 で あ る。

(4)EXPANDコ マ ン ド

EXPANDコ マ ン ドはキ ー ワー ドの 有 無 を 調 べ る コマ ン ドで あ り,前 方 一 致 及 び 後

方 一 致 の トラ ンケ ー シ ョ ン機 能 が 利用 で き る(中 間 一 致 は 使 用 で きな い)。 この コマ ン

ドによ って,対 象 とす る単 語 の 前 後9つ のEXPAND集 合 セ ッ トが 作成 され,そ れ を

さ らに 検 索 に利 用 す る こ とが で き る。

(5)そ の 他 の キ ー ワ ー ド関 連 処 理 機 能

① 同 形 異 義 語 処 理

同 形 異 義 の キ ー ワー ドに 関 して は,検 索 時 に 明 示 的 に指 示 す る方 法 と検 索 時 に選 択

させ る方 法 の2種 類 で の 対 処 が可 能 で あ る。

② 同音 異 義 語 処 理

同音 異 義 語 に 関 して は,ど ち らの意 味 を選 択 す るか を検 索 時 に選 択 で き る。

③ 片 仮 名 キ ー ワ ー ド処 理

片仮 名 の キ ー ワ ー ドの 場 合,小 文字,、長 音,中 点 な どは シス テ ムが 内 部 的 に処 理 し

解 釈 す る。

一17一



3.3キ ー ワー ドシソーラスの考え方

3.3.1災 害 情 報 デ ータ ベ ー スの 特 徴

本 デ ー タベ ー ス は,あ らゆ る分 野 の 事 故 ・災害 を総 合 的 に 蓄 積 す る と い う,他 に類 を見

な い デ ー タベ ー スで あ る。 この た め,入 力 され るデ ー タに は い くっ か の 特 徴 が あ り,そ れ

を考 慮 しな けれ ば 効 率 的 ・合 理 的 な キ ー ワ ー ドシ ソー ラ ス を 構 築 す る こ と は不 可 能 とい え

る。 こ こで は,こ れ らの 特 徴 に っ いて 述 べ る。

(1}さ まざ ま な分 野 の デ ー タを 対 象 とす る。

本 デー タベ ー スで は,こ れ まで 分 野 ご とに行 わ れ て な か なか 交 流 しに くか った安 全 ・

防 災 の 知 識 や技 術 を,分 野 を 超 えて 共 通 の もの と し,よ り総 合 的 な安 全 対 策 を推 し進 め

るた め に,さ ま ざ ま な 分 野 の デ ー タを対 象 と して い る。

(2)利 用 者 は専 門 外 の 分 野 へ の ア クセ ス も行 う。

さ ま ざ ま な分 野 の デ ー タを 共 通 の もの と して利 用 す る た め,あ る特 定 の 分野 の事 例 に

関 して も,利 用 者 は必 ず し もそ の 分 野 の 専 門 知識 を十 分 に 持 って い る と は限 らな い。 こ

う した 利用 者 に も利 用 で き,且 つ 専 門 家 の 利 用 に も十 分 耐 え られ な けれ ば な らな い。

(3)キ ー ワー ドの 種 類 が 多 岐 に わ た る。

本 デ ー タベ ー ス の よ うに さ ま ざ ま な分 野 を 総 合 的 に扱 う場 合 に は,デ ー タの 種 類 は多

岐 にわ た り,そ れ に した が って 付 与 され る キ ー ワ ー ドの 種 類 も非 常 に多 種 多 様 な もの と

な る。

(4)十 分 な情 報 を得 られ な い場 合 もあ る

一 般 に事 故 ・災 害 に関 す る情 報 は ,な か な か詳 細 な デ ー タま で が 公 開 され ず,十 分 な

情 報 を得 られ に くい種 類 の情 報 で あ る。 また,本 デ ー タベ ー ス は,一 般 の 新 聞 や 安 全 ・

防 災 関 係 の雑 誌 な ど に公 開 され た 情 報 に基 づ い て 構 築 して い る た め,例 え ば,事 故 ・災

害 の 発 生 日時や 場 所 とい う基 本 情 報 す ら入 手 で きな い場 合 もあ る。

3.3.2統 制 キ ー ワ ー ドと フ リー キ ー ワー ド

こ こまで 述 べ て きた よ うな デ ー タ及 び 利用 者 の多 様 性 に対 応 し,且 つ 情報 量 の不 十 分 な

デ ー タに 関 して も柔 軟 な対 応 を 可 能 とす るた あ に,本 デ ー タベ ー スの キ ー ワー ド体 系 は次

の2種 類 に 区分 して 整 理 した 。

(1)統 制 キ ー ワー ド

事 故 ・災 害事 例 ご と に,そ の事 例 の 内容 や特 徴 な ど を記 述 す るた め に抽 出 さ れ た単 語 。.
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これ らを 同義 語,上 位 ・下 位 語,関 連 語 な どの シ ソ ー ラ スで 整 理 す る こと によ って,

基 本 的 な デ ー タ検 索 にお け る大 き な検 索 漏 れ な どを 防 ぐこ とが で きる。

(2)フ リー キー ワー ド

デ ー タベ ー スに 登録 した文 字 列 の 中か ら,一 般 に意 味 を持 つ もの を 一定 の 基 準 で 抽 出

した 単 語 。 多 様 な ユ ー ザの 要 求 に対 応 して い くた め に は必 要 不 可 欠 で あ る。 こ こで は あ

らか じめ抽 出す べ きキ ー ワー ドを辞 書 と して 登録 し,そ の辞 書 に あ る単語 を 自動 的 に抽

出 す る よ うな システ ムを構 築 した。

(3)キ ー ワ ー ド用 辞 書

本 デ ー タベ ー スで は,シ ソー ラ ス の概 念 に合 わ せ て① 統 制 キ ー ワ ー ド用 辞書 と② プ リ

ー キ ー ワー ド用 辞 書 の2つ の辞 書 を持 つ。

3.4統 制 キ ー ワ ー ド

3.4.1統 制 キ ー ワー ドの シソ ー ラ ス

(1)複 合 話

本 デ ー タベ ー スの一 般 公 開 に当 た って は,ト ラ ンケ ー シ ョ ン機 能 を用 い る検 索 を 可 能

と した 。 そ こで,従 来 は分 割 して 付 与 して いた キ ー ワ ー ドに つ いて は複 合 語 に戻 す 作 業

を行 った 。

② 同 義 語

統 制 キ ー ワー ドの 中 で類 似 の意 味 を持 つ単 語 同士 は,そ の うち の1つ を代 表 語 と し,

そ の 他 を 代 表 語 の フ ァ ミ リー と して 同義 語 関 係 を 作 った。 同義 語 に は 次 の3種 類 が あ る。

① 同 一 の 意 味 で 標 記方 法 の違 う単 語

② ほ ぼ 同 じ意 味 で ニ ュア ンス や 使 わ れ方 が や や 異 な る単 語

③ 上 下 関係 に あ るが,通 常 は そ の 下 位 ラ ンクの 情報 ま で 把 握 で き な い場 合 が非 常 に 多

く区別 が っ か な い単 語

(3)上 位 ・下位 語

一 般 に ,単 語 同士 の 上 下 関 係 は,① 包 括 関係 と② 部 分 一 全 体 関 係 の2種 類 が あ るが,

そ の う ち包括 関 係 に あ る単 語 同士 を 上 位 ・下位 語 と して 関 係 づ け た。 部 分 一 全 体 関 係

に っ い て は,全 体 を表 す 単 語 「○ ○ 」 に たい して 「○ ○ 要 素 」 と い う単 語 を関 連 語 と し,

部 分 を 表 す 単 語 は この 「○ ○ 要 素 」 と い う単語 の下 位 語 と した。

(4)関 連 語
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キ ー ワ ー ド間 に は,同 義 語 関係 や 上 位 ・下 位語 関 係 には な らな いが,何 らか の 関 係 が

あ る単 語 同 士 が あ る。 これ らの うち,キ ー ワー ドの 付 与 及 び デ ー タ検 索 の 際 に,必 要 な

用語 を 見 つ け る うえ で 有 用 で あ る と考 え られ る場 合 に は,両 者 を 関 連 語 と して 関 係 づ け

た。

3.4.2シ ソ ー ラ スの 全 体 構 成

統制 キ ー ワ ー ドは,① 事 物,② 事 象,③ 固有 名詞 の3種 類 にお お よそ 分 類 し,さ ら にそ

れ ぞれ の 単 語 に っ いて 同 義 語,上 位 ・下 位 語,関 連語 の 関 連づ けを 行 った 。

3.4.3シ ソ ー ラ ス 例

★★★★★★ 案 内 人 ★★★★★★

【同 】 ガ イ ド

{上].ひ と

..生 物

★★★★★★ 案 内 輪 ★★★★★★

[同 】 ガ イ ド タ イ ヤ

[上 】.列 車 要 素

[関]モ ノ レ ー ル
★★★★★★ 伊 勢 湾(タ イ フ ウ)★ ★★★★★

【上 】.台 風

..事 故 ・災 害 名 称

..熱 帯 低 気 圧

鯖 ★★★★ 伊 勢 湾(ワ ン)★ ★★★★★

[上].湾

★★★★★★ 伊 東 線 ★★★★★★

【上 】.鉄 道 路 線 名 称

..人 工 構 造 物 名 称

★触 ★★★ 伊 豆 急 行 線 ★★★★★★

{同 】 伊 豆 急 線

【上 】.鉄 道 路 線 名 称

..人 工 構 造 物 名 称

★★★★★★ 伊 豆 急 線 ★★★★★★

【代1伊 豆 急 行 線

★★★★鹸 伊 豆 大 島 ★★★★★★

[上 】.火 山

..地 名

★★★★★★ 伊 豆 大 島 近 海 ★★★★★★

[上].地 震

..災 害 現 象

..事 故 ・災 害 名 称

★★鹸 ★★ 伊 豆 半 島 沖 ★★★★★★

【上].地 震

..災 害 現 象

..事 故 ・災 害 名 称

★★★★★★ 委 員 ★★★★★★

【上 】.ひ と

..生 物

★★★鹸 ★ 椅 子 ★★★★★★

【同 】 い す

【上 】.家 具

[下].ソ フ ァ

3.5フ リー キ ー ワー ド

3.5.1自 動 切 り出 し用 辞 書 の考 え 方

フ リー キ ー ワー ドは,記 事 フ ィー ル ドな どの 文 字 列 の 中 か らキ ー ワ ー ドを 自動 的 に 抽 出

し,検 索 を 可能 とす る もの で あ る。 した が って,当 該 フ ィー ル ドの 文 字 列 の 中 に あ る 「単

語 」 の み が対 象 とな り,い か に効 果 的 に 必 要 な 「単 語 」 を 自動 抽 出す るか が 課 題 とな る。

(1)キ ー ワー ド自動抽 出機 能

本 デ ー タベ ー ス構 築 に 当た って 用 い た 基 本 ソフ トに は,キ ー ワー ド自動 抽 出 に つ いて
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次 の3種 類 の 機 能 が あ る。

① 非 辞 書 参 照 モ ー ドに よ る キ ー ワー ド自動 抽 出機 能

② 辞 書 参 照 モ ー ドに よ る キ ー ワー ド自動抽 出機 能

③ 共 用 モ ー ドに よ る キ ー ワ ー ド自動抽 出機 能

(2)キ ー ワ ー ド自動 抽 出機 能 の 選 択

現 在 本 デ ー タ ベ ー ス に登 録 され て い る4万 余 件 か ら1千 件 の 事 例 を 抽 出 し,こ れ に対

して 非 辞 書 参 照 モ ー ドを 用 いて 記事 フ ィー ル ドに対 す るキ ー ワー ド自動 抽 出 を 行 っ た と

ころ,こ の 機 能 で は十 分 な 「単 語 」 の抽 出が で きな か った 。 そ こで フ リーキ ー ワ ー ドの

抽 出 は辞 書 参 照 モ ー ドを 用 い る こ と と した。

(3)自 動 抽 出用 辞 書 の 作 成

まず,既 存 の キ ー ワー ド(約5千 語)の 中か ら自動 抽 出 に は不 要 と考 え られ る キ ー ワ

ー ドを削 除 し,残 りの 約4千 語 を 自動抽 出用 辞 書(辞 書 名:FX)に 登 録 した 。 次 いで,

この 辞 書FXを 用 いて,現 在 登 録 され て い る4万 余 件 の 事 例 の う ち1千 件 の 事 例 の 記 事

フ ィー ル ドに対 す る辞 書 参 照 型 の 自動抽 出 を行 い,そ の抽 出 の対 象 外 とな った 部 分 か ら

特 に 自動 抽 出 に必 要 と考 え られ る単語 を抽 出 し,辞 書 に新 規 登録 した。 この結 果,自 動

抽 出用 辞 書 に は約9千 語 が 登 録 され た。

3.5.2自 動 切 り 出 し 例

「 一 非 辞 書 参 照 モ ー ドに よ る 自 動 抽 出 例 一 一 ー 一 一 ー 一 一 ー ー ー 一 一 一 一 ー 一 一 ー －

ll

|l

l>>【 自 転 車 】で 坂 を 下 っ て い た 【高 校 生 】が 空 き 缶 に 【ハ ⊃F'lb】 を と ら れ 転 倒
,【ト ラ ッl

lク 】に ひ か れ るl

ll

l>>{陣 痛 促 進 剤1の 投 与 を 受 け て い た 妊 婦 が 死 亡

l

l>〉 …hsピm{ソ 連 初 】の[スAO－ ス シvトlb]「[フ"ラ 司 」 【緊 急 脱 出 用 ア ラ ッ ト

1ホ ー ム】の 切 り離 し失 敗,秒 読 み 停 止

l

L____________________________ ________J

「 一 辞 書 参 照 モ ー ド に よ る 自 動 抽 出 例 一 一 一_________________「

|1

　 　

1>>〔 自 転 車]で[坂]を 下 っ て い た[高 校 生]が[空 き缶]に[ハ ン ドル]を と ら れ[転 倒].[ト ラl

lッ ク]に[ひ か れ]るl

l>>[陣 痛促進剤]の[酬 を受けて・・た[蜘 が死亡1

一 麟 翼 ㌶ 鑑 蒜 ・・ル]「[プ・・]」[緊急脱出]用[プ… ホー・l
ll

ll
－ ー ー 一 一 一 一 ー ー 一 一______________________ヨ
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3.6成 果と今後の課題

3.6.1成 果

キ ー ワ ー ド体 系 は,① 統 制 キ ー ワー ドと② フ リー キ ー ワ ー ドの2種 類 に大 き く区別 され,

その それ ぞ れ に つ い て以 下 の よ うな体 系 が で きあが った。

(1)統 制 キ ー ワー ドの シ ソー ラ ス構 築

従 来 の デ ー タベ ー スの 蓄積 に 際 して事 故 ・災害 ご とに付 与 して きた キ ー ワ ー ドに対 し

て,次 の よ うな観 点 か ら整 理 を した。

① 複 合 語 の 整 理

② 同 義語 に よ る整 理

③ 上 位 語 ・下 位 語 に よ る整 理

④ 関 連 語 によ る整 理

(2)フ リー キ ー ワー ド自動 切 り出 し用辞 書 の構 築

利 用 者 の多 様 な ニ ー ズ に応 じるた め,一 般 に意 味 を な す単 語 を で きるだ け抽 出す る ブ

リー キ ー ワー ド制 も採 用 した 。 フ リーキ ー ワー ドは 基 本 ソ フ トの持 つ辞 書 参 照 型 自動 抽

出機 能 を 用 い る こ と と した。 その た め に約9千 語 を 辞 書 に登 録 した。

3.6.2今 後 の 課 題

(1)読 み 仮 名 の 登 録

キ ー ワー ドリス トな どを 五 十 音 順 で 作成 す る な ど,利 用 者 に よ り使 いや す い デ ー タベ

ー ス とす るた め ,今 回 構 築 され た辞 書 の単 語 に 「読 み 」 を 登録 す る必 要 が あ る。

(2)残 りの3万9千 余 件 に対 す る 自動 切 り 出 し

今 回,フ リーキ ー ワー ドの 自動 抽 出用 辞 書 の 作 成 に 当 た って は,現 在 登録 さ れ て い る

事 例(約4万 件)の うち1千 件 の デ ー タ か ら抽 出 され た単 語 を 辞 書 登 録 した。 今 後 は,

残 りの3万9千 余 件 か ら も自動 抽 出 に 必要 な単 語 を辞 書 登録 しな けれ ば な らな い 。

(3)文 献 表題,文 献 名 に対 す る キ ー ワー ドの 自動抽 出

事 故 ・災 害 の そ の後 の 経 緯(例 え ば 裁 判 の 結 果 な ど)に 関 して は,徐 々 に追 加 され て

い く文 献 に よ って情 報 が得 られ て い く もの が 数 多 くあ る。 その た め,キ ー ワー ド抽 出 は

記 事 のみ で はな く,文 献 の 内 容 を 表す 文 献 表 題,文 献 名 に対 して も行 う必要 が あ る。

(4)既 往 事 例 の 登 録

これ まで に発 生 して き た事 故 ・災害 は 数多 く,防 災 ・安全 の専 門 家 の 手 元 に は な お多
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くの 資 料 が 山積 み して い る。 各 専 門 家 の 目で 厳選 さ れ て き た それ らの 資 料 は,今 後 の 安

全 対 策 の た め に重 要 で あ り,古 い災 害 で あ れ ばあ る ほ ど早 急 に デ ー タベ ース に 登録 して

風 化 させ ない よ うに しな け れ ば な らな い。

(5)各 種 支 援 デ ー タベ ー スの 構 築

本 デ ー タベ ー スの 構 築 が 進 む にっ れ て蓄 積 され て きた さ ま ざ まな 周 辺情 報 に関 して も

今後 は デ ー タベ ー ス化 を進 め,現 在 の デ ー タベ ー ス と関 連 づ けて 活 用 され る ことが 望 ま

れ る。 今 後,構 築 す べ きデ ー タベ ー ス と して は,例 え ば 次 の よ うな もの が挙 げ られ る。

①VTRデ ー タベ ー ス

事 故 ・災害 情 報 に関 す るテ レビニ ュー スな どの 映 像 情 報 に 関 す る デ ー タベ ー ス

② 事 故 ・災 害 情 報 源 デ ー タベ ー ス

本 デ ー タベ ー スの 情 報 源 で あ る文献 な どの 内容,所 在,入 手 方 法 な どに関 す る デ ー

タベ ー ス
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4意 味 情 報 を中核 とした医療 評価 データベースと

コミュニケ ーションシステム の 構 築

株 式 会 社 コンピュータコンビニエンス





4.意 味 情 報 を 中核 と した医 療 評 価 デ ー タベ ー ス と コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン

シ ス テ ム の構 築

4.1構 築の目的と経過

医療 や 健 康 回復 の 本 質 は,「 自分 の 健 康 を 自分 で 管理 す る 」 こ とに よ り 「日常 生 活 を リズ

ミカル に す す め る」 こ とで あ る。

本 事 業 にお い て構 築 を 目指 す デ ー タベ ー ス システ ムは,こ の よ うな 医 療 の 原 点 をふ まえ て

自分(ユ ーザ)が 自分 の 健康 を管 理 す る こ とを支 援 す る ツー ル で あ り,基 本 的 に次 の コ ンセ

プ トよ り成 る。 本 シス テ ム の ユ ー ザ は,最 初 は ア ドバ イス ・指 導 の 回 路 に頼 って いて も,次

第 に 自 己管 理 の 回路 を学 習 し,強 化 す る こ とに よ って 心 身 及 び 生 活 の 自 己管 理 を 行 い,健 康

の 自 己管 理 を実現 す る こ とが で き る。

表4-1

(ユ ー ザ)→

↑ デー タベ ー スを 使 って い る うち に

そ こに 蓄積 ・生成 され る情 報 か ら

自分 の 健康 や疾病 の 状 態 を,物 理

レベ ル,生 理 レベ ル,心 理 レベ ル,

社 会 レベ ル を含 めて 自覚 的 に 把握

し,自 分 で 自分 の健 康 を 管 理 す る

ことが で き る

本 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 基 本 コ ン セ プ ト

→(ア ドバ イ ザ ー)

↓ ユー ザが 健康 情 報 を解 釈 で きな い ↓

場 合 に,そ の 解 釈 につ いて ア ドバ

イ スを行 い,健 康 管理 につ い て 指

導 す る

↓ ↓

{一 一 ←

(自己管理の回路)(ア ドバイス ・指導の回路)

「昭 和63年 度 デ ー タベ ー ス 構 築 促進 及 び技 術 開 発 委 託 事 業 」 によ り,医 療 や 健 康 回復 の本

質 を 実 現 す るた あ の デ ー タ ベ ー スの 構 築 を 目 的 と して,① ホ ロ ニ ッ クな健 康 観 に 基 づ く

「健 康 の 自己管 理 モ デル 」 の 概 念 設 計(図4-1),② 身 体 言 語 パ ラ メ ー タ(入 力 デ ー タ)

セ ン シ ン グ シス テ ムの 製 作 仕 様 書 作 成,③ デ ー タベ ー ス構 築 に係 わ る各 種 の調 査 を 行 った 。

これ を ふ まえ て 今 年 度 は 「健 康 の 自己 管 理 モ デ ル」 を コ ン ピ ュー タ シス テ ム と して 実現 す

るた め に,以 下 の 作 業 を行 った。

(1)「 健 康 の 自 己管 理 モ デ ル 」の 中核 を 構 成 す る機 能 の コ ンセ プ トメ ー キ ン グ並 び にそ れ を

具 体 的 な シス テ ム と して 構 築 す るた めの 調 査 ・分 析,機 器 の 製 作 ・取 りそ ろ え,主 要 部 分

の ソ フ トウ ェア の 開発 を 行 った。
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(a)さ ま ざ まな部 位 や角 度 か ら見 た 能 面(小 面 二 コオ モ テ)の ス ラ イ ドを作 成 し,20代,

30代,40代,50代 の健 康 な成 人 の 非 言語 的 表現 を抽 出す る た めの 調 査 ・分 析 を 行 い,ム

ー ドス ケ ール ,シ ュ ロスベ ル グパ ター ンを 使 って 心 理 レベ ル の デ ー タの 構 造 を 明 確 にす

る こ とが で きた。(心 理 レベ ル の デ ー タ)

(b)前 年 度 作成 した 身 体 言語 パ ラ メー タセ ン シ ング システ ム製 作 仕 様 書 に基 づ い て,脈 波

を抽 出す るた め の 機 器 の 製 作 ・取 りそ ろ え及 び ソフ トウ ェ アの 開発 を 行 った 。

(2)そ れ らを使 用 して 脈 波 を測 定 す る と と もに,そ の 「ゆ らぎ 」 を カ オ ス ア トラ ク タ ー と し

て抽 出 し,表 示 す る こ とに成 功 した。(生 理 レベ ル の デ ー タ)

(3)以 上 に よ って心 身 状 態 を心 理,生 理 レベ ル で 分 類 す る こ とが で き た。

(4)健 康/生 活 パ タ ー ンの 一 部 を 具体 化 す るた めの フ ィール ドワ ー クを行 った。

㈲ 上 記 の 調 査 及 び 実 験 の 成 功 を 通 じて 実 デ ー タ を収 集 し,分 析 す る と と もに デ ー タベ ー ス

化 を 行 った。 これ を 「健 康 プ ロ セ ス デ ー タベ ー ス」 と仮 称 す る。

⑥ 「健 康 プ ロセ ス デ ー タベ ー ス 」の 分 析 か ら心 身状 態 と健 康 の 程 度 を 分 類 し 「健 康 の 自己

管 理 モデ ル 」 に お け るセ ル フ コ ン トロー ルの 回 路 と ア ドバ イ ザ ー に よ る支 援 回路 の あ り方

を 明確 に した 。

4.2ム ー ドスケールと能面を使 った非言語表現のデータ化 とその蓄積

4.2.1目 的

個 人(ユ ーザ)の 特 性 を 含 め て,リ ア ル タ イ ムで 感 じて い る 「快 一不 快 」 の レベ ル が 分

か れ ば状 況 に応 じて 変 化 す る感 情 の 深 さや状 況 との 関 係 理 解,ひ い て は そ の対 処 も考 え る

こ とが で き る。 能 面 は,面 を 観 る人 の 心 理 状 態 に依 存 して 変 化 して 見 え るよ う に工 夫 され

て い る。 した が って,面 か ら受 け る印象 は観 る人(ユ ー ザ)の 心 理 状 態 を リア ル タ イ ムで

投 影 し得 る と考 え られ る。

ま た最 近J.R.Davitz,Ph.D.,L.L.Davitz,Ph.D.が 作 成 したMoodScales(以 下MSと 略

す)は,日 本で も妥 当性 と信 頼 性 が 検 証 され,主 観 的 な 感 情 を 客 観 化 で き,さ らに,状 況

理 解 に使 用 す る こ と も可 能 で あ る といわ れ て い る。

以 上 の 観 点 か ら,以 下 の こ とを具 体 的な 目的 と した。

(1)MSに よ りユ ーザ の 主観 的 な 感情 を 自 己測 定 す る。

(2)同 時 に,能 面 を見 せ て ユ ー ザ の 受 け る感 情 を シュ ロス ベ ル グ(Schlosberg)の 表 情 カ

テ ゴ リーを用 いて 分 析 す る。
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(3)MSと シ ュ ロス ベ ル グ分 析 の 安 定性,妥 当性,相 互 関 連 を検 討 し,シ ス テ ム に組 み 入

れ る場合 の構 造 を 検討 す る。

4.2.2MoodScales(MS)

MSで は 情 動 に 当 た る 「意 気 揚 々 一 抑 う っ 」 「落 着 き 一 不 安 」 「調 和 一 怒 り 」 を3つ の

カ テ ゴ リ ー(A,B,C)で,狭 義 の 感 情 で あ る 「快 一 不 快 」 を6段 階(1-VI)で 表 示

し て い る 。

表4-2MSの 項 目(そ の 時 の気 分 を一 番 よ く表 して い る もの を選 択 す る)

A

1非 常 に調 子 よ く,満 足 して い る。 元 気 が あ り,明 る い気 分 で あ る。
精 神 的 に安 定 し,元 気 が あ り,気 分 が よ い。H

皿 気分 は特 に変 わ りな い,ど ち らか と いえ ば 調 子 が よ い。

IV気 分 はや や 下 が り気味 で,元 気 が で な い。 ち ょ っと憂 欝 で あ る。

V落 ち込 ん だ 気 分 で,だ る く疲 れ て い る感 じで 何 も した くな い。

VI何 事 に も うん ざ り して お りお 先 真 っ暗 で あ る。 どん 底 に落 ち て い る気

分 で あ る。

B

1と て も満 足 して いて,ゆ った り くつ ろ い だ 状 態 で あ る。

n気 分 は落 ち着 いて いて,安 心 して い る。

皿 少 し悩 み が あ る けれ ど,か とい って た い した こ とで は な い。

IV少 し緊 張 して,不 安 な 気 分 で あ る。

V気 が か りな こ とが た くさん あ り,落 ち 着 か ず我 慢 で きな い。

VI極 端 に緊 張 して ど う して よ い か分 か らず,耐 え られ な い思 いで あ る。

C

1何 もか も最 高 で あ り,生 きて い る こ とは す ば ら しい。

Hと て もよ い 気分 で 調 子が よ い。 ま わ りの人 に好 感が 持 て る。

皿 気 分 は 変 わ りな く,物 事 が ス ム ー ズ に は こん で いて 何 とか うま くや っ

て い る。
IV以 前 は何 で もな か った ことが 気 に な り,ち ょ っ とイ ラ イ ラ して い る。Vお

こ り っぼ く腹 が立 ち,た え ず イ ラ イ ラ して い る。

VI非 常 に腹 が 立 ち,今 に も気 が 狂 い そ うで あ る。

この よ うに,MSは 情 動 と狭 義 の感 情 を 組 み 合 わ せ た立 体 的 な構 造 が 特 徴 で あ り ,主 観

的 な 感 情,情 動 を客 観 的 に反 映 す る ス ケ ール で あ る。

採 点 は,段 階 の数 字 を得 点 とす る。 尺 度 得 点 は各 カテ ゴ リー1～6点 にな り,総 得 点 は

3～18点 に分 布 す る。8点 を 中心 に得 点 が 低 い ほ ど,意 気 揚 々,落 着 き,調 和 の 感 情 が あ

り 「快 方 向 」 に あ る。 得 点 が 高 い ほ ど,揮 うつ,不 安,怒 りの 感 情 が あ り 「不快 方 向 」 に

あ る。10～13点 は 自己 コ ン トール が 可 能 な レベ ル,14～18点 は要 援 助 レベ ル とい わ れ る。

しか し,自 己 コ ン トロー ル レベ ル とい って も感 情 が 損 な わ れ て いれ ば,そ れ に対 す る共 感

や理 解 や サ ポ ー トが必 要 で あ る。 ま た,14点 以 上 で あ って も,自 己 コ ン トロー ル が 可 能 な

場 合 もあ る。

これ らの 判断 に は,能 面 に よ る感 情 投 影 や 身 体 言 語 パ ラ メ ー タで あ る脈 拍 の ゆ ら ぎに よ
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る カオ ス ア トラ ク ターか ら観 察 され る サ イ ンが必 要 で あ る。

4.2.3能 面(小 面)に よる感情投影

小面 は左右 の上 瞼 と下 職の傾斜,口 の両端の彫 り込みや両頬の肉付 き,左 右の顔 面の幅

等にわずか な違 いを持 つ。 また,目 は正面か ら見 ると視線が平行線 をなすよ うに作 られて

い るため焦点 が定 まらず うつろに見える。面を動かす ことで,喜 怒哀楽 の感情 が表 出す る。

すなわ ち,面 の左側 を見せやや仰向け ると,快 活で明 るい表情を示 し(照 る),右 側 を

みせやや うっ むければ,憂 諺 な表情が出 る(曇 る)な どと,観 る人の深層 を投影す る。

4.2.4シ ュ ロ スベ ル グ(Schlosberg)の 表情 カ テ ゴ リー分 析

人 間相 互 間 の コ ミュニ ケ ー シ ョンは 言語 的表 現 と非 言 語 的 表 現 に分 け られ るが,非 言 語

的 表現 の 内容 は,相 手 の 表 情,態 度,身 振 り,声 の 調 子 な ど多 様 で あ り,な か で も表 情 か

ら相手 の 感情 を 判 断 す る役 割 は特 別 に大 きい と考 え られ て い る。

シ ュ ロス ベ ル グ に よれ ば,人 が 表 情 か ら相 手 の 感 情 や 情 動 を 判 断 す る と き ① 愛,幸 福,

喜 び,② 驚 き,③ 恐 れ,苦 しみ,悲 しみ,④ 怒 り,決 意,⑤ 嫌 悪,⑥ 軽 蔑 の6っ の カ テ ゴ

リーで判 断が 行 わ れ る。6っ の カ テ ゴ リー は 円形 配 列 で あ る と結 論 し,日 本 人 に も適 用 で

き る こ とが確 か あ られ て い る。 この モ デ ル は,快 一 不 快(P-U),注 意 一 拒 否(A

-R)の 二 次 元 に第 三 の 次 元 と して 覚 醒 水準 を加 え て い る
。

図4-2に シ ュ ロスベ ル グの 表情 カテ ゴ リー と次 元 及 び図4-3に 調 査 で 提 示 した能 面

の1枚 を 示 す 。

讐
壬
e
言

図4-2シ ュロ ス ベ ル グの表 情 カ テ ゴ リー と次元 図4-3提 示 した能 面 の1枚
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4.2.5調 査対 象,調 査 方 法,分 析 方 法

(1)調 査 対 象 者:特 に疾 患 を持 た な い18～57才 の 男 女,計73名

(a)看 護 学 校 生 徒39名(う ち女 性38名)

(b)健 康 な成 人(医 療 関係 者,大 学 関係 者 を 除 く)

30代 の 男 性15人40代 の 男性12人50代 の 男性7人

(2)調 査 方 法

MSで 対 象 者 の 感情 を 自己評 定 した 後,能 面 の ス ラ イ ド45枚 を10秒 間 隔 で 見 せ,対 象

者 が 受 け る印象 を シュ ロス ベ ル グの6つ の カテ ゴ リーの 中か ら選 択 して も らった 。 該 当

項 目が ない場 合 は 「分 か らな い 」 と した 。 また39人 の 看 護 学 校 生 徒 に対 して は,約1ヵ

月 の 間 隔 を 置 いて 同 じ調 査 を 再 度 行 らた 。

(3)分 析 方 法

検 査 時点 で の主 観的 な感 情 は,MSの 各 段 階 の得 点 を総 計 した。 深 層 の 感 情 投 影 は,

能 面 か ら受 け る気持 ち と して 各 グ ル ー プ別,45枚 の ス ラ イ ド別,7つ の カ テ ゴ リー別 に

対 象 者数 に対 す るパ ー セ ン トで 集 計 し,シ ュ ロ スベ ル グ の2次 元 の 表 情 カ テ ゴ リー上 に

レー ダ ー チ ャー トと して 表 した。(以 下 シュ ロ スベ ル グパ ター ン と略 す。)

4.2.6分 析 結 果

対 象 グル ー プ別 のMS得 点,標 準 偏 差,シ ュ ロスベ ル グパ ター ンの 一 例 を 図4-4に 示

す 。

能 面 の 部 位 や見 る角 度 で平 均 した シュ ロス ベ ル グパ タ ー ン は,性 別,年 齢 に関 係 な く,

ほ ぼ一 定 で あ る。 横(行),縦(列)の 平 均 の シ ュ ロスベ ル グパ タ ー ンにっ いて も同 様 で

あ る。 ま た,看 護 学 校 生 徒 の1回 目 と2回 目の パ ター ンは よ く一 致 して お り,経 時 変 化 に

も関係 しな い。

横(行)の 平均,っ ま り面 を 上,中 央,下 に振 らせ る と,そ れ ぞれ 軽 蔑,愛 ・喜 び,恐

れ ・悲 しみが シ ャー プ に 出現 す る。 これ に対 し,縦(列)の 平 均,っ ま り面 を左,正 面,

右 に振 らせ て もパ ター ンの違 い は顕 著 に 出現 しな い。 す な わ ち,面 を上 下 に振 らせ る と感

情 投 影 に特 徴が 現 れ,面 を左 右 に振 らせ る と感 情 投 影 が多 様 に な る。

'ま
た,向 って左(曇 るの方 向)は,年 代,調 査 時 点 で 異 な り,さ らに,MSの 得 点 も高

くな って い る。 っ ま り,不 快 感 は ム ー ドスケ ー ル と小 面 の 向 か って 左 側 か ら受 け る印 象 と

一致 す る傾 向 が あ る。 す な わ ち,対 象 者 が 面 の 向 か って 左 側 か ら受 け る印 象 は,そ の 時 の

ムー ドス ケ ール に現 れ た 得 点 を 敏 感 に反 映 して い る。
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(1)対 象者 の概 要

対象 看 護学校生徒(1回 目)

年代18才 ～22才

性別 男性1人

女性38人

計39人

(ll)MoodScalesの 得 点

数人

5

0

1

1

1

0

0

0

39

数点

11

12

13

14

15

16

17

18

計合

数人

0

0

0

1

2

10

11

7

数点

3

4

5

6

7

8

9

10

ア(平 均 値)ニ9.39

σ(標 準 偏 差)=1.79

(皿)能 面 か ら受 け る気 持:()は パ ー セ ン ト

No,1小 面 の 方 向 、 角 度 、 影 の付 き方 に対 す る得 点

No2小 面 の 各 場 所 に対 す る平 均 得 点

No.!

上

か
ら

中
央

下

か
ら

22

24

17

19

27

29

向 って左

図4-4対 象 グ ル ー プ別 のMS得 点,標 準 偏差 シ ュ ロスベ ル グパ タ ー ンの 一 例(そ の1)
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No.2

.

上

か
ら

中
央

下
か
ら

縦
の
平
均

向 っ て 左

(い ㍉

(3もr)(4.1)

(1牛8)」)

わか らない(ワ 1り ■ 皿)

(41s)

(16∫)(3.6)

(ゆ ～).q3?)

(ワ.ワ)

・からない(ら 已 ㎜ コ

(9㍉

(3、6)(30ご)

(`i、i)L・/,(詔 ξ)

(9.ユ)

わか らない(4 .2)頃 工 ロコ

t-1¥{19".)

d9.。 日2})

(98)巴(ユ1㍉

わからない(S
.宮)vnコ

図4-4

正 面

(㌍)

(ユ1ξ)日 ㍉

(ユ18Ll}(izP)

・・らな・($・)一'

(牛7.」)

(lo.zo.。)

(1、9)(14 .9)

(ll.3)

わからない(牛 の 頁コエロ

(3.1)

(zl('め

(6.T)日 ξ')

(s.り

わからない(η ㌦}■ ロコココ

(ユ0.o)

dl～)・(6,・)

d3、 。(2P7)

わか らない(S .3)■r1工=ス

向 っ て 右

d3?)

(5sf)(1.s)

(1計)L9(lo.8)

わからない(8「.3)■[ユ ココ

(92s)

(め(2.5

(67L9(IS.3)

bか らない(6 .「T)■ 工1ココ

(4.6)

(Ll.、1・ ・(ユ1,s')

(91)(49.1)

(6、i)

わからない(斗
、3)皿 ロ

(広+)

(Is.。)/ゾ1＼gx(8、+)

qo.ζ)巴(2s7.3)

わか らない(9
・午

,)耳 ロコ

対象 グループ別のMS得 点, 標 準 偏 差 シュ ロ スベ ル グパ ター ンの 一例(そ の2)

横 の 平 均

(日.午)

(3Ll(2?)

(17.)LS(ILS)』

(20、。)

わからない(6
.s)■ 〔[[エ】

(49.i)

(101)(2.3)

(9.4)巴(叫 ご)

(8 .。)

わか ら ない(s
.8)■ 【工工D

(5.6)

(3～)(・7・.7)

(6q)(49.6)

(6 、9)

わか らな い(s
.f)〔==口=〕

総 平 均

(72P)

(ls.・',9.1、

、11.1,.'・ ・2s、・・

わか らな い(雪
.『}N・ll・M

－33～34一





それ に対 して,小 面 の 向 か って 右 側 か ら受 け る印象 とMSの 得 点 は高 低 に ば らつ きが あ

り,必 ず し も一 致 しな い 。

これ らか ら,健 康 な 成 人 には シ ュロ スベ ル グパ ター ンの ス タ ンダ ー ドが存 在 す る こ とが

分 った。

面 を上 か ら見 るか,正 面 か ら見 るか,下 か ら見 るか で 受 け る印 象 が 鋭 く異 な って い る こ

と は,正 面 か ら顔 を合 わせ る,見 下 さ れ る,見 上 げ る場 合 に受 け る気 持 ち と共 通 す る もの

で あ り,根 源 的,基 本 的 な感 情 で あ る と考 え られ る。 一 方,左 右 に視 線 を移 す こ と は,状

況変 化 に対 応 した 心 理 状 態 を 反 映す る もの で あ り,状 況 依 存 的,状 況 反 応 的 な 感 情 で あ る

とい え る。

以下 の こ とか ら,横 の 平 均 はよ り生 理 的,生 物学 的 あ る い は基 本 的 な 感 情(内 因 的 感 情)

を 投 影 し,縦 の 平 均 は よ り情 緒 的,状 況 依 存 的 あ る い は反 応 的 な 感 情(状 況 反 応 的 感 情)

を 投 影 す る と い う解 釈 が 成 立 つ 。

したが って,横 の パ ター ンが ス タ ンダ ー ドか ら外 れ る場 合 に は,生 理 的 レベ ル に 基 づ い

た心 理 的 背 景 が 大 き く,縦 の パ ター ンが ス タ ンダー ドか ら外 れ る場 合 に は,状 況 に基 づ い

た 心理 的背 景 が 大 き い と考 え られ,各 ケ ー ス に対 応 した フ ィー ドバ ッ クの か け 方 が 必 要 と

な る。

また,一 般 に 面 に影 が 付 いた 場 合 に は,さ ま ざま な 印 象 が 現 れ,シ ュ ロ スベ ル グ パ タ ー

ンは複 雑 にな って く る。 年 代 が 高 くな る につ れ て 快 一 不 快 の 双 方 の 領 域 にパ ター ンが 拡

が り,拒 絶 一 注 意 の拡 が りが 小 さ くな る。

4.2.7ま と め

(1)健 康 な成 人 の 感 情 は,小 面 に 印象 を投 影 す る こ とで 明 らか に な り,シ ュ ロ スベ ル グ パ

ター ンで 分 析 で き る。 それ はMSよ り も敏 感 で あ る。

(2)健 康 な 成 人 に は,シ ュ ロ スベ ル グパ タ ー ンの ス タ ンダ ー ドが存 在 す る こ とが 判 明 し,

それ を 得 る こ とが で きた。

(3)シ ュ ロ スベ ル グパ ター ンは一 般 に安 定 で あ るが,そ の 中 に も階 層 が 存 在 す る。

(4)安 定 な シ ュ ロス ベ ル グパ ター ンは内因 的 な心 理 状 態 を投 影 し,不 安 定 な シ ュ ロ スベ ル

グパ タ ー ンは状 況 反 応 的 な心 理 状 態 を投 影 す る。

(5)以 上 を総 合 して 非 言 語 的 な心 理 レベ ル の 異 常度 と フ ィー ドバ ッ クの か け方 を 構 造 化 す

る と図4-5の よ うにな る。
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正面 の列、影無 し、

上 中下の行を見せ る

ス タ ンダ ー ドの

範 囲 内 か?

右側 の列、形な し、

上 中下の行 を見せ る

ス タ ン ダ ー ドの

範 囲 内 か?

正面 の列 、上影 、下膨、

上 中下 の行 を見せ る

ス タ ン ダー ドの

範 囲 内 か?

左側 の列 、左影 、

上中下 の行 を見せ る

ス タ ンダ ー ドの

範 囲 内 か

こ の 調 子 を 保 ち ま し ょ う

問 題 な し(KeepYourOwn)

心理的に

異常な状態

又は重症度

内因的

感情障害傾向

小

状況反応的
感情障害傾向

回 路ll

(ア ドバ イ ザ ー系)の

フ ィー ドバ ッ クのか け方

大

小

回 路1の

フ ィー ドバ ック の

か け 方

、ノ

大

図4-5非 言 語 的 な心 理 レベ ル の異 常 度 とフ ィー ドバ ックの か け 方
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4.3脈 拍とそのゆらぎによる身体言語パラメータのデータ化 とその蓄積

4.3.1目 的

本 事 業 で 提 唱 した 「健 康 の 自 己管 理 モ デル 」 に は,精 神 心 理 状 態 及 び 生 理 状 態 が 個 と外

界 の 境 界 で あ る体 表 面 に現 れ る と い う基 本 思 想 が あ る。

これ に基 づ い て 指 の表 面 か ら脈拍 と その ゆ らぎを 測 定 して 心 理,生 理 的 状 態 の 変 化 の 特

徴 を と らえ,生 理 レベ ル の デ ー タベ ー ス 〔(A2)一 ③}(図4-1参 照)を 作 成 す る。

そ の た あ に,以 下 の こ とを 具 体 的 目的 と した 。

(D昨 年 度 事 業 で 作 成 した 身 体 言 語 パ ラメ ー タセ ンシ ン グ シ ステ ム製 作 仕 様 書 に基 づ い て

必 要 なハ ー ドウ ェ アを 製 作 す る。

(2)デ ー タ セ ン シ ング用 及 び解 折 用 ソフ トウ ェア を 開発 す る。

(3)(IH2)を 用 いて,脈 拍 とそ の ゆ ら ぎを測 定 ・解 析 して 安 定 性 や 妥 当性 を 検 討 す る。

(4)以 上 か ら,シ ス テ ム に組 み 入 れ る場 合 の デ ー タベ ー ス化 を行 う。

4.3.2ハ ー ドウ ェ ア

昨 年 度 の製 作 仕 様 書 に基 づ いて 作 成 ・使 用 したハ ー ドウ ェ ア は次 の4種 で あ る。

ω 脈 波 セ ンサ ー(赤 外 線 発 光 ダ イオ ー ドと フ ォ ト トラ ン ジ ス タで 構 成)

(2)演 算 増 幅器(オ ペ ア ンプ)

(3)A/Dコ ンバ ー タ

(4)脈 波 デ ー タ 解 析 用 エ ンジニ ア リン グ ワー ク ステ ー シ ョン(EWS)

装 置 の 設 置 状 況 は図4-6の とお りで あ る。

慕 艶 顯卿㍗

、‖ ぎ9;

図4-6装 置 の 設 置 状 況
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4.3.3ソ フ トウ ェ ア

脈波 解 析 シ ス テ ム は全 てC言 語 で 作 成 さ れ,以 下 の プ ロ グ ラ ム群 が らな る。

(1)FFT(高 速 フ ー リエ 変 換)解 析 プ ロ グ ラ ム

(a)A/Dコ ンバ ー タオ ンラ イ ン部

(b)HanningWindow処 理 部

(c)受 信 デ ー タ書 込部

(d)FFT解 析 部

(e)パ ワ ー スペ ク トル算 出部

(f)FFT平 均 化 部

(2)夕 ー ケ ンス プ ロ ッ トに よ る カ オ ス ア トラ ク タ ー作 画 プ ロ グ ラ ム

ター ケ ンスプ ロ ッ トとは,あ る一 定 の 時 間 間 隔 を もって デ ー タX(t)を サ ンプ リン

グ し,そ れ を グ ラ フ上 にプ ロ ッ トす る方 法 で あ る。

これ に よ って,最 終 的 には4次 元 の 埋 め 込 み まで 行 い,明 確 な構 造 を 持 つ カ オ ス ア ト

ラ ク ター を得 る こ とが で き た。 カオ ス に関 す る簡 単 な説 明 を 表4-3に 示 す。

表4-3カ オ ス と カオ ス ア トラ ク タ ー

カ オ ス(Chaos) 決定論的 に生成 され るラ ンダムネ ス(無 秩序性)
で,多 くの秩序構造 を内包す るもの。

ア ト ラ ク タ ー(Attractor) システムの挙動が落着 く先であ り,状 態空 間の長

期 の挙 動を特徴づけ る幾 何図形の こと。

ス トレ ン ジア トラ ク ター

カオ ス ア トラ ク タ ー

(カ オ テ ィ ッ クア トラ ク タ ー)

カ オ スの 基 礎 に あ る幾 何 学 的 形 態,ト ポ ロ ジー。

巨 視 的 に見 る と,一 枚 の 滑 らか な 曲 面 で はな くフ
ラ ク タ ル的 に何 重 に も折 り畳 ま れ た 曲 面 。

(a)2次 元 ター ケ ンス プ ロ ッ トに よ る カ オ ス ア トラ ク ター作 画 プ ロ グ ラ ム

デ ー タを2次 元 に 埋 め込 む 時,グ ラ フのX軸 に は最 初 の デ ー タX(t),Y軸 に は

一 定 時 間 間隔 τへ だ た った デ ー タX(t+τ)を 割 り付 け る。(tを 全 サ ンプ ルに対

して動 か し作 画 す る。)

そ こで,脈 波 デ ー タを 一 定 の 時 間 間 隔 で サ ンプ リン グす る方 法(い わ ゆ る ター ケ ン

ス プ ロ ッ ト)を 採 用 した。 一 定 の 間 隔 は サ ンプ リング間 隔 の10倍,50msと した 。

(b)3次 元 夕ー ケ ンス プ ロ ッ トに よ る カ オ ス ア トラ クタ ー 作画 プ ロ グ ラ ム

次 に3次 元 の ア トラ ク ター を 描 く こ とを 試 み た 。3次 元 の 各 軸X,Y,Zに 対 応 す

る デ ー タは,X(t),X(t+τ),x(t+2τ)と した。 τの 間 隔 は2次 元 タ
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一 ケ ンス プ ロ ッ トと同様 に50msと した。

(c)4次 元 夕 ー ケ ンス プ ロ ッ トに よ るカ オ ス ア トラ ク タ ー作 画 プ ロ グ ラム

3次 元 で 描 い た ア トラ ク ター は心 身状 態 の 特 徴 を か な り良 く反 映 して い るが,ア ト

ラ ク ターの 構 造 そ の もの は も っ と次 元 が 高 い よ うで あ った ため4次 元 ア トラ ク タ ーの

作 画 を試 み る こ とに した 。

4次 元 の 各 軸X,Y,Z,Wに 対 応 す るデ ー ダ は(x),(x+τ),(x+2τ),

(x+3τ)と した 。

4.3.4脈 拍 とそ の ゆ ら ぎの 測 定 と分 析 結果

(1)測 定 方 法

カ ブ(セ ンサ ー部)を 測 定 対 象 者 の左 指 には め,脈 波 を102.4秒 間(DFT(離 散 的 フ

ー リエ変 換)平 均 回数10回 ,サ ンプ リング数20,480)測 定 した。

(2)パ ワー スペ ク トル

図4-7は さ ま ざ ま な心 身 状 態 に対 応 した脈 波 の パ ワ ー スペ ク トル の 例 で あ る。

これ らの スペ ク トル は状 態 に よ りわず か に傾 きが 異 な り,そ の 傾 き はrfの α乗 分 の

1」 の よ うに見 え る。 しか しαの決 定 は 恣意 的 で あ り,心 身 の 状 態 を 決 定 す るた め に α

だ け を用 い る に は情 報 量 が 少 なす ぎ る。

図4-7脈 波 の パ ワー スペ ク トル の 例

グ ラ フ に お け るX軸 上 の 記 載 は,x軸,y軸 の 目 盛 の 性 質 と そ れ ぞ れ が と る 値 の 範 囲

を 示 す 。

(以 降,全 て の グ ラ フ に 共 通)

(例)0-x-1200x軸 は 通 常 目 盛 で,0～1200の 値 を と る 。
-2000-y-2000y軸 は 通 常 目 盛 で

,-2000～2000の 値 を と る 。

1-logx-1024x軸 は 対 数 目 盛 で,1～1024の 値 を と る 。

1-logy-1000y軸 は 対 数 目 盛 で,1～1000の 値 を と る 。
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(3)夕 ー ケ ンスプ ロ ッ ト

当初,脈 波 のパ ワー ス ペ ク トル か ら1/fゆ ら ぎを 測 定 しよ う と した が,そ れ に は多

量 の デ ー タが 必要 で あ り,さ らに 同 じ状 態 で 長 時 間 測 定 しな けれ ば な らな い た め,意 味

を持 つ1/fゆ ら ぎを測 る こ とは非 常 に困 難 で あ る こ とが 分 か っ た。

しか も,そ の デ ー タか ら周 波 数 ゼ ロ付 近 の スペ ク トル の 傾 きを 見 てfの べ き数 を 決 定

す る こ とは極 め て不 正 確 で あ り,仮 に決 定 で きた と して も1っ の パ ラ メー タ しか 得 る こ

とが で き ない。

したが って1/fゆ ら ぎを測 定 す る よ りは,脈 拍 の 時 間 変 化 を もた らす法 則 の 構 造 性

を調 べ る方 が,よ り多 くの情 報 を得 る こ とが で き る と判 断 した 。 その よ うな法 則 が 背 後

にあ って 脈 拍 が 出 て い る と考 え られ るか らで あ る。 そ こで,夕 ー ケ ンスプ ロ ッ トを採 用

して 脈拍 の ゆ ら ぎの 背 後 に あ る法 則 を幾 何 学 的 な 構 造 と して 表 現 す る こ とに し,そ の 抽

出 と表 示 に成 功 した。

分 析 の結 果,脈 拍 の ゆ ら ぎの 幾 何学 的構 造(ト ポ ロ ジー)を 表 して い るカ オ ス ア トラ

ク タ ー(ス トレ ンジ ア トラ ク タ ー=決 定論 的 な カオ ス)が 通 常 の 安 静 時,睡 眠 時,飲 酒

後,計 算 時,疲 労 困 ぱ い 時,不 安 時 で 異 な って い る こ とが 分 か っ た。

(4)タ ー ケ ンス プ ロ ッ トによ る カオ スア トラ クタ ーの 特 徴

2次 元 の カオ ス ア トラ ク タ ーの 特徴 は,基 本 的 に は メ ビウ スの 帯 の よ うな図 形 を左 上

方 へ 傾 け た形 を して い るが,大 き く3種 に分 類 で き る。 ただ し,集 中 した 時 は ア トラ ク

ターの ボ リュー ム その もの が 縮 ん で い る。

(a)ほ ぼ単 純 な,メ ビウ スの 帯 の よ うに 見 え る もの 。

(b)(a)と 似て い るが,右 上 が りの 直 線 部 に 小 さ く渦 を ま い た構 造 が 多 数 見 られ る もの。

(c)全 体 が右 上 が りの 直 線 方 向 に締 め つ け られ た よ うな構 造 を持 つ もの。

次元 別 に見 た ア トラ クタ ーの 全 般 的 な 特徴 及 び心 身 の 状 態 との 対 応 は,以 下 の よ うで

あ る。

(a)2次 元 で は構 造 が 縮 退 して いて2次 元 の ベ ク トル場 と して の 整 合 性 が な い。 これ は

も との ア トラ ク ターが3次 元 以 上 で あ る こ とを意 味 して い る。

(b)3次 元 の 全般 的 な特 徴 と して は,メ ビ ウス の帯 の よ うな もの が,あ る軸 の方 向 に ス

ク リュー状 に巻 い て い る構 造 を持 って い る。

飲 酒後:複 雑 な構 造 が無 くな って い く傾 向 に あ り,比 較 的単 純 な構 造 にな って 広 が る。

計 算 時:複 雑 な構 造 が 付 加 され て い る よ うに 見 え る。 ま た,ス ク リュー構 造 が 激 しさ

を 増 す 傾 向 に あ る。
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集 中時:ア トラ クタ ーの ボ リュー ム その もの が 縮 ん で い る。

(c)4次 元 の 全 般 的 な特 徴 は クラ イ ンの 壷 の よ うな構 造 が あ るの で は な いか と推 察 され

る。

飲 酒 後:無 構 造 化 して い く傾 向 にあ る。

計 算 時:普 通 の 状 態 で 局 所化 して いた ア トラ ク ター に立 体 感が 付 くよ う に見 え る。

これ は,4次 元 の軸 方 向の 運 動 成分 が 多 くな った こ とを 示 して い る。

集 中時:ア トラ クタ ーの ボ リュー ム その もの が 縮 ん で い る。

(5)ま とめ

(a)脈 拍 の ゆ ら ぎの 測 定 か らカオ ス ア トラ クタ ー を抽 出 し,幾 何 学 的 な構 造(ト ポ ロ ジ

ー)と して 表 現 す る こ とに成 功 した。

(b)こ の カオ ス ア トラ ク ター に よ って,意 識 的 な意 味 で情 報 処 理 を して い る状 態 と そ う

で な い状 態 と の 違 い を 識 別 で きる ことが 発 見 され た。

(c)ま た,心 身 の 状 態 に対 応 して カ オ ス ア トラ ク タ ーの 構 造 に は共 通 点 が あ るが,同 じ

状 態 に あ って も,個 人 差 が 存 在 す る ことが 分 か った。

(d)こ の カ オ ス ア トラ ク ター は,生 理,心 理 レベ ルの 身 体 言 語 パ ラメ ー タ と して有 用 で

あ り,且 つ デ ー タベ ー ス化 す る こ とが 可 能 で あ る こ とが 分 か った。

(e)し た が って,健 康 の 自己 管理 モ デル に お い て,ユ ー ザ 自身 が ア クセ ス して フ ィー ド

バ ックす る回 路(回 路1)に 使 用 す る こ とが で き る。

(6)カ オ ス ア トラ ク タ ーの 図

図4-8にA氏 の カオ ス ア トラ クタ ーを 図 示 す る。 各 図 の 右 下(図 に よ って は左 上)

に そ の 時 の 心 身 の 状 態(安 静 時,計 算 時,飲 酒 後,睡 眠 時,不 安 時)と 表 示 の 次 元(2

～4次 元)を 示 した。
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A－ 不安 一2次 元

図4-8A氏 の心 身 の 状 態 に対 応 した カオ スア トラ クタ ー(そ の1)
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A－ 計 算 一3次 元

A－ 不安 一3次 元

図4-8A氏 の 心 身 の状 態 に対 応 した カオ ス ア トラ クター(そ の2)
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図4-8A氏 の 心 身 の状 態 に対 応 した カ オ ス ア トラ ク ター(そ の3)
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図4-8A氏 の心 身 の 状 態 に対 応 した カ オ ス ア トラ ク ター(そ の4)
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4.4ま とめと今後の方向

4.4.1ま とめ

非 言 語 的 な 心 理 レベ ル の 状 態 は,ユ ー ザが 能 面 を観 て 受 け る印象 を シ ュ ロス ベ ル グパ タ

ー ンで 解 析 す る こ とが で き ,生 理 レベ ル の状 態 は,身 体 言 語 パ ラ メ ー タで あ るカ オ ス ア ト

ラ クタ ーか ら判 断 で き る こ とが 分 か った。

つ ま り,こ の2っ で もって 観 察 で き る健 康 現 象 の背 後 に あ る潜 在 機 能 系 を対 象化 で き る

の で あ る。 非 言 語 的 な心 理 状 態 に は,内 因 的 感情 一状 況 反 応 的 感 情 と い う階 層 性 が あ り,

シ ュ ロスベ ル グ パ ター ンに現 れ る。 カオ ス ア トラ ク タ ー も現 象 の 背 後 に あ る心 理,生 理 レ

ベ ル の状 態 を分 類 し,対 象化 す る。

シュ ロス ベ ル グパ ター ン によ る心 理 レベ ルの 健 康 度 と カ オ ス ア トラ ク ター に よ る生 理 レ

ベ ル の 健 康 度 との 関 係 を 図4-9に 示 す 。

生 理 レベ ル の異 常

(カ オ ス ア トラ ク ター の 異 常)

大

、」ノ

(皿) (1)

相 対的に生理 レベルの 生 理,心 理 レベ ルの

健康度が低い 健康度が と もに低 い

生 理,心 理 レベ ル の 相対 的に心理 レベルの 心理

健康度が ともに高 い 健康度が低 い (シ ュロスペ

(IV) (n)

大

心 理 レベ ル の 異 常

(シュロスペルグパターンの 異 常)

小

図4-9カ オ ス ア トラ ク ター,シ ュ ロスベ ル グパ ター ン と心理 レベ ル,

生 理 レベ ルの 健 康度 との関 係

さ らに,4つ の 健 康状 態(1～IV)と ユ ー ザ の 健 康 に 対 す る意 識,そ れ らに対 応 した フ

ィー ドバ ックの か け 方 は次 の とお りで あ る。

(1)生 理,心 理 レベ ルの 健 康 度 が と もに低 い状 態 で ユ ー ザ が 自分 の健 康 状 態 を意 識 して

い な い場 合 に は,回 路Hに よ り学 習 し意 識 化 で き るよ うに な れ ば 回 路1を 使 う。
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(ll)生 理 レベ ル よ り心 理 レベ ル の健 康度 が 低 い場 合 に は基 本 的 に 回路llが 必 要 で あ る。

(皿)心 理 レベ ル よ り生 理 レベ ルの 健 康度 が 低 い場 合 に は,回 路llを 使 う こ とに よ り回 路

1の 使 用 が可 能 と な る。

(IV)生 理,心 理 レベ ル の 健 康 度 が と もに高 い場 合 に は,基 本 的 に 回路1で 十 分 で あ る。

カオ ス ア トラ ク ター に よ る判 断 はユ ーザ 自身 が ア クセ ス して 回路1に,能 面 に よ る判 断

は 回 路llに 使 用 で き る。

4.4.2今 後 の方 向

(1)今 後 の 作 業

健 康 の 自己 管 理 モ デ ル に お け る デ ー タベ ー ス(健 康 プ ロセ スデ ー タベ ー ス)の 中 で 今

年 度 構 築 した 能 面 に よ る心 理 レベ ル の非 言語 的 表 現,脈 拍 の ゆ ら ぎに よ る生 理 レベ ル の

デ ー タを さ らに 熟 成 す る ため に健 康 な成 人,子 供,病 気 の状 態 に あ る成 人,子 供 の デ ー

タ収 集 を継 続 す る。

さ らに,健 康 度 に 応 じた 回 路1,回 路llの フ ィー ドバ ッ クの か け方,そ の サ ポ ー トツ

ー ル を 開発 し,フ ィー ル ドワ ー クに か け る。 そ の1っ と して,回 路llで は シュ ロス ベ ル

グパ ター ンや プ ラ イマ リー ケ ア用 の テ キ ス トを、 回路1で は カオ ス ア トラ ク タ ー の デ ー

タを整 備 す る。

訴 えやRatingScaleな ど の言 語 表 現 と検 査 デ ー タ に つ い て は,す で に確 立 され て い る

もの を使 用 す る こ とを考 え て い る。

個 人 の 生 活 ・健 康 特 性 に っ いて は,ま ず 小 面 に よ る心 理 レベ ル の非 言 語 的表 現,脈 拍

の ゆ らぎに よ る生 理 レベ ル の デ ー タを 蓄積 して フ ィー ル ドワー クに か け る予 定 で あ る。

(2)今 後 予 想 され る効 果

(a)「 健康 の 自己 管 理 モ デ ル 」 の 中核 部 分 の機 器 の 開 発 ・取 りそ ろえ,ソ フ トウ ェ アの

開 発 が で きた こ とで,ホ ロニ ックな情 報 技術 に 立 脚 し,21世 紀 を に らん だ 新 た な 医 療

デ ー タベ ー ス(健 康 プ ロセ スデ ー タベ ース)の 具 体 化 が 一 段 と加 速 され る もの と考 え

られ る。

(b)本 事 業 で 得 られ た非 言語 的 な心 理 ・生 理 レベ ル の デ ー タは,医 療 や生 命 科 学 の 分 野

で画 期 的 な成 果 で あ り,そ の デ ー タベ ー ス化 は今 後 の健 康 の あ り方 を変 え,生 命 科 学

の 新 しい分 野 を 切 り開 く もの と期 待 され る。

(c)本 デ ー タベ ー スの 完 成 に よ って 個 人,職 場,地 域 等 に お け る 自律 的 な健 康 管 理 を 進

め る こ とや 医 療 環 境 の 改 善,医 療 費 の増 大抑 制 に資 す る こ とが 期 待 され る。
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5ハ ンディキャップパ ーソンの 情 報 ニーズに即 した

ライフサポー トデータベ ースの 構 築

ダイヤ ル ・サ ービス株 式 会 社



,



5.ハ ンデ ィキ ャ ップ パ ー ソ ン の情 報 ニ ー ズ に即 した ラ イ フサ ポ ー ト

デ ー タ ベ ー スの 構 築

5.1構 築の目的と経緯

交 通 事 故 の 激化,労 働 災害 の 多 様 化,人 口の 高齢 化 な ど に よ り,ハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ

ンの総 数 が 激 増 の 一 途 を た ど って い る一 方,街 に は点字 ブ ロ ッ クや 車 椅 子 用 の ス ロー プ な ど

身体 の 不 自 由 な人 々を 受 け 入 れ るた め の ハ ー ドウ ェアの 開 発 が不 十 分 な が ら も徐 々に 進 め ら

れ て きた 。

しか し,ハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ンと社 会 資 源 を結 び付 け るた め の 情 報 ソ フ トの 開 発 が 著

しく立 ち 遅 れ て い るた め,身 体 の 不 自 由 な人 々の 多 くが,社 会 参 加 へ の 強 い意 欲 を抱 き なが

ら も,車 椅 子 用 の トイ レの設 置 場 所 を事 前 に熟 知 す る こ とが で きな い な ど の理 由 か ら,も う

一歩 足 を 踏 み 出せ な いで い る現 実 が 明 らか に な った 。

そ こで,国 際 障 害 者 年 が 中 間期 を迎 え た 昭和62年 度 よ り5カ 年 計 画 で,全 国300万 人 の ハ

ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ン及 び その 家 族,ボ ラ ンテ ィア,社 会 福祉 事 業 従 事 者 等 を 対 象 に,真

にハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ンの 情 報 ニ ー ズ に即 した 「ラ イ フサ ポ ー トデ ー タベ ー ス」 の 構 築

とそれ に基 づ く情 報 提 供 サ ー ビス に着 手 した。

昭和62年 度 は シ ステ ム設計 を完 了。 昭和63年 度 か ら平 成 元 年 度 に か けて は,ハ ンデ ィキ ャ

ップ パ ー ソ ンの 情 報 ニ ーズ に関 す る詳 細 調 査 の 実 施 と,そ れ に基 づ く情 報 収 集 及 び そ の デ ー

タエ ン トリー を行 った。

5.2実 施概 要

5.2.1実 施 概 要

(1)ハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ンの情 報 ニ ー ズ に即 した 「ライ フ サ ポー トデ ー タベ ー ス」 を

構 築 す るた めの 生 活 情 報 の 収 集

「ハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ンの 情 報 ニ ーズ に関 す る詳 細 調 査 」 を受 けて,本 年 度 も昨

年 度 に引 き続 き,資 料 収 集 と,主 に郵 送 によ る情 報 収 集 調 査,及 び電 話 に よ る補 足 調 査

を 実 施 した。

(2)デ ー タ エ ン トリー

収 集 した情 報 を デ ー タ入 力 シー トに 記載 の上,電 子 計 算 機 に 入 力 した 。
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ただ し,作 業 能 率 な どを 考慮 し,デ ー タエ ン トリーの 入力 作 業 に限 り,外 部 専 門 機 関

に業 務 委 託 した。

5.2.2デ ー タ ベ ー ス の種 類 と量

(1)ボ ラ ンテ ィア情 報

(2)コ ンサ ー ト実 施 予 定 や 車椅 子 で宿 泊 で き る ホテ ル な ど,

趣 味 や レ ジ ャー に関 す る情 報

(3)バ ー ゲ ン情 報,新 商 品 情報,宅 配 サ ー ビス情 報 な ど,

買 い物 に関 す る情 報

(4)育 児 や 料 理 な ど,家 庭 生 活 に 関す る情 報

⑤ 病 院 や 補 装 具 な ど,医 療 に 関 す る情 報

(6)社 会 保 障,社 会 資 源 な どの行 政 情 報

(7)親 睦 団 体 や サ ー クル な ど,ハ ンデ ィキ ャ ップ パ ー ソ ン

の ネ ッ トワー ク化 に関 す る情 報

(8)そ の他

8,000件

8,000件

3,000件

7,000件

5,000件

1,000件

2,000件

多 数

5.2.3情 報 源

(1)当 社 の保 有 す るオ リジナル 情 報

当 社 は,昭 和44年 に発 足 して 以 来 「赤 ち ゃん110番 」 「食 の生 活110番 」 「生 活

何 で も情 報 局 」,さ らにハ ンデ ィキ ャ ップ パ ー ソ ンを 対 象 に電 話 や フ ァ ク シ ミ リで生 活

情 報 を提 供 す る 「ま こ ころ コ ミュニ ケ ー シ ョ ン」 な ど,目 的別,世 代 別 の さま ざ ま な情

報 提 供 サ ー ビ スを通 じて,各 分 野 にわ た る膨 大 な情 報 を 蓄 積 して きた。

これ らの 情 報 を ハ ンデ ィキ ャ ップ パ ー ソ ンの ニ ー ズ に即 した形 に加 工 し,利 用 した。

(2)既 存 の 出 版 物

行 政 刊 行 物 を は じあ,各 地 の 社 会 福 祉 協 議 会 な どが 作 成 した地 域 の 車 椅 子 ガ イ ドな ど

既 存 の 出版 物27種 類 を活 用 し,情 報 源 と した。

ただ し,既 存 の 出 版物 は あ くまで 情 報 源 で あ り,調 査,加 工 の うえで 利 用 した 。
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5.3デ ー タ エ ン トリー

5.3.11デ ー タ の 長 さ

(1)基 本 フ ァ イ ル268バ イ ト

(2)機i能 サ ブ フ ァ イ ル1機 能6バ イ ト ×N

(3)障 害 区 分 サ ブ フ ァ イ ル1区 分6バ イ ト ×N

5.3.2デ ー タ エ ン トリー実 施 上 の留 意 点

(1)デ ー タ内容 の標 準 化

(2)ボ ラ ンテ ィア 団 体 代 表等 個 人 の プ ラ イバ シー の保 護

5.3.3本 年 度 の デ ー タ エ ン トリー状 況

郵 送 形 式 に よ る デ ー タベ ー ス構 築 調 査 へ の 回答 を デ ー タエ ン トリー した 。 しか し,昨 年

度 と同様 に 回答 率 が 低 く,計 画 どお り に進 行 しなか った た あ,本 年 度 委 託 期 間 終 了 後 の 平

成2年4月1日 以 降 に お いて も,調 査 票 発 送 先 への 電 話 で の 協 力 依 頼 な ど を続 け,デ ー タ

収 集及 び デ ー タエ ン トリー を継 続 す る。

5.4今 後の検討課題

(1)メ ンテナ ンス体制の確立 とデータベ ースの充実

ハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソンを対象 と した情報提供 に際 しては,構 築 された情報 内容の微

妙な変更に対 して も十分 な注意 を払 うことが必要で ある。そのたあ,短 期的 なサ イ クルで

構築済みの全てのデー タを対象 にメ ンテナ ンスのための調査を繰 り返す ことので きるよ う

な システムを早急 に確立すべ く,検 討 を進 めている。

(2)啓 発 ・啓蒙活動強化の必要性

本 デー タベ ース事業の推進 に際 しては,単 に情報収集活動 に とどま るだけで は,真 にハ

ンデ ィキ ャップパ ー ソンの求 ある情報 の確保が困難であ る。 ハ ンデ ィキ ャップパ ー ソンの

生活上の困難 点や情報 ニーズを広 く社会 に知 らしめ,必 要な施 設や設備の整備 を積極的 に

呼 び掛 ける中で いわば情報 を掘 り起 こ して い くことが本事業 にとって極 めて重要で ある。

当社で は,平 成元年2月 か ら3月 にか けて大手全 国紙の協力を得て,情 報提供 を呼 び掛

けるための記事掲載を行 ったが,今 後 もこうしたキ ャンペー ンの展 開が必要で あ ると考 え
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て い る。

(3)利 用 促進 の た め の告 知 の必 要 性

本 デ ー タベ ー スの 活 用 に 際 し,利 用 者 で あ るハ ンデ ィキ ャ ップ パ ー ソ ンへ の告 知 キ ャ ン

ペ ー ンが 必 要 で あ る。
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博物館情 報データベースシステムの構築

日本科学技術振興財団財団法人
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6.博 物 館 情 報 デ 一 夕 ベ ーーース シ ス テ ム の 構 築

6.1概 要

6.1.1背 景 と 目的

わが 国は今,「 生涯教育」の時代を迎 えつつあ る。

社会 構造その ものが多様な側面を見せ る現 代において,人 々は心の ゆ とり,心 の うるお

い,精 神的,文 化 的な充実を求めて,ま たあ る一面において,変 化 する社会 に対応 して い

くため に新 たな知 識や技術 を求 めて,学 習意欲が高 まってい る。急速 に進 む技術革新,そ

れ に伴 う産業構造 の変化,情 報 化社会の到来 と,ま す ます進む 日本 の国際化等 々,激 しく

揺れ動 く社会 の中で,人 々は自 らの心の平安 を求 め,自 ら学ぶ ことを求め る時代を迎えつ

っあるので あ る。学生であ るとか社会人で あ るとか限定 された人 々の話で はな く,ま さ し

く子供 か ら大 人 まで,男 女を問わず,あ らゆ る年代,あ らゆる職種,あ らゆ る階層の人 々

が,学 ぶ ことを求 めているのであ る。 いや,あ る意 味で時代が学ぶ こ とを,生 涯教育 の時

代を求めて いるの か も しれ ない。

この よ うな状況 の中で,地 域 におけ る情 報の発信基地 としての役割 を担 う博物館 は,今

後 さ らにその活動 及 び機能 を活発化 し,そ れぞれの地域 での知 的サー ビス機関 と して ます

ます重要 な役割 を果 た していかなければな らない。 さ らには,地 域 の人 々の 博物館 に対す

る多様 な要望 に対応す るため,地 域 における個 としての博物館で はな く,他 の博物館や図

書館 等 とよ り広 く,よ り柔軟な連携 を図 って い くことが必要 とな って きて い る。幅広 く多

様なニ ーズに応え るため,単 体 と してのサー ビス機 関 としてで はな く,複 合化 し,よ り高

度な情報を発信す ることが求 め られてい るのであ る。そ こで今 回,日 本 全国 にある博物館

を調査 し,デ ー タベー ス化することにより,個 と しての博物館 を知 的ネ ッ トワー クと して

統合化す べ く調 査研究を行 った。各博物館を知識 ベースと して と らえ,デ ー タベー スを機

軸 にネ ッ トワー ク化 を図ることによ って,各 館 の連携及 び活性化を促 し,社 会教 育施設 と

してのよ り一層の機能 充実 に資す ることを 目的 とす るもので ある。

6.1.2実 施内容

博物館 におけ る連携活動 として は,

① 展示活動 に関す る連携

② 広報 活動 に関す る連携

当面 次 の よ うな内 容,テ ー マ を考 え る こ とが で き る。
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③ 事業活動 に関す る連携

④ 情報交流 に関す る連携

⑤ 人材養成 に関す る連携

⑥ 運営 ・管理 に関す る連携

これ らの 中で,現 在の社会の動向や博物館 に対 するニ ーズ等を考え るとき,博 物館の知

的サ ー ビス機関 と しての性格 か ら,特 に情報交 流に関す る連携が重要であ る ことが分か る。

そこで情報交流の連携の例を挙げてみ る と,

① 博物館情報のデ ータベース化

博物館が持 って いる収蔵,展 示,研 究,教 育に関す る重要な情報を デー タベース化 し

た うえで,こ れを ネ ッ トワー ク化 し,各 館で 検索使用で きるよ うにす る。

② 地域 内情報 セ ンターと しての設備充実 とネ ッ トワーク整備

博物館以外の教育施設,文 化施設,自 治体 等 と情報 ネ ッ トワークを構成 し,そ の セ ン

ター として情報の生産,加 工,蓄 積,入 出力 を行 う。

③ 展 示物交換情報 の設置運営

全 国各館 を情報 システムでネ ッ トワー ク化 し,当 初 は改装等 による展 示物 の廃棄や再

利用情報 のデータをセ ンターに ス トックす る。

以 上 の よ うな事 項 を挙 げ る こ とが で き るが,当 面,① にっ いて 開 発 を行 う こ と と し,今

年 度 は,博 物 館 のMARC(MachineReadableCatalogue)の 作 成 を実 施 した。

具 体 的 に は,全 国 に点 在 す る約4,900館 の 博 物 館 に つ いて,そ の 基 本 的 属性(所 在,分

野 等)を 調 査 ・収集 し,そ れ らを も とに 「利 用 で き る資料 は あ るか 」 「ど の情 報 を参 考 に

した らよ いか 」 等,い くっか の 問 い 合 わ せ に対 応 で き るよ うな デ ー タベ ー ス を 作成 した。

6.2博 物館 データベースシステムの構築

6.2.1生 涯 教 育 の時 代

1965年 ユ ネ ス コに よ り初 め て提 唱 され た生 涯 教 育 とい う考 え 方 が,近 年,わ が 国 も含 め

て,国 際 的 な大 きな流 れ と して重 視 され るよ うに な って きた 。 義 務 教 育 を 包 含 した形 で,

生 涯 に わ た って教 育 を受 け る機 会 を 積 極 的 に 設 け るべ きで あ る とす る考 え 方 が,国 際 的 に
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重視 され るよ うにな って きたのであ る。

で は,な ぜ生涯 教育が重視 され るよ うにな ったので あろ うか。 どのよ うな必要性 によ っ

て,生 涯教育が 叫ばれ るよ うにな ったのであろ うか。

第1点 と して,自 己啓発の気運その ものが,社 会 的に増 大 してい ることを挙 げ ることが

で きよ う。経済の発達 とと もに物質的豊か さ,飽 食 の時代 を経 て,今 や文化的,精 神 的豊

か さを求め る時代 にな って きた といえ よう。わが国においては,教 育 に対す る関心 は従来

よ り強 い ものがあ り,ま た教養 と して趣味 ・技芸等 を身につけ ること も盛ん に行われて い

る。

これ らの気運に さ らに拍車がかか ったとみ るべ きであろ う。

第2点 としては,急 速 に進む技術革新や,情 報化社会の進展 とと もにお こる国際化の よ

うな社会構造の変化 その ものが,そ の変化 に対応す るための術を,知 識や技 術を持つ こと

を,人 々に求めて いる とい う事実で ある。 目覚 ま しい科学技術の発達や技術革 新 に伴 う産

業構造 の変化,さ らには社会構造 の変化 は,社 会の中 に包含 されて生 きるわれわれ に とっ

て,生 きるための,生 き残 るための術 として学習す ることを選択せ ざるを得 な いので ある。

第3点 と して,わ が国において は,人 々の学習活動を維持推進 して い くだけの社会的,

経済 的条件 が整 って きてい るとい う点 も見逃す ことはで きな い。近年の安定 した経済の発

達 は,わ が国を経済 大国 と し,国 民所得 を上昇 させて いる。文化,教 育 にその一部を さ く

ことを可能な らしめ るよ うにな って きた といえる。

第4点 と して,社 会の側の要望 と して,豊 かな国家を維持永続 して い くため に生涯教育

の必要 性を とらえ ることがで きよ う。 社会 を構成す る人 々が,豊 かで ゆ とりのあ る心 を持

ち,さ らに勤勉で生 き生 きと した活動の中で社会 を動か し活性化 していかねば,わ れ われ

の生活基盤 と しての社会が崩れて しまうか らである。

以上の よ うなポイ ン トを念頭 にお いて社会 のなすべ き役割 を考 え るとき,適 切 な教育 に

対す る対応が望まれ るの はい うまで もないだろ う。

で は,こ のよ うな状況をふ まえて,ど のよ うな視点 で人 々に対 す る教 育,生 涯学習 を と

らえて い くべ きだ ろうか。

6.2.2博 物 館 の役 割

ICOM(国 際 博 物 館 専 門 家 会 議)の 憲 章 で は 博 物 館 は 次 の よ う に 定 義 され て い る

(1951年7月 改 訂)。

第2章 定 義2)
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博物館 とは,芸 術,歴 史,科 学お よび技術関係の収集品,な らびに植物 園,動 物園,水

族館 な ど,文 化的価値あ る資料,標 本類を,各 種の方法で保存 し,研 究 し,そ の価値を高

揚 し,な かんず く公衆 の慰楽 と教育 に資す るために公 開す る ことを 目的 と して,公 共の利

益のために経営 され るあ らゆる向上的施設 をい う。

公共 図書館,公 共記録保管所(公 文書館)な どで常 設の展示室を備え る もの も博物館 と

して扱 う。

自然科学や文化 に関する事物(生 物 も含めて)や 情報等を広 く収集 ・保管 し,そ の研究

を行 うとともに,教 育 的配 慮の もと,広 く一般 に集めた事物,情 報 を公開 して,人 々の教

育,学 習 の助 けを成 す ことが博 物館の役割 といえ よ う。 また,こ の役割 を考 え るな ら,社

会の要請 であ る生涯教育を考え る とき,そ の推進 に当た って,最 もふ さわ しい機関で あろ

う。生涯教育 の問題 に対 し,そ れ を実践す る受 け皿 と して博物館 は機能すべ きで ある し,

また,そ の役割を果 たす ため に こそ,博 物館 は博物館 と して誕生 し,今 日に至 って い ると

いえ る。

6.2.3博 物館 ネ ッ トワー クの必要 性

博物館 の役割,こ れは博物 館が社会的機能 を担 って創立 されて以来現代 に至 るまで変わ

るものではない。 しか し,役 割 を果 たす ため に何 を成すべ きか,ど のよ うに機能す ること

が博物館の役割を果 たす ことにな るか とい うことについては,時 代,時 代 にお ける社会の

状況や,人 々の 目的意識 によ って変化す る ものであ る。役 割を果 たすための手段 は,常 に

状況 によ って変化 し得 るので あ る。現 代におけ る博物館 と生涯教育 との係わ りにおいて も,

この手段 の変 化を考慮に入れ る必要があ る。

生 涯教育 において対象 とな るの は,子 供か ら大人,高 齢者 にまでいたる さまざ まな ライ

フステ ージの人 々で ある。 しか も人 々の価値観 は多様化 し,な お且つ高学 歴社会 とな った

現代の 日本 にお いて,人 々が生涯学習 に求 あ る内容は非常 に多岐 にわた り,し か もか な り

高度な知識が求 め られ ることが あ るといわざ るを得な い。 このよ うなニ ーズに対応す るこ

とは,単 一 の博物館 では到底不可能であ る。あ りとあ らゆる情報や資料を1っ の博 物館 が

あまね く網羅 して持 ち,そ れを地域住民 に情報 として提供す るな どとい うことは,物 的に

も,そ して人的 に もで きる ことで はない。絵画 を例に とるな ら,あ る作者 の特定の作品,

このオ リジナルは1っ しか有 り得ない。全 ての博物館 にその絵 を収蔵 しよ うと考 え るな ら,

レプ リカを全 国の博物館 の数だ け作成 し,そ れを収蔵す る しかない。 この よ うな考え方は
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現実 的ではない。 しか し,情 報 として,あ る作者の特定の作品が求あ られ ること,こ れ も

また事実であろ う。 では,博 物館 はどの ように機能すべ きなのであ ろうか。

博物館に対 し求 め られ る知識 情報 に対応 してい くには,全 国 に点在す る約4,900館 の博

物館が 自 らの保有 す る情報 を相 互補完 的に提供 しあい,そ の情報 を運用 する ことで人 々へ

のサ ー ビスを行 ってい くことで,対 処で きると考える。

科学技術の進歩 により,各 種情報機器の普及が急速 に進 んでい る。 まず博物館 は,自 ら

の館の事物情報を データベー ス化 して,自 らの保有す る情報 を掌握 する とともに自由に情

報 にアクセスがで きるよ うにす る必要がある。 その うえで,全 国の博 物館 とパ ソコン通信

等 を利用 して ネ ッ トワークを形成 し,情 報 をネ ッ トワー ク上 で一元化す ることで,情 報 の

有効活用が図れ,社 会の要請 に も応え ることがで きるもの と考え る。生涯学習におけ るニ

ーズの多様化,学 習 内容の高度化の 中で博物館がその役割を果 た して い くには,こ の よ う

なネ ッ トワー ク化 を図る ことが必要不可欠ではないだろ うか。各博物館が持つ固有 情報を,

ネ ッ トワー クとい う1っ の統合化 された知識 ベースの中で共有 し,人 々の教育,学 習の助

けを成 す機 能を持 つ ことが,現 代 において博物館がその役割を果 たす ことになるといえ る

のではないだろ うか。

6.2.4博 物 館MARC化 の 意義

博 物 館 サ イ ドか らの生 涯教 育 環 境 を整 備 す るた め に,ま ず や らな けれ ば な らな い こ と は,

「ど こ に,ど うい う博 物 館 が あ り,そ こで どん な活 動 が 営 ま れ て い るの か?」 とい った基

礎 的 な情 報 を漏 れ な く調 査 し,電 子 媒 体化 す る こ とで あ る。 そ の後 に,こ れ らを もと に デ

ー タベ ー ス を構 築 す れ ば ,例 え ば 「考古 学 につ いて興 味 が あ るが,ど こか近 くにお も しろ

い博 物 館 が あ るか?」 と い っ た利 用 者 か らの問 い合 わ せ に 対 応 す る こ とが 可能 とな り,今

まで の一 方 通 行 的 な流 れ が,両 方 向 化 し,あ るい は,強 力 な 検 索 ツー ル と して活 か さ れ る

こ とに な る。

本 事 業 で この電 子 媒 体 をMARCと 称 した理 由 は,第 一 に,こ の 情 報 を も とに ア プ リケ

ー シ ョ ンを 構 築 す る場 合 ,媒 体 自体 の仕 様 が統 一 され て い る こ とが 望 ま しいか らで あ る。

す な わ ち標 準 化 と して の意 義 が あ る。 第 二 に博 物 館 の 中 に は,国 立 博 物 館 の よ うに 充 実

した 内容 を 持 つ もの か ら,個 人 で運 営 して い る私 的 な もの まで 種 々雑 多 なの で,あ る一 定

の規 準(入 力 フ ォ ーマ ッ ト)を 定 め る必 要 が あ る。 す なわ ち デ ー タに均 一 性 を 持 た せ る こ

との意 義 が あ る。 第三 に,年 間 約200-300程 度 の デ ー タ変動(開 館,閉 館 等)が 見込 ま れ る

た め,そ れ を最 新 状 態 に 維 持 す るた め の方 式 を 確立 す る た め な どが あ る。
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これ らの ことが,博 物 館 情 報 をMARC化 す る こ との 意 義 で あ る。

6.2.5項 目の選定

項 目の選定 に当 た り利用対象ユ ーザ と して以下の人 々にっいて考慮 した。

一般 ユーザ

博物館

観光業者

学 校

大学の研究機 関や専 門家

自治体

企 業

業 者

今 回のデータ収 集項 目について,デ ー タの均一性,網 羅性 を重視 した結果以 下の とお り

とした。

1.博 物 館 番 号

2.名 称

3.名 称 の読 み

4.所 在地

5.所 在地 コー ド(JISコ ー ド)

6.電 話 番号

7.館 種

8.設 立 母 体

9.運 営 母 体

10.開 設 年 月

6.2.6調 査結 果及 び今 後 の課 題

日本 博 物館 協 会 が 昭 和61年 度 に行 った 調 査 に よ る と,日 本 全 国 に は2,554館 の 博 物 館 が

あ ると され て い るが,本 調 査 研 究 の 結 果,お お よ そ2倍 に担 当 す る4,902館 の 博 物 館 が 全

国 に あ る こ とが確 認 され た。 この全 国 の 博 物 館 に っ いて そ の 基 本 的属 性 と して,博 物 館 番

号,名 称,名 称 の読 み,所 在地,所 在 地JISコ ー ド,電 話 番 号,館 種,設 立 母 体,運 営

母体,開 設 年 月 の 各 項 目 につ い て調 査 を行 い,博 物 館MARCを 作 成 した。
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今後 さらに属性 情報 と して収蔵品情報等を増 やす ことにより内容の充実を図 り,以 下の

事項を今後の検討課題 としたい。

1)博 物館MARCを 全 国の博物館 に配布 し,そ の情 報を機軸 と して各博物館の連携の強化 を

図 る。

2)博 物館MARCを パ ソコン通信等にのせ,博 物館情報を一般の人が利用で きるよ うにす る。

3)各 博物館を ネ ッ トワー クで結ぶ ことにより収蔵品情報 などを一元化 して扱 え るよ うに

し,博 物館情報 と して,各 博物館 あるいは個人が利用で きる システムを構築 す ることが

で きる。

6.3博 物館データベース構築例

6.3.1シ ステ ム の イ ン ス トー ル及 び プ ログ ラ ム の起 動

(1)ハ ー ドデ ィス ク よ り,MS-DOSを 立 ち上 げ て 下 さい。

(2)デ ー タベ ー ス フ ァイル(基 礎 一2.DBF)と,CONFIG.DBフ ァイル(環 境 設

定)を,dBASE皿+の シス テ ム と同 じデ ィ レ ク トリに コ ピー して 下 さ い。

(3)デ ー タベ ー スの フ ロ ッ ピー を抜 き,プ ロ グラ ム の フ ロ ッ ピー を,1の ドラ イ ブ に入 れ

て 下 さい 。

(4)プ ロ ンプ ト(A>)が で て い る状 態 で,"DBASE"と 入 力 して 下 さ い。

(5)dBASE皿+が 立 ち上 が り,初 期 画 面 が 表 示 され ます 。

6.3.2操 作 説 明

(1)博 物 館 デ ー タ ベ ー ス シス テ ムを立 ち上 げ る と,ま ず メ ニ ューの 画 面 が 表 示 さ れ ます 。

(図6-1)

(2)メ ニ ュー に は,番 号 と処 理 が 表示 され ます 。 そ して,画 面 の 下 部 に,"番 号 選 択"と

その横 に カ ー ソル が 表 示 され て い ます 。

(3)こ こで,選 択 した い 処 理 の 番 号 を入 力 す る と,1)登 録,2)修 正,3)削 除,4)

一 覧 表示 ,5)検 索 ・ソー ト,6)印 刷,7)終 了 の 各操 作が で き ま す。
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6.3.3フ ァ イ ル 項 目 一 覧

表6-1フ ァ イ ル 項 目 一 覧

項 目 名 属 性 バ イ ト 数 少 数

1 博物館番号 数 値 5 0

2 館 園 名 文 字(漢) 32

3 館 園 名2 文 字(漢) 30

4 館 種 文 字(漢) 10

5 設 立 文 字(漢) 10

6 運 営 文 字(漢) 10

7 開設年月 日 数 値 6 0

8 都道府県名 文 字(漢) 8

9 市 区 町 村 文 字(漢) 12

10 所 在 番 地 文 字(漢) 26

11 気 付 ・ビル 文 字(漢) 26

12 電 話 番 号 文 字 12

13 郵 便 番 号 文 字 6

14 郵便番号2 文 字 3

15 フ リ ガ ナ 文 字(漢) 10

16 JIDコ ー ド 文 字 2

数字 の桁数 はバイ ト数の1/2
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7中 央 省庁での電 子計算機 利用 に関する

報告書のデータベース化

カテナ株式会社





7.中 央省庁での電子計算機利用に関する報告書のデータベース化

7.1概 要

各行 政機 関はそれ ぞれの立場 で情報化の推進を行 って きたが,こ の動 きの基本的問題 を行

政府全 体の問題 として横 断的に検 討 ・考察 し,解 決 ・実行 して きたのが通商産業省工業技術

院に設置 された 「電子計 算機 利用に関する技術研究会 」で あ る。

この組織は,個 別 の省庁の枠 を超えて,政 策サイ ド,技 術サイ ドか ら情報化を進 める うえ

での問題解決に当た り,設 置以後20年 間にわた り大 きな成 果をお さめてきてお り,そ の実績

は国内,海 外において高 く評価 されている。特に海外 においては,こ の横断的組織 を実 践す

る動 き もある。

一方
,こ れ らの成 果 は報告書 と して外部 に も公表されてお り,公 的機 関,民 間等で その成

果を利用 して いるものの,現 在 までの成果が体系的に整備 されて いないため,開 発途 上国 と

の技術交流 におけ る成果の活用を は じめ,国 の 内外の活用 要望 に的確に答えていないのが実

情で ある。

その ため,こ の成 果物で ある報告書の内容を技術要 素 ごとに体系的に整備 す るとともに研

究に携 わ った研究員 と技術要素 との対応づけの整備等 を行い,こ れ らの情報 の利用 を可能 と

す るためのデータベ ースの構築 につ いて調査 ・研究を行 った。

7.2報 告書情報とその整備体系

7.2.1報 告書 の情 報

報告 書 は各 年 度 の 各研 究班 の研 究 活 動 に対 応 して 作 成 され る。 報 告 書 の 構 成 は 「表 紙 」,

「は じめ に 」,「 研 究班 研 究 員一 覧 」,「 目次 」,「 報 告 書 本 文 」及 び 「参 考 文 献 」 で あ

る。

① 表 紙

表 紙 に は,研 究 年 度,テ ー マ,研 究 班 名 等 が記 述 され て い る。

デ ー タベ ー ス へ 入 力 す る書 誌 的情 報 作 成 の 素材 情 報 で あ る。

② は じめ に

研 究 の 背 景 や テ ー マを と りあ げ た経 緯 等 を 簡潔 に記 述 して い る こ とが 多 いが,研 究 内
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容 の要約 とな ってい るもの もあ る。

データベースへ入力す るための要約情報 の作成 に当 た って は,こ の は じめ にと報告書

本文を参照 して情報 整備 を行 う。 また,書 誌 的情報作成 に当た って も参照す る。

③ 研究班研究員一覧

その年度 に各省庁か ら当該研究班 に推薦 された研究 員全 てを載せ ている。研究員の活

動履歴,業 績等 につ いての特記 は して いな い。

データベースへの入力 に当た っては原則 と して特別 の情報 整備 を行わず,研 究員別の

検索 は本領域を対象 に処理で きるよ う検索 システムの機 能設定 を行 う。

④ 目 次

報告書の章節項立 てを示 してお り,報 告書の大筋を把握で きる点について他の報告書,

文献 等 と変わ るところはない。

デー タベ ースへの入力に当 たって は原 則 として加工せず にその まま使用す る。

⑤ 報告書本文

最 も情報量が多 く,デ ータベ ースの資源情報 の部分で あ る。

報告書本文か らは,要 約情報,キ ーワー ド,図 表情報等 を作成す る。

⑥ 参考文献

報告書の作成 に当た って参 照 した文献,資 料等の一覧であ り,考 え方,主 張等の受 け

てい る影響等を推 し量 る貴重 な情報である。 ただ し,デ ー タベ ースへの入力は行わ ない。

7.2.2技 術要 素 に よ る体 系 化

これ まで の20年 間 の 成 果 を 最 大 限 有 効 に活 用 で きる よ うにす る こ とを 目指 し,利 用 者 が

調 べ よ うと して い る課 題 に対 応 で きる よ うに す るた め,技 術 要 素 に よ る体 系 化 を 行 う こ と

が本 デ ー タベ ー スの 重 要 な ポ イ ン トで あ る。

こ こで は コ ン ピ ュー タ利 用 の 「直接 的技 術 」 と 「周辺 問題 」 を 意識 しっ っ,次 の よ うな

分 類 によ り体 系 化 す る こ と と した。

① 官 庁情 報 システ ム

適 用業 務,個 別 ニ ー ズ,デ ー タ ・情報,官 庁 情 報 シス テ ム名,シ ステ ム形 態,運 用 形

態,行 政機 関等 が 対 象 で あ る。

② コ ン ピュー タ ・通 信

ソフ トウ ェア,ハ ー ドウ ェア,新 世 代 コ ン ピュー タ,ニ ュー ロ コ ン ピ ュー タ,ス ーパ

ー コ ン ピュ ー タ,ワ ー ドプ ロセ ッサ,通 信 環 境,ネ ッ トワー ク シ ステ ム,ネ ッ トワー ク
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モ デ ル等 が 対 象 で あ る。

③ デ ー タ

デ ー タ ベ ー ス,デ ー タ形 式,デ ー タの収 集 ・入 力 ・加 工 ・蓄積,デ ー タ コ ー ド ・分 類,

デ ー タ交 換,デ ー タ フ ァイ ル等 が 対 象 で あ る。

④ 情 報 技 術

情 報 処理 技 法,モ デル,ア ル ゴ リズ ム,人 工知 能,日 本 語 情 報 処 理,翻 訳,パ タ ー ン

情報,シ ス テ ム 開発 ・保守,シ ス テ ム運 用 ・管理,シ ス テ ム監 査,安 全 対 策,マ ニ ュア

ル 等 が 対 象 で あ る。

⑤ 周 辺 問 題

法 令,制 度,標 準,周 辺 科 学.理 論,行 政 環 境,情 報 産 業 等 が対 象 で あ る。

⑥ その 他

7.3.デ ー タ ベ ー ス

7.3.1シ ス テム の 基 本 構 成

本 シ ステ ム は① 報 告 書 デー タを収 録 した デ ー タベ ース,② デ ー タベ ー スを 利 用 して 情 報

を引 き 出す 検 索 シス テ ム,③ デ ー タベ ー ス に デ ー タを 登 録 す る更 新 シス テ ム よ り構 成 され

る。(図7-1参 照)

検索 システム データベース 更新 システム

利用者

(機 能) (サ ブフ ァイル) (機 能)

①検索条件指定 ①報告書情報 ① データ追加
一

②検索結果 ②研究員名簿 ② データ修正 一

③初期格納一 画面表示 ③目次 一

③検索結果 ④図表

プリンタ出力 ⑤ キ ー ワ ー ド

⑥ キーワー ド体系

報告書

要約

キーワー ド体系

図7-1シ ス テ ム 構 成
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デ ー タベ ー ス は,報 告 書1冊 を1件 とす るデ ー タが 収 録 され る報 告 書 情 報 サ ブ フ ァイ ル

を 中心 と して,検 索 を サ ポ ー トす る複 数 の サ ブ フ ァイル よ り構 成 され て い る。

検 索 シス テ ム は利 用 者 か らの 要 求 に応 じて,デ ー タベ ース の検 索 を行 い,結 果 を 出力 す

る。 検 索 の 指 定 は メニ ュー に よ り用 語(キ ー ワー ド)を ガ イ ドして い く方 法 と,自 由に キ

ー ワー ドを指 定 して い く方法 の 他 に
,書 誌 事 項 を指 定 す る方 法 が あ る。 また,出 力 形 式 も

概 略情 報 か ら詳 細 情 報 まで を選 択 で き る。

本 シス テ ム の デ ー タ更 新 は,原 則 と して 新 た な 報告 書 にっ い て の デ ー タの 追 加 で あ り過

去 に遡 って 修正 す る こと はな い。 した が って,更 新 シス テ ムは,初 期 に デ ー タ を格 納 す る

機 能,新 た な 報 告書 の デ ー タを追 加 す る機 能,誤 って 収録 して しま った デ ー タ の修 正 機 能

よ り構 成 す る。 本 シス テ ム は デ ー タの 規 模,シ ステ ム開発 の 容 易 性,利 用 環 境,デ ー タ更

新 環 境 等 を 考 慮 し,パ ー ソナル コ ン ピ ュー タ上 に構 築 した。

7.3.2デ ー タ ベ ー ス フ ァイル の構 成 と機 能

デ ー タベ ー ス は次 の6種 類 の フ ァイ ル に よ り構 成 され て い る。

① 報 告 書 情 報 フ ァイル

② 研 究 員 名 簿 フ ァイル

③ 目次 フ ァ イル

④ 図 表 フ ァイル

⑤ キ ー ワ ー ドフ ァイ ル

⑥ キ ー ワー ド体 系 フ ァイ ル(技 術要 素 区分 キ ー ワー ド体 系 フ ァイ ル)

(1)報 告 書 情 報 フ ァイル

報 告書 情 報 フ ァイル は 本 デ ー タベ ー スの 中心 とな る フ ァイ ル で あ る。 報 告 書1冊 を1

件 の デー タ,つ ま り1レ コー ドと して 収 録 し,以 下 の項 目よ り構 成 す る。

① 報 告 書 番 号

先 頭 に報 告書 の研 究 年 度 を 西 暦 年 の4桁 で,次 に研 究 班 の 区 分 を2桁 で,続 いて 当

該 年 度 に研 究 班 が 作成 した報 告 書 の シー ケ ンスを1桁 で 示 す7桁 の コー ドを 収録 す る。

② 研 究 班 名

分科 会 及 び研 究 班 の名 称 を 収 録 す る。

③ 副 題

報 告書 は 「… …研 究班 研 究 報 告 書 」 と い う タイ トルで あ るが,当 該 報 告 書 の 内容 を

一66一



表す副題が表記 されて いるので,こ れを収録す る。

④ 研究区分

研究 内容の性格 を以下 の区分で収録す る。

調 査:動 向調査,事 例調査等

設 計:概 念設計,外 部仕様等

開 発:詳 細 仕様,評 価等

⑤ 年 度

研究年度 を昭和及 び平成 で表記す る。

⑥ 要 約

1報 告書 当た り100字 以 内の要約を収録す る。

(2)研 究員名簿 フ ァイル

研究員名簿 フ ァイルには,報 告書 に記載 されて いる研究 員の名前等 を1人 ず つ収録 す

る。

① 報告書番号(報 告書情 報 ファイルに同 じ)

② 区 分

研究 員の役 割(主 査,研 究員,事 務局)

③ 氏 名

研究 員の氏名

④ 所 属

研究員の所 属省庁名及び部課名

(3)目 次 フ ァイル

目次 フ ァイル には目次の内容を1行 ずつ収録 す る。

① 報告書番 号(報 告書情報 フ ァイルに同 じ)

② 目次行

目次の内容 をその まま収録す る。

③ ペ ー ジ

目次行のペ ー ジ

(4)図 表 フ ァイル

図表 フ ァイル には図表の名称を1行 ず つ収録す る。

① 報告書番号(報 告書情報 フ ァイルに同 じ)

② 図表 内容
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図表 番 号 及 び タイ トル

(5)キ ー ワー ドフ ァイル

報 告 書 の 要 約,目 次,報 告 書 本 文 等 を参 考 に して20語 を収 録 す る。

① 報 告 書 番 号(報 告 書 情 報 フ ァイル に同 じ)

② キ ー ワー ド

(6)キ ー ワー ド体 系 フ ァイル

技 術 要素 ご とに予 め 体 系 化 した キ ー ワ ー ドを収 録 す る。

① キ ー ワー ド 予 め 体 系 化 した キ ー ワ ー ドを収 録 す る。

② 大 区分,中 区分,小 区分,細 区分

7.3.3検 索 シス テム

検索 機 能 は,次 の3種 類 で あ る。

① キ ー ワ ー ド等 の 用 語 を 直 接指 定 す る方 法

② 表 示 され るキ ー ワー ド体 系 の メニ ュー よ り選 ん で 指 定 す る方 法

③ 研 究 班 名 や 研 究 年 度 等 の 書 誌 事 項 を指 定 す る方 法

検 索 シス テ ムの 体 系 及 び操 作 フ ロー は図7-2の と お りで あ る。

(1)キ ー ワー ドの 指 定 に よ る検 索

キ ー ワー ドを 自 由 に指 定 す る こ とに よ り,キ ー ワー ドフ ァイ ル を 検索 し,該 当 す る報

告 書 を報 告書 情 報 フ ァイ ル よ り表 示 す る。

キ ー ワ ー ドの指 定 は,完 全 一 致 の他,中 間 一 致 を 可 能 とす る。

キ ー ワー ド指 定 は最 大10個 まで とす る。

(2)キ ー ワー ド体 系 の指 定 に よ る検 索

画 面 の メニ ュ ーで 表 示 す る キ ー ワー ド体 系 よ り,利 用 者 が 指 定 した キー ワー ドに よ り

検 索 す る。 メニ ュ ー は技 術 要 素 区 分 キ ー ワー ド体 系 フ ァイ ル に した が って 表 示 され る。

利 用 者 は技 術 体 系 に したが った キ ー ワー ド指 定 が 可 能 とな る。

(3)書 誌 事 項 の指 定 に よ る検 索

以 下 に示 す項 目の うち いず れ か1つ 以 上 を 指 定 して 検 索 を 行 う。

① 報 告 書 番号

番号 及 び番 号 の範 囲 を指 定 す る こ とに よ り直 接 検 索 す る。

yyyyaan

yyyy:報 告 書 の 研 究 年 度 を西 暦 年 の4桁 で 指 定 。
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**報 告 書 デ ー タベ ー ス検 索 メニ ュー**

1.キ ー ワー ド指 定 に よ る検 索
2.キ ー ワー ド体 系 に よ る検 索

3.書 誌 事 項 に よ る検 索

4.終 了

1 1

1.キ ー ワ ー ド 2.キ ー ワ ー ド(KW) 3.書 誌 事 項 に よ

(KW)に よ る検 索 体系によ る検索 る検索

1 1

**報 告 書 デ ー タベ ー ス 出力 検索 メニ ュー**

該当件数 件

1.表 示1 (全 項 目)
2.表 示2(報 告 書 番号,副 題,要 約,KW)

3.表 示3(報 告 書 番 号.副 題)

4.印 刷1

5.印 刷2

6.印 刷3

7.最 初 か ら検 索

8.検 索 条 件 を加 え る

9.検 索 条 件 の 変 更

99.終 了

①1～6を 選択 した ときはそれぞれの 出力 を行 ってか ら出力 メ
ニ ュ ー に 戻 る 。

②7を 選 択 した と きは検 索 メニ ュ ーに戻 る。

③8を 選択 したと きは直前 まで に検索 したデー タの 中か ら検索
を 行 う こ とが 可 能 に な り,検 索 メニ ュー に戻 る。

④9を 選択 したと きはそれぞれの検索条件 の設定をや り直す ご
とが 可 能 に な る。

⑤99を 選 択 した と きはR:BASEコ マ ン ドモ ー ドに戻 る。

図7-2検 索 システ ムの 操 作 フ ロー
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aa:研 究班 の区分 を表す番号

n:当 該年度 で研究班が 作成 した報告書 の シーケ ンス番号

② 研究班名

分科会及 び研究班 の名称又はその一 部を指定 して検索 す る。

③ 副 題

副題中の用語 を指定 して検索す る。

④ 研究区分

研究 区分を指定 して検索す る。

調 査:動 向調査,事 例調 査等

設 計:概 念設計,外 部仕様等

開 発:詳 細 仕様,評 価等

⑤ 年 度

研究年度を西暦4桁 及 びその範囲で指定 して検索す る。

⑥ 研 究員名簿

研究員の役割 区分(主 査,研 究員,事 務 局),研 究 員の氏 名又 はその一部(姓),

並び に所属省庁 名を指定 して検索す る。

(4)検 索結果の表示

検索結果 は端末画面 に表示,又 はプ リンタに出力す るが,そ の内容 は次の いずれかの

形式を選択す る。

① 形 式1報 告書情報 ファイルの全項 目を表示す る。

報告 書番号

研 究 区 分

研 究 年 度

研 究 班 名

副 題

要 約

キー ワー ド(20個 まで)

研究 員名簿(役 割 区分,氏 名,所 属)

目 次(目 次内容,頁)

図 表(図 表番号,表 題)

② 形式2報 告書番号,副 題,要 約,キ ー ワー ドを表示す る。
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③ 形式3報 告書 番号,副 題を表示す る。

形式3や 形 式2で 表示 した結果の 中か ら選択 した報告書 にっいて,よ り詳細 な形式

(形 式3か ら形式2や 形式1,形 式2か ら形式1)で 表示可能 とす る。

7.3.4更 新 シス テ ム

更新 シス テ ム に は追 加 機 能 及 び修 正 機 能 が あ る。 この うち修 正 機 能 は範 囲 指 定 に よ り該

当す るデ ー タの特 定 を 行 って か ら処理 す る方 式 と して い る。

(1)デ ー タ追 加 機 能

新 規 の報 告 書 デ ー タ を デ ー タベ ー ス に追 加 す る。 処理 は メ ニ ュー画 面 の デ ー タ追 加 欄

の 中 か ら該 当 す る処 理 を選 択 し,各 フ ァ イル に対 応 して 用意 され て い る画 面 に よ って 行

う。

(2)デ ー タ修 正 機 能

画 面 の デ ー タ修 正 欄 の メニ ューか ら該 当 す る処 理 を 選 択 し,既 存 の デ ー タ の 修 正 を 行

う。 処 理 は対 象 とす るデ ー タの範 囲 を 報 告 書 番 号 で 指 定 して か ら行 う。 キ ー ワー ド体 系

にっ いて は範 囲 を 大 区 分 コー ドで 指 定 して 行 う。

(3)初 期 デ ー タ格 納 機 能

デ ー タ ベ ー ス の 初 期 作 成 又 は全 面 書 き替 え 時 の 機 能 で あ る。 処 理 は デ ー タ ベ ー スの 各

フ ァイ ル に対 応 して 行 う。

〔4)シ ス テ ム サ ポ ー ト機 能

デ ー タベ ー ス の 運 営 に 当 た って,シ ス テ ム サ ポ ー トを 行 う もの で シス テ ム リカバ リー,

デー タバ ックア ップ,デ ー タ リス トア,デ ー タ圧 縮 等 の機 能 を 備 え て い る。

7.4キ ー ワ ー ド体 系

報 告 書 情 報 の う ち,キ ー ワー ドにつ い て は 各 報告 書 の 本 文 を参 照 して抽 出 して い る の で,

そ の 内容 を 広 くカバ ー して い る。 これ らの キ ー ワー ドを7.2で 示 した体 系 に 対 応 づ け す る こ

とに よ り,こ れ まで の報 告 書 で 取 り上 げ られ た技 術 要 素 の 傾 向 が理 解 で き る もの と考 え る。
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8沖 縄地域 における文化情 報

データベースの構 築

沖縄情報通信株式会社





8.沖 縄地域における文化情報 データベースの構築

8.1概 要

8.1.1背 景

当社 で は,主 に観 光 客 に対 し観 光情 報 等 を 提 供 す る ビデ オ テ ックス利 用 に よ る情 報 提 供

シス テ ム(以 下,ビ ジ ョ ンシテ ィ)を 運 営 して い る。

本 シス テ ム は,沖 縄 県 内の 主 要 産 業 で あ る観 光 周 辺 産 業 の 振 興,沖 縄 の 文 化 的 貢 献,さ

らに は,き た るべ き高 度 情 報 化 社 会 にっ い て の県 民 へ の ニ ュ ー メ デ ィア啓 蒙 を 目的 に作 成

され,観 光,レ ジ ャー,ビ ジネ スの 幅 広 い情 報 を提 供 して い る。

また,沖 縄 は,古 くは琉 球 王 朝 を 持 つ 王 国 で あ り,そ の 経 緯 を汲 む 文 化 資産 の豊 富 さ,

特 異 性 はわ が 国 で 自他 共 に認 め る ものが あ る。

以 上 の 状 況 をふ ま え,ビ ジ ョン シテ ィに よ る情 報提 供 の一 環 と して,沖 縄 文 化情 報 を デ

ー タベ ー ス化 し,全 国 に 広 く提 供 す る こ とに よ り,観 光客 数 を 増 加 させ,沖 縄 県 主 要 産 業

で あ る観 光 周辺 企 業 を 活 性 化 し,さ らに は,わ が 国 の 文 化 資 産 保 護 を デ ー タベ ース 主 導 で

行 う こ とを 目的 に 沖 縄 文 化 情 報 の デ ー タベ ー スの 構 築 を 行 った 。

8.1.2目 的

沖縄県 内の文化 資産 を手軽 に一般 に紹介 し,県 内外にその 内容 を広 く流布 し,且 つ即 時

性 のある紹介 を行 うことによ り沖縄県 内への来沖 者を増加 させ,県 の産業振 興を図 るとと

もに県内文 化資産 の保護,啓 蒙をす ることがで きないのか とい う視点か ら 「沖縄地域にお

ける文化情報 デー タベ ースの構築」を構想 した。構築す るうえでの基本的な ポイ ン トは,

(1)ユ ーザ(観 光客又 は他地域 にあ って観光 を希望す る もの)サ イ ドに立 って,利 用 しや

す い システ ムとす る こと

(2)デ ータベ ースの 内容が文化 的色彩が濃 いことか ら,教 育 データベースと して活用で き

るよ うにす る こと

であ る。す なわち,構 築 され広 く利用 され ることによ り沖縄 県の産業振興,文 化的貢献 に

寄与す ることが,沖 縄地 域におけ る文化情報 デー タベース構 築の 目的であ る。
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8.1.3ビ ジ ョン シテ ィ構 想

(1)ビ ジ ョン シテ ィ構 想

当社 で は,主 に観 光 客 に対 して,観 光情 報 を提 供 す る ビデ オ テ ッ クス利 用 に よ る ビ ジ

ョ ンシテ ィを運 営 して い る。

本 システ ム は,沖 縄 県 内 の主 要 産業 で あ る観 光 周 辺 産 業 の振 興,沖 縄 の 文 化 的貢 献 及

び高 度 情報 化 社会 の イ ンフ ラ ス トラ クチ ャの整 備 を 中心 目的 と して 作 成 され て い る。

(2)ビ ジ ョン シテ ィ構 想 との位 置 づ け

ビ ジ ョン シテ ィ構 想 の 一環 と して 沖 縄 地域 に お け る文 化 情 報 デ ー タベ ー スは,総 合 情

報 デ ー タベ ー ス内 で の文 化領 域 を 受 け 持 つ。

最 近 の 傾 向 と して,文 化 を キ ー ワー ドと した知 的探 究 型 の来 沖 者 に対 す る情報 サ ー ビ

ス機 能 が 不 足 して い た わ け で あ るが,本 デ ー タベ ー ス の構 築 に よ り,文 化 的 な 部 分 を 補

完 し,よ り完 成 度 の 高 い 観 光 文 化 デ ー タベ ース に な る とい え る。

表8-1ビ ジ ョ ン シテ ィの 全 体 構 想

〈ビデ オ テ ック ス通 信(NAPLPS)〉

情 報 提 供 一観 光 情 報
DOSPORTS

食 べ る ・飲 む
シ ョ ッ ピ ング

名 産 品

沖 縄 百 科

交 通 情 報

沖 縄 文 化 情 報 デ ー タベ ー ス

〈電 子広 告 シス テ ム〉

情 報提 供 一観 光 情 報,

〈フ ァ ク シ ミ リ通 信 〉

情 報提 供 一建 築入 札 情 報,

沖 縄 文 化 情 報 デ ー タベ ー ス

〈パ ソ コ ン通 信 〉

情 報 提 供 一沖縄 文化 情 報 デ ー タベ ー ス

〈双 方 向CATV通 信 〉

情 報 提 供 一沖縄 文 化情 報 デ ー タベ ー ス

県内主 要観光地ガイ ド
県内全 ビーチ,ゴ ル フ場,テ ニ スコー ト
県内飲 食店 ガイ ド
県内土産店ガ イ ド
県内名産品 ガイ ド
県勢デー タ
県内バ ス路線,船,飛 行機航路 ガイ ド

県 内主 要観光地 ガイ ド

県内建築物入札情報
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8.1.5実 施体 制

(1)作 業 手 順

8.1.4の システ ム イ メ ー ジに 基 づ いて,次 の よ うな,作 業 手 順 と した 。

① デ ー タベ ー ス研 究

② シス テ ム設計

③ プ ロ グ ラム 開発

④ デ ー タベ ー ス作 成

な お,作 成 す るデ ー タベ ー ス は,NAPLPS画 面 で500画 面 と した。

(2)実 施 体 制

実施 体 制 と して は,沖 縄 文 化 デ ー タベ ー ス推 進委 員会(表8-2参 照)を 設 置 し,シ

ステ ム設 計 の チ ェ ッ ク並 び に デ ー タベ ー スの コ ンセ プ ト作 成,内 容 確 認,サ ー ビスの 方

法 等 にっ いて 審議 した。

表8-2沖 縄 文化データベ ース推進委 員会名簿

氏 名 所 属 団 体 役 職

委員長 眞栄城 守 定 財団法人 沖縄地域科学研究所 理事長

委 員 仲 間 一 郎 沖縄総合事務局 通商産業部 商工課 課 長

!ノ 下 地 英 一 沖縄県 商工労働部 商工課 課 長

〃 大 城 栄 禄 沖縄県 観光文化局 観光振興課 課 長

!ノ 翁 長 自 健 沖縄県 観光文化局 工芸産業課 課 長

〃 照 屋 善次郎 沖縄県 観光文化局 文化振興課 課 長

!ノ 宜 保 栄治郎 沖縄県 教育庁 文化課 課 長

ノノ 平 良 邦 夫 沖縄 物 産 セ ンター 社 長
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&2デ ータベース構築内容

8.2.1作 成 手 順 フ ロ ー

本 デ ー タ ベ ー ス を作 成 す る手 順 は,段 階 的 に① シ ステ ム設計,② デ ー タの 収 集,③ 分 類

・整 理(標 準 化) ,④ 電 子 化 の 手順 で構 築 す る。 な お,デ ー タベ ー ス の情 報 種 類 並 び に 主

な情 報 内 容 に っ いて は,次 の とお りで あ る。

(1)デ ー タベ ー スの 情 報 種 類

本 デ ー タ ベ ー スの 作 成 に 当 た って,沖 縄 文 化 の特 色,重 要 性 を加 味 し,大 き く① 陶器

デ ー タ,② 琉 球 ガ ラ スデ ー タ,③ 染 物 ・織 物 デ ー タ,④ 琉 球 民 謡/民 話 デ ー タ,⑤ 琉 球

舞 踊 デ ー タ,⑥ 漆 器 デ ー タの 電子 化 を行 う こ と と した。

(2)主 な 情 報 内 容

それ ぞ れ の情 報 種 類 に お い て作 成 され る情 報 内容 は,大 き く分 けて,① 商 品 知 識,②

店 舗,③ 企 業 団 体 紹 介,④ セ ミナ ー/体 験 コー ス,⑤ ツ ア ー/イ ベ ン ト情 報 の5種 類 に

分 類 され る。

8.2.2情 報提 供 フ ロー

情 報 提 供 フ ロ ー は 次 の4種 類 に大 き く分 け られ る。

① 希 望 イ ンデ ッ クス に よ る情 報 提 供 フ ロ ー

②Q&A型 の 質 問形 式 に よ る情 報 提 供 フ ロ ー

③ 解 説 型 の ダ イ レク トア クセ ス に よ る情 報 提 供 フ ロー

④ 画 面IDNo.に よ るダ イ レ ク トア クセ ス情 報 提 供 フ ロ 一
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8.2.4シ ス テ ム構 成

(1)シ ス テ ム構 成 に お け る位 置 づ け

ビ ジ ョン シテ ィはNAPLPS方 式 を利 用 し,セ ンタ ー シス テ ム とVTX(ビ デオ テ

ッ クス)端 末 機 を 公衆 網 で接 続 し,情 報 を提 供 す る広 域 型 の情 報 ネ ッ トワ ー ク シス テ ム

で あ る。沖 縄 地 域 にお け る文 化情 報 デ ー タベ ー ス は この ネ ッ トワー クで の 提 供 を 中心 に

行 うわ け で あ るが,各 地 域 で の イ ベ ン ト利 用,遠 隔 地 で の 回線 費 用軽 減,家 庭,学 校 内

で の 教 育 利 用,セ ンタ ー非 稼 働 時 間 外 で の 利 用等 を考 慮 し,PC単 体 で の 利 用 可 能 な シ

ス テ ム構 成 とな って い る。

(2)デ ー タベ ー ス構 成 にお け る位 置 づ け

ビジ ョ ン シテ ィ内の デ ー タベ ー スの 内 容 は,観 光,DOSPORTS,食 べ る ・飲

む 等 観 光 情 報,特 に行 動 型 遊 覧 型 の 情 報 が 中 心 とな って い る。

沖 縄 地 域 にお け る文 化 情 報 デ ー タベ ー ス は,文 化 志 向 型 の 観 光 情 報 並 び に 教 育 情 報 と

して の 観 点 か ら産 業 振 興,地 域 貢 献 を 目的 と して 作 成 され て い るが,本 デ ー タベ ー ス の

追 加 に よ り,よ り観 光 デ ー タ ベ ー ス とい う単 機 能 デ ー タベ ー スか ら総 合 社 会 デ ー タベ ー

ス と して の位 置 づ け を 明確 にす る こ とと な る。

8.2.5特 徴

本 デ ー タベ ー ス は,次 の特 徴 を持 つ とい え る。

① どの よ うな利 用 者 に も幅広 く利用 で き るよ うに,希 望 イ ンデ ックス に よ る情 報 提 供 フ

ロー,Q&A型 の 質 問 形 式 に よ る情 報 提 供 フ ロー,解 説 型 の ダイ レク トア ク セ ス情 報 提

供 フ ロ ーの4種 類 の 情 報 提 供 フ ロー を提 供 して い る。

② 情 報 提 供 はオ ンラ イ ン提 供 を 基 本 と して い るが,PCで の 単 体 利 用 も可 能 で あ る。

③ ユ ーザ は現 在 の ビ ジ ョ ン シテ ィの ビデ オ テ ッ クス端 末 に 加 え,パ ソ コ ン通 信,単 体 利

用 等 幅 広 い メ デ ィアで 県 内外 で の 利 用 が 可 能 で あ るた め,沖 縄 の 文 化 性 を 広 範 囲 に 啓 蒙

す る こ とが で き る。

④ 本 デ ー タベ ー ス は,デ ー タベ ー ス と構 造 を リ レー シ ョナ ル な形 で 結 合 して い るた め,

デ ー タ ベ ー スの 更 新,デ ー タベ ー スの 複 数 利 用 の 効 率 化 が 図 られ る。

沖 縄 で は じめて の総 合 文 化 情 報 デ ー タベ ー スの 電 子 化 が 可 能 とな り,県 内 文 化 情 報 の

保 存,啓 蒙 に貢 献 す る。
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8.2.6予 想 さ れ る効 果

(1)効 果

・沖縄 地 域 にお け る文 化 情 報 デ ー タベ ー ス は ,沖 縄 地 域 にお け る初 の総 合 文 化 情 報 の 電

子 化 で あ る。 それ に よ り沖 縄 の 文 化 性 を他 領 域 に 広 範 囲 に啓 蒙 で きる効 果 が 期 待 で き

る。

・作 成 した文 化 情 報 デ ー タ ベ ー ス は ,NAPLPS方 式 の 画 像 型 の デ ー タベ ー スで あ り,

あ らゆ る層 に読 み や す い型 とな って お り,利 用 の 普 及 促 進 が 図 れ る効 果 が 期 待 で き る。

・文 化 とい う特 性 か ら,観 光以 外 に も教 育 市 民 情 報 と して の利 用 も可 能 で あ る。

(2)利 用 見通 し

主 な 利 用 対 象 者 と して,以 下 の 業 種 が 考 え られ る。

・旅 行 代 理 店 ・市 町村 資料 室

・航 空 会 社 ・土 産店,店 舗

・学 校 ・空 港,タ ー ミナル 等 の 公 共 的施 設

・博 物 館 ,公 民 館,図 書館 ・ホ テル,リ ゾ ー ト

8.3今 後の課題

8.3.1シ ス テ ム の評 価

本 デ ー タベ ー スは,誰 に で も気 軽 に利 用 す る こ とが で きる沖 縄 初 の 文 化 情 報 の 電 子 化 で

あ り,観 光,文 化,教 育,産 業 で 利 用 可 能 な マ ル チ パ ー パ スな デ ー タベ ー スで あ る。 そ の

意 味 に もいて は,誰 で も気 軽 に利 用可 能 な検 索 フ ロー を 設 定 し,い っで も何 処 で も利 用 で

き るよ うに大 規 模 電 子 ネ ッ トワー ク上 で構 築 した こ と に加 え てPCベ ー ス で の 単 独 利 用 型

デ ー タベ ー ス構成 並 び に ソ フ トウ ェ アを採 用 した こ とは今 後 の 沖 縄 文 化情 報 の デ ー タベ ー

ス化 を 促 進 して い くうえ で 大 きな 効 果 が あ る と い え よ う。 しか も短 期 間 で そ の 概 要 を設 計

し,今 後 の 沖 縄 文 化 情 報 の デ ー タベ ー ス化 の 基 礎 を 作 成 で きた こ とは,大 き く評 価 で き る

の で は な い か。

今 後 改 良 す べ き内容 と して は

(1)複 合 条 件 によ る検 索 が 必 要 で はな か ったか 。

(2)情 報 の 更 新 の オ ンラ イ ン化 が 必 要 で は な か った か。

(3)文 化 の規 定 が 明 確 だ ったか 。

(4)文 化情 報 を キ ー と した 産業 振 興 の 視 点 が 明 確 だ っ たか 。
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(5)訴 求 す る メデ ィ アの 選 択 は確 か だ った か。

とい う点 が あ げ られ る。

8.3.2今 後 の 課 題

8.3.1の シ ス テ ムの 評 価 に お け る(1)か ら(5)の各 問 題 点 の 抽 出 は,こ の ほか に もい ろ い ろ

な 視 点 が あ ろ う し,反 面,こ れ らの 問 題 を フ ォ ロー した にせ よ完 全 な デ ー タベ ー ス が 作 成

で き る保 証 は な い といえ る。

デ ー タベ ー ス は本 来 成 長 して い く もの で あ り,そ の 内容 が 文 化 で あ る な らば な お さ ら変

化 成 長 して い く こ とを前 提 に 考 え る必 要 が あ る といえ よ う。

その 意 味 に お い て,今 後 の 本 デ ー タベ ー スの拡 張 に 当 た り,あ らゆ る変 化 に柔 軟 に対 応

した シス テ ム機 能 の拡 大,文 化 の把 握 を 明確 に した デ ー タベ ー ス の作 成 が 利 用 者 に と って

利 用 しやす い地 域 活性 化 の た め の デ ー タ ベ ー ス構 築 を可 能 に す る と考 え る。
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9九 州地域 の人材情報データベース

構 築に関する調査研 究

財 団法人 九州産 業技術センター





9.九 州地域 の人材情報 データベース構築に関す る調査研究

9.1概 要

9.1.1目 的

九州地域 は全 県が テクノポ リスの指定 を受 け産業の高度 化を推進 してい るところであ り,

先端的且っ高度 な技術 を体得化 した技術者,研 究者等に対 す る地域企業 のニーズ に応 え る

べ く 「人材 データ」を蓄積 してい る地域 も見 られ る。 しか し,単 独の地域 では人材デー タ

の分野に偏 りが あ り,必 ず しもニーズにマ ッチす るもの とはな って いない点が指摘 されて

お り,昭 和63年 度 に九州地域 を対 象 として実施 された 「テ クノネ ッ トワー ク構想推進 調査

」(立 地公害局)に お いて地域 間交流,特 に研究者情報,人 材情報,技 術情報 を中心 とす

るデー タネ ッ トワークの形成 は,九 州地域 産業の活性化 に不可欠 との提言が なされて い る

。 とりわけ人材ネ ッ トワー ク(人 脈)を 十 分に形成 して いない地域 中小企業が新分野,新

技術に取 り組 もうとす る場合 に技術,市 場,パ ー トナー,ア ドバ イザ ー等の情報収集 にお

いて,人 材 デー タベースは極めて有効な要 素 と考え られ る。

こう した状 況をふまえ本調査で は,九 州地 域が持つ人材デ ータベー スと りわ け,研 究 開

発 ・技 術開発 等に必 要な人材デ ータベースに対するニーズを確認 す るとと もに,情 報の形

成 内容及 び情報源 を具体的な形で明 らかにす る。 さらに,絞 られた人 材デ ータベ ースの ニ

ーズに適合 す るデー タベースが どの程度存在(計 画 も含 め)す るのか摺 り合わせを行 う
。

その結果,テ クノネ ッ トワー ク形成の視点 をふ まえて,研 究 開発 ・技術開発によ る九州

経済浮揚の ための望 ま しい人材データベ ース とその運用体制 について提 言す ることを 目的

として いる。

9.1.2実 施 内容

(1)九 州 地 域 の 人 材 デ ー タベ ー ス のニ ー ズ把 握

九 州 地 域 が 研 究 開 発,技 術 開発 を 行 お う とす る と きの 技 術 情 報,と りわ け研 究 者,技

術 者 情 報(技 術 シ ーズ を含 む)に 対 す るニ ーズ を,ア ンケ ー ト調 査 に よ り把 握 し,情 報

の 形 成,内 容,量,ア クセ ス方 法,媒 体,提 供 の 方 法,コ ス ト等 にわ た り具 体 的 に把 握

す る。

対 象:九 州地 域 内 の 公 的試 験 研 究機 関 及 び 企 業
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調 査 数:250社 程 度

(2)人 材 デ ー タベ ー スの ニ ー ズ と供 給 体 制

既 存 及 び計 画 中の 技 術 ・人材 デ ー タベ ー ス につ い て比 較 検 討 を 行 い,既 存 あ る い は計

画 中 の もの で は満 足 で き ない 部 分,不 便 な部 分,不 十分 な機 能(付 加 され た サ ー ビス)

等 に つ いて 明 らか にす る。

(3)新 た に構 築 す べ き人 材 デ ー タベ ー スの 提 示

九 州 地 域 の ニ ー ズ に応 え る た め の研 究 者,技 術 者 等 を 中 心 と した 「人 材 デ ー タベ ー ス 」

の あ り方,情 報 範 囲,内 容,形 式,提 供 の方 法,メ ンテ ナ ンス の方 法,さ らに情 報 提 供

に付 加 され るサ ー ビスの 内容 に つ い て 検討 提 示 す る。

(4)人 材 デ ー タベ ー ス の構 築 ・運 営 パ タ ー ン

九 州 地 域 の ニ ー ズ に応 え るべ く新 た に構 築 す べ き人 材 デ ー タベ ー ス に っ い て,情 報 収

集,情 報 提 供,メ ンテ ナ ンスの 方 法,さ らに デ ー タベ ー ス運営 に 当 た って の セ ンター機

能 と ネ ッ トワー ク機 関 との協 力 関 係 を 複数 提 案 す る。

㈲ デ ー タベ ー ス モ デル シ ステ ム の 検討

デ ー タベ ー ス構 築 に 当 た って の デ ー タベ ー スの 形 成,ア ウ トプ ッ ト,イ ンプ ッ トの 方

法,提 供 シ ステ ム等 に っ いて 検 討 を 行 う。

⑥ 構 築 す べ き人材 デ ー タベ ー スの 提 案

提 案 され た複 数 の パ ター ンに っ い て課 題,方 策 を それ ぞ れ 検討 し,九 州 企 業 の ニ ー ズ

と活 性 化 の 視点 及 び実 現 性 の観 点 か ら ア ク シ ョ ンプ ロ グラ ムを描 き評 価 を 行 う。

9.2検 討結果

9.2.1九 州 地 域 の人 材 デ ー タベ ー スの ニ ー ズ把握

九 州 地域 が研 究 開発,技 術 開 発 を 行 お う とす る と きの技 術 情 報,特 に研 究 者,技 術 者 情

報 に対 す るニ ー ズ を把 握 す る たあ に,九 州 地 域 内の 公 的 試 験研 究 機 関 及 び企 業 な ど250

社 を対 象 に ア ンケ ー ト調 査 を行 った。 ア ンケ ー ト内容 は2部 に分 け,第1部(パ ー ト1)

は人材 デ ー タベ ー ス に関 す る一般 的 ニ ー ズ の 把 握,第2部(パ ー トH)で は 人 材 デ ー タベ

ー スの 具 体 例 を提 示 し,そ れ に 対 す る評 価 を 把 握 した。

9.2.2人 材 デ ー タ ベ ー ス の ニ ー ズ と 供 給 体 制

(1)人 材 デ ー タ ベ ー ス の ニ ー ズ
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ア ンケ ー ト結 果 に よ る と,人 材 デ ー タベ ー スの ニ ー ズ は非 常 に高 く約7割 が 人 材 を探

す うえ で 苦 労 して お り,約9割 が 人 材 デ ー タベ ー スの 必 要 性 が 増 え る と回答 して い る。

人 材 デ ー タベ ー スの ニ ー ズ につ い て は 旺盛 で あ り,特 に九 州 地 域 に お け る中堅 企業 の

ニ ーズ は非 常 に高 い。

人 材 デ ー タベ ー スの 必 要 性 にっ い て の調 査 結 果 で は,次 の よ うな こ とが 明 らか に な っ

た 。 人 材 デ ー タベ ー ス と い う言 葉 は,87%が 聞 い た こ とが あ り,71%が 人 材 を探 す うえ

で 苦 労 した こ とが あ る と回 答 して い る。

人 材 に関 す る情 報 収 集 につ いて は,62%が 収 集 して お り,入 手 先 につ いて は,① 大 学,

② 国,自 治 体 な どの 行 政 機 関,③ 公立 の研 究 機 関 の 順 で あ る。 特 に51%が 大 学 か らの情

報 で あ り,2位 以 下 を 大 き く引 き離 して い る。

11020304050607e809目1四 ㈲

氏 名121z.o

専門分野5.8

勤 務 先

職 業

生年月日

現 住 所

学 歴

資 格

学 位

そ の 他

図9-1入 力情 報

収 集 体 制 が 確 立 して い る と こ ろは 少 な く,収 集 結 果 は フ ァイ ル に よ り管 理 され て お り,

コ ン ピュー タ に入 力 して い る例 は4%に 過 ぎな い。

ま た収 集 分 野 は75%が 学 界,66.7%が 産 業 界,25%が 官 界 で あ る。 入 力 して い る情 報

につ いて は,図9-1の よ うで あ る。

人 材 デ ー タベ ー スの 利 用 経 験 にっ い て は,約2割 と少 な い もの の,約9割 が 今 後 必 要

性 が 増 え る と回 答 して い る。

この よ う に多 くの 企 業 で は,人 材 を探 す うえ で 苦 労 した こ とが あ り,ま た人 材 情 報 を

収 集 した 経 験 が あ り,過 半 数 は大学 か ら情 報 を得 て い る こ とが 分 か った 。

(2)人 材 デ ー タベ ー スの 供 給 体 制

既 存 の デ ー タベ ー スで は,図 書 で提 供 され て い るい わ ゆ る出 版 物 と,い わ ゆ る デ ー タ
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ベ ー ス に大 別 され る。 出版 物 は各 種 の もの が あ る ものの,本 研 究 で は コ ン ピュ ー タで 提

供 され る デ ー タベ ー スを 対 象 に検 討 を進 めて い る。

人 材 情 報 を既 存 の デ ー タベ ー スか ら得 よ うと す る場 合 に は,商 用 デ ー タベ ー スで は,

人 物 デ ー タベ ー ス と して,口 外 ア ソ シエ ー ツのWHO,科 学 技 術 全 般 で は,日 本 科 学 技

術 情 報 セ ン ター(JICST)な どの 利 用 が 考 え られ る。

ア ンケ ー ト結 果 で は,人 材 情 報 にっ いて まず 半 数 が大 学 か ら情 報 を得 て お り,他 を大

き く引 き離 して い る。 内容 につ いて は技 術 相 談 の相 手 を求 め て い る ことが 明 らか とな っ

て い る。 技 術 相 談 の 場 合 は,相 談 を受 け る相 手 側 の 入 手 体 制 に つ い ての 情 報 が あ れ ば,

さ らに 突 っ込 ん だ コ ミュニ ケ ー シ ョンが期 待 で き る もの の,商 用 デ ー タベ ー ス に は そ の

情報 が 不 足 して い る。

学 術 情 報 セ ン ター で は 人材 デ ー タベ ー ス を平 成 元 年 度 中 に提 供 す る予 定 で あ るが,利

用 者 は 国 立 大学 の大 型計 算機 セ ン ター の 利 用 者 に 限 られ て い る。 また,そ の デ ー タベ ー

スが 対 象 とす る研 究 課 題,発 表論 文 は いず れ も3件 以 内で あ る。

一 方 ,前 述 の ア ンケ ー ト調 査 の パ ー トHで は 当調 査 委 員 会 で 検 討 中 の デ ー タベ ー ス案

を示 した と こ ろ,人 材 デ ー タベ ー ス案 に対 して は73%が 必 要 性 を認 め て お り,民 間 企 業

にお いて は67.4%,行 政 機 関,研 究 機 関 は87%で あ る。

利 用 方 法 につ いて は94%が 技 術 相 談 の 相 手 を探 す うえ で利 用 した い と して お り,次 に

54%が 講 演 会 等 の 講 師 を探 す うえ で 利 用 した い と して い る。

この よ うな こ とか ら,九 州 地 区 に本 社 機 能 を有 す る中堅 企業 は新 た な 〔人 材 デ ー タベ

ー ス〕 の 必要 性 を積 極 的 に評 価 して お り,過 半 数 の 企 業 が 利用 意 向 を持 って い る こ とが

明 らか に な った。

9.2.3新 た に構 築 す べ き 人 材 デ ー タ ベ ー スの 提 示

U)人 材 デ ー タベ ー スの 考 え 方

ア ンケ ー トで は,技 術 問 題 を相 談 す る相 手 を探 す うえ で最 も苦 労 して い る(67%)こ

とに 代表 され る よ うに,直 接 接 触 して 相 談 す る た め の 「人材 」 を求 め る 目的 で デ ー タベ

ー スを利 用 して い る こ とが 明 らか に な った。 この た め 人 材 デ ー タベ ー ス は技 術 相 談 を行

う うえ で の 相談 を 依頼 す る側 と,相 談 を 受 け る側 との 橋 渡 しを 行 って,技 術 相 談 が 具 体

的 に成 立 す るた め の ル ー ツ と して 位 置 づ け る こ とが 望 ま しい。 す な わ ち,技 術 相 談 の 窓

口 とな る情 報 セ ンタ ー相 談 員 が 相 談 の た め に使 用 す る デ ー タベ ー ス と して 構 築 す る こと

が最 も効 果 的 で あ る。 ま た デ ー タベ ー ス を利 用 す るユ ー ザが 相 談 員 の 場 合 は熟 練 者 で あ
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る が,一 般 企 業 人 の場 合 は未 熟 練 者 も存 在 す る。 した が って デ ー タ へ の ア ク セ ス方 法 と

して は,相 談 員 が応 対 し郵 便,フ ァ ク シ ミリ等 で 回 答 を 行 う こ とに な ろ う。 ま た検 索 熟

練 者 に対 して は,パ ソ コ ン通 信 等 の オ ンラ イ ンに よ る利 用 も考 慮 す る こ とが 望 ま しい。

② デ ー タベ ー ス の対 象 範 囲

前 述 の 主 旨か ら,デ ー タベ ー スの対 象 範 囲 と して は,相 談 員 が技 術 相 談 の た め に必 要

な項 目 とす る必 要 が あ る。 ア ンケー ト結 果 で は 大学 へ の 相談 が 最 も多 く,過 半 数 を 占め

て い る。 ま た各 団体 が 収 集 して い る人 材 デ ー タベ ー ス の収 集 範 囲 に つ いて は,42%が 同

一 県 内 を収 集 範 囲 と して お り,最 も多 い。 この よ うな こ とか ら,九 州 地 域 の 企 業 等 が 気

軽 に相 談 で き る よ うに,ま ず,距 離 的 に も近 く身近 な 九 州地 域 内 の大 学 を 中心 と した人

材 デ ー タベ ー ス の構 築 が 急 が れ る。 ま た,各 情 報 セ ン ター相 談 員 を デ ー タベ ー ス化 し,

ネ ッ トワー ク化 す る こと に よ り技 術 相 談 範 囲 の拡 大 を 図 る こ とが 可 能 で あ る。

(3)レ コー ドの 内容

内容 につ いて は,技 術 相 談 を 行 うた め に必 要 な 内 容 とす る こ とが 必 要 で あ る。 この よ

うな観 点 か ら,主 と して 「産 業 界 」(一 部 「行政 」 を含 む)で は 「大 学 」間 で 必 要 とさ

れ る最 新 の デ ー タだ けで な く,大 学 人 の 「近 い 」過 去 の実 績 に関 す るデ ー タ に つ いて も,

産 学 共 同,技 術 指 導 ・相 談 等 の立 場 か らの ニ ー ズが あ る と考 え られ る。(表9-1)

9.2.4人 材 デ ー タベ ー スの 構 築 ・運 営

(1)デ ー タベ ー ス セ ンタ ーの 概 念

サ ー ビスの 種 類 と して は,相 談 員 に対 す る相 談 業 務支 援 サ ー ビス を主 に,付 加 され る

サ ー ビス 内容 と して は,最 終 ユ ー ザ に対 す る ク リア リン グ,代 行 検 索 な どが 考 え られ る。

最 終 ユ ーザ の 利 用 手 順 と して は,未 熟 練 ユ ー ザの 場 合 は セ ンタ ー相 談 員 に持 ち込 む こ

とに な るが,熟 練 ユ ーザ の 場 合 は 自分 で オ ンライ ン検 索 す る こ とが 可 能 とな る よ うに配

慮 す る必 要 が あ る。 デ ー タベ ー スセ ンタ ーの構 成 に つ いて は図9-2の よ うに な ろ う。

デ ー タベ ー ス セ ンタ ー は1,H,皿 期 と段 階 的 に計 画 す る こ とと し,第1期 で は ク リ

ア リン グサ ー ビス用 及 び検 索 用 設備 を備 え る必 要 が あ る。

(2)情 報 収 集 の 方 法

情 報 収 集 につ いて は,域 内 研 究者 デ ー タベ ー ス,相 談 員 デ ー タベ ー ス にっ いて 収 集 す

る必 要 が あ り,域 内研 究 者 デ ー タベ ー ス にっ いて は第1期 に大 学 研 究 者 分 を 収 集 す る こ

と と し,ま た収 集 方 法 は本 人 へ の ア ンケ ー トに よ る こ とが 望 ま しい た め,各 大 学 等 あ て

に要 請 を行 い,各 大 学 等 にお いて調 査 表 の 取 りま とあ を行 う。
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表9-1レ コ ー ドの 内 容

フ ィ ー ル ド 本 デ ー タベ ー ス 現 行 カ ー ド 備 考

氏 名 ○ ○ キ ー 項 目

所 属 ○ ○

生 年 月 日 ○ ○

最 終 学 歴 ○

学 位 ○

専 門 分 野 02項 目 03項 目 キ ー 項 目

キ ー ワ ー ド 05項 目 05項 目 キ ー 項 目

最 近 研 究 テ ー マ 08項 目 03項 目

最 近 研 究 論 文 010項 目 05項 目

企 業 との 共 同 研 究 ○

企 業 へ の 研 究 指 導 ○ ○

相 談 員 コ メ ン ト 自 由 形 式

(注1)本 レ コー ドの 大 きさ は1,000文 字(2,000バ イ ト)/件 とな る。

(注2)相 談 員 コメ ン トは 内部 利 用 の み とす る。
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… … ・…デ ー タ ベ ー ス セ ン タ ー

1期

案 内 デ ー タ ベ ー ス

H期 →

ll期

セ ン タ ーC'

セ ン タ ーB… ・

セ ン タ ーA… … …

デ ー タ ベ ー スA

CPU

ll期

登 録 用 端 末

(注)キ ャプ テ ンセ ン ター 及 び トラ フ ィ ックの極 端 に大 き い セ ンタ ー との ゲ ー トウ ェ イ接

続 は実施 しない。 これ は,接 続 に対す る本 システムの負担が極端 に増大す るか らで

あ る 。

図9-2デ ー タ ベ ー ス セ ン タ ー 構 成
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(3)情 報 提供 の 方 法

デ ー タベ ー スの 提 供 につ いて は,オ フ ライ ンに よ る提 供,オ ンライ ンに よ る提 供 が 考

え られ る。 オ フ ラ イ ンに よ る提 供 で は さ らに,フ ロ ッ ピー を 送 る方 法,ア ウ トプ ッ トデ

ー タを郵送 ,フ ァ ク シ ミ リあ るい は電 話 で 送 る方 法 が 考 え られ る。 オ ン ライ ンに よ る提

供 で は,パ ソ コ ン通 信 に よ る方 法 あ る い は ゲ ー トウ ェイサ ー ビス によ る方 法 が考 え られ

る。

ア ンケ ー ト結 果 で も約6割 が オ フ ライ ンで の 提 供 を希 望 して い る こ と もあ り第1期 で

は面 接 に よ る提 供 を 優 先 させ,併 せ て電 話,郵 送,フ ァ ク シ ミリに よ る提 供 を 考 慮 す る

こ ととす る。 オ ンラ イ ンに よ る情 報 提 供希 望 者 もあ り,オ ンラ イ ンに よ る情 報 提 供 にっ

いて は第H期 以 降 で 計 画 す る。

(4)運 用 方 法

必要 資 源 と して は,シ ステ ム 関係 で は,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア の 購 入及 び デ ー

タベ ー スの 構 築 が 必 要 で あ り,開 発 保 守 の た めの 要 員 は専 任1名,兼 務1名 を 見込 む必

要 が あ る。

九 州 内で は国 立 大 学 長 に よ る 「人 材 デ ー タベ ー ス 」設 立 の合 意 が で き あが って い る。

その 各大 学 の担 当 セ ク シ ョ ンは 「科 学技 術相 談 室 」 あ るい は 「地 域 共 同 セ ンタ ー」 で

あ り,既 設 ・計 画 中 の ものが あ る。 こ こを 母 体 に して,各 大学 人 の デ ー タの 追 加 ・修 正

が 可能 で あ ろ う。

(5)協 力機 関 との ネ ッ トワー ク化

運 営 に 当 た って の セ ンタ ー機 能 と して は,デ ー タ ベ ー ス の生 成,分 配,代 行 検 索,ク

リア リングが 考 え られ る。 ま た,6っ の テ ク ノポ リス は,地 域 の 各 大 学 を ベ ー ス に地 域

の技 術 の振 興 を 図 って お り,こ れ を ネ ッ トワー クす る こ とが可 能 で あ る。 テ ク ノ協 力 関

係 に つ いて は,各 ネ ッ トワー クが 有 す る デ ー タベ ー スの 相 互 利用 を行 う。 その 方 法 と し

て は,各 機 関 に 検 索 端 末 を 設 置 し,必 要 な デ ー タベ ー スを 検 索 す る方 法,各 機 関 の デ ー

タベ ース を相 互 に接 続 し各 企 業 が 直接 検 索 可 能 にす る方 法 が 考 え られ る。

9.2.5デ ー タベ ー スモ デ ル シス テ ム の検 討

福 岡 県 内の 国立 大学 を 例 に と って モデ ル シ ステ ム の検 討 を 行 う。

デー タベ ー スの 内 容 と して は 福 岡 県 内の 国 立 大学 の 教 官 総 覧 の項 目構 成 が 必 要 と され る

人材 デ ー タベ ー ス に近 似 して い るた め に,モ デ ル シス テ ム検 討 の た め の デ ー タベ ー ス と し

て,使 用 す る こと と した。 デ ー タベ ー ス ソフ トに,dBASE皿 を 使 用 し,ネ ッ トワー ク
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化 を 検 討 す る ため に,ホ ス ト用 通信 ソフ トに 「絵 里 花 」 を使 用 す る こ と と した。

9.2.6構 築 す べ き人 材 デ ー タ ベ ー スの 提 案

これ まで の,ア ンケ ー ト結 果 や 調 査 研究 に基 づ き九 州 地域 に お い て構 築 す べ き人 材 デ ー

タ ベ ー ス を ま と め て み る と次 の よ うに な ろ う。

九 州 地 域 で は企 業 等 が研 究 開発,技 術 開 発 を行 うに 当 た って,技 術 的 な相 談 を 行 う相 手

を選 定 す るの に苦 労 して お り,こ れ らの 要求 を充 たす 適 切 なデ ー タベ ー ス は 既 存 の もの に

は み られ な い。 この た め,新 た な人 材 デ ー タベ ー スの 構 築 が 望 まれ る と ころ で あ る。

新 た に構 築 す べ き デ ー タベ ー ス と して は,技 術 相 談 を依 頼 す る もの と技 術 相 談 を 受 け る

研 究 者 等 の仲 介 を 行 う立 場 で あ る情 報 セ ンター の相 談 員が 技 術 相 談 業 務 に従 事 す る際 に使

用 す る 「相 談 業 務 支 援 デ ー タベ ー ス 」を メ イ ンにす え る こ とが 最 も効 果 的 で あ る。 ま た,

九 州 地 域 に お け る技 術 相 談 が 一 段 と充 実 す るた め に は,情 報 セ ンタ ー相 互 が 連 携 し,さ ら

に ネ ッ トワー ク化 す る こ とが 望 ま しい。

構 築 の ステ ップ と して は,3段 階 に分 けて 考 え,第1期 で は,域 内研 究 者 デ ー タベ ー ス

の 構 築,第ll期 に相 談 員 デ ー タベ ー スの 構 築 並 び に ゲ ー トウ ェイ サ ー ビスの 実 施,第 皿期

に一 般 企 業 ユ ーザ へ の オ ンラ イ ンサ ー ビスの 実 施 と段 階 的 に構 築 す る こ と と し,第1期 に

つ いて は早 急 に構 築 す る こ とが 可 能 で あ る。

9.3今 後の課題

運 用 に 当 た って は,人 材 情報 デ ー タベ ー ス で あ る こ とか ら,個 人 情 報保 護 の観 点 か ら,ゲ

ー トウ ェイ に よ る デ ー タの 多 目的利 用 や 他 セ ン ター保 有 フ ァイル の デ ー タベ ー ス化 に 当 た っ

て,特 に配 慮 す る必 要 が あ る。 ま た,情 報 セ ン ターの 相 互 乗 入 れ に当 た って は,公 共 セ ン タ

ー との 障 壁(制 度 上 ,縦 割 な ど)あ るい は民 間 セ ン ター との競 合 な ど に配 慮 す る必 要 が あ る。

さ らに採 算性 に つ いて もユ ーザ が特 定 され る こ と,対 価 意 識 が 希 薄 で あ る こ とを 考 慮 に い

れて 検 討 を 進 め る必 要 が あ る。

協 力 機 関 との ネ ッ トワー ク化 に関 す る課 題 と して は,情 報 セ ン ター相 談 員 の 経 験 交 流 の 進

め方 を検 討 す る と と もに,相 談 員 デー タベ ー スの構 築 に 当 た って は特 定 の1セ ン ター が デ ー

タベ ー ス化 し,そ れ を全 セ ン ターで 共 同利 用 す るな どの 方 策 も含 め検 討 す る必 要 が あ ろ う。
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10.高 岡 市 商 圏 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

10.1概 要

現在高岡市の商店街 で は,顧 客情 報を各個店サイ ドで収集,分 析 して いるために,情 報量

も少な く,分 析 しきれな い状況 とな っている。 また,商 店街全体 としての情報分析が で きず,

地域の活性化の大 きな妨げ となってい る。

高岡情報サ ー ビスで は,個 店で収集 され る顧客の個人 データ(名 前,住 所,年 齢,趣 味等)

と購買 データを組み合わせ個店 サイ ドの顧客管理用の デー タベース,商 店街全体 と しての管

理用 データベースの構築 を行 うことを 目的 と して いる。

個人 データに関 して は入会 申込書を書 いて もらう ことによ って収 集 し,購 買デ ータに関 し

ては各個店 のPOS端 末 に会 員カー ドを通す ことによ って簡単 に収 集で きる。 これを高 岡情

報サー ビスでま とめ,分 析 して各種帳票の形でユーザに提供 し利用 して頂 くシステ ム とな る。

10.1.1目 的

高岡市は昭和61年 度ニ ューメデ ィア ・コミュニテ ィ構想モデル地域の指定を受 け,商 店

街 カー ド顧客管理 システ ム並 びに商 店街映像系 システ ムを導入 して情報化 によ り,高 岡市

中央地区商店街の振興を 目指 してい る。

高岡市 中央地区商店街 は,約260店 と約40万 人の広域型商圏 を形成 してお り,ま ず この

うち商店約70店,顧 客約7,000人 を対象に商店情報 と顧客情報 をデー タベース化 し,そ れ

らのデータ と商店街来訪者 の購入情報(各 人所有の カー ドとPOSの 組 み合 わせ によ り収

集)を リンクし,購 入金額 累計 や購買履歴分析情報 をその地域 の商店並びに顧 客 に対 して

提供す るものであ る。

将来的には,対 象を全店並びに全顧客 に拡大 し,地 域商圏の拡大 と活性化を図 る ことを

目的 とす る。

さ らに,本 システ ムの標準化を図 り,他 の商圏地域へ も導入で きるよ うに移植性 にっ い

て も検討 して いる。
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10.1.2実 施内容

U)シ ステム構成等

① データベ ース構築の基本 的方 向

高岡市 中央商店街 にお いて構築す る 「商店街 カー ド顧客管理 システム」 は,商 店街

その ものの魅力を高め集客 を促進 し,ま た,商 店の経営力 を強化す る ことを指向 して

い ることか ら,そ の基盤 とな る 「高 岡市商 圏データベ ース」の構築 に当た って も,第

一 に商店街 を利用す る顧客 サ イ ドに立 って有益 な システムにす る こと,第 二 に商店の

販売促進活動 に有効 なデー タ活用がで きるシステムで あ ることが肝要 である と考 える。

こう した観点 か ら,商 店 の情報(商 店 名,所 在地等)に 加 えて,商 店街 を訪れ る顧

客の氏名,住 所,購 買状況 な ど顧客情報 を一元的に管理 で きる集 中型 デー タベースの

構築を指 向 してい る。

この システムの特 徴は,来 店す る顧客の情報を商店 街全体の集中型 データベース と

して蓄積す ることによ り,従 来商店独 自で行 っていたデ ータの収集を より広い範 囲で

行 うことが可能 とな り,ま た,POSタ ー ミナルか らホス トコ ンピュータまでのデー

タの連動が容易であ ることか ら,商 店の 日常業務 において購買情報が収集で きるため,

参 加する商店の運用負荷を軽 減で きる ことが挙げ られ る。

② デー タベース構成 内容

〔構成 図〕≡
会員購買情報

利 用 金額 ・回 数 ・割 戻 し額 等

商 店 街 情 報

高 岡 市商 圏
デ ー タベ ー ス

図10-1シ ス テ ム 構 成

〔情 報 内 容〕

今 回 の システ ム に て構 築 され るデ ー タベ ー ス は,主 と して 高 岡市 中央 商 店 街 を訪 れ

る顧 客 自身 に関 す る情 報(氏 名,住 所,生 年 月 日等)と そ の 顧 客 の商 店 街 にお け る購

買情 報(利 用 金 額,回 数,顧 客 割 戻 し金 額 等),そ れ に商 店 街 を 構 成 す る商 店 の情 報

(商 店 名,所 在 地,イ ベ ン ト等)に よ って 構 成 され,こ れ らの 情 報 を一 元 的 に蓄 積/

管 理 す る。
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この デー タベースの情報を利用 して,商 店 側 には希望す る頻度で各種の顧 客 に関す

る販売分析情報 を提供 し,顧 客 自身 にっ いては,各 自の購 買記 録や購買金 額の割戻 し

サー ビス,ダ イ レク トメールによる商店街情報の提供等各種 のサ ー ビスが 提供で きる。

〔提 供 ステ ップ〕

1.基 本 デ ータの登録

・商店 街来訪者に本 システムに入会 して もらい,顧 客 自身 に関す る情報 を記入

した入会 申込書によ り顧客情報 を作成 す る。

・顧 客情報 よ り会員カー ドを作成 し会員 に配布す る。

・システムに参加す る商店 の固有情報を作成す る。

2.購 買 データの収集

・商店 の 日常業務で収集 され る顧客 の購 買情報 を収集 し,こ れを蓄積 す る。

3.情 報の提供

・収集 した顧客購買 デー タを もとに,商 店や顧客 に対 して購買金額 の割戻 し情

報の他,各 種分析情報を提供 す る。

③ デー タベ ー ス作成手順 フロー

システム設計

調 査

デ ー タ規約 設 計

デ ー タベ ー ス構 造 設 計

分 類 整 理
(一 元 管 理)

デ ータベース機 能整理

デー タ収集方 法検討

デ ータ項 目洗い出 し

運 用方法設計
デ ータ活用方 法設計

データベ ース環境作成
プログラム設計

プ ログラム開発
初期 データ収集

(顧 客情報,商 店街情報)

デー タの追加 ・更新(顧 客情報 ・商店 街情報)

日常 データ収集(会 員購買情報)

電 子 化
(デ ータ登録)

高 岡 市 商 圏 デ ー タ ベ ー ス

図10-2デ ー タ ベ ー ス 作 成 手 順 フ ロ 一
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(2)高 岡市商店街 カー ド顧客 管理 システムの中での位 置づ け

高 岡市 中央商店街 におけ る商 店街 カー ド顧 客管理 システムは,参 加す る商店 に対 して

の顧客情報,会 員購買情報の各種分析 資料の提供 とPOSタ ー ミナ ルか らの クレジッ ト

処理 の効率向上を狙 い,加 えて商 店街を訪れ る顧客 に対 しての買 い上 げ金額に応 じた割

戻 しサ ー ビスとダイ レク トメール による商店街 の各種情報の提供 を行 うことが中心機能

とな る情報サ ー ビス型 システムであ る。

「高 岡市商圏 データベー ス」 は,こ の システ ムの中心 をなす顧 客情報 を主眼 としてお

り,商 店街 カー ド顧客管理 システム全体 の 中核的なデー タベースの構築 といえ る。

(3)実 施 項 目

①

②

③

調査 ・分析

運用設計

システム設計

④ プ ログラム設計

⑤ プ ログラム開発

デー タベース機能整理,デ ー タ収集方法検討等

システ ム運用方法検討等

システ ム連携方式 検討,シ ステム構造設計(サ ブ

システム分割)等

各種 プ ログラム設計(デ ー タ更新,分 析資料,顧

客 サー ビス)

各種 プ ログラム開発(デ ータ更新,分 析資料,顧

客サ ー ビス)

⑥ シ ステ ム単 体/結 合 テ ス ト

⑦ 運 用 テ ス ト

⑧ デ ー タベ ー ス設 計 構 築 … … … デ ー タ洗 い 出 し,規 約 検 討,デ ー タ活 用方 法 検 討,

フ ァイ ル設 計,デ ー タ登 録 ・収 集 作 業

(700店 舗 約7,000名)

⑨ プ ラ イバ シー等 に 関 す る研 究

(4)実 施 体 制

協 同 組 合 体 制 で運 営(名 称:協 同 組 合 高 岡情 報 サ ー ビス)

代 表 理 事1名,副 理 事3名,専 務 理 事1名,常 務 理 事5名 計10名
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10、2検 討(実 施)結 果

10.2.1効 果

(1)顧 客 管 理 情 報 の 精 度 の 向 上 に よ り,商 店街 へ の顧 客 の 固 定 化 と集 客 力 の 増 大 を図 る こ

とが で き る。

(2)地 域商 店街の活性化の手段 と して,他 の商圏地域 に も本事業の成果の活用が期待で き

る 。

10.2.2利 用見通 し

(1)利 用対 象者

① システム参加商店 ・企業 販売分析情報の提供

② 高岡市中央商店街を訪れ るカー ド会員………顧客サ ー ビス情報の提供

(2)利 用価 値

商店 に とって は,販 売促進活動の参考データと して有効で あ り,カ ー ド会員(顧 客)

にとっては生 活上の情 報源や家計の補助情報 と して活用で きる。

(3)利 用頻度

詳細 は未知 数であ るが,デ ータの収集 ・蓄積が商店の 日常業務 と密接 に連動 してお り,

カー ド会 員 も情報 の入手 に さほど手間が掛か らないことか ら,そ の利用 にっ いて もか な

り高い頻 度が期 待で きる。

10.3今 後の課 題

(1)各 個 店 の活 性 化 へ の 経 営 戦 略 が で き るデ ー タ利 用 の ノ ウハ ウの 確 立

(2)顧 客 の 要望 の応 え る た め に必 要 な シス テ ムの 開 発 を 継続 しな け れ ば な らな い。 また,

ソ フ トウ ェア ・ハ ー ドウ ェア両 方 の 開発 が必 要 とな るた め メ ー カ との協 同 開 発 が 必 要 と

な る と考 え られ る。
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11地 域の物産・人材・文化情報のデータベース構築

と新 しい地域間交流推進に関する調査研 究

日本都市企画会議





11. 地域の物産 ・人材 ・文化情報の データベース構築 と新 しい

地域間交流推進 に関す る調査研究

11.1地 域情報サー ビスの現状と動向調査

(1)パ ソ コ ンの普 及 とパ ソ コ ンネ ッ トワ ー クの 登場

情 報 交 換 の ツー ル と して,VAN,LAN,テ レ ビ会 議,ビ デ オ テ ック ス,CATV,

パ ソ コ ン通 信 な ど多 彩 な メ デ ィアが 登場 して くる中 で,政 府 に よ る情 報 化 施 策 も契 機 とな

り,地 方 自 治 体 な どが 地 域 住 民 の ニ ー ズ に応 え る,あ るい は地 域 の 活 性 化 を 図 る 目的 で,

パ ソ コ ン通 信 利 用 の 地 域 情 報 ネ ッ トワー クの構 築 が進 め られ て い る。

これ は,一 般 電 話 回 線 の 利 用 の 自由 化 が 行 わ れ て以 来,通 信 回線 を 介 して パ ー ソ ナ ル コ

ンピ ュー タ相 互,あ る い は各 種 の情 報 ネ ッ トワー クセ ン ター とを結 ぶ 利 用 の増 加 をみ て も

明 らか で あ る。

(2)通 信 ネ ッ トワ ー クの 調 査

こ こで の 調 査 は,既 設 の公 共 的 な ネ ッ トワ ー クあ るい は 地域 の 情 報 に係 わ りが あ る と推

察 され るネ ッ トワー クに対 して ア ンケ ー トを 実 施 した 。

調 査 の 対 象 は,① 自治 体が 運 営 し,又 は協 力 して い る もの,② 商 工 会 議 所 が 運 営 して い

る もの,③ 農 業 協 同組 合 が運 営 して い る もの,④NTTが 運 営 して い る もの,⑤ その 他 地

域 情 報 を 扱 って い る と推 定 され る もの,48ヵ 所 で,回 答 は,18件 で あ った。 これ にrWA

VE-NET』 及 び 『COARA』 を 加 え 計20件 にっ いて 整 理 した。
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表11-1ア ン ケ ー トの 対 象 ネ ッ ト ワ ー ク セ ン タ ー

Nα ネ ッ ト ワ ー ク 名

1 ANCLE-NET/

2 HANGAN-NET/(判 官 網)

3 か い ぎ ゅ うNET/

4 ダ イ ヤ モ ン ドダ ス トBBS/

5 松前 ネ ッ ト/

6 丹頂NET/

7 流 氷ネ ッ ト/

8 シー ガ ル ネ ッ ト/

9 「こ ず か た 」 ネ ッ ト ワ ー ク

10 東 ・VAN/

11 AGNESS/

12 TOP'S-NET/

13 テ レパ ー ク ・か つ の/

14 は ろ一酒 田/

15 ぱ そこん通信"山 形村"/

16 チ ェ リー ネ ッ ト山 形/

17 きびた きね っと/

18 ふれ あいBBS/

19 パ ソネ ッ ト白虎/

20 TOP-NET/

21 佐野AGネ ッ ト/

22 あやめね っと/

23 ふ らわ 一 た うん ・ネ ッ ト/

24 ひ か り一 ネ ッ ト/

No ネ ッ ト ワ ー ク 名

25 ONE/(OdawaraNetwork)

26 の と ・ね っ と/

27 FCC仁NET/

28 JOHO-NET/

29 千 曲川 －NET/

30 遠州 うなボ ンPC/

31 WMA-VAN/

32 桃太郎NET/

33 MEDIASNET/

34 維新NET/

35 TOWNタ ウ ン/

36 む っ ごろ うネ ッ ト/

37 長崎旅博NET/

38 COARA/

39 ピノ キオ セ ンタ ー/

40 は り ま タ ウ ンネ ッ ト/

41 ノ」、樽 メディカルコミュニケーション

42 コ ミネ ッ ト仙 台

43 パ ソ コ ン通 信 実 験 シス テ ム

44 酒 田市 パ ソ コ ンネ ッ ト

45 KITTY

46 鹿 屋 ネ ッ ト

47 KYONET

48 WAVE-NET
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(3)調 査項 目

調査項 目は既存 の資料で は知 ることので きない,次 の点 の調査 を主眼 と した。

①会 員数,② 利 用(ア クセス)回 数,③ 提供 中の地域関係の情報 とその利 用回数,④ 情

報 の更新 周期,⑤ 収支状況,⑥ 経費の負担者,⑦ 現状の問題点 と今後の課題

表11-2会 員数 別 セ ンタ ー数

会 員 数 セ ン タ ー 数

100人 未 満 5

200人" 5

300人 〃 5

500人 〃 2

1,000人 〃 2

1,000人 以 上 1

計 20

(平 均228名)

表11-3利 用 回 数 別 セ ン ター 数

利 用 回 数 セ ン タ ー 数

500人 未 満 4

1,000人 〃 2

2,000人 〃 9

3,000人 〃 1

5,000人 〃 2

5,000人 以 上 2

計 20

(月 平 均1,865回)

・パ ソ コ ン通 信 セ ンター の運 営 者 は ,自 治 体 直 営(同 協 力 団体)と す る もの9件 で あ った。

・提 供 サ ー ビス は ,r電 子 メ ー ル 』,rチ ャー ト』,rBBS(BulletinBordSystem:

電 子 掲 示 板)』 が 全 部 の セ ン ター に あ り,こ れ 以 外 の サ ー ビス と してCUG(Closedus

erGroup:会 員 限 定),ゲ ー ム,シ ョ ッ ピ ング,PDS(PablicDomainSoftware

通 信 に よ る ソ フ トウ ェア の無 償 配 布),デ ー タベ ー スが あ る。

・地 域 の 情 報 の 提 供 状 況 は ,自 治 体 広 報,観 光,物 産,町 づ く りで あ る。

(4)問 題 点 と今 後 の 課 題

上 記 調 査 の 中 の 問 題 点 の 項 で 「登 録 情 報 の不 足 」,「 入 力要 員 の 不足 」,「 会 員 の 減 少 」

な ど を挙 げ るセ ン タ ーが 多 く,地 域 パ ソ コ ン情 報 セ ンター の 開設 に 当 た って も,ま だ 実 験

的 な色 彩 が 濃 厚 で 要 員 面,経 費及 び提 供 す る情 報 の 面 にお い て もネ ッ トワー クの 形 成 に は,

なお しば ら くの 時 間 が 必 要 で あ る。

・設 備 上 の 問題 点

ホ ス トコ ン ピ ュ ー タに つ い て は,特 に問 題 は な い。 ホス ト用 の ソ フ トウ ェア は,端 末 側

か ら見 て の 使 い 勝 手 が ま だ十 分 とは い いが た い。
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・運営上の問題点

情報の提供 と入力 につ いて情報の不足,入 力や更新の時間(要 員)不 足が挙 げ られて い

る。今後 は,情 報 の発生個所で,セ ンターに定期 的に情報を送達又 は入力 す る体制 を確

立す る必要 があ る。

・今後 の課 題

情報 の量及 び質の両面か ら,地 域 セ ンターの限界を訴 え る声が あ った。

(5)地 域 情報 ネ ッ トワーク試案

地域情報の 中で,地 域振興や活性 化にっ なが るr観 光』やr物 産』等の情報 は他 の地域

で読 まれ る ことによ ってその効果が現 れ る性格が ある。 したが って,他 の地域 とのネ ッ ト

ワー クが必要で,そ の構成 も中央 にデ ー タベースをお くr星 型構成 』が望 ま しい。理由は

r網 型 通信網』で は網構成が極 めて複雑 で,相 互のプ ロ トコルや メニ ュー構 成の調整が現

実 には不可能 と思われ る。(図11-1参 照)

糸岡型 …$岡

地 域 セ ン タ ー

/、

,'ノ

星 型 系岡

図11-1地 域 情 報 ネ ッ トワ ー ク構 成

11.2地 域(市 町村)に 対するアンケー ト調査結果

(1)ア ンケー ト調査 の 目的

本 調査 は,全 国の市町村で特 に地 域間交流 に関心 の強 い自治体304団 体 に対 して,意 向

調査の 回答 を得て,分 析を行 った。 この調査 の 目的は 自治体か らどの よ うな内容の情報 を

発信 したいか,そ の項 目を①ふ るさ と物 産,② イベ ン ト,③ 都市 との交 流に分 け,各 々に

ついて どの程度の可能性 があるか を明確 にす る ことであ る。

(2)イ ベ ン ト事業の内容か ら見た分析

ふ るさ と創生事業の主流をなすのが,各 市町村が主催す る各種 のふ るさとイベ ン トであ
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る。 本 調 査 に お い て も200団 体 が イベ ン ト開 催 に関 心 を 示 して お り北 海 道,東 北,九 州 の

東 京 か ら遠 距 離 の 自治 体 ほ ど熱 心 な意 向 を 示 して い る。 イベ ン トの最 も多 い 内容 は,総 合

祭 り103,踊 り ・唄 が35,花 火 ・火祭 が29,ス ポ ー ツが32,自 然 を テ ー マ とす る もの が33,

味 覚 が26,雪 ・氷 が19,海 ・湖 沼 が13,空 ・気球 が4と な って い る。 これ らを イ ベ ン トの

形 式 か らみ る と,大 き く次 の4っ に 分 け られ る。 ふ る さ と物 産 を テ ーマ と した 産業 祭,ふ

る さ との 自然(緑,ほ た る,花 等)を テ ー マ と した フ ェス テ ィバ ル,ス ポー ツ(ス キ ー,

マ ラ ソ ン,熱 気 球 等)を テ ー マ と した イ ベ ン ト,そ して 伝 統 的 な季 節 ご との 祭 り(夏 ま つ

り等 で伝 統 的 な行 事 を 中心 と した もの)で あ る。 これ らは,各 々 の イベ ン トに地 域 の特 色

を 活 か す工 夫 を し,魅 力 的 な ネ ー ミ ングを した もの が 多 い。 開催 の季 節 は,比 較 的8月 に

集 中 して い るが,秋,春,冬,各 々の 季 節 に,そ の 時 期 の特 産 や ス ポ ー ツ等 を テ ーマ と し

た イ ベ ン トも数 多 く企 画 され て い る。

(3)PR方 法 とそ の範 囲 か ら見 た分 析

PRの 方 法 か ら見 る と,複 合 的 な メデ ィア活 用 が 目立 ち,外 に 向 か って 情 報 を積 極 的 に

発 信 しよ う とい う意 欲 が読 み とれ る。 その範 囲 も県 内 か らブ ロ ック(東 北 一 帯,首 都 圏,

北 陸 地 方,近 畿 関 西 一 円)へ 向 けて,ま た 全 国へ と広 範 囲 に対 象 を拡 げ て い る。 ま た その

方 法 もキ ャラバ ン隊 とか 宣伝 カ ー を 出す な ど単 な る ポ ス タ ーか ら動 的 な働 きか け まで さ ま

ざ ま な たか ちに 発 展 して い る。

当然 イベ ン トの 種 類 によ りPRの 範 囲 は異 な るが,特 産 に ちな む 産業 まっ りは,同 一 道,

県 内 を対 象 とす る もの で,キ ャラバ ン隊,ポ ス ター,チ ラ シ等 で,誘 客 の対 象 に応 じた媒

体 が 選 択 され て い る。 ま た特 殊 な文 化活 動(俳 句 とか演 劇 な ど)に っ いて は,同 好 者 グル

ー プ ,文 化 団 体,専 門 雑 誌 な どへ 依 頼 す る もの が 多 い。 この場 合 は,全 国 的 な 範 囲 か らの

誘 客 を期 待 して い る。 この よ うな特 定者 を対 象 とす るイ ベ ン トに は,今 後 パ ソコ ン通 信 の

活 用 の 検討 が 考 え られ る。 その 理 由 は,日 常 的 な交 流 が重 要 な意 味 を持 ち,相 互 の 情 報 交

流 が 高 ま る こ とに よ って イベ ン トの 効 果 も大 き くな るか らで あ る。

(4)ふ る さ と物 産 の 内容 か ら見 た分 析

地 方 の市 町村 が,ふ る さ と振 興 にお いて最 も強 い関 心 を 示 して い る もの が,rふ る さ と

物 産 』 で226団 体 が 何 らか の か た ちで 取 りあ げ て い る。 全 国 的 傾 向 と して,東 京 か ら遠 隔

の 地 に あ る 自治体 が よ り熱心 で,何 らか の 特 産 を 開発 して い る。 内 容別 に よ り多 い物 産 ・

特 産 品 か ら見 る と食 品 が129で 最 も多 く,次 が 農産 物95,果 物57,木 工 民 芸44,海 産 物34,

酒 ・ワ イ ン28,畜 産 物14と な って い る。 これ らの うち最 近 開 発 され た新 商 品 と して の特 産

品 も多 く,地 域 に お け る商 品 開 発 力 もたか ま りっ っ あ る こ とが 注 目 され る。 これ らは,地
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地域 振 興 の 一 環 と して,努 力 され た成 果 で あ る と思 われ る。

(5)販 売 方 法 か ら見 た 分 析

ふ る さ と物 産 は,北 海道 か ら九 州,沖 縄 の 各 県 に広 く分 布 して い るが,そ の販 売 方 法 は,

地域 ごと に著 し く異 な る。 ただ 共 通 して い るの は,ふ る さ と小 包 等 によ る宅 配 が 一般 化 し

つ つ あ る こ とで あ る。 この理 由 は,郷 土 性 の 強 い特 産 品 を 中心 と した ものが 取 り扱 わ れ る

た め に,一 般 の市 場 に 向 か な い商 品が 主 流 を な す か らで あ ろ う。

ふ る さ と物 産 の多 い北 海 道 にお いて は,農 協,漁 協 とい う一 般 の 農産 物,海 産 物 を 扱 う

流通 機 構 で はな く,ふ るさ と物 産 を ま さ に商 品 と して 扱 う,卸 売 業 を通 じる もの が圧 倒 的

に多 い。 これ に対 して,青 森,岩 手,秋 田,山 形 等 の 東 北 各 県 にお い て は,卸 売 業 と農協,

漁協 が 半 々 とな り,福 島 か ら関 東,関 西,中 国 地 方 に な る と依 然 と して,農 協,漁 協 が 圧

倒 的 に多 くな り,従 来 の農 産 物,海 産 物 と して の 流 通 経 路 に頼 る状 況 に あ る。

ふ るさ と物 産 の特 徴 と して,生 産者 が 常 に消 費 者 を意 識 して,消 費者 の好 み や趣 向 に 合

った商 品 をっ くり,高 付加 価 値 を 実現 す る こ と に あ る とす る と,今 後 の販 売 方 法 は,消 費

者 に よ り直結 した もの にな ろ う。 す なわ ち,直 売 宅 配 の 方 向 で あ り,一 方 で は高 級 品 化 し

て 東 京等 大 都 市 の 一 流 デ パ ー トに よ る販 売 で あ る。 この よ うな二 極 分化 過 程 に お い て,大

都 市 で 開催 され る各 地 方 の物 産 展 は生 産 者,消 費 者 の 両 方 に 「ふ る さ と物 産 」 の意 味 づ け

を 明確 に して い く,よ い機 会 とな るで あ ろ う。

(6)PRの 方 法 と範 囲 か ら見 た分 析

現在,「 ふ る さ と物 産 」 のPR方 法 は,パ ンフ レ ッ ト,カ タ ログで あ る。 か っ て は,ロ

コ ミ,チ ラ シ程 度 で あ った もの が,自 分 達 の 物 産 を よ り多 くの人 々 に,且 つ広 範 囲 に 告 知

しよ う とす る場 合,よ り正確 な情 報 と して これ を積 極 的 に知 らせ るた め に経 済 的 な手 段 と ,

して,紙 の媒 体 で あ るパ ンフ レ ッ トや カ タ ロ グ は手 っ と り早 い方 法 とい え る。 しか し,こ

れ ら印刷 物 を いか に消 費 者 や 需 要 者 に手 渡 す か,特 に大 都 市 の人 々 に有 効 に配 布 しよ う と

な る と非 常 に困 難 な 課 題 とな る。 よ り積 極 的 に告 知 しよ う とな る とマ ス媒 体 で あ る新 聞,

ラ ジオ,テ レ ビ(TV)の 活用 が 不 可欠 とな る。 しか し,こ れ らは,非 常 に 高価 な 宣 伝 広

告 費 を 覚 悟 しな けれ ば 活 用 で きな い 。現 在,北 海 道 に お い て これ らマ ス媒 体 を 利 用 して い

る例 を み る と,浜 頓 別 町 の サ ケ,毛 ガニ,ホ タテ,清 里 町 の 「じ ゃが い も焼酎 」,美 深 町

の 「や まべ珍 味 揚 」 「白樺 樹 液 森 の 雫 」,音 別 町 の 「ラ ンチ テ ー ブル ・セ ッ ト」,北 竜 町

の 「北 竜 メ ロ ン」,「 ひ まわ り製 品 」 な どで,い ず れ も付加 価 値 の高 い商 品 で あ る と いえ

る。

PRの 範 囲 は,主 流 は各 都 道 県 内 で あ るが,北 海 道 は全 国 を対 象 とす る もの が 非 常 に多
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い。 東 北 で は,岩 手,福 島が 比 較 的 多 くな って い る。 一方,す で に商 品 と して 確立 して い

る中 国地 方 の 果物 な どは 全 国対 象 の もの が 多 い。 その 他 の 県 に お い て は,県 内か らブ ロ ッ

ク(地 方)へ 順 次PRの 範 囲 を拡 大 す る と い う傾 向 が み られ る。 いず れ に して も全 国 的 マ

ス媒 体 とな る と高 額 のPR費 用 とな る ので 一 般 の 「ふ る さ と物 産 」 で は,ま だ それ だ けの

負 担 能 力 が な い と い うの が 実 情 の よ うで あ る。

(7)都 市 と農 村 交 流 事 業 の 内 容 か ら見 た 分析

交 流 事 業 を実 施 して い る町 村 で,67団 体 か ら回答 が あ ったが,交 流 事 業 数 と して は,82

ケ ー スで あ った。 最 も多 い地 方 は,中 部地 方 の23ケ ー ス,次 が 東北 の18ケ ー ス,関 東 の11

ケ ー ス,北 海 道 の10ケ ー ス と い う順 序 に な って い る。 交流 事 業 で あ るので,あ る程 度 距 離

の 条 件 が影 響 す る こ とが 推 測 され,東 京 か ら比 較 的 近 い 中部,東 北 の地 方 に多 い。

交 流事 業 の 内容 か らみ る と,一 般 の 「ふ る さと交 流 事 業 」 が30ケ ース で最 も多 く,次 が

祭 りや 行事 を 含 め た ツア ー とか 交流 会 で21ケ ー ス,第3番 目が 「ふ る さ と体 験 学 習 」 の19

ケ ー スで あ る。 「ふ る さ と交 流 事業 」の 特 徴 は,「 物 産 」 か ら発 展 した 「ふ る さ と会 員 制

度 」 あ る い は,北 海 道 上 富 良 野 町 の ラベ ンダ ーオ ー ナ ー制 度 や,広 島県 筒 賀村 の 分 収 育 林

事 業,大 分 県 の 上 津 江 村 の 「ふ る さ と森 づ くり」 な ど長 期 にわ た る交 流 事 業 へ と発 展 して

い る。 一 方,特 定 市 町 村 を 姉 妹 都 市 な ど の相 手 と して 親 善,友 好 交 流 活 動 を 行 う もの か ら

さ ま ざ ま な イベ ン ト(例 え ば ふ る さ と祭 りな ど)を 契 機 と して 行 う交 流 活 動 が あ る。

第3は,「 ふ る さ と体 験 学 習 」 タ イプ で,山 村留 学 制 度 を は じめ 自然 体 験 王 国,農 山村

生 活 体験 事 業 が,小 中学 生 を 対 象 に多 くの 町村 で試 み られ て い る。

この教 育 的要 素 を持 つ体 験 交 流 は,一 般 に広 範 囲 か ら小 中学 生 を 集 め る ことか ら して,

PRの 方 法 は,新 聞,ラ ジオ,TVが 多 い。

交 流 の 規 模 は,30人 程 度 の もの か ら500人 か ら1,000人,あ る い は3万 ～4万 と い う規

模 の もの まで あ る。50人 か ら100人 台が 最 も多 い。 比 較 的 大 規 模 な もの は,新 潟,長 野,

静 岡,岐 阜 の 地 方 に多 い。

(8)PR方 法 とその 範 囲 か ら見 た 分 析

PR方 法 と して 最 も多 いの が,新 聞,ラ ジオ,TVで,次 が チ ラ シ,ロ コ ミで あ る。 パ

ンフ レ ッ ト,ダ イ レ ク トメ ー ル(DM)も 多 い。 出身 者 へ の依 頼 とか,生 協,JRな ど も

使 わ れ て い る。 交 流活 動 も規 模 が大 き くな るに した が い,PR方 法 もよ り広 範 囲 に 不 特 定

の 人 々を 対 象 に 向 け られ る傾 向 に あ る。

(9)PRの 範 囲 か ら見 た分 析

交 流 活 動 を拡 大 発 展 させ るた め に,行 事 の 案 内,PRを 幅 広 く持 続 させ る こと は なか な
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か 困 難 で あ る。 事 業 ベ ー スに 早 くの せ て,新 聞,ラ ジオ,TV等 の マ ス媒 体 を 使 うか,あ

る いは,ロ コ ミ,DMで 特 定 の 会 員 を しっか り とっ な ぎ止 め るか,い ず れ に して もPRの

方 法 と範 囲が 選 択 され る。 パ ソ コ ン通 信 等 で,交 流 活 動 一 般 の 情 報 が 利 用 され るか ど うか

は,に わ か に判 断 で き な いが,東 京 ふ る さ とセ ン ターの よ うな情 報 セ ンタ ー にデ ー タベ ー

スが 確 立 し,電 話 や フ ァク シ ミ リ(FAX)で 情 報 サ ー ビスが 提 供 され る段 階 か らは じま

るとみ るべ きで あ ろ う。

11.3地 域振興 に係 わる新 しいネ ッ トワーク

昭和30年 代 か ら地 域 振 興 は,工 場 誘 致 等 に は じま り,自 律 型地 域 振 興(代 表 例 と して 大 分

県 大 山町,北 海 道池 田 町 な ど)が あ り昭 和50年 代 は,r－ 村 一 品 』,r都 市 と地 域 との 交 流 』

が あ った。

近 年 の情 報 化 によ る地 域振 興 は,代 表 例 と してrCOARA,大 分 パ ソ コ ン通 信 ア マ チ ュ

ア研 究協 会 』,rテ レパ ー クか つ の(秋 田)』,rコ ミネ ッ ト仙 台 』 な どが あ る。

ここで 提案 す るの はr東 京 ふ る さ とセ ン ター 』で 先 に試 案 したr星 型 構 成 』 の 中央 局 で あ

る。 新 しい パ ソ コ ンネ ッ トワ ー クの イ メー ジを 図 示す る と図11-2の よ う に な る。

・この セ ンター に全 国 の市 町 村 が ネ ッ トす る と ,全 国 に発 信 した い特 産 物,工 芸 品,観 光情

報,イ ベ ン ト情 報,祭 り特 報,交 流 情 報,地 域情 報 が 一 括 して 運 用 ・管 理 され る。

・東京 ふ る さ とセ ンタ ー の一 般 市 民 に対 す るサ ー ビ スは ,端 末機 が 各 戸 に普 及 す る まで は,

公共 施 設 等 に設 置 し各種 の販 売 ・予 約 を 非 常 に ス ムー ズ に す る。

・消 費者 の メ リ ッ ト

消 費者 が,東 京 ふ る さ とセ ンター の情 報 及 びネ ッ トワ ー クを 利 用 す る メ リッ トと して は,

以 下 の こ とが 挙 げ られ る。

① 提 供 さ れ る情 報 が きめ 細 か い 。

②24時 間 の利 用 が 可 能 で あ る。

③ 情 報 網 が 全国 に張 り巡 らされ,全 国 ど こで も利 用 で きる。

④ 購 入 品 が 一般 流 通 経 路 を経 ず,生 産 者 か ら直接 消 費者 に配 送 され る た め,鮮 度 が よ く,

価格 も安 くな る。

⑤ 宿 泊 施 設,諸 施 設 の 利 用料 金が 割 引 とな る。

⑥ 従来 検 索 で きな か った,全 国市 町村 の情 報 が 利 用 で き るよ うに な る。
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地 域 パ ソコ ン ネ ッ トワ ー ク

例)コ ミネ ッ ト仙 台
街頭端末等

地 域 パ ソ コ ン ネ ッ トワ ー ク へ

例)NIFTY-Serve

－般家庭端末

酔

酢

東 京 ふ る さ と

田 葺ンター

地方 自治体端末

地域パ ソコンネ ッ トワーク

例)WAVE-NET

地域 パ ソコンネ ットワークへ

例)PC-VAN

臨

一般家庭端末

街頭端末等 .

地域パ ソコンネ ッ トワーク

例)COARA

図11-2新 し い パ ソ コ ン ネ ッ ト ワ ー ク の イ メ ー ジ
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11.4デ ータベースの概念 設計

(1)デ ー タ ベ ー ス の 構 造

デ ー タ ベ ー ス の 構 造 はrツ リ ー 構 造 』 と し,r地 名 』

す る 。

(地 域 ブ ロ ッ ク名)

(都 道府県 名)

(市 町村 名)

(情 報 項 目

大 分 類} ,

『情 報 項 目』 は 図11-3の 例 示 と

名)

)

・ク名・[≡ り … ・・ 関 東地方 ・… ・[巫 三]

茨城 県 栃木 県 群馬 県 埼玉県 千葉 県 東 京都
巨 川県
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図11-3デ ー タ ベ ー ス の 構 造
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(2}

(3)

入力の フ ォーマ ッ ト

入力情報の フォーマ ッ トは情報項 目の大分類 ごとに定め る。

(例)特 産品(ふ るさと)特 報

① 品 名(内 容)

② 提供期 間

③ 賞味保言正期 間

④ 量/サ イズ/価 格

⑤ 申込/問 い合わせ先,電 話番号

検 索

デー タベースの検索 は縦検索 と横検索 にす る。

① 縦 検索の手順 一地域の選択⇒ 情報大項 目の選択

② 横 検索 の手順 一初期(制 約)条 件を可能な限 り絞 り込んで検索 す る。

(例,地 域,時 期,特 報項 目)

(例)愛 媛県方面か らみかんを取 り寄せよ うと した場合。

初期条件入力 み か ん 情 報
①県名:愛 媛県 ⇒ み ・ん 取 り及って いる 長村
② 月 日:1月10日 は以下の とお りです。
③情報小項 目:み かん 市町村を指定 して下 さい。

① 松山市,宇 和島市,

松山市を指定 ⇒ み か ん 情 報

①品名一二ーーー 一
②提供期間:
③量/サ イズ/価 格:
④ 申込先:松 山市 農協
⑤問い合わせ先:智

(4)デ ー タベ ー スの 入 力,更 新

デ ー タベ ー スの 初期 入 力 は,自 治 体 が行 い,更 新,削 除 も同様 とす る。 自治 体 の 端 末 か

らホ ス ト内の デ ー タベ ー ス の更 新 を行 い,次 に各AP(ア クセ ス ポ イ ン ト)の サ ブ ホ ス ト

に情 報 を ダ ウ ンロ ー ドす る。

更 新 周 期 につ いて は,各 種 特 報 名 ごと に定 め る。

(5)情 報 の 出力

① パ ソ コ ン端 末

② 電 話

③ フ ァク シ ミ リ
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12マ ルチメディア型地図データベース

構築のための調査研 究

株式会社 日本総合技術研究所





12.マ ル チ メ デ ィ ア型 地 図 デ ー タ ベ ー ス構 築 の た め の 調 査 研 究

12.1目 的

12.1.1地 図デー タベー スの利用上の課題

近年地 図の有用性 が着 目され,コ ンピュータマ ッピングあるいは地理情報 システ ムと称

して地図デ ータを利用 した情報 処理 システムの開発が盛ん に行われ るよ うにな って きた。

その うちのい くっかの システ ムはすで に実用化の段階 に入 って きた。

地図デー タベースの利用が盛んにな って くると,目 的 とす る地域 にお ける各種の検索 や

集計,シ ミュ レー シ ョンな ど高度な機能 に対するニ ーズが次第 に高ま り,ヒ ューマ ンイ ン

タフ ェース部分において も作業者の思考 にで きるだ け近 い入 出力形態が要求 され るよ うに

なって きた。

従来開発 されて きた地図を扱 った システムにおいて扱われ るデータは,数 値化 され た地

図 データと属性情報 か ら構成 れているのが一般 的で ある。 しか し,地 図 にはさまざまな情

報が包含 されてお り,そ れ らの情報 あるいはデ ータの表現形式 は数値だ けに限 らず,文 字

・図形 ・画像な どそれぞれ固有の表現形式を持 つ ものが多 い。従来型の データベ ースの構

造で は定型化 された大量のデー タ処理 には適するが,構 造的 に柔軟性 を欠 いて きた点 に問

題が あ り,こ れか らの高度利用には限界があ る。特 に地図 デー タベースにお いて はユ ーザ

が必要 とす る情報 は文 字や数値 と図形 ・画像が混在 した形で用 い られ ることが多 いため,

利用者の要求 と実 際の システ ムの機能 にはへだた りが ある。

12.1.2マ ル チ メデ ィア型地 図 デ ー タベ ー スの 目的

地 図 デ ー タベ ー ス の 利 便 性 を 高 め そ の普 及 を拡 大 す る た あ に は,文 字 ・数 値 ・図 形 ・画

像 な ど を統 一 して 扱 え る,い わ ゆ るマ ル チ メデ ィア型 の 地 図 デ ー タベ ー スの 実 現 が 不 可 欠

で あ る と考 え る。

本 事 業 は,地 図 デ ー タベ ー スの 成 長 ・発 展 を 促 す た め に,マ ル チ メデ ィア型 地 図 デ ー タ

ベ ー ス構 築 の ため に最 適 と考 え られ るデ ー タベ ー スの 構 造 及 び デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ム

の設 計 ・開 発 を 行 い,そ れ を もとに 実 用可 能 な デ ー タベ ー ス を構 築す る ことを 最 終 的 に 意

図 して い る。 その た め に は,す で に 地 図 デ ー タベ ー ス を利 用 して い るユ ー ザ を含 め,利 用

面 か らのニ ー ズを 具 体 的 に把 握 す る必 要が あ り,ま た現 状 に お け る シス テ ムや デ ー タ構 造
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の問 題 点,課 題 の 抽 出を 行 う必 要 が あ る。

本 年 度 は,マ ル チ メ デ ィア デ ー タベ ー スに 関 す る調 査 研 究 を行 い,各 種 の メ デ ィ ア に対

応 で き且 つ地 図 デ ー タベ ー ス に適 した現 実 的 な 利 用 モ デ ル の 検討,及 び シス テ ムの 概 念 設

計 を行 う こ とを 目 的 と して い る。

なお,当 社 で は すで に デ ー タベ ー ス開 発 に関 す る技 術 の 蓄 積 や,地 図情 報 に係 わ る デ ー

タサ ー ビスを 行 って きた こ とか ら,こ れ らの ノ ウハ ウ と実 績 を もとに して研 究 を進 め る こ

と と した。

12.2マ ルチメディア型地図データベース構築の基本方針

12.2.1マ ルチ メ デ ィア型 地 図 デ ー タ ベ ー スの 必要 性

当社 で は,各 種 の デ ー タベ ー ス 開発 並 び に コ ンピ ュー タマ ッ ピン グに 関す る システ ム開

発 を長 年 にわ た って 手 掛 け て きて い る。 地 図 デ ー タベ ー スに 関 す る技 術 蓄 積 もあ り,1985

年 には地 図 デ ー タベ ー スraim(AreaInformationMappingSystem)」 を 自社 開 発 し,

デ ー タ提 供 サ ー ビス を 行 って きて い る。

aimは,地 域 計 画 や 商 圏 分 析 な どの各 種 地 域 分 析 を 支 援 す る ため の ツ ール と して 開 発

され た もの で,利 用 者 が 地 域 を 自 由 に設 定 して その 地 域 の 特 性 を示 す 人 口な どの デ ー タを

集計 す る こ とが で き る シス テ ムで あ る。地 図 と統 計 デ ー タを組 み合 わ せ て,安 価 な デ ー タ

サ ー ビスを 行 う シス テ ム と して 定 評 を受 けて い る。 しか し,こ のaimも 「メデ ィア 」 と

い う視 点 か らみ る と,デ ー タの 自由度 は狭 く,デ ー タに つ い て も シス テ ム につ いて も利 用

者 の 高度 なニ ーズ に応 え きれ な い の が現 実 で あ る。

当社 で はaimを 発 展 させ る こ とを含 めて,新 た な デ ー タベ ー スの展 開 の場 面 を 検 討 し

て お り,各 メ デ ィアを 統 合 し一 元 管 理 で きる地 図 情 報 処 理 の た めの デ ー タベ ー ス構 築 に 着

手 す る こ とに した。 マル チ メ デ ィア型 地 図 デ ー タベ ー スの 利 用 に よ って 以 下 の よ うな効 果

が 想定 され る。

1)今 まで 個 別 に管 理 さ れ て きた 図面,台 帳,そ の他 の デ ー タ(フ ァイル)が 統 一 して 管

理 で きる。 この こ とに よ り,利 用 者 側 で 保 有 ・蓄積 して い る固有 の情 報 と地 図 情 報 を 構

造 的 に関 係 づ け る こ とが 可 能 とな る。

2)グ ラフの 加 工 処 理 な ど,従 来 アプ リケ ー シ ョ ンプ ロ グ ラ ム に依 存 して い た処 理 が デ ー

タベ ース側 で可 能 と な る。

3)利 用 者側 で デ ー タ構 造 の定 義 が 可 能 とな る。 したが って 利 用 者 は数 値,図 形,画 像 と
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い った デ ー タの 種 別 を考 慮 す る こと な く,業 務 に付 随 して デ ー タ加 工 を 行 う こ とが で き

る。

4)各 メ デ ィアが 構 造 的 に 関係 づ け られ て い るた め,デ ー タ の更 新 が 統 一 して 行 え る。 ま

た,図 形 と画 像 を組 み合 わ せ て3次 元 処 理 を 行 う こ と も可 能 とな る。

5)「 千 代 田区 の 外 堀 通 りに面 した … 」 と い うよ うな 日本 語 に よ るデ ー タ検 索 が 可 能 と な

る。

6)ユ ー ザ側 で デ ー タ出 力 の 媒 体 を 意識 す る必 要 が な い。

12.2.2デ ー タ ベ ー ス構 築 計 画

この マ ル チ メ デ ィア 型 地 図 デ ー タベ ー ス の開 発 ステ ップ は大 き くは

1)ユ ー ザ の ニ ー ズ 分 析

2)利 用 モ デ ル の 検 討

3)概 要 設計

4)詳 細 設計 ・開 発

5)テ ス ト ・運 用

の5つ の 段 階 に分 け られ る。

今 年 度 にお いて は1)と2)の 部 分 を 実施 した。

123ユ ーザニー ズの分析

地 図 デ ー タベ ー ス へ の ニ ー ズを 表 現形 態 に着 目 して 分 類 す る と次 の よ うに な る。

・地 図:地 図 そ の もの を 検 索 した り(見 た り) ,地 図(紙)と して 欲 しい。

拡 大 した り縮 小 した り して 使 い た い 。

・数 値 ・文 字:地 図 の あ る エ リア ,あ るい はあ る地 点 に関 係 す る数 値 表 や文 字 で 表 され

た 情 報 が 欲 しい。

・図 形:数 値 や 文 字 が ,あ る意 味 の あ る加 工 され た 図 形 や グラ フな どで欲 しい。

この よ うに,基 本 的 に は3つ の形 態(メ デ ィア)と な る。 もち ろん ニ ーズ が 高 まれ ば音

声 の利 用 も考 え られ るが こ こで は考 慮 しな い。 これ ら3っ の 形 態 は それ 独 自で 利用 され る

場 合 が あ るが,実 際 に は

・地 図上 の あ る エ リア ,あ るい は あ る地 点

が リ ンク情 報 と して存 在 し,相 互 の形 態 が 重 な り合 って使 い た い 場 合 が通 常 で あ る。 例 え
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ば,地 図上 に あ る施 設 を 検 索 し,そ の施 設 の 属 性 を マ ル チ ウイ ン ドウで 表 示 した り,グ ラ

フを 表 示 した り とい っ た利 用 で あ る。 したが って,違 った形 態 の情 報 が 自在 に扱 え な け れ

ば 地 図 デ ー タ ベ ー ス利 用 の 促 進 は 図 られ な く,バ ッチ 的 な利 用 で は業 務 の 効 率 も悪 い。

マル チ メデ ィア型 の 地 図 デ ー タベ ー ス は この よ うな 観 点 か ら,特 にユ ーザ イ ンタ フ ェー

スの 操 作性,視 認 性 の 向上 は重 要 な テ ー マ と な って くる。

ま た機 能面 で は 次 の よ うな ニ ー ズ が あ り,解 決 策 が 望 まれ る。

・検 索 機能 の充 実:地 図 の検 索 が 座標 な どの 数 値 入 力 だ け で はな く
,地 名 や あ る条 件 の

入力 に よ って 行 い た い

・デ ー タ加 工 処理 機能 の 充 実:必 要 な 数値 ・グ ラ フ作 成 機 能 が 容 易 に で き,一 画 面 に異

種 の デ ー タを並 列 に表 示 した い

・固有 情 報 の 結 合:利 用 者 サ イ ドで 保 有 して い る固 有 情 報 を地 図 上 に展 開 した い

・プ レゼ ンテ ー シ ョ ンツ ー ル:加 工 デー タの効 果 的 な表 示 や 説 明 機 能 が欲 しい

12.4地 図 データベー スaimの 現状 と課 題

12.4.1aimに よ る デ ー タ サ ー ビ スの 現状

aimで は,現 実 の 人 口分 布 状 況 に合 わ せ て 人 口を 地 図 上 に ドッ ト(1ド ッ ト100人)

し,そ の 一 点一 点 の 位 置(座 標 値)が 数 値 化 され て い る。 それ らの ドッ トに人 口,世 帯,

居 住 特 性 な どに 関 す るデ ー タを 結 合 させ る こ とに よ って,ど ん な範 囲,形 の エ リア に対 し

て もそれ らの 蓄 積 され た デ ー タ を 自 由 に出 力 す る こ とが で きる。

出 力 され る項 目 は,エ リア内 の以 下 の 項 目で あ る。

・国 勢 調 査:人 口 ,世 帯,住 居,就 業 構 造 な どの 諸 デ ー タ

・事 業 所 統 計 調 査:事 業 所 数,従 業 員数(産 業 別)

・商 業 統 計 調 査:商 店 数 ,年 間 販 売額

サ ー ビス形 態 は以 下 の よ うな もの で あ る。

・出力(約300項 目)

・地 図(2 .5万 分 の1,又 は5万 分 の1で 図 枠 は 自 由)
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12.4.2aimに 対 す る ニ ー ズ

aimは,1986年 に集 計 サ ー ビス を 開始 して以 来,さ ま ざ ま な要 望 が 挙 げ られ て きた。

その 代 表 的 な 要 望 を以 下 に ま とめ た。

・メ ッ シュ マ ップ の よ うな濃 淡 マ ップ の 出力

各 項 目 に つ い て の水 準 や規 模 な どの分 布 地 図 を 出力 した い

・ユ ーザ 保 有 デ ー タの 登録 ,集 計,地 図 への プ ロ ッ ト

顧 客 の 分 布 を地 図 に 表 示 した い,シ ェア ー マ ップが 欲 しい

・集 計 デ ー タ の 結 果 を 必 要 な表 や グ ラ フに して 出力

必 要 な項 目の み セ レク トして 自由 に加 工 した い

・あ るエ リア の 購 買 力 な ど評 価 指 標 を 算 出

各 種 の デ ー タを か けあ わ せて 購 買 力,あ るい は販 売 力 を算 出 した い

・あ る 目的 で 得 た い地 域 検 索

例 え ば,「20代 女 性 の 多 い地 域 」 と い う検 索

これ らは ほん の 一 部 の 例 で あ り,さ らに高 度 な シ ミュ レー シ ョンや オ ブ ジ ェ ク ト指 向 の

検 索 な どの 要 望 も上 が って い る。

12.4.3aimの マ ル チ メ デ ィア化

aimの 利 用 が エ リア マ ー ケ テ ィ ングに最 も適 して い る と考 え られ る。aimを ベ ー ス

に した マ ル チ メ デ ィア型 の地 図 デ ー タベ ー スへ の 展 開 を図12-1の よ うに考 え る。

どん な情 報 を エ リア マー ケ テ ィ ングに 利 用す るか

・各 種 統 計情 報 ,地 図 情報,地 理 情 報
・社 内 デ ー タ(業 務 に 用 い る 固有 デ ー タ)

い ま マ ー ケ テ ィ ングに 求 め られ る もの は

・誰 にで も簡単 に問題発見が行 え る手法の確立
・問題発見のルー トの簡略化

その ため に は マ ル チ メデ ィア型 地 図 デ ー タヘ ー スが 必 要

・情 報 の表 現 は活字 ,数 値 だ け で は足 りな い
・映 像 ,音,文 字 の マ ル チ ミ ック スの 必 要性
・しか も これ らが地 図 と リ ンク し,自 在 に地 図 と照 ら し合 わ せ て 利 用

した い

図12-laimの マ ル チ メデ ィア化 の 必 要 性
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125エ リアマーケティングを例にしたモデル作成

12.5.1具 体 的利 用 イ メ ー ジ

マ ル チ メ デ ィア型 の 地 図 デ ー タベ ー ス を イ メ ー ジす る た め に,エ リア マ ー ケ テ ィ ング

(こ こで は 自動 車市 場 と した)を 例 と して 具 体 的 な利 用 モ デ ル を作 成 した 。 エ リア マ ー ケ

テ ィ ング を取 り上 げ たの は,aimの 発 展 型 と して 直 ち に事 業 化 に 取 り組 む こ とが で きる

か らで あ る。 また,こ の例 に よ る モ デ ル は 自動 車 市 場 とい う特 殊性 は あ る もの の,機 能 的

に は汎 用 性 を保 持 す る と思 わ れ る の で,今 後 の拡 張 性 に お い て も問 題 はな い と考 え る。

な お,以 下 に示 す 機能 は利 用 者 が パ ソ コ ンに 向か って 処理 す るイ メー ジ と して い る。

1)基 本機 能

① 検 索機 能

・地 名入 力 に よ って周 辺 地 図 を 表 示 す る(人 口分 布 ,道 路 状 況 等)

・営 業所 分 布 状 況 を広 域 的 に表 示 す る

・営 業所 名 入 力 によ って 周 辺 地 図 を 表 示 す る

・営 業 所 名入 力 に よ って 顧 客 分 布 地 図 を 表 示す る

・地 図 を 背景 と して あ る特 定 の営 業 所 情 報(あ る い は顧 客 情 報)を 表 示 す る

② 集 計 機 能

・マ ウ スに よ る ポ リ ゴ ン設 定 に よ る各 種 数 値情 報 の 集 計

・ポ リ ゴ ン内 の市 場 規 模,普 及水 準 な ど の計 算

・営業 所 を 中 心 と した 円(2kmや5kmな ど)に よ る一 括 集 計

・商 圏 内の シ ェア ー計 算

2)応 用 機 能

① 商 圏 モ デ ル

・商 圏 の 自動 設 定(徒 歩 圏 域 ,自 動 車15分 圏域 な ど)

・営 業 員 サ ー ビス圏 域 の 自動 設定

・他 メ ー カ との 競 合 状 態 に お け る商 圏 自動 設定

・営 業 所 の再 編 成(統 廃 合 ,移 転 な ど)に よ る商 圏 変 更

② 競 合 モ デル

・新 規立 地 によ る商 圏 獲i得 シ ミュ レー シ ョン

・新 規立 地 によ る顧 客 の 獲 得 シ ミュ レー シ ョ ン
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③ デ モ ンス トレー シ ョ ン機 能

・営 業 所 立 地 分 析 ,商 圏 分 析 な どの 典 型 的 な 利 用 パ タ ー ンの モ デ ル

(本 シス テ ムの 機 能 紹 介,利 用 イ メ ー ジを 行 うた め の セ ール ス プ ロモ ー シ ョン)

12.5.2デ ー タ分 析

以 上 の利 用 モ デ ル を もとに,デ ー タの形 態 を メデ ィア 別 に 整理 した。

数 値 情 報

公 的 統 計 情 報 人 口 ・世 帯 関 連 デ ー タ

事 業 所 関 連 デ ー タ

商 業 関連 デ ー タ

交 通 量 デ ー タ

固 有 情 報 自動 車 保 有 者 デ ー タ(車 種,購 入 年 次,サ ー ビス履 歴)

営 業 所 ご との 販 売 実 績 デ ー タ,保 有 ユ ー ザ

地 図 情 報

白 地 図 概 要 図(20万 分 の1程 度 の 行 政 界 の あ らい もの)

(ディジタルマップ)ブ ロ ック図(2万5千 分 の1の 地 形 図)

詳 細 地 図(5千 分 の1程 度 の 街 区 図)

これ らの 白 地 図 に は,地 形,鉄 道,主 要 道 路,主 要 施 設 が 含 ま

れ る。

ラス ター 地 図:地 図 を単 な る背 景 と して 表 示 した い場 合 に画 像 デ ー タ と して 用

意 す る。(特 に街 区図)

図形 情 報

記 号:一 般 地 図記 号

人 口 ドッ ト(1点100人)

営 業 所 位 置 の記 号

そ の他 施 設 の記 号

グ ラ フ:折 れ 線 グ ラ フ

棒 グ ラフ

レー ダ ー チ ャー ト

円 グ ラ フ等
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リンク情報(地 図,数 値,図 形 な どを リンクとす る情報)

座 標(緯 度,経 度)

時 間軸(年 次,月 次)

地 名(座 標値 を持つ)

施 設名(座 標値 を持 つ)

営 業所名(座 標値 を持 つ)

駅名,鉄 道,道 路 名

12.5.3シ ス デ ム構 成

現 状 のaim用 ハ ー ドウ ェア構 成 は集 計 依 頼 が あ った と きの オ ー ダ ー入 力,プ リン タに

よ る 帳 票 出 力,プ ロ ッタ出力 な ど の イ ンタ ラ ク テ ィブ処 理 はPC98で,統 計 集 計,プ ロ ッ

タイ メ ー ジ地 図 フ ァ イル 作成 な どの バ ッチ処 理 は ミニ コ ンで,そ れ ぞれ 実 行 し,こ れ をL

AN(イ ーサ ネ ッ ト)で デ ー タの 受 渡 しを行 って い る。

しか し この 構 成 の 欠 点 と して,異 種OS間 のLANに よ る接 合 で,直 接 の デ ー タ ア クセ

ス に は ア プ リケ ー シ ョ ンに よ る プ ロ グ ラ ム開 発 を 生 じる。 また 高 価 な ミニ コ ンを使 用 す る

た め,コ ス トも割 高 に っ くばか りで な く,他 シス テ ムへ の 移 植 性 や システ ム全 体 と して の

商 品 性 に お い て もマ イ ナ ス面 が 大 き い。 さ らに は マ ル チ メ デ ィア型 の デ ー タ ベ ー ス とす る

に は ハ ー ドウ ェア ・ソ フ トウ ェア 面 で も不 足 で あ る。

そ こで,今 日の ハ ー ドウ ェ ア スペ ッ クよ り考 え られ る,よ り効 果 的 な構 成 を 採 用 す る。

パ ソ コ ンはPC98(32ビ ッ ト対 応 の もの)を 用 い たLANを 基 本軸 とす る。 特 に多 数 の

ユ ーザ を抱 え るPCと して の 魅 力 は,多 種 多 様 で 安 価 な周 辺機 器 の 提 供 が 受 け られ る こ と

で あ る。 ま た大 容 量 記 憶 媒 体 が 不 可 欠 で あ るが,こ れ も最 近 のPC用 大 容 量 廉 価 メ デ ィア

と して,ハ ー ドデ ィス ク(300MB～),光 磁 気 デ ィス クな どの 出現 とOSの 対 応 に よ りP

Cで も十 分 に可 能 で あ る。 また バ ッチで の 処 理 ス ピー ド化 が 挙 げ られ るが,こ れ も32ビ ッ

トCPUのPCへ の 浸 透 に よ り対 応 で き るで あ ろ う。
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大 容 量
ハ ー ド

デ ィス ク

300M

光 磁 気

デ ィス ク

600M

図12-2ハ ー ド ウ ェ ア 構 成

次 に 各 ソ フ トウ ェア別 にハ ー ドウ ェア との 対応 にっ いて 考 え て み た の が 表12-1で あ る。

ス ピー ド等 に若 干 の 問 題 は あ る もの の,安 価で 現 実 的 な 構 成 は この よ う な もので あ ろ う。

表12-1ソ フ トウ ェ ア別 のパ ー
.ドウ ェア の検 討

ソ フ ト ウ ェ ア

ア クセ ス

容 量 ハ ー ド ウ エ ア

ス ピ ー ド R/W

1.統 計 デ ー タ

2.図 形 デ ー タ

(ベ ク ト ル)

3.画 像 イ メ ー ジ デ ー タ

(ラ ス タ ー)

4.オ ー ダ ー,集 計 結 果

中
速

速

遅

R
R/W

R/W

R/W

大
中

大

小

追 記 型 光 デ ィス ク
ハ ー ドデ ィス ク

光 磁 気 デ ィス ク

フ ロ ッ ピー

※R/WはREAD/WRITEの 略
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126今 後の展開

今 後 の 開 発 展 開 と して は,今 年 度検 討 した モ デ ル を ベ ース に,実 用 モ デル と して 作 成 し,

デ ー タベ ー スの 設 計,構 築 に着 手 す る予 定 で あ る。 具 体 的 に は 次の よ うな ス テ ップ を計 画 し

て い る。

(1)エ リア マ ー ケ テ ィ ン グモ デ ルの 詳 細 設 計

・デ ー タ形 態(地 図,数 値,文 字)別 の デ ー タ種 類

・デ ー タの 年 次 ,ボ リュ ー ム

・リン ク情 報 の 詳 細 な定 義(座 標:緯 度 ・経 度,時 間軸)

(2)デ ー タベ ー スの 設 計

1)入 力 形 式 の設 計

・初 期 的 な 入 力(デ ー タベ ー ス提 供 者 側)

・利 用者 に よ る入 力(業 務 に 用 い る固 有 デ ー タ)

・操 作 時 の 入 力(メ デ ィア別 の 入 力 デバ イ ス)

2)出 力 形 式 の 設 計

・利 用 モ デ ル に 応 じた画 面 設 計

・表 ,グ ラ フ形 式 の 設計

3)デ ー タベ ー スの 設 計

(3)シ ス テ ムの 詳 細 設 計

(4)シ ス テ ム開 発

⑤ デ ー タ開発

1)特 定 地 域:県 レベ ルの 選択

2)aimに な い デ ー タの 収 集 ・整 備

(6)運 用,事 業 化
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13.燃 焼技術 と燃焼装置設計 のデータベース作成

13.1概 要

日本機 械学 会研 究協力部会 において,昭 和49年 以降継続 して連続燃焼の燃焼技術 に関 して,

4つ の分科会が設置 された。

燃 焼装置の設計 デ ータベース研究分科会(RC82分 科会)は,連 続燃焼装置の燃焼技術 に

関 して これ らの成果を集大成す るとともに,過 去の分科 会では取 り上 げなか った他 の事項 も

含めて,燃 焼装置の設計 に役立 っ資料 をま とめて デー タベース化 す ることを 目標 に して設置

が計画 され,昭 和61年 に発足 した。 デー タベ ース収集 グループは この分科会 を母体 と して い

る。

13.1.1目 的

現 在,多 くの デ ー タ ベ ー ス は収 集 した デ ー タ を利 用 者 に示 し,多 くの 情 報 を 希 望 す る条

件 で 検 索 し整 理 さ れ た情 報 を 得 るた め の道 具 と して 構 築 され て い る。 しか し,技 術 者 が 利

用 す る技 術 デ ー タベ ー ス は,情 報 の 獲 得 は 第1の 必 須 条 件 で あ るが,利 用 者 の 目的 とす る

形 態 に情 報 を加 工 す る こ と も技 術 デ ー タベ ー ス と して は必 要 にな る。 技 術 情 報 と して,文

章,図,表,計 算 式 を保 有 した デ ー タが 連 結 し系統 化 し合 うよ うな 構 造 を 操 作 で き るDB

MS(デ ー タベ ー ス 操 作 シス テ ム)を 作 成 し,こ の上 で 加 工 可 能 な デ ー タを 収 集 し,デ ー

タベ ー スを 構 築 す る必 要 が あ る。

しか し,現 在 利 用 者 の 多 い市 販 され て い る デ ー タベ ー ス や大 型 計 算 機 で 利 用 で き るDB

MSは 本 事 業 の 目的 とす る技 術 デ ー タ ベ ー スの 内 容 を満 足 させ る に十 分 な機 能 を持 って い

な い 。 利 用 者 に示 す の み とい う一方 向利 用 を 企 て て 開 発 され た もの が 多 く,特 に,工 学 で

は必 須 と な る手 順(実 験 によ るデ ー タ収 集 → 数 値 表 化→ グ ラフ作 図 → デ ー タ評 価 とい う一

連 の 手 順)に 耐 え 得 る デ ー タ構 造 と作 図機 能 を持 った デ ー タベ ー ス は な く技 術 デ ー タを 扱

うに は不 十 分 で あ る。 現 在,海 外 に あ るデ ー タベ ー スを 含 め,次 世 代 の デ ー タベ ー スの エ

ッセ ンス を提 示 す る もの と してDBMSを 作 成 し,こ のDBMS上 で燃 焼技 術 と燃 焼 器 設

計 に関 す るデ ー タ ベ ー ス を収 集 す る こ とを計 画 した。

デ ー タ ベ ー ス収 集 グ ル ー プ は,日 本 機械 学 会 にお け る過 去 の 分科 会 成 果 も含 め て,燃 焼

装 置 の 設 計 に 役立 っ 資料 を ま とめ て デ ー タベ ー ス化 す る こ とを 目標 に して,燃 焼 技 術 と燃
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焼装 置設計の データベ ースを編 纂 し,多 くの技術者の活用で きる形態 と して公 開す る目的

で活動 した。

13.1.2実 施 内容

一 口に設 計 デ ー タベ ー ス と い って も
,複 雑 多 様 な燃 焼 現 象 を いか に と らえ るか に よ って

各 人 各様 の考 え方 が あ るわ けで,当 初 の 分 科 会 で は どの よ うな デ ー タ ベ ー ス を構 築 す るか

につ いて,委 員 の 間 で活 発 な討 議 が 行 わ れ た。 こ こで の 検 討 は分科 会 の性 格 と活 動 範 囲 を

明 確 にす る うえ で 重要 で あ ったの で,多 くの 時 間が 費 や され た が,燃 焼 の基 礎 事 項 を 中 心

と した 「燃 焼工 学 資 料 」 的 な ま とめ を期 待 す る もの か ら,エ キ スパ ー トシス テ ムな い しは

AIへ の 挑 戦 を 求 め る もの ま で,幅 広 い有 意 義 な意 見 開 陳が な され,必 ず し も1っ の 方 向

に集 約 され る もの で はな か った。

この た め若 手 研 究 者 側 委 員 数 名 を加 え た幹 事 会 を作 り,以 上 の 意 見 を ふ まえ て 具 体 的 に

どの よ うな体 制 で どん な 活 動 を す るか に つ い て 詳細 な検 討 を 開始 した 。 検 討 結 果 は お お よ

そ以 下 に集 約 され る。

(1)燃 焼 の基 礎 とな る部 分 は燃 焼 工 学 上 の 定 説 といえ る項 目が多 く,条 件 や方 法 な ど で制

約 は あ るに して も一 般 に は デ ー タベ ー ス化 し易 い。

(2)燃 焼 技 術 に 関 して は多 くの 技 術 資 料 が 提 供 され て い るが,定 量 的 に ま と ま った もの が

少 な いの で,デ ー タの利 用 範 囲,条 件 等 を 明確 にす る ほか,数 値 シ ミュ レー シ ョ ンや 実

験 を 行 って 基 礎 技 術 に っ いて の デ ー タを整 理,補 完 す る必 要 もあ る。

(3)個 々の 実 用 燃 焼 装 置 に っ い て は 設計 手 順 に 沿 った完 全 な デ ー タの 提 示 は困 難 で あ るが,

い くっ か の事 象 が 複 合 され て 起 こ る燃 焼状 態 にっ い て の技 術使 用 は提 出で き る。

(4)デ ー タベ ー スの 構 築 にっ い て は,キ ー ワ ー ドによ って 必要 事 項 を 検 索 しなが ら燃 焼 の

基 礎 か ら燃 焼技 術 まで の 広 範 囲 の 情 報 が 得 られ る よ うに 工 夫 す る。

以 上 の よ うな共 通 理 解 に基 づ いて デ ー タベ ー ス を念 頭 にお い た話 題 提 供 に よ って 問題 点

等 が 抽 出 され,熱 心 な討 議 が 行 わ れ て きた。 数 値 シ ミュ レー シ ョンや実 験 的研 究 に っ い て

は,研 究 者 側 委 員 が 独 自に行 って い る個 々の 研 究 を重 視 す る こ と と し,そ れ らの 成 果 を デ

ー タベ ー ス に組 み 込 む こ とに よ って デ ー タの補 完 や燃 焼 項 目の 充 実 を 図 る こ と に した 。

上 記 の 検討 成 果 に基 づ き,自 由 形 態 の 文 章 デ ー タ,そ れ に加 え 複 数 の デ ー タ要 素 か ら参

照 可 能 な 図 ・表,実 行 可 能 な計 算 式,参 照 文 献 情 報 を ま とめ て操 作 し得 る機 能 を持 つ プ ロ

トタ イ プ と して の デ ー タベ ー ス操 作 シス テ ムを 開発 ・作 成 した。DACOS(DataBase

forCombustionScienceandTechnology)と 命 名 し,こ のDBMS上 で 燃 焼技 術 と燃 焼 器
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設計 に関す るデータベースを収集 した。名 称は燃焼に関係 して いるが,ほ とん どの技 術分

野 に対応 で きる。

この構造 を操作 で きるDBMSを 作成 し,こ の上でデ ータを収集 しデ ータベ ースを構築

す る。 デー タは燃 料の物理化学的性質 ・燃焼特性 などの基礎的デー タ,層 流燃焼 ・乱流燃

焼 ・噴霧燃焼な どの設計に有用 なデータ,さ らに設計手順や燃焼装 置の評価法を含む応用

燃焼技術,研 究や開発上不可欠 な燃焼側定技術 とな って いる。 またさ らに,こ れ らの技術

情報 は参照文献デ ータベ ースの上で構 築され るべ きであるので文献情報 デー タベースに連

結 した形態での内容 となってい る。

13.1.3分 科会 の構成

分科 会は企業側委 員 と研究者側委員で構成 されて いる。全体の活動 とその方針や内容の

決定 は,分 科会全体 会議で行 い,分 科会の運 営や実際の作業は,そ の内容 に応 じて幹事会

が行 うことにな った。広い範囲の設計 データベースの データ収集のため,分 科会 に3っ の

小委 員会を設け,そ れぞれに研究者幹事 ・企業幹事 をおき,活 動す ることに した。

(小 委員会の活動範囲)

分科会で は,研 究計画書を もとに し,分 科会 と幹事会で議論 され たデー タ収集 の項 目を

もって3っ の小委員会 を設置 し,設 計 デー タベ ース構 築のたあに活動 をす ることにな った。

その小委 員会の活動範囲 は,明 確に分離 することはで きないが概 ね次のよ うにな ってい

る。

(第1小 委員会)燃 焼 の基礎技術

確立 されて定説 とな っている燃焼の技術や理論,そ して,そ の背景 となる物理化学的 内

容を領域 とす る。

(第2小 委員会)燃 焼器設計 に利用 で きる基礎技術

各種燃料の燃焼方法,燃 焼現象や 火炎 にっいての内容を主 と して扱 い,確 立 されて いる

わ けで はないが燃焼器設計をその領域 とする。

(第3小 委 員会)燃 焼の応用技術

実 際の燃 焼器 にっいて,そ の全体設計に必要な手法や設計 法,個 々の燃焼技術では扱 う

ことので きない複合化 した燃焼技術 にっ いて扱 う。 また,燃 焼に関す る法規や規制な どの

周辺資料 も含めた内容 をその領域 とす る。
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13.2検 討結果

13.2.1燃 焼技術の データベース化(デ ータベースの概念)

多 くの工学技術 は分化が多様化 して きて お り,且 つ電子技術の発展 に伴 って コンピュー

タを用 いてデ ータベ ース化 し,便 覧 や資料集 などの 内容が書籍 と同 じよ うに コンピュー タ

の ソフ トと して 出版 され るよ うにな って きっっある。 これ らの多 くは定形化 された ものか

らは じまって いる。 また,極 めて よ く体系化 され た分野で は,医 学をは じめ と してAI(

人工知能)や,エ キスパー トシステム として利用 されて いる。

本分科会で は,体 系化が十分 でな く,多 くの分野 にまたが った燃焼技術 をデー タベース

化 しよ うとす る試みを分科会 の主題 として研究 をは じめた。分科会当初 においては,燃 焼

器を設計す ると きの燃焼技術のデータベースに対 しての考え方,ど う利用す るのかな どは

参加委員 それ ぞれ に異な った考 え方 であ ることが議論 を重ね るうちに明 らかに され,参 加

委員の最大公約 的な意見を まとめ るには大変 むずか しい状況 とな った。 これ は,参 加委 員

の専 門 とされ る分野 それぞれの領域 で資料 の利用 の仕方や,経 験 に依存 する度合が異な る

ためであ った。

デー タベースはど う利用す るかによ って,項 目と内容の関連性の付け方が 左右 され る。

利用方法 はそれぞれ異な ると思われ るが,設 計 とい う実務 を重視 した形式 を採用す るこ

とに した。具体 的には,上 記の前者は,実 務 か ら基 礎へ,後 者 は基礎か ら実 務へ とい う形

を取 ることになろ う。 この利用方法は一方 だけ とい うことはな く必ず上記 の両方の利用方

法 は混在 した形 とな るため,キ ーワー ドとな る用語 は基礎,実 務 と も同等に扱 うことがで

き,相 互 に関連 させ,ど ち らのサ イ ドへ も検索可能 と しなけれ ばな らない。 この検索ル ー

トは,利 用者の レベルに応 じて 自由に選択で き,希 望す る項 目に到達で きる見通 しの良 さ

も備えなければな らない。

特定の燃焼器の設計 を行 うための デー タベ ースで はないので,デ ータの利用の仕方 は,

ほぼ完全 に利用者 に依存す る形 を取 ることになる。そのため,利 用者 には項 目を取捨選択

する少 しの知識が必要であるが,デ ータベ ースプログラムが進 化すれば,プ ログラム自体

が検索の優先順位を学習 して定形化 され た作業を効率的 に進あ ることもで きるよ うになろ

う し,新 しい設計方法を発見す ることので きる道具 と して も期待で きる。

これ らの データには,お およそ2種 類 ある。

1.数 値や式,図 など

2.式 や図 につ いて解説 した文章
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分 科 会 の各 委 員 に 協 力 を お 願 い して,こ れ らの 内 容 の デ ー タを あ る定 ま った フ ォー マ

ッ トで 集 あ,分 類 や 構 成 は改 め て 作業 グ ル ー プを 編 成 して 実施 す る こ と と した。 この 分

科 会 は広 い分野 の 研 究 者 が 参 加 して い るが,燃 焼 の 分 野 は 広 く この期 間 中 に 全 て の デ ー

タを集 め,解 説 す る こ とは で きな い。 しか し,い くっ か の 分 野 で は十 分 な デ ー タを 集 め

る こ とが で き,不 足 して い る分 野 を将 来 追加 す る と きの サ ンプル にな る。 ま た,デ ー タ

ベ ー ス は追 加 や 削 除 す る こ とが容 易 にで き,利 用 者 が 個 性 的 な デ ー タベ ー ス を作 り上 げ

る こ と も可 能 で あ る。

この 内容 は,パ ー ソナ ル な 利 用 形 態 と と られ が ちで あ るが,共 通 利 用 形 態 と して デ ー

タサ ー ビスをす る と きを 想 定 して お り,そ の 一 部 を 活 用 して 特 定 の 燃 焼 器 の設 計 に 便 利

な形 態 に ま とめ 上 げ る こ との で き る機 能 を持 った もの と した。

13.2.2設 計 デ ー タベ ー スの 概 要

一般 に デ ー タベ ー ス は ,次 の大 き く2っ の要 素 か ら成 って い る。

(1)デ ー タベ ー ス を処 理 す るプ ログ ラ ム部 分(DBMS)

(2)デ ー タベ ー ス本 体 の デ ー タ フ ァイ ル

この デ ー タベ ー ス を,燃 焼 設 置 の設 計 に応 用 で き,燃 焼 技 術 の マニ ュアル と して 使 用 す

る た め には,デ ー タ フ ァ イル の 構 成 が,構 築 す る うえ で の 重 要 な課 題 とな る。

デ ー タベ ー スの プ ロ グ ラ ム部 分 は,13.1.2で 述 べ た よ うに技 術 デ ー タベ ー ス と して備 え

るべ き条 件 の も とで 分 科 会 で 作 成 す るが,利 用 の 方 法 や 形 態 につ いて ア ンケ ー トと して 意

見 を 聞 い た。 デ ー タベ ー スの 目的 とす る利用 形 態 に つ いて

○ 燃 焼 の 便 覧 や マ ニ ュア ル

○ 燃 焼 学 教 育 の た めの 教 材 及 び テ キ ス ト

○ デ ス クサ イ ドのComputerAidedDesignと して,指 針 を 与 え る もの

○ あ る燃 焼器 を 設計 す る手 順 及 び その ため の計 算 と資 料

とな った。主 と して 「設 計 上 必 要 とす る デ ー タを 迅 速 に検 索 で き,利 用 して ゆ く うえ で 加

工 で きれ ば ベ ス トで あ る。 」 との 考 え方 が多 か っ たが,次 に は,「 基 礎 とな る燃 焼技 術 を

網 羅 して あれ ば,初 心 者 で もベ テ ラ ンで も不 明 な項 目 を知 る こ とが で き,特 に初 心 者 に対

して は,教 育 材 料 とな る もの 。 」 とい う考 え方 で あ った とま とめ た。 この2っ の 想 定 され

る利 用形 態 を満 足 させ る こ とは むず か しい が,項 目 を検 索 の手 が か り と して 全 体 を 構 成 す

れ ば ほぼ これ らの 利 用 形 態 に対 応 で きる。 その た め,燃 焼技 術 に お い て の 項 目を 作 成 した。

これ らは,大 き く分 け る と,3っ とな る。
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(1)燃 焼 の 基礎 技 術

(2)設 計 に 利 用 で きる 燃 焼技 術

(3)燃 焼 の 応 用技 術

さ らに,燃 焼 に直 接 関 連 した こ と と して,

(4)燃 焼 機 器 の 開発 の 実 例

(5)燃 焼 の 計 測 法

⑥ 燃 焼 機 器 の 評 価 法

各項 目で 性 質 が 異 な る た め ま った く同 じ形 式 を 取 れ な い。 デ ー タ形 式 を 固 定 化 す る と,

・Flexibilityに 欠 け る

・拡 張 性 に 問題

・デ ー タの リ レー シ ョナ ル 処理 は容 易

・収 録 で き るデ ー タ は 限 定 され る

な どの 長 短 点 が あ る。 リ レー シ ョナル な デ ー タベ ー ス を構 築 す る と きに は デ ー タ を固 定 化

して 構 築 す る こ とが 便 利 で あ り,AIや エキ ス パ ー トとい う シ ステ ムを 作成 す る と きに は

必 須の 条 件 とな る。 デ ー タ形 式 を 固 定 化 しない で デ ー タベ ー スを 作 る と,ま とま りの な い

もの に な る。 そ こで,最 大 公 約 と して ま とめ る方 法 を 取 るが,ま と め られ な い と ころ は ま

とめず 利 用 で き る フ レキ シブ ル な形 態 を と る とい う複 合 され た 形 式 と な る。現 在 あ る多 く

の技 術 デ ー タベ ー スを 調 査 し,さ らに市 販 の デ ー タベ ー ス プ ログ ラ ム を調 べ た 結 果,こ の

要 求仕 様 を完 全 に満 足 して い る もの は な い。 しか し,新 しい デ ー タ ベ ー ス ソフ トはか な り

これ に近 く利 用 で き る もの が あ る。 形 式 化 され た部 分 は 「検 索 子 」 と し,こ れ を 介 在 して,

自 由形 式 の デ ー タを管 理 す る形 式 を 採 用 す る。

技 術 の 分 類 と して,デ ー タベ ー ス は,3つ の階 層 に分 か れ て い る。

第1層 ・タ グ メ ッシ ュ リ レー シ ョナル な部 分 を受 け 持 つ 簡 単 な 説 明 の っ い た タ グ

とい われ る デ ー タ群,網 目構 造 を 採 用 。(木 構造 も併 用)

第2層:デ ー タ(DB)定 形 化 され,そ れ 自身 で 概 要 の 分 か る デ ー タ部。 タ グで 制

御 され,キ ー ワー ド,デ ー タの グル ー プ,出 典 な どを 含 む

部 分 。 複 数 タ グか らの 参 照 が で き,参 照元 の どの タ グ に も

移 行 可 能

最 下 位 層:具 体 化 デ ー タ:定 型 化 され て いな い部 分,説 明 文,図,表,計 算 式 の本 体 。

複 数 のDBか ら参 照 した り実 行 した りす る こ とが で き る。

これ らの デ ー タを ま とめ る こ と によ って 各種 の プ ロ グ ラ ムで 作 成 した デ ー タを 統 一 して
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扱 う こ とが で き る。 デ ー タ ベ ー ス フ ァイ ル の 大 き さは,タ グ(*.TAGの フ ァイ ル)が 約

320バ イ ト,DB(*.BDFの フ ァイ ル)が 約1,400バ イ トと コ ンパ ク トに な って い る。 論

文 を書 く場 合 の 資 料 デ ー タベ ー ス に もな る。

これ らの デ ー タ フ ァイ ル を,そ れ ぞ れ 有 機 的に連 結 す る。 その 結 合 方 式 は東 京 大 学 の 坂

村 健 民 の 提 唱 す るTRONに 似 て い る。

フ ァイ ル は,親 とな る検 索 子 フ ァイル(タ グで あ り,TRONで は 化 身 と い って い る)

とフ ァイ ル 実 態 で あ る上 記 の フ ァイル(DBで あ り,実 身)と に 分 け られ る。 しか し,T

RONシ ス テ ム は,ま だ十 分 に成 長 して お らず,こ れ を 分科 会 開 催期 間 中 に実 現 す る こ と

は で きな い が,簡 単 に この シス テ ム に移 行 で きるよ うに,こ の 検 索子 フ ァイ ルの フ ォー マ

ッ トを決 め,こ れ に基 づ い て デ ー タベ ー ス フ ァイル の 作成 を した。

ま た,自 由 形 式 の デ ー タは,工 学 技 術 用 の デ ー タベ ー ス とい う特 徴 の ため 以 下 の 各種 の

形 式 の フ ァイル が 必 要 とな る。

① 文 章 フ ァイル

文 章 フ ァイル は,そ の デ ー タの 内 容 を記 述 す るた め の 文章 を 入 れ て お く もの で,そ の

内容 が単 に説 明 に と どま らず,論 文 全 体 の文 章部 分 で あ る こ と も,1っ の 著 作 内 容 で も

あ る。 タ イ トル,概 要,本 文 か ら構 成 され る。

② 表 フ ァイル ・物 性 表 フ ァイ ル

数 値 表 の フ ァイル で,一 般 の ス プ レ ッ ドシー トと呼 ば れ る もの と同 じで,50列 ・4,000

行 程 度 の 容 昆 を持 つ。 行 は,数 値 ・文 字 の混 合 した もの で,1列10バ イ トに固 定 され て

お り,タ イ トル ・コ メ ン トな どを入 れ る こ と もで き る。 入 力 や計 算 式 に よ る編 集 が 可 能 。

また,こ の 表 の 軸 を 決 め,3次 元 まで の 図 とす る こ とが で き,作 図 装 置 で図 面 に で き

る。 物 性 表 や 規 格 の 表 も この表 フ ァイ ル と同 じで あ り,複 数 の 表 フ ァイ ル を計 算対 照 と

す る と き,物 性 表 な どを 補 間 して換 算 や計 算数 値 を 作 成 す る こ と もで き る。

③ 図 フ ァイ ル ・グラ フ フ ァ イル

機 器 の 図 や ス ケ ッチ,グ ラ フな ど を イ メー ジの ま ま入 れ て あ る フ ァイ ル。 そ の ま まで

は編 集 す る こ とはで きな い 。

④ 計 算 式 フ ァイ ル

ソー ス リス トと実 行 可 能 な プ ロ グ ラム フ ァイル そ の もの で 構 成 され る。 ソー ス フ ァイ

ルが な い もの もあ る。 この プ ロ グ ラム で 実 行 した結 果 は,表 フ ァ イ ル と な り,そ の ま ま

グ ラ フ と して 見 る ことが で き る。

の4っ の 形 式 と な る。
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デー タは,燃 料の物理 化学的性質 ・燃焼特性等の基礎的データ,層 流燃焼 ・乱 流燃焼

・噴霧 燃焼な どの設計に有用 なデータ
,さ らに設計手順や燃焼装置の評価法 を含む応用

燃焼技 術,研 究や開発上 不可欠 な燃焼 測定技術 とな ってい る。 これ らの技術情報 はまた

参照文献デ ータベ ースの上で構築 され るべ きで あるので これ らの デー タに連結 した形 態

の文献 情報 データベ ースを含ん だ内容 とな って いる。

13.3デ ータベースの収集結果

デ ー タ は以 下 の 分 野 で 収 集 を 行 った。 デ ー タ ベ ー ス は上 記 の よ うに単 一 で はな く7つ の デ

ー タベ ー スが リレー シ ョナル に結 合 して い る た め そ の件 数 と して の数 え方 は難 しいが い くつ

か あ るデ ー タ ベ ー ス の 内 のDBデ ー タ に して,約1,000件 の 内容 が収 集 され,現 在 も継 続 し

て 収 集 して い る。

・燃 焼 の基 礎 技 術

・設 計 に利 用 で き る技 術

・応 用燃 焼 技 術

・燃 焼計 測

さ らに過 去 の 研 究 グル ー プが ま とめ た デ ー タ にっ いて もデ ー タベ ー ス と して収 録 して い る。

13.4今 後の課題

このデー タベースを開発 ・構築 したときの予想 され る効果 は,

(D燃 焼 に関す る技 術は他の工学分野 に比較 して広い領域 をカバ ーす る必要が あ り,技 術 デ

ータベー スと して,1っ の分野 にのみ通 用す る形態を取 り得 ない。 これ は,DBMSを 汎

用化 し他の工学技術 データベース と して活用 し得 る内容 にな る。すで に燃焼以外 の分野 で

利用す る試みが は じま って いる

(2)教 育 的な側面機能 をDBMSに 入れた ため,DACOSは 当初の計画 どお りに技術者教

育の側 面を持 つ基礎 的データを多 く収録で きた。燃焼技術の継承 と発展 に とって は極めて

大 きな意味を持つ

(3)分 科 会委員 に対す るアンケー トで もほ とん どの委員が利用 したい意志を表 明 して お り,

その内容 は新人教育 ・デスクサイ ドマニ ュアル とい う形態での利用 を想定 して い る

(4)は じめに計画 した図形のデー クを収録す る機能 はDBMSで 可能 とな ったが,加 工が可
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能 で計 算 数 値 か らの 図形 を描 く機 能 と整 合 しな けれ ば な らな い ため 未 議 論 問 題 とな った。

ま た,パ ソ コ ン上 で の デ ー タベ ー ス と い うこ とで ハ ー ドデ ィス クを 使 用 して もメ デ ィア

容量 か ら十 分 な 図形 デ ー タ の収 録 が で き な いた め,別 の ハ ー ドコ ピー フ ァイ ル と したが,

画 像 の 取 り扱 うア ル ゴ リズ ム の完 成 と と もに科学 技 術 全 般 で 利 用 可 能 なDBMSと な り,

収 集 した デ ー タベ ー スの 取扱 の容 易 さ と と もに活 用 範 囲 は広 くな る

で あ る。

多 くの デ ー タベ ー スの 収 集 を 実施 して きたが,科 学 技 術 は1っ の分 野 に 限定 して考 え る こ

とが で き な い。 この 課 題 の よ う に燃 焼技 術 の み に限 定 して も,材 料科 学,公 害 医療 ま で 及 ん

だ 内容 の 技 術 が 網 羅 され て い な くて は完 成 した デ ー タベ ー ス とは い い難 い の で デ ー タの 収 集

活 動 は継 続 して 行 わ な けれ ば な らな い。

ま た,上 記 の よ うに科 学 技 術 用 の グ ラフ や 図 は数 値 と密 接 に関 係 して い るが,こ れ らをD

ACOSの よ うな デ ー タベ ー ス上 で 表現 す る統 一的 な方 法 は な くまだ 検 討 す る必 要 が あ る。

この よ うな理 由で 現 在 は機 能 を持 た な い が,画 像 の 収 集 と表 示 機 能 を デ ー タ構 造 に組 み 込

み,LANやBBSと い った通 信 機 能 のDBMSへ の 付 加 に よ って 技 術 デ ー タベ ー スサ ー ビ

ス に よ る普 及 に勤 め る必 要 が あ る。

13.5収 録 データのキ ーワー ド一覧

13.3で 項 目を 示 した が,収 集 した デ ー タベ ー スの キ ー ワー ドのみ を要 旨 と して 以 下 に 示 す。

(基 礎 技 術)
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1-1-20爆 発 速 度

仁1-21発 火 温 度

1-1-22圧 縮 率

1-1-23ハ イ ド レ ー ト分 解 圧 力

1-1-24電 気 的 発 火

1-1-25火 花 点 火

1-2石 油

1-2-1原 油 の 組 成

1-2-2平 均 分 子 量

1-2-3上 ヒ熱

1-2-4エ ン タ ル ピ ー

+2-5蒸 発 潜 熱

1-2-6発 熱 量

1-2-7ホ 占度

1-2-8蒸 発 性

1-2-9ア ン チ ノ ッ ク 性

1-2-10揮 発 性

仁2-11酸 化 安 定 剤

1-2-12」 恭 力日斉il

l-2-13蒸 気 圧

1-2-14水 溶 解 度
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1-2-15引 火 点

1-2-16熱 伝 導 率

1-2-17セ タ ン 価

1-2-18流 動 点

1-2-19安 定 性
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微粉炭の燃焼速度
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3-2--6燃 焼 ガ ス 組 成

3-3固 体 燃 料

3-3-1石 炭 一 空 気 系

3-3-1-1エ ン タ ル ピ ー

3-3-1-2エ ン ト ロ ピ ー

3-3-1-3分 子 量

3-3-1-4比 容 積

3-3-1-5定 圧 比 熱

4熱 化学物性値
4-1熱 力学量
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シ ョ ン

直 接 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

非燃焼流
燃焼流

予混合火炎
拡散火炎

(設 計 に必 要 な技 術)
31気 体 燃 料 の 燃 焼

31-1希 薄 燃 焼

31-2高 負 荷 燃 焼

31-3部 分 予 混 合 燃 焼

31-42段 燃 焼

31-5過 渡 ・希 薄 燃 焼

31-6予 混 合 火 炎 の 保 持 機 構 ・燃 焼特 性

31-6-1逆 火

31-6-2吹 消 え

31-6-3吹 飛 び

31-7噴 流 拡 散 火 炎 の 保 持 機 構

31-8火 炎 長 さ

32液 体 燃 料 の燃 焼

32-1液 体 の微 粒 化 の方 法

32-1-1高 速 噴射 に よ る微 粒 化

32-1-2渦 巻 噴 射 に よ る微 粒 化

32-1-3衝 突 流 に よ る微 粒 化

32-1-4気 流 に よ る微 粒 化

32-1-5回 転 に よ る微 粒 化

32-1-6静 電 気 に よ る微 粒 化

32-1-7振 動 に よ る微 粒 化

32-2噴 霧 特 性 の 表 し方

32-2-1噴 霧 を 構 成 す る液 滴 群 の 特 性

32-2-1-1平 均 粒 径

32-2-1-2代 表 粒 径

32-2-1-3粒 度分 布

32-2-2噴 霧 の空 間 的 な特 性

32-2-2-1分 散 度

32-2-2-2分 布 度

32-2-3噴 霧 の 時 間 的 な特 性

32-2-3-1噴 身寸率

32-2-3-2諸 特 性 の 時 間 的変 化

32-2-4噴 霧 の 飛 行 状 態

32-2-4-1噴 霧 の 速 度

32-2-4-2噴 霧 の 質 量 流 束

32-2-4-3噴 霧 の 運 動 量 流 束

32-3噴 射弁 とそ の 特 徴

32-3-1特 性 表 示 式 自動 噴 射 弁

32-3-1-1

32-3-1-2

32-3-1-3
32-3-2

32-3-2-1

32-3-2-2

32-3-2-3

32-3-2-4

32-3-2-5
32-3-3

32-3-3-1

ホ ール ノ ズル
ピ ン トル ノズ ル

ス ロ ッ トル ノズ ル

渦巻噴射弁
単純 式
還流 式 ・
複式
渦動 ピス トン式
複合式

二流体噴射弁

外部混合形
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32-3-3-2内 部 混 合 形

32-3-4回 転 式 噴 射 弁

32-3-4-1回 転 噴 口

32-3-4-2回 転 カ ッ プ

32-3-4-3回 転 円 板

32-3-5超 音 波 噴 射 弁

32-4液 体 燃 料 噴 霧 の 燃 焼

32-4-1燃 料 液 滴 群 の 燃 焼

32-4-1-1燃 焼 速 度

32-4-1-2火 炎 伝 播

32-4-2噴 霧 燃 焼 の 火 炎 形 態

32-4-3噴 霧 火 炎 の 構 造

32-4-4噴 霧 特 性 と 火 炎 構 造

33石 炭 の 燃 焼

33-1微 粉 炭 の 燃 焼

33-1-1燃 焼 プ ロ セ ス

33-1-2火 炎 構i造

33-1-3微 粉 炭 燃 焼 法

33-2塊 粒 炭 の 燃 焼

33-2-1火 格 子 燃 焼

33-2-2流 動 床 燃 焼

33-2-3移 動 床 燃 焼

33-3石 炭 ス ラ リ ー の 燃 焼

33-3-1CWMの 特 性

33-3-1-1微 粒 化

33-3-1-2燃 焼 特 性

33-3-2COMの 特 性

33-3-2-1微 粒 化

33-3-2-2燃 焼 特 性

34気 流 中 の 火 炎 安 定 法

34-1ブ ラ フ ボ デ ィ ー に よ る 火 炎 安 定

34-1-1循 環 流 領 域 の 形 成

34-1-2予 混 合 火 炎 の 吹 き 消 え 特 性

34-1-3火 炎 安 定 機 構

34-2旋 回流 に よ る火 炎 安 定

34-2-1旋 回 流 の 生 成 法

34-2-2旋 回 強 さの 定 量 化

34-2-3旋 回流 の 特 性
34-2-4旋 回噴 流 に よ る火 炎 の 安 定 化 機

構
34-2-5旋 回噴 流 中の 火 炎 の 構i造 と特 性

34-3同 軸 噴流 に よ る火 炎 安 定
34-3-1同 軸 噴 流 の 特 性

34-3-2同 軸 噴 流 に よ る火 炎 の 安 定 化 機

構
34-3-3同 軸 噴 流 中の 火 炎 の 構 造 と特 性

35火 炎 の 長 さの制 御

35-1火 炎 長 さの 表示 式

35-1-1気 体 燃 料 噴流 火炎

35-1-2液 体燃 料 噴霧 火 炎

35-2短 炎 化 と長 炎 化

35-2-1流 れ に よ る制御

35-2-2混 合 によ る制御

36火 炎 のふ く射 の 利 用

36-1ガ スふ く射 の 特性

36-1-1

2

ヨ

吃

る

1

0
乙
り
'
9
ム

一

一

一

一

α
U

リ
ム

ρ
U

ρ
U

ρ
U

O
O

－

〇
〇

り
0

0
0

63

ガスふ く射率(炭 酸 ガス ・水 蒸

気)
ガス塊の有効厚 さ

膵炎 のふ く射の特性
燃料の種類 による影 響
燃焼量 による影響
過剰空気 による影響

37燃 焼に よる有害成分の低減
37-1窒 素酸化物の低減法 とその効果
37-2硫 黄酸化物 の低減対策
37-3す す ・微粒子状物質の低減対策

38燃 焼騒音の低減
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14技 術 支援システムにおける産業機械 部 品

データベースの構 築

株 式会社 メイテック





14.技 術支援 システムにおける産業機械部品データベースの構築

14.1目 的

産業技 術の中枢圏域をめ ざす中部圏において今後 ます ますあ らゆ る産業分野 にお いて設計

開発 ・技 術開発の需要が高 まると予想 され ている。

すでに現 状 にお いて も,設 計技術者の不足 は当地域 の産業全体が対処すべ き大 きな課題 と

な って いる。

また,設 計技術者 は1つ の機械の設計 が終 了するまで に,多 種多様 な市販部 品の中か ら目

的 とす る機械 に最適 な部品を確実 に しか も効率よ く選択す る必要 に迫 られ てい る。

最適 な部品 を選択す る場合,使 用 目的や使用条件等 によ り応力,振 動,強 度 な どさまざま

な技術計算 も必要 とな り設計者 にかか る負担は非常 に大 きな もの とな って いる。

ベ テラ ン設計者 は経験か らくる勘 に頼 りオーバースペ ックな部品選択 を行 い,ま た経験 の

浅 い設計者 は慣れ ない技術計算 に追われ本来の設計時間 に間に合 わなか った り,選 択 ミスに

よる トラブル等が発生 す る場合 も少な くない。

この様 な状況 をふ まえ,設 計業務の省力化,効 率化 を図 るために産業機 械部 品デ ータベー

スを構築 し,設 計技 術者個 々に対す る技術支援を行 う必要 があ る。

本 デー タベースは,各 部 品メーカの製品デ ータ(外 形寸法,仕 様等)を デー タベ ース化 す

るだけでな く,そ の部品の使用方法 や設計 ポイ ン ト等 もデー タベース化す ることによ りいっ

で も必要な情報が参照で きる。 さ らに設計作業 に付随 した技 術計 算や最適部品の 自動選択 も

ソフ トウェア化す ることによ り,設 計技術者の付帯作業 を大幅に軽減 し,な お且つ設計 の レ

ベルを均一 にす ることを 目的 と して構築 を行 った。

14.2デ ータベー ス構築体制

当社 で は昭 和63年4月 よ り社 内 技 術者 に対 す る技 術 支 援 を 目的 と して,メ イ テ ッ ク技 術 支

援 ネ ッ トワー ク シス テ ム(MEED:MeitecEngineeringExpertiseDatabasesystem)の

構 築 を は じめ て い る。

現 在 利 用 で き るデ ー タベ ー ス と して技 術 図書,技 術 質 問,技 術 計 算,設 計 ノウハ ウ,教 育

支 援 等11種 類 の デ ー タ ベ ー スが 用 意 され て お り,全 国90端 末 にて オ ンラ イ ン稼 働 中 で あ る。
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この 『技 術支援 システ ムにおけ る産業機 械部品 データベ ースの構築』 も技術支援の一環 と

して当社能力開発部技術情報室 を中心 に図14-1に 示す様 な体制で開発,構 築を行 った。

技術灘 絵

酬灘i

社内外注

☆ 技術支援システムの企画 ・検討

部品データベース分科会

☆ 機能 ・操作性の検討

☆ データベースの評価

☆ 情報収集 ・データ分析

☆ システムの設計

☆ データベースの構築設計

システムi撲部

☆ システム開発

図14-1デ ー タベ ー ス構 築 体 制
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14.3シ ステム構成

14.3.1構 成 図

1H〔iSi"bO'WOtiTERI

編
データ

NET
WORK

(VAN)

データの更新

図14-2シ ス テ ム 構 成

ユーザ

部 品 デ ー タは ホ ス トコ ンピ ュー タ上 で 構 築 ・管理 され る。

デ ー タが 更 新 され ユ ーザ の デ ー タ と一 致 しな い場 合,ホ ス トコ ン ピ ュー タ よ りデ ー タが

転 送 され,ユ ーザ は常 に最 新 の 情 報 を 使 用 す る こ とが で き る。

機 器 構 成

ホ ス トコ ン ピ ュー タ

磁 器 デ ィス ク装 置

ユ ー ザ端 末装 置

14.3.3ソ フ ト ウ ェ ア 構 成

(1) ホ ス トコ ン ピュ ー タ

基 本 ソ フ トウ ェア

通 信 ソフ トウ ェア

デ ー タ管 理 ソフ トウ ェア

IBM

IBM

IBM

9370Model/60

99353.2G

PS/55

VM/SP

RSCS,ACF/VTAM

SQL/DS
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(2)ユ ー ザ 端 末

基 本 ソフ トウ ェア

通 信 ソ フ トウ ェア

14.4登 録 情 報 の範 囲

14.4.1登 録 メ ー カ

日本 精 工 株 式 会 社

株 式 会 社 椿 本 精 工

THK株 式 会 社

NTN株 式 会 社

光 洋 機 械 工 業 株 式 会 社

14.4.2対 象 機 械 部 品

精 密 ボ ー ル ね じ

14.4.3登 録 部 品 数

MS-DOS

3270PC,IWS

表14-1登 録 部 品 の一 覧 表

型 式 名 登 録 点 数

チ ュー ブ式 片 フ ラ ン ジ シ ング ル ナ ッ ト 1,010

チ ュー ブ式 片 フ ラ ン ジダ ブ ル ナ ッ ト 932

チ ュー ブ式 フ ラ ン ジ合 わ せ ダ ブル ナ ッ ト 319

チ ュ ーブ 式 円 筒 シ ン グル ナ ッ ト 405

チ ュ ー ブ式 ダブ ル ナ ッ ト 115

こ ま式 片 フ ラ ン ジ シ ング ル ナ ッ ト 239

こま式 片 フ ラ ン ジダ ブ ル ナ ッ ト 145

こま式 フ ラ ン ジ合 わ せ ダ ブ ル ナ ッ ト 54

こま式 円筒 シ ン グル ナ ッ ト 64

こま 式 円 筒 ダ ブ ル ナ ッ ト 54

合 計 3,337

一136一



14.5デ ータベース機能

14.5.1利 用 者 の 機 能

検索 したい形式,サ イズ等 を入 力す る
ことによ り外形形状,寸 法値仕様 等の

情報 を表示す る。
また加工 図の印刷出力 も行 う。

設計仕様,設 計 条件等を入力す る こと
によ り,最 適 な部 品を 自動選択 し表示

す る。

以 下 に示 す 技 術 計 算 を行 う ことが で き

る。

(1)ね じ軸 の設 計

(2)送 りね じ系 の剛 性
(3)寿 命 計 算

(4)駆 動 トル ク

各 メーカにお ける製品 ごとの特長,機
能及 び設計 時,メ ンテナ ンス時の技術
資料を表示す る。

図14-3利 用 者 の 機 能

14.5.2デ ー タ 登 録 の 機 能

メ ン テ ナ ン ス

メ ニ ュ ー

新規製品 データの登録を行 う。

製品の形状,寸 法等の変更が発生 した
場合 に行 う。

製品が製造 中止等で廃番 とな った場合
に行 う。

登録/修 正/削 除を行 うときの効率化
を図 る。

図14-4デ ー タ登録 の 機 能
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14.6デ ータベース設計

デ ー タベ ー ス シス テ ム と して,当 社 保 有 ホ ス トコ ン ピュ ー タの 環 境 下 で稼 働 す る リレー シ

ョナ ル デ ー タベ ー スで あ る構 造 化 照 会 言語/デ ー タ シス テ ム(SQL/DS)を 採 用 して 設

計 を 行 った。

14.6.1SQL/DSテ ー ブ ル作 成

(1)権 限 の種 類ALL

② テ ーブ ル の定 義

登録 す る項 目 とデ ー タの タイ プ を定 義 す る。

(3)イ ンデ ック ス フ ァイル

上記(2)の 項 目で 作 成 した テ ー ブ ルの デ ー タ検索 を 効 率 よ く処 理 す るフ ァイ ルの 作 成 。

(4)DBス ペ ー ス

512ペ ー ジ(1ペ ー ジ/4K)

14.7フ ァイル仕 様

14.7.1デ ー タ ベ ー ス フ ァ イ ル

(1)フ ァ イ ル 形 式

(2)レ コ ー ド長

(3)項 目 数

シ ー ケ ン シ ャ ル フ ァ イ ル

:152Byte

:44項 目

14.7.2イ ンデ ック ス フ ァイ ル

デー タベ ー ス フ ァイ ル検 索 時 の 高 速 化 ・効 率 化 を 図 るた め に デ ー タベ ー スの 各 フ ィ ール

ドごとの イ ンデ ッ クス を格 納 した フ ァイル。

(1)フ ァイル形 式 ニ シー ケ ン シ ャル フ ァイ ル

(2)イ ンデ ック ス項 目:メ ー カ コー ド

ナ ッ ト形 式

ね じ軸 外 形

リー ド
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14.8デ ータベースの評価

14.8.1評 価 シス テ ム に つ い て

産業 機 械 部 品 デ ー タベ ー ス の評 価 は,MEEDシ ス テ ム に よ り各 地 区の 部 品 デ ー タベ ー

ス分科 会 員 に よ り評 価 を 行 った。 その 形 態 を 図14-5に 示す 。

IBMVAN

(NMS)

48Kbps

㊨

魎

三

図14-5評 価 の 形 態

14.8.2評 価 メ ンバ ー(部 品 デ ー タ ベ ー ス分 科 会 員)

評 価 メ ンバ ー は,現 在 設 計 業 務 を 行 って い る部 署 で,

用 す る下 記8グ ル ー プで あ る。

中部事業部

東部事業部

横浜事業部

静岡事業部

浜松営業所

西部事業部

滋賀営業所

機械設計室

教育訓練室

機械設計室

機械設計望

楼電設計室

設計室

機電設計室

設計室

なお且つ 日頃よ くボールね じを利
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14.8.3評 価 項 目

評 価 す る項 目 と して以 下 の3項 目 につ い て行 った。

(1)シ ス テ ムの 操 作性 に っ い て

ホ ス ト接 続 か らデ ー タベ ー ス検 索 まで の 処理 時 間 と操 作 性 につ い て の評 価 。

(2)デ ー タベ ー ス と して の 機 能

設 計 業 務 を行 う うえ で 十 分 満 足 ので き る機 能 で あ る か ど うか評 価 。

(3)情 報 の 量 と質

登 録 デ ー タの 点数 と内容 に つ い て評 価 。

14.8.4評 価 結 果

平 成2年1月10日 ～ 平 成2年2月10日 まで の1カ 月 間 を評 価 期 間 と して モ ニ ター を行 っ

た。

モ ニ タ ー終 了 時 に14.8.3の 評 価 項 目に つ い て の ア ンケー トを 行 った結 果,操 作 性 ・機 能

等 十 分 に 設計 業 務 で 利 用 で き る との 評 価 が 得 られ た。

以 下 に 各 項 目 ごとの 評 価 結 果 を 示 す 。

(1)シ ス テ ムの操 作 性 につ いて

a.ホ ス ト接 続 か らデ ー タベ ー ス検 索 ま で の処 理 時 間

ほぼ満足であ る

処理 時間が長 い

b.操 作性

満足であ る

5部 署

3部 署

ほぼ満足であ る

6部 署

2部 署

(2)デ ー タベ ー ス と して の 機 能

a.形 式 か らの選 択

比較的使いやすい

検索項 目の追加要望

軸端形状の追加要望

b.自 動選択

満足であ る

5部 署

2部 署

1部 署

ほぼ満足であ る

6部 署

2部 署

ただ し改善要望 として
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①選定基準,使 用計算式 を画面で表示

②選定部品の外形,寸 法の表示

の2点 が 出され た。

c.各 種計算

満足であ る

計 算 項 目の 追 加 要 望

d.機 能 ・設計 ポ イ ン ト

ほぼ満足で ある

6部 署

2部 署

3部 署

設 計 ポイ ン トの 充 実 要 望 … … …5部 署

(3)情 報 の 量 と質

a.登 録 デ ー タ数

ほぼ満足 で ある

登 録 デ ー タの 追 加 要 望

追 加 デ ー タ と して は,

b.登 録 デ ー タの 内容

満足であ る

5部 署

3部 署

一般産業用,標 準在庫品等 の要望があ った。

ほぼ満足 で ある

6部 署

2部 署

14.9今 後の課題と展望

今 回の 技 術 支 援 デ ー タベ ー スの 一 環 と して 産 業機 械 部 品 デ ー タベ ー スの 構 築 を行 い十 分 に

満 足 の い く成 果 が 得 られ た と思 わ れ る。

しか し,今 後 この デ ー タ ベ ー ス を よ り設計 者 の立 場 に立 った シ ステ ム とす る た め に,以 下

の項 目 につ いて 検 討 して 行 か な けれ ば な らな い 。

(D接 続 及 び検 索 時 に お け る処 理 時 間の 短 縮

通 信 方 式 の 検 討 及 び検 索 プ ロ グラ ムの 改 善 。

② 登 録 デ ー タの 充 実

(3)CADシ ステ ム と の連 動

(4)オ ンラ イ ンデ ー タ検 索 シス テ ム

デ 一 夕 デ ス ケ ッ トに よ る検 索 か らホ ス ト検 索 への 展 開。

(5)オ ンラ イ ン部 品 発 注 シス テ ムの 構 築
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設 計 者 か ら部 品 メ ー カ ・商 社/代 理 店 ヘ オ ンライ ンに て 部 品 の 発 注 を行 う システ ムの 構

築 。

図14-6に その シス テ ム形 態 を 示 す 。

HOST

COMPUTER

編
データ

商社/代 理店

高速ディジタル

通信網 技術者

部品メーカ

図14-6シ ス テ ム 形 態
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15マ イクロコンピュータの プログラマブル周 辺

デ バ イスの デ ータベ ース構 築

社 団法 人 日本システムハ ウス協会





15.マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の プ ログ ラ マ ブ ル周 辺 デバ イ ス の

デ ー タ ベ ー ス構 築

15.1概 要

マイクロコ ンピュータを利用 して機器 や システムを開発 す る中小規模の研究 開発型 企業 は,

慢性的 に開発環境の不備 に悩 まされ続けている。 これ らの企業が人材,環 境,プ ロジェク ト

管理,技 術情報の収集 と把 握 とい った成長の ための条件を満足 させ るためには,多 額 の資金

が必要 とな り,個 々の企業で対応す るのには限界があ る。

本事業 は,人 材 に関 して は育成を目的 と し,開 発環境 に関 して は開発効率を向上 させ る こ

とを 目的 としてい る。

したが って,こ の データベースはマイクロコンピュータの周辺 デバ イスの内容や,そ のデ

バイスの応用分野 に関す る専 門知識を格納 してお り,マ イ クロコンピュー タ開発技術者 が ソ

フ トドライバを作成す る場合 の開発環境 の中で機能 す る。

本年度 は,昨 年度 の実施 に引続 きさらにデータベー ス化す るデバイスを増 や しデバ イスご

とに異 なる仕様の デー タベ ース化及 び,デ ータベ ースの利用 にっ いての事 業を実施 した。

15.2デ 一夕ベ 一一スの構築 体制

デ ー タベ ー スの 構 築 とそ の評 価 は,次 の グル ー プで 行 った。

15.2.1 構 築 グ ル ー プ

メ ンバ ー(日 本 シス テ ム ハ ウス協 会

委員長

委 員

原

賀

口

橋

橘

村

本

男

野

大

宇

小

高

高

野

水

岩

茂

神

芳

邦

重

勝

勝

剛

之

孝

治

夫

眞

幸

也

宣

デバ イス専門委員会)

東海大学

アン ドールシステムサポー ト㈱

㈱ ビッツ

㈱応用 システム研究所

閲 日本 システムハ ウス協会

東海大学

東海大学

東海大学
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担 当 業 務 プ ロ グ ラマ ブ ル 周辺 デバ イ スに お け る デ ー タベ ー ス シス テ ムの 設 計,開 発 。

15.2.2情 報 提 供 グ ル ー プ

メ ンバ ー

担 当 業 務

社団法人 日本 システ ムハ ウス会

デー タベ ース専 門委員会

各種 プ ログラマブル周辺 デバイスの資料を収集 した。

15.3デ ータベースの概要

15.3.1利 用 の 目的

プ ロ グ ラマ ブル周 辺 デバ イ ス の 初期 化 プ ログ ラ ムの 自動生 成 。

15.3.2対 象 ユー ザ

シス テ ムハ ウ スを は じめ とす る コ ンピ ュー タ関 連 会 社 に お け るマ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ応

用 技 術 者 や通 信,電 子 関 連 技 術者 。

15.3.3登 録 デ バ イ ス の 種 類

(1)昨 年 度 取 り 扱 っ た 周 辺 デ バ イ ス の 種 類

8251,8259

8255,μPD72001

8253

(2)新 た に 登 録 し た デ バ イ ス の 種 類(本 年 度 実 施 分)

M5L8251AP-5,i8253-5

M5L8253P-5,i8255A-5

M5L8255AP-5,i8255A

M5L8259AP-5,Z80PIO

i8251A,Z80CTC

15.3.4デ ー タ ベ ー スの 内容

プ ログ ラ マブ ル周 辺 デ バ イ スの メ ー カ仕 様 か らプ ロ グ ラ マ ブル 周 辺 デバ イ スの 初期 化 に

必 要 とな る情報 を 抽 出 しデ ー タベ ー ス化 した 。
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15.4デ ータベー スシステムの内容

昨年 度 は,UNIX上 でUNIFY,SQL言 語 を 使 用 した。(UNIFYは,既 存 の リ

レー シ ョナ ル ・デ ー タベ ー ス ・シス テ ムで あ る。)本 年 度 は,MS-DOS上 でC言 語,M

S-WINDOWSを 使 用 した。

外部 環 境 の 変 更理 由を 以 下 に示 す。

①UNIFYで は,プ ロ グ ラマ ブ ル周 辺 デバ イ スの異 な る仕 様 を吸 収 しきれ な い。

②SQL言 語 で の デ ー タベ ー ス検 索操 作 能 力 で は,初 期化 プ ログ ラ ムの 自動 生 成 シス テ ム

の 構 築 が 困 難 で あ る。

③ プ ロ トタ イ プの 構 築 に お いてMS-DOS上 の 方 が 有利 で あ る。

ご ⊂)

図15-1シ ス テ ムの 構 成

15.5デ ータベー スの構造

デ ー タベ ー ス の 構 造 は,図15-2に 示 す よ うに木 構 造 に な って い る。 デ ー タは,ノ ー ドに

よ り分 類 され リー フ に格 納 され て い る。 図15-2は,ル ー トか らの ノ ー ド分 岐 の み を 示 した

もの で あ る。

プ ログ ラ マ ブル 周 辺 デバ イ スの 仕様 記 述 は,一 般 的 に3っ の 部 分 に分 類 可 能 で あ る。

① 論 理 的 情 報 ノ ー ド

初 期 化 に関 す る情 報 等 の プ ログ ラマ ブ ル周 辺 デ バ イ スを論 理 的側 面 で 捉 え た ときの 情 報 。

② 物 理 的情 報 ノ ー ド
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電気的特性等の物理的側面で プ ログラマブル周辺 デバイスを捉えた ときの情報。

③ 解説情報

プ ログラマブル周辺 デバイス固有 の専門用語,概 念等に関す る情報。

＼
＼

図15-2デ ー タベ ー ス の構 造

15.6実 用化のための課題及び解決する方向性

15.6.1プ ログ ラ マ ブ ル周 辺 デ バ イ スの 現 状 の 問 題 点 に 関す る解 決方 針

(1)プ ロ グラ マ ブル 周 辺 デ バ イ スの デ ー タベ ー ス化 に伴 う基 本 的 な 問 題 点

・プ ロ グ ラマ ブ ル周 辺 デ バ イ ス ご との 仕 様 記述 の うち ,共 通 化,統 一 化 で きる記 述形 式

部 分 と排他 的記 述 形 式 部 分 と を明 確 に分 類 す る。

・マ ニ ュ アル ご とに異 な る専 門 用 語 及 び概 念 の 統一

・プ ログ ラマ ブ ル周 辺 デバ イ ス の マ ニ ュア ル に記 述 されて い る仕 様 が 不 完全 な場 合 や ,

一度 利 用 しな い と理 解 で き な い よ うな記 述 に な って い る場 合 は ,使 用 実績 を 本 シス テ

ム に取 り込 む 方 法 を 開発 しな け れ ば な らな い。

・解 説情 報 デ ー タベ ー ス を 構 築 す る場 合 ,デ ー タベ ー ス作 成 者 の 理 解 度,表 現 方 法 に デ

ー タベ ー スの 内容 が 依存 して しま う。

(2)多 目的 に利用 可 能 な プ ロ グ ラ マ ブ ル周 辺 デバ イ スの 仕 様 にっ いて

本 デ ー タベ ー ス シス テ ムの 精 度 を上 げ る に は,エ キ スパ ー トシス テ ム と して の 開 発 姿

勢 が 必要 で あ る。 例 え ば,ユ ー ザ の要 求 入 力 に よ り,自 動 的 に実 現 可能 な プ ログ ラマ ブ

ル 周 辺 デバ イ ス名 を シス テ ム が返 答 す る。 これ らの機 能 は,本 シス テ ムに お いて 一 部 実

現 され て い る。 しか し,上 記 の 例 に お いて シス テ ムが返 答 す るプ ロ グ ラマ ブ ル周 辺 デバ

イ ス と して,多 目的 に利 用 可 能 なプ ロ グ ラマ ブ ル周 辺 デ バ イ スの 検 索 は困 難 で あ る。 こ

の 問 題 は,本 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム に新 た な機 能 を 追 加 して 対 応 しな けれ ば な らな い。
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15.6.2新 た な プ ロ グ ラ マ ブ ル周 辺 デバ イ スの 仕様 を取 り込 む うえ で の 問 題 点 に 関 す る解 決 方 針

(1)プ ロ グ ラマ ブ ル周 辺 デ バ イ ス ごとの 仕様 記 述 の うち,共 通 化,統 一 化 で き る記 述 形 式

部 分 と排 他 的 記 述 形 式 部 分 に つ いて

プ ロ トタ イ プ を作 成 す る に 当 た り,論 理 的情 報 の共 通 化 可 能 な部 分 は,モ ー ドワー ド

及 び コ マ ン ドワー ドで あ った。 排 他 的 記述 形 式 部 分 は,初 期 設 定 手 順 で あ っ た。 排 他 的

記 述 形 式 部 分 は,コ ー デ ィ ン グフ ロー リー フ及 び 設定 フ ロー リー フ をデ ー タベ ー ス の構

造 に取 り入 れ る こ とに よ りデ ー タベ ー ス化 が可 能 とな った。

(2)デ ー タベ ー ス 化 の 作 業 環 境 の提 供 につ いて

昨 年 度 は,既 存 の デ ー タベ ー ス シス テ ムUNIFYを 用 い る こ とで デ ー タ ベ ー ス化 の

作 業 環 境 が 提 供 され た 。 本 年 度 の デ ー タベ ー ス シ ス テ ムで は,プ ロ グラ ム言 語 に よ りデ

ー タベ ー ス化 を 行 った た め ,作 業環 境 が 提 供 され て いな い。 これ は,シ ス テ ム を 構 築 す

るに 当 た りオ ー バ ーヘ ッ ドの 大 きな要 因 とな る。 また,デ ー タベ ース の 内容 修 正 及 び新

た な プ ロ グラ マ ブル 周 辺 デ バ イ スの 登録 を困 難 に した。 この 問 題 の解 決 方 針 と して は,

プ ロ グ ラマ ブ ル 周 辺 デバ イ スの 初 期化 プ ログ ラ ム 自動 生 成 システ ムに新 た な 機 能 と して

デ ー タベ ー ス編 集 機 能 を追 加 す る。

15.7デ ータベ ースの利用

昨 年 度 の デ ー タベ ー ス シス テ ムで は,SQL言 語 を用 いて デ ー タベ ー スを 検 索 した。 プ ロ

グ ラ マ ブル 周 辺 デ バ イ ス の初 期 化 プ ログ ラ ム 自動生 成 シス テ ム に本 年 度 作 成 の デ ー タ ベ ー ス

を 利 用 す る。 本 年 度 の デ ー タベ ー ス シス テ ムで は,検 索 処理 をC言 語 で,ユ ー ザ イ ン タ フ ェ

ー ス をMS-WINDOWSで 構 築 した。 した が って ,検 索 機 能 が 向上 した。 ま た,設 定 フ

ロー及 び コー デ ィ ン グ フ ロ ーの デ ー タベ ー ス化 によ り シス テ ムの 自動 化環 境 を 実 現 した 。

モ ー ドワー ドリー フ及 び コマ ン ドワー ドリー フは,設 定 フ ロー リー フ に よ り設 問 順 序 が 設

定 さ れ る。 設 定 さ れ たユ ーザ の 要 求 は,コ ー デ ィン グ フ ロー リー フに よ り初 期 化 プ ロ グ ラ ム

に変 換 され る。

本 年 度 で追 加 され た解 説 情 報 ノ ー ドは,未 経 験 の プ ロ グ ラマ ブル 周 辺 デ バ イ ス を 利 用 す る

場 合 や,本 シス テ ム の 利 用 者 の 知 識 が 不足 して い る場 合 等 に利 用 され る。

一147一





16イ オ ンクロマ トグラフィー ・デ ータベ ー ス の 構 築

株式会社 科学新聞社





16.イ オ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィ ー ・デ ー タ ベ ー ス の 構 築

16.1概 要

イオ ン クロマ トグ ラ フ ィー は,水 溶 液 中の 無 機 陰 イ オ ン,無 機 陽 イオ ン及 び有 機 陰 イオ ン

な どを 低 交 換 容 量 の イオ ン交 換 体 で 分 離 して 検 出す る 分析 方 法 で1972年 に ス モ ー ル(H.Small)

らに よ って 開 発 され た もの で あ る。

そ の 後,こ の 分析 法 の 簡 易 性,迅 速性 及 び 検 出感 度 の 高 い こ とな どの 理 由か ら,飛 躍 的 な

発 展 と普 及 を続 け て お り,わ が 国 にお け るそ の 分析 装 置 の 稼 働 台 数 は約3,000台,こ れ に た

ず さわ る分析 技 術者 は約3,500人 と推 定 され る。

この よ うな現 状 か ら,イ オ ン ク ロマ トグ ラ フ ィーの 標 準 化 に関 す る検 討 も行 わ れ て お り,

1988年 に はISO(国 際標 準 化 機 構)よ りそ の標 準 化(案)が 提 示 され て い るが,国 内 に お

いて もJIS(日 本 工 業 規 格)を 中心 に して 厚 生 省,農 林 水 産 省,環 境 庁 等 にお け る公 定 分

析 法 と して採 用 され っ っ あ る。 一 方,社 団法 人 日本 分 析 化 学 会 イ オ ンク ロマ トグ ラ フ ィー研

究 懇 談 会(委 員 長 武 藤 義 一)で は,"イ オ ン クロマ トグ ラ フ ィー デ 一 夕ブ ック"の 出版 を

企 画 し,現 在 その 執 筆 とデ ー タの 収 集 な どが 進 め られ て い る。

以 上 の よ うに,イ オ ンク ロ マ トグ ラ フ ィーの 進歩 と普 及 に よ るデ ー タ数 の増 加,デ ー タの

質 的 向 上 を 目的 と した標 準 化 な ど を背 景 に し,イ オ ン ク ロマ トグ ラ フ ィー研 究 懇 談会 の協 力

に よ って 収 集 と編 集 を 経 た 分 析 デ ー タを 基 礎 に し,よ り広 範 囲で 情 報 量 の多 い分 析 デ ー タベ

ー スの 構 築 を 企 画 した。

16.1.1目 的

イオ ンク ロマ トグ ラ フ ィー は,水 溶 液 中 の無 機 陰 イオ ン,無 機 陽 イ オ ン及 び有 機 陰 イ オ

ンな どを イオ ン交 換 体 を 用 い て 分 離 した の ち,種 々の 検 出器 で 連 続 的 に検 出 し,各 種 の イ

オ ンの 定 性 又 は定 量 分 析 を 行 う手 法 で あ り,多 数 の イオ ン種 を 同時 に分 析 で き る特 徴 が あ

る こ とか ら,そ の学 術 的 な 価 値 は非 常 に高 く,且 つ 実 用 的 な応 用 範 囲 は極 め て 広 い。 特 に,

地 下水,河 川水,飲 料 水,湖 沼水,海 水,雨 水 及 び雪 な どの 中 に含 まれ て い る各 種 イオ ン

の分 析 に は 不可 欠 な方 法 に な って い る。

した が って今 後 イ オ ン ク ロマ トグラ フ ィー によ り得 られ る分 析 デ ー タは,膨 大 な 数 に 達

す る こ とが予 想 され る こ とか ら,こ れ らの 分 析 デ ー タの標 準 化 対 策 は 急 務 と考 え られ る。
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この た め,イ オ ン ク ロマ トグ ラ フ ィーの 分 析 デ ー タの標 準 化 の一 環 と して,デ ー タ ベ ー

ス の構 築 を企 画 した。'

16.1.2実 施 体 制

「イ オ ン ク ロマ トグ ラ フ ィー ・デ ー タベ ー ス構 築 委 員 会 」 を設 置 し,表16-1の と お り

委 員 を 委 嘱 した 。

表16-1イ オ ン ク ロマ トグラ フ ィー ・デ ー タベ ー ス構 築委 員会 名簿

番号 氏 名 所 属 団 体 又 は 会 社 等 名 役 職 名

① 鈴 木 義 仁 山梨大学 工学部 教 授

2 武 藤 義 一 埼玉工業大学 学 長

3 本 間 春 雄 日本 アナ リス ト㈱分析技 術研 究所 所 長

4 及 川 紀久雄 新潟薬科大学 環境衛生学部 助 教 授

5 高 井 信 治 東京大学 生産技術研究所 助 教 授

6 鈴 木 啓 子 理化学研究所 分 析 技 師

7 金 子 忠 司 ㈱ベ ル システム研究所 社 長

8 加茂前 長 修 安部商事㈱ 部 長

9 松 下 駿 東 ソ ㈱ 課 長

10 徳 田 俊 夫 昭和電工㈱ 主 席 研 究 員

ll 後 藤 良 三 東亜電波工業㈱ 主 任

12 梶 原 久 雄 横河電機㈱ 課 長 代 理

13 高 田 芳 矩 ㈱ 日立 製作所 副 技 師 長

14 八 木 孝 夫 ㈱島津製作所 東京 分 析 センター課 長

※ 番号 の○印 は委員長

16.1.3実 施 内容

社 団 法 人 日本 分 析 化 学 会 イオ ンク ロマ トグ ラ フ ィー研 究 懇 談 会(委 員 長 武 藤 義 一)に,

イ オ ンク ロマ トグ ラ フ ィー ・デ ー タベ ー ス編 集 小委 員会 を 設 置 し,分 析 デ ー タの 収 録 及 び

編 集 を行 った。 ま た㈱ 科 学 新 聞 社 に設 置 した イ オ ンク ロ マ トグ ラ フ ィー ・デ ー タベ ー ス構

築 委 員 会 に ソ フ ト開 発 小 委 員 会 を 設 け て デ ー タベ ー ス及 び検 索 方 法 な どの ソ フ トウ ェアの
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開 発 を 行 った 。

実 施 企 業 株 式 会 社 科 学 新 聞 社

支 援 団 体 社 団 法 人 日本 分 析 化 学 会 イ オ ン ク ロマ トグ ラ フ ィー研 究 懇 談 会

(委 員 長 武 藤 義一)

イ オ ンク ロマ トグラ フ ィー ・デ ー タベ ー ス編 集 小 委 員 会

協 力 企業 協 業 組 合 東 京 ジ ェー ピー

株 式 会 社 ベ ル シス テ ム研 究 所

基 本 的 に は,純 水,標 準 溶 液,環 境 化 学,医 学,薬 学,生 化 学,農 芸 化 学,食 品 化 学,

工 業化 学,電 子 工 業,原 子 力 産 業,バ イ オ テ ク ノ ロ ジー及 び新 素 材 な どの 分 析 デ ー タ450

種 類 を 目標 に収 録 し,そ の ク ロマ トグ ラ ム及 び分 析条 件(装 置,溶 離 液 と流 量,カ ラ ム と

カ ラム温 度,イ オ ンの濃 度 な ど)な ど の デ ー タベ ー ス を構 築 す る。

これ らの デ ー タ ベ ー ス は,パ ソ コ ン上 で 元 素周 期 律 表 に基 づ く元 素記 号,族,原 子 番号,

単 原 子 イオ ン,多 原 子 イ オ ンな どの 検 索 キ ー ワー ドを使 用 して の 検 索 の ほ か に,実 用性 の

あ る機 種 別(メ ー カ別 又 は原 理 別)な どか らの検 索 もで き る よ うに 検索 ソ フ トウ ェア も開

発 した。

16.2検 討(実 施)結 果

イ オ ンク ロマ トグ ラ フ ィ ーの デ ー タベ ー ス は,わ が 国 及 び 海 外 で も確 立 され た例 は な いが,

その 適 用 範 囲 は純水,標 準 溶 液 な どの 基 礎 化学 的 試 料 か ら,環 境 化 学,医 学,薬 学,生 化 学,

農 芸 化 学,食 品 化学,工 業 化学,電 子 工 業,原 子 力 産 業,バ イ オ テ クノ ロ ジー及 び新 素 材 な

どの 広 範 囲 の 試 料 に 適 用 で きそ れ らの 測定 が 可 能 で あ る。 した が っで デ ー タ ベ ー スの 構 築

に 当 た って は,次 の よ うな 特 長 を持 た せ て い る。

(1)基 礎 か ら応用 ま で の 広 い 分野 の 分 析 デ ー タを 収 録 して編 集 し,信 頼 性 が 高 く,且 つ 利 用

し易 い こ と。

② 収 録 す る分析 デ ー タは,各 メ ー カ に よ って 測 定 され た オ リジナ ル デ ー タを 対 象 に し,文

献 な どか らの 引用 は 行 わ な い こ と。

(3)分 析 デ ー タ は,イ オ ン ク ロマ トグ ラ フ ィー研 究懇 談 会 デ ー タ ベ ー ス編 集 小委 員 会 に お い

て 収録 編 集 及 び評 価 を行 って 選 定 す る。

(4)デ ー タベ ー ス は,ク ロ マ トグ ラ ム と分 析条 件 が 同時 にで き る こ と。

⑤ 分 析 デ ー タの 検 索 は元 素 周 期 律 表 を ベ ー ス に して,元 素 記 号,族,原 子 番 号,単 原 子 イ
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オ ンな どの検索 が可能であ ること。

16.2.1イ オ ンク ロ マ トグ ラ フ ィー ・デ ー タ ベ ー ス構 築

(1)イ オ ン クロ マ トグ ラ フ ィーの デ ー タベ ー ス は,イ オ ン ク ロマ トグラ フ ィーを 利 用 して

い る分 析 技 術 者 に分 析 法 と分 析 条 件 の選 択,ピ ー クの 同定 及 び ク ロマ トグ ラ ムの 比 較 な

ど支 援 の た めの 辞 書 機 能 を持 た せ る。

(2)デ ー タベ ー ス は,標 準 化 され た 分 析 化学 的 情 報 で あ る こ とか ら,こ れ を 利用 す る こ と

に よ り分 析技 術 者 の 技 術 水準 の 向 上 が 期 待 され る。

(3)デ ー タベ ー ス は,大 学,専 門 学 校 な ど各 種 教 育 機 関 にお け る分 析 化 学 的 教 材 と して 広

い範 囲 を考 え て い る。

(4)デ ー タ ベ ー ス は,他 の分 野 の 分 析技 術 者 に と って も利 用 し易 くな る こ とか ら,分 析 化

学 全般 の学 術 的 向上 が 期 待 され て い る。

㈲ 各 ユ ー ザ は,こ れ まで は 自社 で 購 入 した 機 種 に関 す る情 報 は入 手 し易 い が,他 の機 種

に関 す る分 析 化 学 的 情 報 の 入 手 が 困 難 で あ った が,デ ー タベ ー ス の構 築 によ り,自 分 で

使用 しな い機 種 の 資 料 の 入 手 が 可 能 とな る。

(6)構 築 内容

① 最終 的 な構 築 内容 と して は,イ オ ン ク ロマ トグ ラ フ ィー300～500デ ー タの収 録 を

目標 にあ げ た が,デ ー タ グ ラ フの 鮮 明 性 を 必 要 とす るた め プ ロ グ ラ ムの 変 更 等 に よ り

デ ー タ入 力 の 時 間 が なか っ た こ とな どか ら,と り敢 え ず 今 年 度 は100デ ー タを 収 録 し

た。

検 索項 目 と して は

純水,標 準 溶 液,環 境 化 学,医 学,薬 学,生 化 学,農 芸 化 学,食 品 化学,工 業 化

学,電 子 工 業,原 子 力 産 業,バ イオ テ クノ ロ ジー,新 素 材,そ の 他

② イ オ ン クロ マ トグラ フ ィー の基 礎 ・原 理 を簡 潔 に説 明 し記 載 した。

③ イオ ン ク ロマ トグ ラフ ィー の 関連 デ ー タを収 録 した。

④ デ ー タに ク ロ マ トグ ラ フ ィー条 件 ・前 処 理 ・カ ラ ム名 ・試 料 説 明 等 を記 載 した。

⑤ 検 索 法 の 簡 易 化,多 様 化 に務 め た。

等 を基 本 構 成 とす るデ ー タベ ー ス シス テ ム を構 築 した。

(7)デ ー タベ ー ス の 機 能

デ ー タベ ー スの 機 能 と して の ク ロマ トグ ラ ムを 引 き出 す まで の 例 を 次 に示 す。
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〔操 作 法 〕

デ ー タベ ー ス シ ステ ム を起 動 させ る と,最 初 に次 の 様 な画面 とな る。

① 項 目 メニ ュー

1

2

3

4

5
6

7

8

0

0

0

0

0
0

0

0

分野
陽 イオ ン
陰 イオ ン
有機 ・バイオのイオ ン
元 素(ア イウエオ順)
元 素(周 期律)
測定 条件
特定機器 メーカ

上 の 項 目 メ ニ ュー をみ て,検 索 す る イ オ ンや 試 料 よ り,選 択 肢 を 選 ぶ 。

例 え ば,4:0を 選 択 す る と次 の 画面 とな る。

② 有 機 ・バ イ オ の イ オ ン

1
2

3

4

5

6

7

8

脂 肪 族 カ ル ボ ン酸(モ ノカ ル ボ ン酸)
脂 肪 族 カ ル ボ ン酸(ジ カ ル ボ ン酸)

芳 香 族 カ ル ボ ン酸
ア ミン

ア ル コー ル

ア ミノ酸

糖

そ の他

こ こで,6:の ア ミノ酸 を選択 す る と次 の 画 面 とな る。

③ ア ミノ酸

-

O
乙

O
d

4

略
× ×

99:

ン

ン

ン

ニ

シ

ニ
ン
オ

リ

ラ
リ

レ

グ

ア

セ
ト

てべすの酸
物
ノ

合

ミ
混

ア

上 の 画 面 を 見 なが ら,ア ミノ酸 混合 物 を検 索 す る と仮 定 す る と

× ×:を キ ー で 入力 す る と,ク ロマ トグラ ムの 集 録 されて い る数 と順 次 ク ロ マ トグ ラ

ムが 表 示 され る。
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④ リタ ー ンキ ーで 順 次 クロ マ トグ ラ ムを選 択 で きる。

こ こで,ク ロマ トグ ラ ム を確 定 し,プ リン トキ ー を押 す と図16-1の 様 な ク ロマ ト

グ ラムが 印 刷 され る。 図16-1は 最 終 的 に選択 さ れ,印 刷 され た ク ロマ トグ ラム で あ

る。

[01-100]生 態 ア ミノ酸 対 応 標 準 品 混 合 物 の 分 析

ell■

P

r

P

U
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H

T

-
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6
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Or
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7
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L

:

:tg
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BO
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E

N

H

O

L

L

H

3

0

C

禽

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

NH2

ys

his

his

〈設 定 条 件〉

装 置:L8500形 ア ミノ酸 分 析 計

カ ラ ム:#2622(6cm×4.6mmID)

溶 離 液:L8500形PFキ ッ ト

図 ア ミノ酸 混 合 物 の ク ロマ トグ ラ ム

図16-1印 刷 され る ク ロマ トグ ラム の例

この クロマ トグラ ム を測 定 した カ ラム や分 析 条 件,試 料 前 処 理 な どの 分 析 指 針 はf6

f7,キ ーで 選 定 し,読 み だ しと印 刷 が で き る。
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16.2.2イ オ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィー ・デ ー タ ベー ス構 築 の 問題

イ オ ン ク ロマ トグ ラ フ ィー に よ る デ ー タ は よ り多彩 に,ま た多 種 の デ ー タが測 定 さ れ る

の で,今 後 さ らに デ ー タの選 定 作業 を行 い,最 新 の デ ー タ ベ ー スの 機 能 を 果 た す必 要 が あ

る。 イ オ ン ク ロマ トグ ラ フ ィー の 普及 は,ま す ます広 範 な分 野 に拡 大 して ゆ くと予 想 され

る。 したが って,こ れ らの 分野 に 利用 され,普 及 を 側面 か ら促 進 され る もの と して,デ ー

タベ ー スの 担 う役 割 は重 大 で あ る。 デ ー タは 絶 えず 進歩 して い る と見 倣 され る もの で あ り,

デ ー タ ベ ー ス と して は信 頼 性 が 高 く,技 術 水 準 の 向上 に も役立 つ よ うな 学 術 的 な内 容 が 要

求 され る で あ ろ う。 今 回収 録 した デ ー タは,い ずれ もオ リジナ ル デ ー タで あ り,さ らに デ

ー タの 収 集 ,収 録 作 業 を継 続 で き る よ うな 配 慮 が望 まれ る。

16.3今 後 の課題

今 後,新 デ ー タの 追 加,新 分野 へ の拡 大 に伴 い,フ ロ ッ ピー デ ィス クの 増 設 や 光 デ ィス ク

の 対 応,読 取 り法 の デ ジタル 化 等 今 後 の 発展 に対 応 す る必 要 が あ る。
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17CD-ROMマ ル チメデ ィアデ ータ

フォーマットの 調 査

日本電子出版協会





17.CD-ROMマ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ フ ォ ー マ ッ トの 調 査

17.1背 景

「電子 出版」 と呼ばれ る情報流通形態が注 目されてい る。 従来の 出版が紙の上 に印刷 され

た文字 や図形 によ り情報の伝達 を行 うの に対 し,電 子 出版 ではCD-ROMを は じめ とす る

光デ ィス クやICカ ー ドなどあ媒体 にデ ジタル情報を記録 した ものを大量 に複製 し,流 通す

る。

従来の印刷 による出版で表現で きる情報が文字や図形 に限 られて いたの に対 して,電 子 出

版では音声 や動画な どの マルチメデ ィア情報を付加する ことによ りさ らに説得力のあ る情報

の伝達 を行 うことがで きるよ うになる。

また,印 刷 による情報の伝達が送 り手か ら受け手 に対す る一方 向であ った ものが,電 子 出

版の読 みだ し装置 にイ ンテ リジェンスを持たせ ることによ り利用 者の希望 に沿 った情 報を提

供す るイ ンタラクテ ィブ機能を実現す る ことがで きる。 これ によ り,特 に企業向け トレーニ

ングシステムや教育用 と して大 きな市場を期待する ことがで きる。

電子 出版が可能 となった技術的 な要因 と しては,マ イ クロプ ロセ ッサや メモ リなどに代表

され る半導体技術の飛躍的 な発展 と,情 報を供給 するための媒体 と しての光デ ィス クや半導

体 メモ リの発達があげ られ る。

例えばCD-ROMで は550メ ガバ イ トの容量 を有す るが,こ れは文庫本 に して約1,000

冊,大 型の辞書 に して も数十冊 もの情報を記録 する ことが可能 といわれてい る。 これ によ り

従来の紙 の出版物 に比較 し,保 管 スペ ースの大幅な節約,そ して貴 重な森林 資源の保護 の効

果が期待で きる。

しか しなが ら,視 覚 によ り情報を読み 出す ことので きる紙 によ る出版物 に対 し,電 子 出版

で は媒体 に記録 した情報を読み 出 して人間 に理解 ので きる形 に変換 す るための読 みだ し装 置

(こ こでは 「ビューア」 と呼ぶ)が 必要 にな る。

一般 にパ ー ソナル コ ンピュータが この ビ
ューアと して利用 され てい るが,こ れ らの ビュー

アの仕様が メーカごとに異な って いるたあに同一の電子 出版媒体 を さまざまな形式の ビュー

アで利用す る ことがで きな いのが現状 とな って いる。

このよ うに,利 用す るのに ビューアを必要 とす ること,ビ ューアに互換性 がないた めに利

用者 が限定 されて しま うことの2点 が電子出版の欠点であ るとと もに阻害要 因 ともな って い
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る。

上 記 の 問 題 の 解 決 手 段 と して は2っ の 方 法 が 考 え られ る。1つ は,電 子 出版 の ビュー アの

仕 様 を標 準 化 して 統 一 す る こ とで あ る。 しか し,す で に さ ま ざ ま な仕 様 の ビュ ー ア(パ ソ コ

ン,ワ ー クス テ ー シ ョ ン(WS)等)が 存 在 す る以 上,そ の実 現 は 困難 といえ よ う。 ま た,

例 え ハ ー ドウ ェア に関 して の 標準 化 に成 功 した と仮 定 して もハ ー ドウ ェア に 関す る進 歩 は非

常 に激 しい の で短 期 間 の うち に陳腐 化 して しま う可 能 性 も大 きい 。

も う1つ の方 法 は,電 子 出版 で 流 通 させ る情 報 を 何 らか の 方 法 で 標 準 化 す る こ とで あ る。

さ らに,情 報 の 標 準 化 規 約 を公 開 す る こ と に よ り,メ ー カや ビュ ー アの 仕 様 に よ らず に同

一 の媒 体 を 利 用 可 能 に な る。 例 え ば1枚 のCD-ROMを さ ま ざ ま な形 式 の パ ソ コ ンや ワー

ク ステ ー シ ョン,ワ ー プ ロ,そ して 専 用 の ポ ー タブ ル ビ ュー ア に よ り読 み 出 して 利 用 す る こ

とが 可能 に な る。 ま た,ハ ー ドウ ェアか ら情報 を切 り離 す こ と によ りハ ー ドウ ェア の進 歩 に

対 し独 立 で い る こ とが 可 能 にな る。

日本 電 子 出版 協 会 で は シス テ ム標 準 化 委 員 会 に ワ ーキ ング グ ル ープ を 設 けて 情 報 の 標 準 化

の 問 題 に対 す る解 決 策 を検 討 して い る。 本 ワー キ ン ググ ル ー プ で は,1988年 に電 子 出版 用 の

媒 体 と してCD-ROMに 注 目 し,CD-ROMの フ ァイ ル構 造 に 関す る規格ISO966

0の 調 査 を 行 った 。 さ らに,ISO9660の 日本語 対 応 方 式 を 検討 し,そ の結 果 を 「日本

語 対 応CD-ROM論 理 書 式 」 と して 業 界 に推 奨 案 と して 提 案 した。

1989年 度 は前 記 推 奨 案 に基 づ くCD-ROMテ ス トデ ィス クを作 成 し,電 子 出版 に関 す る

さ まざ ま な実 験 を行 った。 そ の結 果,電 子 出版 に お け る ア プ リケー シ ョン レベ ルの 標 準 化 の

重 要 性 を指 摘 した。

本 年 度 は,前 年 度 の 成 果 をふ まえ,今 後 の 電 子 出版 の 推 進 を 行 う うえ で の 材 料 とす る こ と　
を 目的 と して,現 状 の パ ッケ ー ジ系 の電 子 出版 に関 す る媒 体 や 情 報 の 標 準 化 に関 す る動 向 を

調 査 す る こ とに した。 内 容 と して は,特 に電 子 出版 の特 徴 で あ る マ ル チ メ デ ィア機 能 に注 目

して 「CD-ROMマ ル チ メ デ ィア デ ー タ フ ォー マ ッ トの調 査 」 を 行 った。

17.2調 査の概要

CD-ROM電 子 出版 及 び マ ル チ メ デ ィア 出版 の デ ー タ フ ォーマ ッ トに関 す る標 準 化 動 向

を 調 査 す るた め に 日本 電 子 出 版協 会 シス テ ム標 準 化 委 員会 に サ ブ ワー キ ン ググル ー プ と して

CD-ROMマ ル チ メデ ィア デ ー タ フ ォー マ ッ ト調 査 委 員 会 を 設 置 し,調 査 活 動 を行 った。
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調 査 の 方 法 と して は マ ル チ メ デ ィア に関 す る デー タ フ ォー マ ッ トと してISOやJISに

お いて 検 討 され て い る もの と事 実 上 の 業 界 標 準 にな りっ っ あ る規 格,も く しは思 想 的 に 各 種

の規 格 に大 き な影 響 を 与 え た考 え方 に関 して 重 要 と思 わ れ る項 目を ピ ック ア ップ し,そ れ ぞ

れ の 項 目 にっ い て専 門家 を招 いて 講 演 を 実 施 した 。 また,規 格 案 だ け で は な く実 際 の応 用 例

や アプ リケ ー シ ョンに 関 して も重 視 し,ケ ー ス ス タデ ィと して特 許 庁 の ペ ー パ ー レス計 画 を

取 り上 げ た 。

検 討 対 象 と して はパ ッケ ー ジ系 電 子 出版 に 関 係 す る と思 われ る マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タの フ

ォーマ ッ トに関 して 音 声 画 像 系 ・文 書(DTP:DeskTopPublishing)系 ・デ ー タ ベ ー ス 系

の3つ に 大 き く分 類 して それ ぞれ の 項 目に 関 して の講 演及 び調 査 を行 った。

調 査委 員 会 は毎 月6回 に わ た って 実施 し,各 回 ご とに2か ら3個 の 項 目に 関 して 講 演 及 び

デ ィス カ ッシ ョ ンに よ る調 査 を 実施 した。 さ らに講 演 の 内容 を収 録 し,講 演 後 に文 書 化 を行

って 検討 の 材 料 と した。

17.3マ ルチ メデ ィアデータフ ォマ ッ トの標 準化動 向

図17-1は マ ル チ メ デ ィアデ 一 夕フ ォマ ッ トの 概 要 を 示 す 構 成 図 で あ る。 こ こで は,マ ル

チ メデ ィア の デ ー タ フ ォ マ ッ トを応 用 層 にお け る規 約 と して 位 置 づ け て み た。

デ ー タ フ ォー マ ッ トと して は音 声 ・画 像 系,文 書 系,デ ー タベ ー ス系 の 分 野 で パ ッケ ー ジ

系 電子 出 版 に 関 連 す る項 目を対 象 と した。
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内容

応用 レベル

フ ァ イル ・

媒 体 レベ ル

デ ー タ DB 文書構造 画像 音 声 ・動画

デ ジタ ル

デ ー タ

WING

CDbase

BIBLES

(SQL)

ペ ー ジ

記 述 言 語

(SPDL)

TIFF

ODASGMLG3/G4

0DIFSDIF

光 デ ィス ク(MO,WORM)

HDD

FDD

通 信

DVI

DCT

(注)用 語 は表17-1を 参 照

図17-1マ ル チ メ デ ィ ア デ 一 夕 フ ォ マ ッ トの 概 要
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表17-1図17-1に 関す る用 語 の 説 明

WING

BIBLES

CDbase

SGML

ODA

ODIF

SPDL

SDIF

TIFF

DVI

DCT

CD-I

CD-ROM

MO

WORM

HDD

FDD

富 士 通 辞 書 フ ォ ー マ ッ,ト

口 外 ア ソ シ エ ー ツ 辞 書 フ ォ ー マ ッ ト

口 外 ア ソ シ エ ー ツ 辞 書 フ ォ ー マ ッ ト

(StandardGeneralizedMarkupLanguage)

(OfficeDocumentArchitecture)

(事 務 文 書 交 換 様 式:OfficeDocumentlnterchangeFormat)

(StandardPageDescriptionLanguage)

(StandardDocumentlnterchangeFormat)

(TagImageFileFormat)

(DigitalVideoInteractive)

(DiscreteCosineTransform)

(CompactDiscInteractive)

(CompactDiscReadOnlyMemory)

(光 磁 気:MagnetoOptical)

(追 記 型 メ モ リ)

(HardDiskDrive)

(FloPPyDiskDrive)

まず,デ ー タそ の もの を,ア プ リケ ー シ ョン レベ ル と媒 体(フ ァイル)レ ベ ル に分 け る。

媒 体 レベ ル は デ ー タを 記 録 す る媒 体 を 示す が,デ ジ タル デ ー タの場 合 は デー タが どの よ う

な媒 体 に記 録 され るか は本 質 的 な問 題 で は な い。利 用者 か ら見 れ ば デ ー タが ハ ー ドデ ィス ク

に 記 録 され て も光 デ ィス クに記 録 され て も同様 に扱 う こ とが で き る。 ただ し,動 画 や音 声 な

どの リア ル タイ ム デ ー タを扱 う場 合 は,時 間 当 た りの 情報 量 に 見 合 うだ け の情 報 転 送 速 度 が

必 要 とな る。

応 用 レベ ルで は,デ ー タの 内 容 を 表現 レベ ルで 人 間 に理 解 可 能 な もの とそ れ 以 外 の もの に

区別 した。 図 中一 番 左 に コ ン ピ ュ ー タのオ ブ ジ ェク トフ ァイ ル に代 表 され る一 般 に人 間 に と

って 理 解 が 困難 で あ るが コ ン ピュ ー タに とって 意味 の あ る デ ジタ ル デ ー タ とす る。 デ ジタ ル

デ ー タに 関 して は 媒 体 上 の フ ァイ ル構 造が 規 定 され て いれ ば読 み 出 す こ とは可 能 なの で こ こ

で は 検討 の対 象 と は しな い。
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人 間 に理 解 で きる デ ー タ と して は 文 書 デ ー タ ・画 像 デ ー タ ・音 声/動 画 デ ー タな ど が あ る。

さ らに,デ ー タ同士 の 関連 づ け の情 報 を デ ー タ と と もに有 す る デ ー タ形 式 を デ ー タ ベ ー ス

と呼 ぶ こ とにす る。

17.3.1音 声 ・画 像系

(1)CD-I

CD-1はCD-ROMの 応 用 例 の1っ と いえ るが,CD-ROMに 記 録 す る デ ー タ

形 式 及 びそ れ に利 用 す る ビ ュー アのハ ー ドウ ェア及 びOSを 含 あ た ソ フ トウ ェア全 て 規

定 す るこ とに よ り媒 体 の互 換 性 の確 保 を 狙 った シス テ ムで あ る。CD-1は フ ィ リ ップ

ス と ソニ ー に よ り提 案 され た シ ステ ムで あ るが,コ ンパ ク トデ ィス クや ビ ィデ オ デ ィス

ク とプ レーヤ の 関係 をCD-ROMで も実 現 しよ う と した と思 わ れ る。

しか しな が ら,既 存 の音 楽 ソ フ トや映 画 ソ フ トの 蓄 積 に利 用 して きたCDやLD(レ

ーザ ー デ ィス ク)と 違 いCD-1で は ゼ ロか らソ フ トウ ェアを 開 発 す る必 要 が あ る こ と。

表 示装 置 と して 家 庭用 テ レ ビを 前提 に して い る こ とか ら表 示 能 力 が 貧 弱で あ り,特 に

日本 語の 漢 字 の 表 示 能 力 に 限 界 が あ る こと な どが 指 摘 され て い る。

(2)XAフ ォー マ ッ ト

さ まざ まな 理 由 で 製 品 化 の 遅 れ て い るCD-1だ が,CD-ROMで 圧 縮 音 声 や 自然

画 な どの マル チ メデ ィア情 報 を イ ンタラ クテ ィブ に利 用 者 に提 供 す る とい う発 想 そ の も

の は優 れ た もの と いえ る。

そ こで,こ のCD-1の 特 徴 と もい え る圧 縮 音 声 や 自然 画 の フ ォ ーマ ッ トを既 存 の パ

ソコ ンで利 用 した い と い う要 求 が 高 ま って きたの に対 して ソニ ー ・フ ィ リ ップ ス ・マ イ

ク ロソ フ トによ り提 案 され た の がXAフ ォー マ ッ トで あ る。

XAフ ォーマ ッ トは システ ム に依 存 せず に さ ま ざ ま なパ ソ コ ンで 長 時 間 の音 声 を 利 用

す る こ とが 可 能 に な る。 音 声 は圧 縮 音声 に よ りCD-ROM1枚 に最 大16時 間以 上 の 音

声 を記 録 す る こ と も可 能 に な る。 また,画 面 サ イ ズ は制 限 され る もの の 動 画 を サ ポ ー ト

で きる。 ただ し,画 像 の 品 質 に 関 して は パ ソ コ ンの 能 力 に制 限 され る もの とな る。

ま た,画 像 デ ー タ も シス テ ム に よ り異 な る場 合 は1枚 のCD-ROMを 異 な るパ ソ コ

ンで利 用 す る こ とはで きな い。 そ の意 味 で 互換 性 に 関 して はCD-1よ り劣 る こ と に な

る。

CD-1規 格 及 びXA規 格 の両 者 はCD-ROM特 有 の 規 格 で あ りCD-ROMの 特

殊 な環 境(例 え ば モ ー ド2フ ォー マ ッ トやCDの サ ブ コ ー・一ーード)を 利 用 す るの で 媒 体 そ の
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もの に依存 した 規 格 とい え る。

(3)DVI

動 画 の 規 格 と して はDVI(DigitalVideoInteractive)が 挙 げ られ る。 も と もとR

CAで 開 発 され た技 術 で あ るが現 在 で は イ ンテ ル に移 り研 究 され て い る。 ビデ オ の 画 像

デ ー タを 約90分 の1に 圧縮 してCD-ROMの デ ー タ転 送 レー トで動 画 表 示 を 可 能 と し

て い る。 画 質 は 最 近 の ビデ オ 機 器 に比 較 す る と若 干 落 ち る が,ト レー ニ ン グ用 ・エ ン タ

ー テ イメ ン ト用 な ど にお け る展 望 が期 待 さ れて い る。 イ ンテ ル で はDVIに 対 応 した 表

示LSIを 発 表 した。

(4)DCT

画 像 デ ー タを 高 い レー トで 圧 縮 す る方 式 と してDCT(DiscreteCosineTransform)

が 注 目 され て い る。CCITTに よ るテ レ ビ電話 や静 止 画 符 号 化 方 式 で はDCT技 術 が

採 用 され た。 ま た,ISO/IECJTCl/SC2/WG8で 審 議 さ れ て い るデ ジ

タル 蓄 積 メデ ィア 用 映像 符 号 化 方 式 で もDCTが 有 力 視 され て い る。DCT用 のLSI

も数 社 か ら発 表 さ れ,開 発 環 境 も整 いつ っ あ る。

17.3.2文 書 系

シス テ ム に依 存 す る こ とな しに 文書 情 報 を交 換 す る こ とを 目 的 と して 文 書 構 造 ・文 書 の

記 述 言 語 ・フ ォ ン トな どの 標準 化 が 行 われ て い る。 国 際 標 準 化機 関で あ るISO/IEC

JTC1で はSC18に よ り事 務 文 書体 系(ODA:OfficeDocumentArchitecture)及 び

標準 一 般 化 マ ー ク付 け言 語(SGML:StandardGeneralizedMarkupLanguage)が す で

に完 成 され て い る。

(1)SGML

出版 物 と同 様 の高 品位 な文 書 を,著 者 ・編 集 者 ・印 刷 業 者 の 各 専 門 家 に よ る分 業 体 制

に よ り作 成 す る た め に は そ れ ぞれ に分 業 化 され た 作 業 内 容 を 結 合 す る た め に文 書 情 報 の

交 換 が 必 要 とな る。 そ こで,文 書 情 報 交 換 の た あ に文 書 記 述 言 語 と してSGMLと フ ォ

ン トの 規 格 が 定 め られ た 。SGMLの 標 準 化 作 業 はSCI8のWG8に よ り進 め られ た が,

WG8に お い て はSGMLを は じめ と してDSSSL(DocumentStyleSemanticsand

SpecificationLanguage),SPDL(StandardPageDescriptionLanguage),フ ォ ン ト

標 準 化 の 作 業 が 行 わ れ て い る。

SGMLは 当 初 は組 版 処 理 を 合 理 的 に行 う こと を 目的 に開 発 され たが,文 書 の デ ー タ

ベ ー ス を 記 述 す る た めの 言 語 規 格 と して 欧米 を 中心 に研 究 が 進 め られ て お り米 国 にお い
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て も米 国国 防 総 省(DOD)で 採 用 され,米 国 出版 協 会(AAP),EC出 版局 な どで

も利 用 が 開始 され て い る。

日本 に お いて は特 許 庁 で も特 許 明 細 書 をCD-ROMで 出 版 す る こ とを 計 画 して い る

が,SGMLを 採 用 す る方 向 で 検 討 を進 めて い る。 特許 庁 の ペ ーパ ー レス計 画 につ い て

はCD-ROM電 子 出 版 の有 望 な ア プ リケ ー シ ョ ンの1っ で あ り,他 の 分 野 に対 す る波

及 効 果 も大 き い と思 わ れ る。

(2)ODA

ODAはOSIに お け る文 書 交 換 を 目的 と して 検討 され た。ISO8613と して制

定 さ れ て お り現 在 日本 で もJIS410Xと してJIS化 作 業 が 進 め られ て い る。 文書

を記 述 す る意 味で はSGMLと 重 複 す る点 が あ り,ODA/SGMLの オ ーバ ー ラ ップ

や 変 換 な ど の 問題 を 明 確 に す る た め,SC18/EG1で はTOS(TextandOffice

System)モ デ ルの 作 成 を 行 って い る。

ODAそ の もの はか な り大 きな 規 格 な の でINTAP(働 情 報 処 理 相 互 運 用 技 術協 会)

か ら実 装 規 約 書 が 発 表 さ れて い る。 特 徴 と して は以 下 の よ うな もの で あ る。

1)マ ル チ メデ ィア(文 字 ・図 形 ・画 像)の 情 報 を 提 供 す るデ ー タ を定 めて い る。

将 来 的 に は音 声 や動 画 を 取 り入 れ る こ とを検 討 して い る。

2)フ ァイル や 媒 体 に依 存 しな い。

3)オ ブ ジ ェ ク ト構 造 ア ー キ テ ク チ ャで あ る。

4)文 書 を 理 論 構 造 及 び割 り付 け 構 造 の 両 面 か らと らえ て い る。

5)SGMLは 一種 の言 語 で あ り,利 用 者 の定 義 が 異 な る と,利 用 者 同士 で デ ー タの 互

換 が とれ な い 可 能 性 が あ る。 そ れ に対 してODAは シス テ ム と して 完 結 して い る た め

に互 換 性 が と りや す い。

現 在 で はODA拡 張 が 検 討 さ れ て お り,音 声 ・動画 の 対 応 や,外 界 との 相 互 作 用 の あ

る開 シ ステ ム と して位 置づ け る こ とに よ り外 界 か らの起 動 及 び外 界 に対 して の 起 動 要 求

の よ うな機 能 の 追 加 も考 え られ て い る。

③ ペ ー ジ記 述 言 語

SGMLやODAで 記 述 され た 文 書 情 報 を 印 刷 機 な ど の 表 示 装 置 に送 る た めの イ ン タ

フ ェー スでPDL(PagedescriptionLanguage)と 呼 ば れ る こ と もあ る。 ペ ー ジプ リ ン

タ に対 して 印字 位 置 ・フ ォ ン ト ・大 き さ ・文 字 を指 定 す る一 種 の プ ロ グ ラム とい え る。

ペ ー ジ記 述 言 語 と して 現 在 長 も有 名 な の が ポス トス ク リプ トで あ るが,現 在ISOに

お い て もSPDLの 規格 化 が す す め られ て い る。SPDLは ポ ス トス ク リプ トを 発 展 さ
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せ た もの に な る と思 われ る。 ペ ー ジ記述 言 語 と して は,ゼ ロ ッ クスか らlnterpressな ど

も発 表 され て い る。

出 版用 の 文 書 処 理 シス テ ム と して はペ ー ジ記 述 言語 とは 異 な るがTEXな ど もあ る。

17.3.3デ ー タベ ー ス系

デ ー タベ ー ス は複 数 の デ ー タ間 を関 連 づ け るた め の 情報 を有 す るデ ー タ形 式 と いえ る。

例 え ば,辞 書 の 場 合 は デ ー タの項 目 ご と に見 出 し語 を 用 意 し,見 出 し語 を ア ル フ ァベ ッ

ト順 や50音 順 な ど の特 定 の 法 則 で並 べ た テ ー ブル に よ り見 出 し語 を 管理 す る。

デ ー タベ ー ス系 と して は プ ライ ベ ー トな規 格 と して 富士 通 のWINGフ ォー マ ッ トや 口

外 ア ソシエ ー ツのCDbase/バ イ プ ル ズ フ ォ ーマ ッ トが存 在 す る。

デ ー タベ ース は情 報 の集 合 体 で あ り,ハ ー ドウ ェ アの よ うに技 術 の進 歩 に した が って 陳

腐 化 しな い もの で あ る。 した が って 電 子 出版 の 中 で も辞 書 を 含 め た デ ー タベ ー ス は極 め て

重 要 な位 置 を 占 め て い る とい え よ う。

現 在 の と こ ろ これ らの デ ー タベ ー ス フ ォ ーマ ッ トは プ ラ イベ ー トな もの で あ り ク ロー ズ

した シス テ ム と な って い るが,将 来 的 に はオ ープ ンア ー キ テ クチ ャで デ ー タの 提 供 者 及 び

利 用 者 が 自 由 に利 用 で き,な お且 つ文 書 構 造 や 画 像 ・音 声 ・動 画 を 取 り込 ん だ マ ル チ メ デ

ィア に対 応 可 能 な 汎 用 デ ー タベ ー ス フ ォー マ ッ トの 規 格 が 実 現 され る こ とが 重 要 と思 わ れ

る。 この よ うな デ ー タベ ー ス 構 造 の具 備 す べ き条 件 と して は以 下 の 項 目が挙 げ られ る。

・完 全 に公 開 され て い る こ と

・デ ー タベ ー ス を 読 み 出す ツ ールが 提 供 され る こ と

・デ ー タベ ー ス を 構 築 す るた め の ツー ルが 提 供 され る こ と

・汎 用 性/柔 軟 性 に富 む こ と(基 本 レベ ル は ご くコ ンパ ク トな もの と して,必 要 に応 じて

自由 に拡 張 可 能 な もの が 望 ま しい)

・マ ル チ メ デ ィア に対 応 して い る こ と

・ネ ッ トワー ク構 造 の フ ァイ ル シス テ ム に も対 応 可 能 な こ と

今 後,上 記 の デ ー タベ ー ス構 造 を検 討 す る こ とが 望 まれ る。 さ らに,各 種 の デ ー タベ ー

ス や辞 書 フ ォー マ ッ トを 検 索 す るた め の標 準 的 な ア プ リケ ー シ ョ ンイ ンタ フ ェー ス を 作 成

す る こ とに よ り誰 にで もさ ま ざ まなCD-ROMデ ー タベ ー スが 利 用 で き る よ うに す る こ

とがCD-ROM電 子 出版 普 及 の た め に重 要 と思 わ れ る。

一165一



17,4結 言

17.4.1ま とめ

(Dマ ルチメデ ィア システム用媒 体の検討

マルチメデ ィア対応の電子 出版 に関す る媒体の検討及 び標準化動 向の調査を行 った。

現 時点ではCD-ROMが 生 産性 ・信頼性 ・標準化 の点で最 も現実的 な媒体で あると

いえ る。将来 的にはICカ ー ドや光磁気 デ ィス クも有望で あ り,情 報の デ ジタル化 も情

報を媒体か ら独立 す る方 向に働 くと思われ る。

(2)光 デ ィスク標準 化の概 要

光 ディスクの実用化の経緯及 び標準化 の動 向を調査 した。 その 中で,光 デ ィス クにお

けるCD-ROMの 位置づけ,書 き換 え可能光デ ィス クの標準化動 向に関 しての現状を

明 らか に した。

(3)マ ルチメディアデータフォーマ ッ トに関す る標準化動向

全部で6回 の調査委員会を開催 し14の 項 目につ いて講演及びデ ィスカ ッシ ョンを実施

した。本調査委員会 によりマルチ メデ ィア データフォーマ ッ トの標 準化 動向の概 要を把

握 す ることがで きた。委員会の 内容を収録 ・文書化す ることによ り作成 した資料 は今後

の検討材料 とす る予定であ る。

17.4.2今 後 の課 題

今 回 の 調 査 に よ りCD-ROMな ど に よ る パ ッケ ー ジ系 の 電 子 出版 に関 連 す る標 準 化 の

動 向 の 概 要 を把 握 す る こ とが で き た。 今 後 は デ ー タ提 供 者 及 び利 用 者 が 自 由 に利 用 で き る

デ ー タベ ー ス構 造 の 検討,さ ら に さ ま ざ ま な デ ー タベ ー ス を利 用 す る こ と を可 能 にす るた

めの 標 準 ア プ リケー シ ョ ンイ ン タ フ ェー ス の構 築 な どが重 要 と思 われ る。

電 子 出版 普 及 の た め に は,出 版 社 を は じめ と して ハ ー ドウ ェア ・ソフ トウ ェア関 連 企 業

の協 力 が不 可 欠 で あ る。 今 後,各 社 の 協 力 の うえ で 電 子 出 版 に よ り情 報 の 蓄積 ・流 通 ・利

用 の 効 率 化 を図 る こ とに よ り,日 本 の み な らず 国 際 的 な コ ミュニ ケー シ ョンの 円 滑化 に貢

献 す る こ とが望 まれ る。
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18.デ ー タ ベ ー ス構 築 の た め の タ ー ミ ノ ロ ジー の調 査 研 究

18.1調 査研究の背景 と目的

専門分野におけ るター ミノロジー(専 門用語)は 個 々の知識 個 々の概念に対 し与え られ

て いる ものであ る。 ある専門分野 の知識 ・概念 を明確な もの と して把握す るためには,そ の

分野の ター ミノロ ジー体系(専 門用語体系)が まず最初 に確立 されて いる必要があ り,専 門

分野 の知識 ・概念 は この体 系が確立 され ることによ って は じめて的確 に表現 され得 る。 日本

では,幕 末 ・明治初期 以来,西 欧の科学技術知識を導 入す るために,タ ー ミノロジー体系の

確立に対 し,各 分野 ・各領域 にお いて多 くの努力が払 われて きた。

しか し,各 専 門分野 はその専門用語の整理統一 に当た って は原則 と して互いに独立 して お

り,し たが って,同 一 の概念 に同一の専門用語が採用 されて いるとは限 らず,異 な った用語

が与 え られて いるこ とがあ り得 る。各専門分野 が互 いに独立 して活動 して いる間 は問題 は起

こ らないが,今 日の よ うに専 門分野の多様化 ・細分化が急速 に進 み,同 時 に学際的 な活 動が

盛んにな って くる と,不 都合が生 じる。

例えば,コ ンピュー タ技術の発展によ って大容量デー タの処理が可能 にな った現在 で は,

データベー スを構 築す る場合,1つ の分野だ けでな く,少 な くと も近接,場 合によ って は将

来 の発展を見越 して,広 い分野 まで も対象 とす るようになって きて いる。 この とき,1っ の

概 念に複数の専門用語が対応 す るなど,専 門用語の整理統一が不十分であれば,デ ータの 蓄

積 に困難が生 じるだ けでな く,利 用に際 して も多 くの問題が生 じる。

しか も諸外 国 との対応 を も考慮す るとなると,処 理 はますます複雑 にな って くる。

近年,日 本の科学技 術情報 に対す る関心が国際的に高 まってい る ものの,言 語上 の障壁 も

あ り,情 報の円滑な伝達が十分 に行われていないのが現状であ る。海外か らの要望に応え る

ためには,ま ず 日本の 中で専 門用語の整理統一が行われて いる必要があ る。

しか しなが ら,用 語 の研 究は,各 学会,各 産業界 ご とに行われ ている ものの,全 体 と して

の状況は把握 されて いない。 この調査研究の 目的は,各 専 門分野 ごとに行われて いる用語 活

動 にっいて,専 門用語 研究会の協力を得て,学 際的な立場 で しか も広範囲 に調査 を行 うこと

によ り,わ が国の用 語活動の概要 を把握 することにあ る。 さ らに国際 ター ミノロジーネ ッ ト

ワー ク(TermNet)や アメ リカ翻訳者協会の協力を得て海外調査を実施 し,国 際的な動向を知

ることも目的の1つ として いる。
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1&2実 施体制及び実施内容

18.2.1実 施 体制

本調 査研 究 に当 た って は,専 門 用 語 研 究 会(会 長:大 塚 明 郎)の 協 力 を 得 て,学 識 者

と専 門 家 で構 成 す る ター ミノ ロ ジー調 査 委 員 会 及 び ター ミノ ロ ジー調 査 ワ ーキ ング グ ル ー

プを 設 置 し作 業 を推 進 した。 調 査 委 員 会 で は 全体 の方 針 及 び 計 画 の 調 整 を 行 い,ワ ー キ ン

グ グル ー プで 調 査 研 究 の 実施 や 結 果 の 分 析 な どを行 った。

海外 調査 にっ い て は,TermNetを 中心 に,各 国 の機 関 の 協 力 を得 て 調 査 を実 施 した。

主 な協 力 機 関 は ア メ リカ(ア メ リカ翻 訳 者 協会),西 ドイ ツ(西 ドイ ツ ・ ドキ ュ メ ンテ

ー シ ョン協 会)
,フ ラ ンス(タ ー ミノ ロ ジー新 語 ・造 語 セ ンタ ー),オ ラ ンダ語 圏(オ ラ

ンダ ター ミノ ロ ジー協 会),ス ペ イ ン語 ・ポ ル トガ ル語 圏(ラ テ ンア メ リカ ・タ ー ミノ ロ

ジー ・ネ ッ ト)で あ る。

18.2.2実 施 内容

(1)国 内調 査

約2,200の 学 協 会 と工 業 団 体 に対 す るア ンケ ー ト調 査 を 実 施 した 。 ま た デ ー タベ ー ス

(JapanMARC)の 検 索 に よ り,ア ンケー ト調 査 の 補 完 を 図 っ た。 さ らに,有 識 者 の 意 見

を求 め るため ヒア リ ングを 実 施 した。

(2)海 外調 査

国 際 ター ミノ ロ ジー ・ネ ッ トワ ー クの協 力 を得 て,ア メ リカ,フ ラ ンス,西 ドイ ツ,

オ ラ ンダ語 圏,ス ペ イ ン語 ・ポル トガ ル語 圏 を 中心 に用 語 活 動 に関 す る調 査 を 実 施 した。

(3)タ ー ミノロ ジー書 誌 デ ー タベ ー スの 作成

ア ンケ ー ト回 答結 果 及 び デ ー タベ ー スの 検索 に よ って 得 た 資 料 に基 づ き,専 門 用 語 に

関 す る辞 書 ・辞 典 類 の書 誌 デ ー タベ ー スを 作成 した。

(4)タ ー ミノ ロ ジー学 辞 典 の 作 成

国 際標 準 化機 構(ISO)が 発 行 して い る規 格 類 を 中 心 に,タ ー ミノ ロ ジー学 に関 連

す る用語 を ひろ い 出 し,日 本 語 訳 を付 け て辞 典 を作 成 した 。
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18.3実 施結果

18.3.1ア ンケ ー ト調 査

各 機 関 で どの よ うな用 語 集 を 作 成 し,発 行 して きた か。 さ らに 作成 の た め に どの よ うな

組 織 を設 け,予 算 ・人 員 は ど うで あ った か,そ して 完成 後 の維 持 は どの よ うに行 わ れ て い

るか,と い った 諸 点 にっ いて は誰 もが知 りた い と ころ で あ り,こ れ らを調 査 項 目 と して 提

起 した。 併 せ て,作 成 した 用 語 集 の デ ー タベ ー ス化 へ の意 欲,欲 しい用 語 集 の デ ー タベ ー

ス,推 薦 す る用 語 集,な どに っ いて の意 見 も求 め た。

調 査 対 象 と して,団 体 名 簿 や 学協 会 リス トか ら,学 協 会 ・政 府 関係 法 人 ・研 究 教 育 機 関

等2,234団 体 を 選 び ア ンケー ト用紙 を発 送 した。574団 体(回 答 率25.7%)か ら回 答 が 寄

せ られ た。 同 種 の 調 査 と して は,過 去,文 部 省 が 昭和55年 に実 施 した調 査(約1,000団 体

へ の ア ンケ ー ト調 査) ,厚 生 省 が 昭和63年 に実施 した調 査(約130団 体 へ の ア ンケ ー ト調

査)が あ るが,今 回 の 調 査 は よ り大規 模 で 広 範 囲 に わ た って い る。

ま た,工 業 団 体 を 対 象 と した 調 査 と して は初 め て の もの で あ る。

回答 機 関 の 内 訳 は表18-1の とお りで あ る。学 協 会 が 圧 倒 的 に多 く,研 究 機 関 ・産 業 団

体 が それ に次 い で い る。 発 送 先 の分 野 別 の 分 布 に よ る もの と思 わ れ るが,関 心 の 薄 い機 関

の 回答 は少 な い もの とす る と,専 門用 語 活 動 の分 布 も この 辺 りに あ る とみ る こ とが で き る。

各 機 関 が1っ の コ ミュニ テ ィ とい う性 格 を 持 って い る とす る と,そ の 中で 使 用 され る用

語 が 重 要 な 役 割 を 果 た して い る こ とが 首 肯 で き る。 集 計 が 全 数 を越 えて い るの は,複 数 回

答 に よ って い るた めで あ る。

表18-1回 答 機 関 の 内訳(回 答 数574)

機 関 の 性 格 回 答 数(%)

学 協 会 341(59.4)

研 究 機 関 49(8.5)

産 業 団 体 46(8.0)

任 意 団 体 46(8.0)

政 府 関 係 法 人 28(4.9)

教 育 機 関 12(2.1)
大 学 11(1.9)

会 社 2(0.3)
そ の 他 51(8.9)
無 記 入 4(0.7)
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表18-2は,回 答機 関 を専 門 領 域 別 に整 理 した もの で あ る。 医学 関係 が 約1/4を 占め,

工 学,農 学,人 文 科学,理 学 が これ に続 いて い る。

表18-2回 答機 関 の専 門領 域

専 門 領 域 回 答 数(%)

医 学 135(23.5)

工 学 107(18.6)

人 文 科 学 87(15.2)

農 学 87(15.2)

理 学 69(12.0)

産 業 51(8.9)

社 会 28(4.9)

経 済 23(4.0)

薬 学 15(2.6)

そ の 他 103(17.9)

無 記 入 3(0.5)

各 機 関 での 用 語 活 動 の状 況 は表18-3に 示 す とお りで あ るが,大 半 は 活動 が 行 われ て い

な い よ うで あ る。 しか し回 答 機 関 の 約1/4(123機 関)は 用 語 委 員 会 な どを 設 け て お り,

これ に グル ー プ や個 人 に よ る活 動,ま た 活 動 を 予定 して い る機 関 も含 め る と250機 関 を越

え る。

表18-3各 機 関の 用 語 活 動

特 に活動 していない。

委員会 ・分科会な どの組織を設けている。

個人的な努力 によ って いる。

特 に組織を設けていないが,用 語活動 に熱

心 なグループがあ る。

活動をは じめる予定で ある。

他 に委託 してい る。

その他

無記入

296(51.6)

123(21.4)

57(9.9)

39(6.8)

17(3.0)

1(0.2)

60(10.5)

9(1.6)
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委 員会 を設 置 して いる機関 を領域別にみ ると,医 学,工 学,農 学の分野で突 出 して い る

ことが分か る(表18-4)。 医学で は学会 を中心 と した活動が盛 んであることが察知 され,

また工学 では 日本規格協会 によ る標準化活動が大 きな影響を与えているよ うで あ る。 農学

にっ いては,各 学会 の事務局 が農林水産省の各研究所 ・試験場 に置かれて いる ことか ら,

体系的な活動が行 われてい るもの と考え られ る。

表18-4領 域別 の 用 語 委 員会 設 置 数(123機 関)

領 域 回 答 数(%)

医 学 41(33.3)

工 学 29(23.6)
農 学 25(20.3)

理 学 14(11.4)
人 文 科 学 10(8.1)

産 業 9(7.3)

薬 学 2(1.6)

経 済 0(0.0)

社 会 0(0.0)

そ の 他 16(13.0)

用 語 活 動 の 結 果155機 関 で用 語 集 を 発行 又 は予 定 して お り,そ の 収 容語 数 を単 純 に総 計

す る と77万 語 を 越 え る。 これ らの用 語 集 の 作成 に 当 た って は,約 半 数 の機 関が1な い し3

年 間 を要 して お り,ま た 約20%が6年 間以 上 を要 して い る。 作 成 の た め に要 した 専 従 人 員

は,「 な し」 と 回 答 した 機 関 が 約半 数(66)で あ り,ま た作 成 費 用 につ い て も500万 円以

下 が 同様 に約 半 数(70)で あ る こ とか ら,こ の作 成 費用 の 中 に は人 件 費 は含 まれ て い な い

もの と思 われ,個 々人 の 熱 心 な活 動 に よ って 用語 活 動 が 支 え られ て い る実 状 が 推 測 され る。

発 行済 み の用 語 集 の うち約 半 数(68)は 定 期 ・不定 期 に せ よ改 訂 され て い るが,資 金,

組 織 上 の 問題 で 改 訂 され て い な い用 語集 も22件 を 数 え て い る。

専 門 用語 集 の デ ー タ ベ ー ス化 につ いて は,回 答 機 関 の18.3%(103)に その 意 欲 が み られ,

用 語 集 を 発 行 又 は予 定 して い る機 関(155)で み る と,こ の 割 合 は34.8%(54)に の ぼ る。 用

語 活 動 の 成 果 は,従 来,冊 子 体 の 形 で 提供 され て きた が,編 集 上 の便 宜 や利 用 の多 様 性 に

応 え る こ とを 考 え る と,編 集 作業 を電 子化 す る こ とが 最 も適 して お り,デ ー タ ベ ー ス 化 を

念 頭 に お いた 活 動 が,今 後 も増 加 す る もの と思わ れ る。

デ ー タベ ー ス化 に 当 た って の 関心 の 所 在 を 質問 したが,標 準 化 に対 す る要 望 が多 く寄 せ

られ た(表18-5)。 用 語 に対 す る標 準 化 に っ いて は,調 査 以 前 に は,標 準 化 は個 人 の 思

考 ・研 究 活 動 に支 障 が あ り,反 対 で あ る との 意見 も多 くみ られ て いた の で,こ れ は 予 想 外
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の 結 果 とい え よ う。

表18-5専 門 用 語 デ ー タ ベ ー スの 実 現 にっ いて

標 準 化 を進 めて 欲 しい。
フ ォー マ ッ ト,プ ロ グ ラ ムな ど環 境 を

整 備 して 欲 しい 。

資金 が 欲 しい。

用語 専 門機 関 に委 託 した い。

そ の他

無記 入

回答数(%)

120(20.9)
44(7.7)

36(6.3)
26(4.5)
71(12.4)

293(51.0)

18.3.2デ ー タベ ー ス調 査

JapanMARC(国 立 国 会 図 書 館 編)及 び 国語 年 鑑(国 立 国 語 研 究 所 編)に 収 録 され て い る

専 門用 語 集 を調 査 した。

JapanMARCに は,ジ シ ョ(辞 書),ジ テ ン(辞 典,事 典),ヨ ウ ゴ(用 語),ジ ュ ツ ゴ

(術 語),ゴ イ(語 彙)を タイ トル 中 に持 つ 図書 は5,783件 収 録 され て お り,そ の うち専

門 用語 と思 われ る もの は2,299件(39.8%)で あ った(表18-6)。 カ タカ ナ語 に よ る検

索 で あ る こ とか らこれ らの キ ー ワ ー ドの 同音 異 義 語 が 含 まれ て お り,ま さに デ ー タベ ー ス

に お け る専 門用 語 の 処 理 の 問 題 が で て きた わ けで あ るが,参 考 の た め そ れ らを 備 考欄 に示

した。

何 を専 門 用 語集 とす るか の 判 断 基準 が 必要 で あ るが,本 調 査 で は専 門 用 語 に 含 まれ る も

の と して,学 術 用語,技 術 用 語,科 学 用 語,工 業 用 語,企 業 用 語,業 界 用 語 を 取 り上 げ た 。

また,1っ の 概念 に1っ の用 語 を 与 え て い る とい う点 も考 慮 す べ き判 断 基 準 の1っ と し

た。

した が って,俗 語,仲 間 語,隠 語 に関 す る もの は除 外 した。

表18-6JapanMARCの 調 査結 果

タイ トル 件 数 専門用語 集の件数 備 考

ジテ ン
ヨ ウ ゴ
ゴイ

ジ シ ョ
ジュ ツ ゴ

4,444

1,093

133
62

51

1,558

703

0
0

51

自転(1)

養 護,擁 護,(138)

五 井(13)

地 所(1)
術 後,述 語(40)

合 計 5,783 2,299 193
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タ イ トル が 重 複 す る もの(ヨ ウ ゴ,ジ テ ン)及 び 改 訂 を考 慮 し,約25%が 同 一 の 図 書 と

推 測 す る と,約1,700件 の 専 門 用 語 集 がJapanMARCに は収 録 され て い る もの と思 わ れ る。

国 語 年 鑑(昭 和28年 か ら同62年)に 収 録 され て い る事 典,辞 典,辞 書 の総 数 は3,705件

で あ り,そ の う ち専 門用 語 集 は,1,138件(30.7%)で あ った。 学 協 会 に よ る もの は311

件(8.4%)で あ る。JapanMARCの 調 査 結 果 も勘 案 す る と,わ が 国 で発 行 され て い る辞 典 類

の 約30%は,専 門用 語 集 で あ る と推 定 で き る。

選 択 に 当 た って,除 外 した もの の 専 門 用語 集 と して 取 り上 げて もよ い か と思 わ れ る もの

に,「 木材 の事 典 」,「 木 の事 典 」,「 図説 中世 城 郭 事 典 」 な ど多 数 あ るが,こ れ らにつ

いて は,で き るか ぎ り現 物 に 当 た り調 査 の うえ採 否 を 決 め る予 定 で あ る。

18.3.3ヒ ア リング

専 門用 語 とデ ー タベ ー ス との 関係 で考 慮 す べ き問題 に つ い て,有 識 者 か らの 意 見 を 求 め

るた め,原 田勝(京 都 大 学 教 育 学 部 助 教 授),細 野 公 男(慶 応 義 塾 大 学 文 学 部 教 授)両 氏

の協 力 を得 て,ヒ ア リ ング を実 施 した。 ヒア リング に よ り指 摘 され た課 題 は以 下 の とお り

で あ る。

(1)タ ー ミノ ロ ジー全 般 につ いて

全 文 デ ー タベ ー スの よ うな一 次 情 報 デ ー タベ ー スが 注 目 され は じめて い るが,一 次情

報 を デ ー タベ ー ス化 しよ う と した と き に は,用 言吾の 整 理 が 行 わ れ て い るか 否 か が 問 題 と

な って くる。 学 術 用 語 に例 を とれ ば,も と もと外 国 の 翻 訳 とい う こ とで 行 わ れ て きた が,

特 に全 文 デ ー タベ ー スで 利 用 す る と な る と用 語 の 階 層 化 や類 縁 関 係 を 考 え て お か な け れ

ば な らな い。 その 場 合,用 語 が 表 す 概 念 に も着 目 しな けれ ば な ら な い。

用 語 の 概 念 に焦 点 を 合 わ せ て ゆ くと な る と,外 国 語 の 翻 訳 規 則 が 必 要 にな る。 ま た シ

ソー ラ ス につ いて いえ ば,各 学 術 分 野 の シ ソー ラ ス は各 学 会 で 作 る と して も,各 シ ソー

ラ ス間 の 調 整 を 行 うよ うな マ ク ロ シソ ー ラス(も し くは マ ク ロデ ィク シ ョナ リ)が 必 要

とされ る。 これ もター ミノ ロ ジーの 枠 組 み の1っ に な る。

(2)デ ー タベ ー ス と専 門 用 語

専 門 用 語 は,各 学 術 分 野 にお け る意 志 の疎 通,情 報 の 流 通 を 可 能 にす る こ とを 目的 と

して 使 用 され る各 分 野 に固 有 な 語 で あ る。 わが 国 の 専 門 用 語 は,漢 字 用 語 と カ タ カ ナ用

語 が 中心 で,字 種 の 混 在,カ タ カ ナ用 語 が多 い,と い う諸 特 徴 が あ る。 特 に カ タ カ ナ用

語 にっ いて は表 記 の 不 統 一 が しば しば み られ る。

デ ー タベ ー スの 作 成 ・利 用 に お い て,表 記 の ゆ れ は ア ク セ ス キ ー に悪 影 響 を与 え る し,
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シソー ラス 中 の非 デ ィ ス ク リプ タを 増 加 させ る原 因 と もな る。 この 問 題 は,漢 字 用 語 や

カタ カナ 用語 を 造語 す る際 の 依 るべ き規 則,体 制 が な い こ とに よ る もの で あ る。 ま た デ

ー タベ ー スの 検 索 な ど を考 慮 す る と,専 門 用 語 で あ る カ タ カナ 用語 の制 限 も し くは表 記

の統 一 が 望 まれ る。

18.3.4海 外調 査

TermNet(国 際 ター ミノ ロ ジー ・ネ ッ トワ ー ク)の 協 力 を得 て,ア メ リカ,フ ラ ンス,

西 ドイ ツ,オ ラ ンダ語 圏,ス ペ イ ン語 ・ポ ル トガル 語 圏 を 中 心 に調 査 を実 施 した 。

(1)ア メ リカ

まず,国 の 規 格 団 体,学 術研 究機 関,連 合 団体 を 通 じて,各 学 協 会,研 究 機 関,政 府

関係 機 関 な ど を対 象 に,用 語 活 動 の実 施 状 況 に つ い て 簡 単 に質 問 した 。 この質 問 に回 答

を寄 せ た機 関 に対 し,さ らに詳 細 な ア ン ケ ー ト調 査 を 実 施 した。 回 答 機 関 の 多 くは,あ

る専 門領 域 で 主導 的 役 割 を 果 た して い る機 関 で あ る。 得 られ た 回答 は コ ン ピュ ー タ を用

いて 処 理 を 行 った 。

その 結 果,ア メ リカ に本 部 を 置 く多 くの 国連 機 関 や 国 際 研 究所 で,大 規 模 な用 語 活 動

が行 わ れ て い る こ とが判 明 した 。 一方,10,000を 越 え る専 門 機 関 の 多 くは,50以 上 にの

ぼ る これ らの 国 際 団 体 あ る い は国 の 機 関 か ら用 語 サ ー ビスの 提 供 を 受 けて い る。 ま た翻

訳 団 体 や大 学 な どの 教 育 研 究 機 関 で も用 語 活 動 が 行 わ れ て い る。 教 育 研 究 機 関 で の 活 動

は,タ ー ミノ ロ ジ ーの 原 則 や 方 法 論 の 研 究,教 育 訓 練 に 重 点 が お かれ て い る。

② 西 ドイ ツ

国が 連 邦 制 を と って い るた め,信 頼 の お け る調 査 を 行 うの は困 難 で あ った が,ド イ ツ

ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン協 会 の 理 解 を 得 て,約50の 国 立 機 関 と連 絡 を と り引 き続 き調 査 を

行 う こ とに な って い る。 用 語 活 動 を行 う意 欲 の あ る機 関 は,お そ ら く5,000機 関 以 上 に

な る もの と見 込 まれ て い る。

現 在 まで の 調 査 で も,西 ドイ ツの ほ とん ど全 て の 政 府 専 門 機 関 で 用語 活 動 が行 わ れ て

お り,規 格 協 会 も熱 心 に用 語 活 動 を 行 って い る こ とが 判 明 して い る。 また 多 数 の 科 学 技

術 協 会 が 広 範 囲 に わ た る活 動 を 実 施 して お り,大 学,特 に翻 訳 ・通 訳 な どの 語 学 関 係 の

学 部 で は教 育 訓 練 及 び研 究 開発 に取 り組 ん で い る こ とな どが 分 か って い る。 産 業 面 で は,

ジー メ ンス社 な ど の コ ン ピュー タ メー カ や ソ フ トウ ェアハ ウ スな ど,非 常 に積 極 的 な 用

語 活動 を 行 って お り,翻 訳 会 社 や コ ンサ ル テ ィ ング会 社 で もさ ま ざ まな レベ ル で 専 門 用

語 の 作 成 に 取 り組 ん で い る。
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(3)フ ラ ンス

フ ラ ンス新 語 ・造 語 セ ンタ ーが,国 立 及 び民 間 の 研 究機 関 と協 力 して 企 業 を対 象 に 用

語 活 動 に関 す る調 査 を 実 施 した。 学 術 団 体 を対 象 と した 調 査 も実 施 が 計 画 され て い る。

フ ラ ンス 人 の ア ンケ ー ト調 査 に対 す る感 情 か ら,全 体 的 にあ ま り 回答 が 得 られ て いな

い。

少 数 の 回 答 で はあ るが,コ ン ピュー タ 関係,自 動 車 関 係,原 子 カ プ ラ ン ト関 係 で 活 動

が盛 ん で あ る こ とが 分 か って い る。

フラ ンス の各 省 や 政 府 機 関 で は,し ば しば統 一 も し くは規格 化 され た専 門用 語 集 を 作

成 して い る。

(5)オ ラ ンダ語 圏

企 業 に対 す る ア ンケ ー ト調 査 を 実施 したが フ ラ ンス と同 様 に よ い結 果 は得 られ て い な

い。 用 語 活 動 が 企 業 秘 密 に属 す る もの と して 考 え られ て い る こ と に起 因 して い る もの と

思 わ れ る。

(6)ス ペ イ ン語 ・ポル トガ ル語 圏

ラテ ンア メ リカ ・タ ー ミノ ロジー ・ネ ッ トによ る ア ンケ ー ト調 査 に約50の 研 究 機 関 及

び団体 か ら回 答 が 寄 せ られ て い る。 研 究 機 関 の 多 くは学 術 活 動 の 一 環 と して ター ミノ ロ

ジ ーの教 育 訓 練 に取 り組 ん で い る。 少 数 の 研 究機 関 が,情 報,ド キ ュメ ンテ ー シ ョ ンに

関 す る用語 活 動 を 行 って い る。

18.3.5タ ー ミ ノ ロ ジ ー書 誌 デ ー タ ベ ー スの作 成

ア ンケー トの 回 答 及 び デ ー タ ベ ー スの調 査 に よ って 得 た資 料 に基 づ き,専 門用 語 集 書 誌

デ ー タベ ー スを 開 発 した。 現 在 は約800種 の書 誌 デ ー タを 収 録 して い るが,今 後,国 内 で

発 行 され て い る専 門 用 語 集 の 全 て を 収 録 す る計 画 で あ る。 ま た この デ ー タ ベ ー ス は 磁 気 媒

体 の形 式 で 提 供 で きる準 備 を進 めて い る。

専 門 用 語 集 に的 を絞 った書 誌 デ ー タで あ る ことか ら,そ の 特 徴 を 生 かす た め に,見 出 し

語 の数 や 用 語 集 の 種 別 に つ い て も書 誌 項 目 と して 取 り上 げて い る。 さ らに 内容 を 充 実 させ

るた あ,概 念 数,索 引 の有 無,定 義 の 有 無,使 用 言 語 な ど につ いて も書 誌 項 目 とす る こ と

を検 討 して い る。

18.3.6タ ー ミ ノ ロジ ー学 辞 典 の作 成

国 際標 準 化 機 構(ISO)発 行 の 関 連 規格 及 び海 外 の 文 献11種(英 文)か ら,夕 ー ミノ
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ロジー学 に関す る用語を約800語 ひろい 出 し,日 本語 訳を付す ことによ り用語集を作成 し

た。

本辞典 の作成 に当た って は,各 文献か ら関連す る用語を文 とともに取 り出 し,そ の文脈

で示す意味に適合す る 日本語 を付け るという方法を採 用 した。 また各 用語 には,TermNet

で決めた分類 コー ドを与え,将 来 の体系化への布石 と した。本来 は,日 本語 の文献 か ら用

語 を取 り出 し,対 訳語 を付 け るとい う方法が最 も適 して い るが,こ の分野の文献が少 ない

ことか ら,英 語の文献 に基 づ いて作成 した。

同様の辞典を,ア メ リカ翻訳者協会で は英/英 版を,TermNetで は独/英 版を作成 中で

あ り,相 互 に辞典デー タを交換 して多言語辞典 を作成す る計 画であ る。 この作業 を通 じ,

この分野 にお ける用語 のやがて は国際的な調和 を促進す ることが期待で きる。

18.4今 後の課 題

(1)本 調査 研究 の継続

本調査研究の結果の分析並 び に今後 さ らにこれ らの調査 を推進 す ることによ って,次 の

よ うな諸効果を期待す ることがで きる。

① わが国で定め られ てい る専門用語の総数,用 語集の増加 の様子 な ど,用 語データベー

ス作成時 に不可欠な基礎 的デ ー タが 明 らか になる。

② わが国の専門用語 に関す る共通 の問題が 明 らかにな ることによ り,各 分野の協力 と整

合性 の維持 に参考 とな るデータを提供 す ることがで きる。

③ 諸 外国 との強調関係を維持 発展 させ ることによ り,用 語活動 の成果 を引 き続 き導 入 し,

活用す ることがで きる。

(2)用 語デ ータベースの構造 の調 査研究

わが国で稼働中の用語 デー タベ ースの多 くは,主 に機械翻訳 用であ り,コ ンピュータが

利用す る ことを念頭において開発 され た,コ ンピュータによ るコ ンピュータのための辞書

とい う色彩が強 い。 したが って,冊 子体 の用語集 を編纂 す ることを考慮 した,ま た系統 的

な用語 の管理 を効果的 に行 うことを考慮 した用語 デー タベー スの開発 につ いて は諸 外国に

比べ立 ち後れた状態 にある。

国際標準化機構(ISO)に お いて も,用 語の記録方式 につ いて標準化 への検討が行わ

れは じめて いる状況 にあ り,日 本語 に固有 な問題 も考慮 した,用 語デ ータベースの構造 に

ついて調査研究を推 進す る必要が ある。
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]

(3)用 語 デ ー タベ ー スの 試 作 開 発

用語 の 量 的 規模 とデ ー タベ ー スの構 造 が 決 ま った 時点 で,用 語 デ ー タベ ー ス開 発 は可 能

で あ る。 しか しな が ら,全 分 野 を対 象 と した もの を開 発 す る に は,分 野 間の 調 整 な どが 必

要 とな るの で,ま ず 農 学 な ど,特 定 の分 野 に限定 して 試 作 的 に着 手 し,全 体 を 見 通 す こ と

を考 え た い。
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19.異 種 データか ら構成 されるデータベー スの総合的処理技術 に

関する調査研究

19.1調 査研究 の目的

データベ ース処理 に係わ るソフ トウェア諸技術は,オ ンライ ン環境 での データ量の増大化

とデータ処理の高速化 とい う要求 に応え るべ く,ハ ー ドウ ェア として の演算装置や記憶装置

の進歩 と相 まって,大 きな発展 を遂 げている。同時に,官 公庁 や民 間企業 にお けるデータベ

ースの利用分野 も大 いに拡大 し,デ ータベースの利用方式 に係 わ る要求 も 「メーカか ら提供

され たデータベース操 作手順をその まま利用す る」 とい うシステム指 向型 か ら 「業務 に適 し

た手順で データベー スを操作す る」 という業務指向型 に移行 してい る。

この よ うな状況に対 応す るため には,デ ータベース処理技術 も,単 種 デー タに対 して定型

的な処理 を行 う従来 の処理方式(同 様の処理を大量 に繰 り返 す とい うコンピュー タが本来得

意 とす る処理方式)だ げで はな く,種 々の業務で発生 す る多種多様 な表現形態 を持 つデー タ

を複数 の分散 したデ ータベ ースに格納 し,随 時発生す る業務 目的に応 じた臨機応変 な総 合的

デー タ処理 に対応 して い くことが必要 となる。 このよ うな異種 デー タか ら構成 され る分散 デ

ー タベースに対 して,デ ータ間の関係 を も考慮 した総合 的且 っ複 合的なデー タ処理 を実現 す

るためには,こ れ まで に開発 されて きたデータベ ース処理技 術の ほかに,

① 多種 多様 なデ ータを データベ ースに蓄積 し検索 す る技術

② デー タベース中の多様 なデータを総合的に利用す る技 術

等の技 術開発が重要 な課題 とな って いる。

このよ うな状況 に鑑み,本 調査研究 は,デ ータベ ースの利用形態 と処理技術に関す る現状

の要望を調査 し,業 務指 向型の複合 的データベース処理に係 わ る技術開発を行 うことを 目的

とす ると同時に,今 後 ます ます普及 してい くことが予想 され る上記の ようなデー タベー スの

高度利用 に対 して大局 的且 つ技術 的な指針を示す ことを 目指 して いる。
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19.2調 査研究の内容

前 項 の 目的 に沿 った 「異 種 デ ー タか ら構 成 され る デ ー タ ベ ー ス 」 を有 効且 つ 高度 に利 用 す

る た めの シス テ ム体 系 モ デ ル,さ らには その モ デ ル に基 づ い た ソフ トウ ェア パ ッケ ー ジ と し

て の複 合 的 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム は,時 間 的空 間 的 な処 理 能 力 あ るい は デー タの 表現 能 力 と

い うよ うな面 か ら,最 終 的 に は,大 型 汎 用 コ ン ピ ュー タ の上 で稼 働 す る こ とを 想 定 して い る

が,当 面 の 目標 と して は,パ ソ コ ン上 で,CD-ROMを 含 め た よ うな多 様 な 入 出力 媒 体 を

総 合 的 に制御 す る よ うな シス テ ム構 成 を 想定 して い る。 そ の シ ステ ムイ メ ー ジと して は,次

の よ うな機能 と特 徴 とを持 つ こ とを期 待 して い る。

(1)各 種 統 計 デ ー タ,技 術 文献 デ ー タ,社 内通 知 デ ー タ,会 議 ス ケ ジ ュー ル等 の よ うな多 様

な業 務で 発 生 す る異 な る種 類 の デ ー タを,統 一 的 な 分 散 デ ー タベ ー スに格 納 し利 用 す る こ

とが で きる。

(2)単 種 デ ー タ に対 す る定 型 的 業 務 処 理 だ けで な く,随 時発 生 す る業 務 目的 に 応 じた 臨 機 応

変 な非 定型 デ ー タ処 理 に対 応 す る こ とが で きる。

(3)種 々の デ ー タ を,数 値 情 報,文 字 情 報,文 章 情 報,図 表情 報,文 書 情 報,画 像 情 報,イ

メー ジ情 報,音 声 情 報 な ど の デ ー タの 性 質 に応 じた 種 々の 表現 形 式 を用 いて 記 述 し,デ ー

タベ ー スに記 録 し利 用 す る こ とが で き る。

(4)デ ー タベ ー ス 中 に 格納 され て い るデ ー タか ら,個 々の デ ー タの 内 容 に基 づ いて 所 定 の情

報 を 検索(内 容 検 索)し た り,ア クセ スパ ス と して の 利 用 者 ビュ ー に基づ いて 所 定 の情 報

を検 索(構 造 検 索)し た りす る こ とがで き る。

(5)リ レー シ ョ ン型 デ ー タベ ー ス,演 繹 デ ー タベ ー ス,オ ブ ジ ェ ク ト指 向 型 デ ー タベ ー ス,

マ ル チ メデ ィア デ ー タベ ー ス な ど新 しい デ ー タベ ー ス 処理 技 術 とその 機 能 を採 用 す る。

⑥ 異 種 デー タを操 作 す る た あの 複 合 的 デ ー タベ ー ス シス テ ムを,1つ の デ ー タベ ー ス モ デ

ル と して 参照 す る こ とに よ って,デ ー タベ ー ス高 度 利 用 体 系 の 導 入 に 当 た って の 指 針 を得

る こ とが で き る。

これ らの機 能 を 実 現 す るた あ に は,現 行 の デ ー タベ ー ス処 理 技 術 を 越 え た い くっ か の技 術

的 問題 を 解決 して い く ことが 必 要 と なろ う。 この た め に,本 調 査 研 究 は,昨 年 度 を 初年 度 と

して,3段 階 か らな る3年 間 の 期 間 を想定 して い る。 第2年 度 に 当 た る本 年度 は,昨 年 度 の

複 合 的 デ ー タベ ー ス シス テ ムの 有 すべ き機能 の検 討 を ふ ま え て,本 シス テ ムの 全 体 像 とパ ソ

コ ン(CD-ROM)上 で の構 築 に係 わ る問 題 点 とに っ い て 調 査研 究 を行 った 。

具 体 的 に は,本 年 度,「 異 種 デ ー タか ら構 成 され るデ ー タベ ー スの総 合 的 処 理 技 術 」 に関
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して調査研究 を行 った項 目は次の とお りであ る。

19.2.1複 合 的 デ ー タ ベ ー ス シ ス テム の構 成

異 種 デ ー タか ら構 成 され るデ ー タベ ー スの 総 合 的 処理 技 術体 系 と して の複 合 的 デ ー タ ベ

ー ス シ ステ ム に お いて は ,「 多 種多 様 な デ ー タを デ ー タベ ー ス に 蓄 積 す る技 術 」及 び 「デ

ー タベ ー ス中 の 多 様 な デ ー タを 総 合 的 に利 用 す る技 術 」 等 が ,重 要 な 技 術 要 素 とな る こ と

は い うまで もな いが,こ れ らの 技 術 を 実現 して い くた め に は,リ レー シ ョ ン型 デ ー タベ ー

ス モ デル を は じめ と して,意 味 デ ー タベ ー ス,オ ブ ジ ェク ト指 向 型 デ ー タベ ー ス,あ るい

は マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タベ ー ス等 の 新 た な デ ー タベ ー ス処 理 技 術 を 採 用 して い く必 要 が あ

ろ う。 そ こで,こ れ らの新 しい デ ー タベ ー ス 処理 技 術 の 調 査 を 行 い,複 合 的 デ ー タベ ー ス

シス テ ムの 構 成 要 素 と して の位 置 づ け にっ い て検 討 を行 い,本 シス テ ムの 全 体 像 の 明 確 化

を 図 った。

この調 査 検 討 の成 果 と して,次 の 事 項 が 明 らか に な った。

① デ ー タ入 力,デ ー タ検 索,デ ー タ 出力 とい うよ うな,本 シス テ ム に お け る各 種 機 能 モ

ジ ュー ル ご との マ ンマ シ ンイ ン タフ ェー スの有 す べ き機 能

②AI技 術 とデ ー タベ ー ス 技 術 との 統 合 体 と して の演 繹 デ ー タベ ー スの 役 割 と複 合 的 デ

ー タベ ー ス シス テ ムの 中 で の 位 置づ け

③ 文 書 情報 の よ うに,種 々の デ ー タ表 現(デ ー タ項 目)か ら構 成 され る事 象(オ ブ ジ ェ

ク ト)に 対 して の,ハ イパ ー メデ ィア表 現 の 必 要 性 と,オ ブ ジ ェ ク ト指 向 型 デ ー タベ ー

ス の考 え 方 の 意 義

19.2.2複 合 的 デ ー タ ベ ー ス シス テ ム の システ ム設 計

本調 査 研 究 で 対 象 と して い る複 合 的 デ ー タベ ー ス シス テ ム は,将 来 的 に は,パ ソ コ ン上

で の 構築 を 目指 して い る。 そ こで,最 近,そ の高 密 度 性,経 済 性,量 産 性 か ら,パ ソ コ ン

の 記 憶媒 体 と して 脚 光 を 浴 び て い るCD-ROMに 注 目 し,CD-ROM用 検 索 ソ フ ト機

能 の 現 状調 査 を行 い,そ の調 査 結果 をふ まえ て,検 索 機 能 の高 度 化 に 係 わ る検 討 を 行 った。

この 調 査 検討 の 成 果 と して,次 の事 項 が 明 らか に な った。

① 国 産CD-ROMに 関 す る検索 ソフ トウ ェア の 現 状 と特 徴

②CD-ROMに よ るデ ー タベ ー ス化 の 特 性

③CD-ROM検 索 機 能 の,従 来 型 デ ー タベ ー ス検 索機 能 に 比 べ て の 優 位 性
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19.3今 後の課題(複 合的データベースシステムの開発に当たっての留意点)

「複 合 的 デ ー タベ ー ス シス テ ム の 構 成 」 に係 わ る調 査 検 討 の成 果 と して 得 られ た本 シス

テ ムの 特 化 した機 能 をふ ま え っ っ,パ ソ コ ン(CD-ROM)上 で シ ステ ム構 築す る場 合

の 問 題 点 と技 術 的課 題 に つ い て検 討 を 行 った 。

この 検 討 に お い て,次 の事 項 が 「今 後 の 課 題 」 と して 明 らか に な った 。

①CD-ROMの 特 性 を生 か す こ とを 前 提 と し,複 合 的 デ ー タベ ー ス シ ス テム構 成 の 中

で の,そ の記 憶 メ デ ィア と して の 位 置 づ け

② システ ム 設計 に お い て,デ ー タベ ー スを シス テ ムの 中心 に位 置 づ け る,い わ ゆ るデ ー

タベ ース 的 アプ ロー チ を行 う場 合 の,各 種 デ ー タの表 現 と,オ ブ ジ ェ ク ト指 向型 デ ー タ

ベ ー ス採 用 の 意義
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20. バイナ リモデルに基づ く先端的文書検 索 システムの開発

20.1目 的

オ フ ィスの 情 報 は,事 務 の 経過 は フ ァイ ル され て い る が情 報 間の 関連 づ け が され て い な い

こ とが 問 題 で あ る。 この 問 題 を 解 決 す る た め に,当 社 は 昭和62,63年 度,⑰ デ ー タベ ー ス振

興 セ ンタ ー よ り補 助 事 業 を 受 託 し集合 論 に基 づ く知 的情 報 検 索 シス テ ムSTDB(SetData

TheoryDataBase)を 開 発 した。 昭和62年 度,キ ー ワー ドの 同義 語 と シ ソー ラ ス に 基 づ き検

索 す る シス テ ム を 開 発 し,昭 和63年 度,同 義語 と シ ソー ラ スを定 義 す る ツ ー ル を 開 発 した。

STDBを 使 い 医 薬 品 情 報 や 修 理 伝 票 情 報 を 検 索 す る シス テ ム を試 作 し,デ ー タ ベ ー ス

'89等 に て見 学 者 の 好 評 を博 した
。

あ る文書 を 検 索 しそ の文 書 を読 ん で,他 の 関 連 した 文 書 も必 要 で あ る こ とが 初 め て 分 か る

こ と も多 い。 したが って検 索 した文 書 に 現 れ る語 句 を キ ー ワ ー ドと し他 の 文 書 を 検 索 す るた

め の,再 検 索 機 能 が 強 く求 め られ て い る。

検 索 作 業 者 が キ ー ワー ドを指 定 す る と,STDBは その キ ー ワ ー ドを含 む文 書 を検 索 す る。

検 索 され た 文 書 は キ ー ワー ドを含 ん で お り,さ らに他 の キ ー ワ ー ドも文 書 内 に含 ん で い る。

文 書 内の 他 の キ ー ワ ー ドを新 た に指 定 す れ ば,元 の 文 書 に関 連 す る他 の情 報 を 容 易 に追 加

検 索 で き る。

ま た,文 書 フ ァイ ル グル ー プ を指 定 す る画 面 で あ る メ ニ ュー一や,キ ー ワー ドの 意 味 と関 係

を指 す フ ァイ ル を 文 書 と考 え れ ば,STDBの 機 能 に つ いて もその 操 作 を単 純 化 で き る。 こ

こで,STDBの 基 礎 理 論 にキ ー ワー ドの チ ェー ンを テ キ ス トとみ な す 全 く新 しい考 え 方(

キ ー ワー ドチ ェー ンテ キ ス ト)を 導 入 し,STDBを 文 書 とメ ニ ュー とを 統 合 す るさ らに 単

純 で 使 い易 い シ ス テ ム とす る。

20.2実 施 内容

本 開 発 の 要 旨 は 次 の とお りで あ る。 キ ー ワ ー ドチ ェ ー ンテ キ ス トを 効 率 良 く取 り扱 う検 索

シス テ ムを バ イ ナ リモ デ ル に基 づ き試 作 した 。 その 理 論 的 背 景,デ ー タ モ デ ル,検 索 プ ロ グ

ラ ムの それ ぞ れ に っ いて 検討 を加 え,高 度 な 実 用 的 システ ムの 一部 を 開 発 した。

個 々の 作 業 内容 を 以 下 に述 べ る。
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(1)順 序 を 持 つ 集 合(オ ー ダ ー ドセ ッ ト)を 基 礎 理論 と した。

オ ー ダ ー ドセ ッ トは情 報 の 順 序 に注 目 した 表 現 方 法 で あ り,キ ー ワー ドチ ェー ンテ キ ス

トを表 現 す る た め に適 した 基 礎 理 論 とい え よ う。STDBが 持 つ 検 索 情 報 に順 序 性 を 取 り

入 れ テ キ ス ト検 索 の 基 礎 理 論 を 拡 張 し,さ ら に一 般 化 した。

(2)バ イ ナ リモ デ ル に関 して 調 査 し検 討 を 加 え た。

バ イ ナ リモ デ ル は実 体 と関 係 を 基 本 要 素 と し実 体 間 の 関係 を双 方 に 与 え る点 が 特 徴 で,

記 述 力 と柔 軟 性 に富 み,明 解 に モ デ ル の 表 現 が 可 能 で あ る。 この た め,本 モ デル は概 念 モ

デ ル の うち で 注 目を集 めて い る。 一 般 に 文 書 とキ ー ワー ドの 関係 は 「文 書 は キ ー ワ ー ドを

含 ん で い る」 と 「キ ー ワー ドは文 書 に含 まれ て い る」 の 双方 向性 を 考 慮 す る必 要 が あ ろ う。

この 関 係 を バ イナ リモ デ ルで 表 しイ ンデ ッ クス情 報 を 単 一 化 した 。 ま た,バ イ ナ リモ デ

ル に会 話 的 且 っ 動 的 な機 能 を追 加 す る新 た な デ ー タモ デル を 作 成 した 。

キ ー ワ ー ドか らそ の キ ー ワ ー ドを含 む 文書 を検 索

キ ー ワ ー ド1文 書ij

入 力1↓ ↑ 出力1

1バ イナリモデル1た だし

入 力2↑ ↓ 出 力2i,j,k,1は

1文 書 ・llキ ー・一 ドkll任 意の撒

文書か らその文書に含まれるキーワー ドを検索

図20-1バ イ ナ リモ デル の 文 書 検 索 システ ムへ の 適 用

(3)バ イ ナ リモ デル の デー タを 高速 に検 索 す るプ ロ グラ ムを 開 発 した。

バ イ ナ リモ デル は複 雑 且 つ 情 報 量 に富 む た め,こ れ を会 話 的 且 つ 動 的 に 取 り扱 うた め に

並 列 処 理 が 適 して い る こ とが 分 か った。 マ ル チ プ ロセ ッサ を用 い,複 数 の デ ィ ス ク上 に存

在 す る デ ー タを検 索 す る システ ム を 検討 した 。 高 速 応 答且 つ柔 軟 な会 話 処 理 を 実 現 した。

大 規 模 デ ー タに対 応 す る ため,他 の キ ー ワ ー ド管 理 手 法 を考 察 し,シ ス テ ム を試 作 した 。

(4)開 発 した プ ロ グ ラ ムを も とに文 書 検 索 シス テ ム を試 作 した 。

"薬 品 名"
,"識 別 コー ド","製 造 会 社 名","販 売 会 社 名","効 能 効 果"等 の 情

報 を 持 つ 医 薬 品 に関 す る文 書 を 対 象 と し,医 薬 品情 報 検 索 シス テ ムを 試 作 した。 薬 品識 別

コー ドに基 づ き検 索 を行 い,そ の 薬 品 を販 売 す る会 社 名 を知 り,そ の 識 別 コー ドと得 られ

た会 社 名 を キ ー ワー ドと し新 た に他 の 医 薬 品 にっ いて の情 報 が検 索 可 能 とな っ た。
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ユ ーザ の 問 い合 わ せ

その薬品はだれが販売 し

ているか?

→

薬品会社iが 販売す るそ

の薬品を知 りたい!

→

医薬品情報

検索 システム

検索プログラム
■

↑

↓

医 薬 品 文 書

キ ー ワ ー ド

シ ス テ ム の 回 答

→ 薬 品 会 社1
、・… 薬 品 会 社i、 …

薬 品 会 社mが そ の薬 品 を販 売 して い る

→
そ の 薬 品 の 内容il、 … 、

内 容ij、 … 、内容inが 分 か る

た だ しi∈ 〔1,m〕 、 」∈ 〔1,n〕

図20-2医 薬品情報検索 システムでの検 索例

"機 種 名"
,"受 付 内 容 η,"処 理 内容"な どの情 報 を持 つ 障害 報 告 に関 す る文 書 を 対 象

と し,修 理 情 報 検 索 シ ステ ムを 試 作 した。 品 名 と品 番 の対 応 表 を 利 用 し,シ ソー ラ ス を 関 係

登 録 す る手 間 を 省 くこ とを 可 能 と した 。 ま た,OEM製 品 に 対 して の 品番 の 対 応 表 を利 用 し,

シノニ ム(同 義語)を 入 力 す る手 間 を 省 く こ とが 可 能 とな った 。

開発 に は当 社 の ミニ メ イ ンフ レー ム コ ン ピュ ー タIX-11を 用 い た。IX-11は 一 般 のU

NIXに デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ム に適 した機 能 を 追 加 した コ ン ピュー タで あ り,プ ロ グ ラ

ム 開発 及 びデ ー タベ ー ス運 用 に最 適 な環 境 を提 供 して い る。

IX-11の 主 た る特 徴 を 次 に述 べ る。

(1)標 準UNIXOS

独 自の デ ュ ア ル ユ ニバ ー ス機 構 に よ り,現 在UNIXの2大 標 準 で あ る,バ ー ク レイ版

4BSDとAT&T版STSTEMVを そ の ま ま サ ポ ー トして お り,双 方 の プ ロ グ ラ ミ

ン グ環 境 を 同時 に使 用 した り,一 方 の 環 境 で 開発 され た プ ログ ラ ムを 他方 の 環 境 で も使 用

可能 で あ る。

(2)シ ンメ トリ ッ クマ ル チ プ ロセ ッサ

独 自のRISC(縮 小 命 令 セ ッ トコ ン ピュー タ)プ ロセ ッサ を採 用 し,プ ロ セ スの 実 行

を 終 了 した プ ロセ ッサ が 次 の 処 理 待 ち プ ロセ スを 実行 す るア ー キ テ クチ ャを 構 成 して い る。

プ ロセ ッサ の増 減 に 容 易 に対 応 で き,耐 故 障性 や拡 張 性 に優 れ て い る。

(3}プ ロセ ス 管理 機 能 の 拡 張
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プ ロセ スの 実 行 を 特 定 の プ ロ セ ッサ に固 定 す る機 能 や,プ ロセ スの 実 行優 先 度 を常 に最

上 位 に す る機 能 を 付 加 して い る。 これ らの機 能 に よ り,デ ー タベ ー ス アプ リケ ー シ ョン実

行 処理 能 力 で は メ イ ンフ レー ム ク ラ ス に匹敵 す る。

(4)仮 想 デ ィス ク機構

仮想 デ ィス ク採 用 に よ り,ス トラ イ プデ ィス ク,コ ンキ ャテ ィ ネ イ トデ ィス ク,ミ ラ ー

デ ィス ク,メ モ リー(RAM)デ ィ ス クを実 現 して い る。 これ に よ り,既 存 の プ ロ グ ラ ム

を 変更 す る こ とな く,フ ァイル シス テ ムに っ いて の実 行 効 率 や 機 能 を 向上 で き る。

20.3効 果

20.3.1キ ー ワー ドチ ェー ン テ キ ス ト

文書 検 索 で は シ ソー ラ スか ら検 索 に必 要 な キ ー ワー ドを 探 す の が 一 般 的 といえ よ う。 キ

ー ワー ドチ ェー ンの 考 え に基 づ くとキ ー ワー ドを構 造 化 して 記 述 した文書
,例 え ば 用 語 集

は,そ れ に示 され た 用 語 を キ ー ワ ー ドにっ い て の シ ソ ー ラ ス とみ なす こ とが で き る。 この

たあ,キ ー ワ ー ドにっ い て の 一 覧 表 な ど,情 報 を 集 約 した 文 書 は シ ソー ラス を代 替 で き る。

図20-3に 例 を 示 す 。

会社名一覧 を以下 に記す

会社名(漢 字) 会 社名(カ ナ) 住 所

一団 蓮 国 一1・ ナベセ・ヤ・1-1大 阪市東区追修町1

一[塩 野義製薬]一 シ オ ノ ギ セ イ ヤ ク → 大阪市東区道修町

→ 武 田薬品 → タ ケ ダ ヤ ク ヒ ン → 東京都中央区日本橋

図20-3キ ー ワ ー ドチ ェ ー ン の 例

この機 能 を 使用 し,表20-1に 示 す よ うな検 索 が 可 能 とな る。 これ は,開 発 シス テ ム は,

キ ー ワー ドシ ソー ラ ス を 文書 化 し利用 で きるだ けで な く,文 書 中 に現 れ る キー ワー ドを使

い再 検 索 可 能 で あ る こ と も示 して い る。
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表20-1医 薬品文書 を検索す る例

操 作1 操 作2 操 作3

検索

操作

キ ー ワー ド'芥026"を 用 い

て 文書 を検 索

キ ー ワー ド"会 社 名一 覧"を 用 い

て 、会 社 名 を 一 覧 表 に した 文書 を

検 索

キ ー ワ ー ド"解 熱"と'田 辺 製 薬"

をANDに 組 み 合 わ せ 文 書 を検 索

検索

文書

識別コー ド×026

会社 塩野義製薬

効能効果 解熱

:
万

会社名一覧

田辺製薬

塩野義製薬

:1ウ

識別 コー ドASA200

会社 田辺製薬

効能効果 解熱

:万

結果

内容

キ ー ワ ー ド"塩 野 義 製 薬"、

'解 熱"が 得 られ る

シ ソ ー ラス を使 わ ず に会 社 名 の キ

ー ワ ー ド"田 辺 製 薬"が 得 られ る

"解 熱"
、'田 辺 製 薬"の 両 方 の

キ ー ワ ー ドを含 む 文 書 が 得 られ る

20.3.2バ イナ リモ デ ル の 特 徴

情 報 の 関係 を 表 現 す る一般 的 モ デ ルで あ るネ ッ トワ ー ク モ デル を 用 いて 実 体 間 に 双方 向

の 関 係 を 表現 す る と,そ れ ぞ れ 独立 した2つ の 関係 が 必 要 で あ る。 これ らの 関 係 を 会 話 的

(リ ア ル タ イ ム)に 更 新 す る場 合 で は2っ の 関係 の一 貫 性 が保 証 され に くい。

バ イ ナ リモ デル は デ ー タモ デ ル の1っ で あ り,実 体 とそ れ らの 関 係 を用 いて 情 報 を 表 現

す る。

実 体 間 の関 係 を 常 に対 に して 与 え る こ とか らバ イナ リモ デ ル と呼 ば れ る。 バ イ ナ リモ デ

ル を 用 い 双方 向 の 関 係 を1っ に表 現 す る と,会 話 的 な 処 理 にお い て 更新 時 の一 貫 性 が保 証

で き る。

文 書 検 索 で は,あ るキ ー ワー ドを含 む 文 書 を検 索 す る こ とが 一 般 的 で あ る。 しか し,上

で 示 した よ う に,文 書 に含 まれ るキ ー ワ ー ドを知 る機 能 も極 めて 重 要 な意 味 を 持 って い る。

バ イ ナ リモ デル を 用 い る と文 書 とキ ー ワ ー ドの 関係 を単 一 にで き,イ ンデ ック ス フ ァイ

ル を格 納 す る た め に必 要 な記 憶 容 量 を小 さ くで き る。 バ イ ナ リモ デ ル に基 づ き シス テ ム を

作成 し,以 上 の 点 が 確 認 され た。
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表20-2バ イ ナ リモ デ ル とネ ッ トワ ー クモ デ ル の 比 較

キ ー ワ ー ド と 文 書 の 関 係 ダ イ ヤ グ ラ ム 特 徴

バ イ ナ リ

モ デ ル

・1っ の関係が双方 向

の情報を表現
・変更時 に一貫性 を保

ち易 い
・関係の情報 は複雑且

つ密度が高 い
・効率良 く取 り扱 うた

めに並列処理が必要

キ ー ワー ドと文 書 は'

包 含 関 係 を 持 つ

一関
キ ー ワ ー ド ー

ネ ッ ト

ワ ー ク

モ デ ル

・双方向の関係をそれ

ぞれ独立 して表現 で

きる
・表現の 自由度が大 き

い
・変更 時に一貫性を保

ちに くい
・1っ の関係 を容易 に

効率良 く取 り扱え る

キ ー ワ ー ドは

文 書 に含 まれ る

:圏
→

キ ー ワ ー ド

← 文 書 は

キ ー ワー ドを含 む

20.3.3開 発 プ ログ ラム の 効 果

現 在,情 報 検 索 の 新 しい方 法 と して ハ イ パ ー テ キ ス トシステ ム(以 下 ハ イ パ ー テ キ ス ト

と略 す)が 開発,販 売 され て い る。 主 た る もの と してApple社 のHyperCard,XEROX

社 のNoteCards等 が あ る。 ハ イパ ー テ キ ス トシス テ ム は ネ ッ トワ ー ク状 に リ ンク され た文

書 間 を移 動 し必 要 な情 報 を 得 る検 索 システ ムで あ る。 文 書 間 の リン ク情 報 はユ ーザ が あ ら

か じめ プ ロ グ ラムす る。 ハ イパ ー テ キ ス トは検 索 条件 を 使用 者 が 指 定 す る文 書 検 索 とは機

能 が 異 な るが,関 連 す る文 書 を た ど る機 能 は文 書 情報 の 検索 に有 効 な手 法 で あ る。 本 開 発

で 作成 した プ ロ グ ラ ム(以 下 これ をSTDB2と 呼 ぶ)はSTDBと ハ イパ ー テ キ ス トの

両 者 の特 徴 を持 ち,且 つ そ れ らの 問題 点 を解 決 した画 期 的 シ ステ ムで あ る。STDB2で

は文 書 内 容が キ ー ワ ー ドシ ソー ラ スや メニ ュー フ ァイル で あ り,キ ー ワ ー ドが 次 の情 報 を

得 るた め の リン ク情 報 とな る。 この た あ,STDB2を 使 え ば ユ ーザ が 新 たな 情 報 を 作成

しな くて も従来 の シス テ ムの 機 能 を 兼 ね 備 え た 文書 検 索 シス テ ムが 構 築 可 能 で,上 記 の試

作 シス テ ム と同様 の検 索 が あ らゆ る文 書 情 報 を 対 象 に可 能 とな る。
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表20-3STDB,ハ イ パ ー テ キ ス ト とSTDB2と の 比 較

STDB ハ イ パ ー テ キ ス ト STDB2

検索方法 登 録 され て い るキ ー ワ
ー ドを 一 覧 表 や シ ソ ー

ラ スか ら選 択 し検 索 条

件 とす る

文書 中にあ らか じめ設定
された リンクをたどる

登 録 され て い る キ ー ワ ー ド

を 一 覧 表,シ ソ ー ラ ス,検

索 した 文書 か ら選 択 し検 索

条 件 とす る

デ ー タベ
ー ス作 成

文 書 と キ ー ワ ー ドか ら
イ ンデ ッ クス を 自動 作

成
シソ ー ラ ス と シ ノニ ム

(同 義 語)は 独 自に 作

成

文書 間の リンクをあ らか
じめプ ログラ ミング

検索 内容 をあ らか じめ決
定

文 書 とキ ー ワ ー ドか らイ ン
デ ッ クス を 自動 作 成

シソ ー ラス,シ ノニ ム は文

書 で も指 定 可

文 書 間 の リン ク も自動 作 成

医薬品 データに対 してその実証を行 った。従来医薬品 データは膨大で複雑す ぎ薬品 名や

会社名等の単純 な指 定で しか検索で きなか った。本 システムはキーワー ドや シソーラスを

ユーザが ほとん ど定 義せず に錠剤に刻 印され た識別 コー ドに他の情報,例 えば会社名 や症

状名を条件 に加え検 索で きるよ うにな り病院等で実用 に耐え うる システ ムといえる。

20.3.4他 の キ ー ワ ー ド管 理 手 法 との 比 較

大 量 の デ ー タ を 管 理 す る ため に リレー シ ョナ ル デ ー タベ ー ス(RDB)が 使 わ れ て い る。

キ ー ワ ー ド数 が 大 量 に な っ た場 合,RDBに て キ ー ワ ー ド管 理 す る方 法 が 効 果 的で あ る

と考 え,シ ス テ ム を 試 作 した。RDBと して 米 国 カ リフ ォル ニ ア大 学 バ ー ク レー校 に て 開

発 され たパ ブ リッ ク ドメ イ ン版ingres(RDBMSと 略 す)を 使 用 した。

キ ー ワー ドに つ い て の 情 報(検 索 日付,検 索 回数,概 念 登 録,関 係 登 録)の 内容 を リ レ

ー シ ョナ ル テ ー ブ ル にて 表 現 した。 これ らの キ ー ワー ド情 報 を取 り出す た めの 関数 を 作 成

した。 これ に はRDBMSに 付 属 のC言 語 イ ンタ フ ェー ス を 使用 した。 この ラ イ ブ ラ リ関

数 を使 い,STDBとRDBを 組 み 合 わ せ た。 本 試 作 プ ロ グラ ム を実 行 し以 下 の こ とが 確

認 され た。

・ソー トや集 計 処 理 は遅 い。

・ア クセ ス 時 間 は管 理 す る キ ー ワ ー ド数 か ら影 響 を受 け に くい。

・キ ー ワー ド管 理 部 分 と画 面 表 示 部 分 と分離 して も実 行 ス ピー ドは さ ほ ど低 下 しな い。

これ か ら,キ ー ワ ー ド管 理 にっ いて 以下 の結 果 を得 た。

・キ ー ワー ド数 が 少 な い と きは ,STDBが 持 って い る独 自方 式 が 有 利 で あ る。 一 方,

キ ー ワー ド数 が 多 い場 合 に はRDB方 式 が 有 利 で あ る。 具体 的 な交 差 点 は実 行環 境 に

依 存 す る。
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・決め られたデー タを まとあて 取 り出 したり書 き込んだ りす る場合 はRDB方 式が有利

であ る。

・全体を集計す る処理や可変長 デ ータの処理 はSTDBが 持 って い る独 自方式 が有利で

あ る。

・統括 して,ど ち らか一方の み に頼 らず,両 者 を融合 し状況 によ り使 い分け る機 能が必

要 と考え る。

1

20.4今 後の展開

今 後 以 下 の機 能 拡 張 を計 画 して い る。

(1)グ ル ー プ ウ ェアへ の 対 応

OAシ ス テ ム は個 人 の業 務 を 向 上 させ るた め に使 用 され て い る。 コ ン ピュ ー タが ネ ッ ト

ワー ク シ ステ ム に て接 続 され る よ う にな り,デ ー タの 共有 が 可 能 とな って い る。 これ に よ

り,グ ル ープ で の業 務 に 使 用 で き る コ ン ピュ ー タ シス テ ム(グ ル ー プ ウ ェア)に つ い て の

要 望 が あ る。 文 書 検 索 シ ステ ム は グル ー プで の 文 書 の 共 有 化 を進 め,グ ル ー プ で利 用 で き

る もの と し,グ ル ー プ ウ ェア と して 位 置 づ け る。

今 後,以 下 の 既 存 技 術 と組 み 合 わ せ,グ ル ー プで の 協 調 作 業 を 支 援 す る。

・電 子 メ ール

・リ レー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー ス シス テ ム

これ ら機 能 と組 み 合 わ せ るた め に以 下 の 開発 課 題 が あ る。

・ク ライ ア ン トサ ー バ ア ー キ テ キ チ ャの採 用

・シ ステ ム稼 働 率 の 向 上

・他 ア プ リケー シ ョ ンとの イ ン タ フ ェー ス

(2)ク ラ イ ア ン トサ ー バ ア ー キ テ ク チ ャへ の 対 応

シス テ ムの 実 行 効 率 を 向上 さ せ,イ ン タフ ェー ス部 分 に 自 由 度 を 与 え よ う とす る場 合,

プ ログ ラ ム を サ ーバ と クラ イ ア ン トに そ れ ぞ れ機 能 分 割 す る こ とが 有 効 で あ る。 開 発 プ ロ

グ ラム を 改 良 し,文 書 検 索 サ ー バ と して の 機能 を 実現 す る こ とを 計 画 して い る。 この 実 現

には以 下 の 開 発課 題 が あ る。

・サ ーバ が 提 供 す べ き機 能 を 使 用 す る た めの イ ンタ フ ェー ス

・クラ イ ア ン トを 開 発 す る た め の ラ イ ブ ラ リ

ー190一



・複 数 の ク ライ ア ン トか らの タス ク管理

・競 合 解 消 と処 理 最 適 化

一191一
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